
        
            
                
            
        

    
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　──塔から転落し、最後の言葉を風にさらわれ、ナツキ・スバルの意識は途絶える。

「────」

　皮肉と言えば皮肉な話で、今回の『死』は織り込み済みの『死』だった。

　シャウラの真意を問とい質ただし、彼女が隠した塔の五つ目のルールを暴いて、そして、シャウラ自身を救ってもいいのだと、そう哀願のような確信を得る。

　欲しかった答えを、全て得ることができた。だからなのだろうか。

『死』の瞬間の胸中は妙に落ち着いていた。無論、『死』へと自ら飛び込むことへの不安と緊張、それはスバルの全身を痛いぐらい締め付けてはいたが──、

「でも、これまでで一番、真摯に『死』と向き合った」

　もちろん、自死を選んだことが本気でシャウラの救いになったなどとは思わない。

　──死なせたくないから、死ねと命じてほしい。

　そうまでスバルを案じたシャウラが、そのスバルに目の前で身投げされたのだ。その衝撃は計り知れないし、きっと四百年待ち続けた彼女の心を盛大に砕くだいたはず。

　だから、あれはあくまでスバルの自己満足でしかない。

　おまけにその結果を自分では見届けないという、最悪の自己満足だ。

「──だからどうした」

　自己満足でしかないと、偽善でしかないと、そう括くくられたならなんだというのだ。

　この世の行いは結局、最終的にどう受け止めるかは自分の持つ秤はかり次第でしかない。為なされない善行に意味はなく、偽善なんて言葉は究極的には存在しない。

　シャウラとの対話を経て、スバルの最終目標──全員生存と、それが決まった。

　シャウラを含めた誰一人、欠けずにこの砂の塔を取り巻く事変を解決へ導く。

　そのためにできることを、何でもやる。

　それが──、

「俺が、俺である意味。──そうだろ、『ナツキ・スバル』」

　その、決意の一瞬と共に、長い長い、『死』の淵ふちからの目覚めがくる──。
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「──スバル」

　意識が水面を割って浮上した直後、すぐ目の前に特徴的な紋様の青い瞳ひとみが映り込む。眼前、心配そうにスバルを覗のぞき込んでいるのはベアトリスだ。

　その小さな手が頬ほおに触れていて、スバルは微かすかに息を呑のむ。

　死した直後のこの身には、少女の命の温ぬくもりがあまりに熱く感じられて。

「意識、ちゃんとしてるかしら？　本から戻ってくるのが遅くて不安だったのよ。うっかり記憶を落としてないか確かめた方がいいかしら。手始めに、ベティーのことは……」

「ベアトリス、だろ……」

「──。どうやら、ちゃんと覚えてるようなのよ。いい子いい子かしら」

　そう言って、ベアトリスが頬に触れていた手でスバルの頭を撫なでる。そのくすぐったい感触を味わいながら、スバルの意識がゆっくり、現実に追いついた。

『記憶の回廊』でのルイ・アルネブとの邂かい逅こう、そこから舞い戻った直後の地点だ。

　変わらないリスタート地点、だが、ここをスバルのゼロ地点と定めるならば──、

「──カウントゼロ、ここから反撃開始の狼煙のろしを上げる」

　スバルの呟つぶやきに、ベアトリスの大きな瞳が訝いぶかしげに瞬く。

　この先の戦い、ベアトリスにも大いに力を貸してもらう必要がある。だが、スバルは自分の目的と手段、その詳細を彼女に明かすつもりはなかった。

　彼女は優しい。ベアトリスは、とても優しい。

　だから、スバルがこれから何を試みようとしているのか。そんな話を知ったら、絶対に反対するに決まっている。──それは、ベアトリスに限った話ではない。

「それで、どうだったのよ？　本を読んだ目的は果たせたのかしら？」

「──ああ、それなんだが」

　そう、ベアトリスが膝の上に本を乗せたままのスバルに問いかける。

　ベアトリスたちにとって、スバルはレイド・アストレアの攻略法を求め、彼の『死者の書』に挑んだ直後のこととなっている。

　それが複雑な理由で頓とん挫ざし、挙句にずいぶんと前に感じられるほど様々な事態が合間に挟まっていたが──それは、あくまでスバルだけの話。

　やるべきことも、しなくてはならないことも、決まっている。だから──、

「ベアトリス、少し慌ただしいことになるぞ。──力、貸してくれ」

「──。そんなの、当然なのよ。ベティーは、スバルのパートナーかしら」

　何の説明もなしに、そう切り出すスバルに協力を約束してくれるベアトリス。

　彼女の存在が、本当の本当に──■強かった。





　　　　　３






　──視界が白く開けた瞬間、様変わりした二層の様子にスバルは瞠どう目もくした。

　大階段を抜けた先、本来ならひどく質素な白い空間に迎えられるはずだった。だが、何もなかったはずの場所には激しい戦いの爪痕が、床に壁に、天井に深く刻まれていた。

　塔を破壊してはならない。──これが、塔の決まりが破られた一端だとしたら。

「塔の仕掛けが塔のルールを破るなよ。とことん規格外か、お前……」

「──あぁ？　なンだ、どこのどいつが上がってくるかと思やぁ、オメエらかよ」

　苦々しく呟つぶやいたスバルの視界、荒れた二層の真ん中に佇たたずむ赤毛の偉丈夫──レイド・アストレアが振り返り、退屈そうに鼻面に皺しわを寄せる。

　彼らしい物言い、彼らしい態度、そこにこれまでのレイドとの印象の違いはない。

　違いがあるとすればそれは、彼が片手に吊つり上あげるボロボロの少年の存在だ。

「か、か、か……」

　白目を剥むいて、半死半生の少年。直接の面識はないが、その横顔には見知った面影がある。それは、ライ・バテンカイトスの面影だ。つまり──、

「──『暴ぼう食しよく』のロイ・アルファルド」

　白目を剥いた少年──ロイの様子を眺め、そう言ったのはスバルではなかった。

　スバルと同行し、二層へ駆け上がった白い装いの美丈夫、ユリウスだ。ベアトリスを伴い、道中で合流した彼を連れ、スバルは二層へ直行した。

　その目的は、レイドとロイとの接触を阻止することにあったのだが。

「リスタート地点から最速で動いても、間に合ってねぇ……」

　理論上、『死に戻り』地点から最速でこの状況だ。つまり、『剣聖』と『暴食』の遭遇は回避できない。ただ、二人の初対面は思ったより和やかではなかったらしい。

　二層の荒れようを見れば、レイドとロイの激しい戦いは想像がつく。おそらく、『暴ぼう食しよく』は喰くらい尽くしたあらゆる絶技を用い、レイドを追い詰めんとしたはずだ。

　──その技のデパートが、レイドという存在に木こつ端ぱ微み塵じんに砕くだかれただけで。

「で、どうすンだ？　塔の中がてンやわンやになってンのは知ってンだが、わざわざここにきてンだ。『試験』やってくか？　稚魚とジャリじゃ話にならねえが……」

「その前に、彼を解放してもらいたい、レイド・アストレア」

「ああン？」

　ロイの片足を掴つかんだまま、反対の手で耳をほじるレイドが不機嫌に唸うなった。だが、正面からレイドに意見したユリウスは怯ひるまず、「重ねて言おう」と続け、

「彼を解放するんだ。すでに決着はついている。それ以上、敗者を貶おとしめるべきではない」

「やなこった。大体、誰に命令してやがンだ、オメエ。こいつはオメエのお友達かよ」

「いいや、断じて否いなだ。その『暴食』の大罪司教は私にとっても仇きゆう敵てきであり、最悪、戦いの果てに命を奪い合うことさえあるだろう相手だ」

「へえ？　なら、なンでそう怒ってやがンだ？　獲物が横取りされたからかよ？」

「──あなたが、剣士の誇りを足蹴にするからだ」

　真まっ直すぐ、ユリウスが『剣聖』──剣の頂に立ったものへ与えられる称号、それをこの世で最初に冠した男へと、告げる。

　その、侮辱ともなりかねないユリウスの断言を聞いて、レイドは深々と息を吐いた。

「──剣士の誇り、ねえ」

　ふと呟つぶやかれた一言が、二層『エレクトラ』の空気を灼やいたのをスバルは感じた。

　静かな、さしたる感情を孕はらんだようにも思えない、何気ない一言だったのに。

　──それは、初代『剣聖』レイド・アストレアの噴火の合図だった。

「オイ、オメエ、いつまで寝てやがンだ。とっとと起きろや」

「ぐぎぃッ！」

　みしみしと、掴んだ足を握り潰つぶしかねない握力にロイの汚い悲鳴が上がる。そうして、レイドは涎よだれを垂らした逆さの大罪司教の顔を見下ろし、

「オメエ、言ってたな。オレを喰くらい尽くして、味わい尽くして、舐ねぶり尽くすとか何とかよ。──それを、させてやるよ」

「──。ぎひ、かは、あはははっ！　なんだそれッ！　何それ何それ、急になんだよッ！　それが嫌だから、僕たちや俺たちをタコ殴りにしてくれたくせにさァ！」

「気が変わったンだよ。──あぁ、そうだそうだ」

　痛みで意識を取り戻すロイに鮫さめのように笑いかけ、レイドが空いた手を掲げる。

　瞬間、レイドの首を狙った鞭むちの先端、スバルの不意打ちが掴まれた。

「あ……」

「躊ちゆう躇ちよなくて悪くなかったぜ。ま、実力が欠片かけらも伴っちゃいねえが、な！」

　使い方を忘れ、見み様よう見み真ま似ねで放った鞭の一撃、それを寸評したレイドが掴んだ鞭を強く引く。とっさに踏ん張ろうとしたのが仇あだとなり、スバルの足が力ずくで浮かされた。

「う、お──っ!?」「スバル！」

　足の浮いたスバルに掴つかまり、ベアトリスも一緒に振り回される。放物線を描いて飛ぶ二人だが、それはベアトリスが魔法で何とか着地を制御、頭からの転落は免れた。

「スバル！　ベアトリスさ──」

「気ぃ抜いてンな、バーカ」

「ぐ、ぁ──っ！」

　その吹き飛ぶ二人に気を取られ、意識の逸それたユリウスをレイドが蹴り飛ばす。それをユリウスは剣で受けたが、衝撃は殺せず、白い空間を大きく弾はじき飛ばされた。

　そして、スバルたちが阻まれている間に──、

「そら、試してみろ。オレを喰くい荒らせるか、生きるか死ぬかだ。なぁ、オメエよ」

「──あァ、ああ、ああッ！　わかった、わかったよ、わかったさ、わかったとも、わかったから、わかってるから、わかっているからこそ！　暴飲ッ！　暴食ッ！」

　逆さのまま、顔のすぐ前に引き上げられたロイがレイドに吠ほえる。そして、『暴ぼう食しよく』の大罪司教は手を伸ばし、眼帯に覆われたレイドの左目に手を重ねた。

　それから大口を開け──、

「──レイド・アストレア」

　言葉と共に、ロイが見えない『何か』を咀そ嚼しやくし、貪るように啜すする。

　それが『暴食』の食事であり、存在が冒ぼう涜とくされる瞬間だった。

「──ぁ」

　ふっと、変化は一瞬で到来し、幻のようにレイドの姿が消えた。

　確かにいたはずの空間から長身が消えて、足を掴まれていたロイが床に落ちる。そのままロイは身軽に着地し、恍こう惚こつとした表情で舌なめずりした。

「あァ、すっごいなァ……！　あんな味、こんな味、どんな味がするのかたくさんたくさんたっくさん想像してたけど……予想以上だったッ！」

「クソ、やられた……！」

「あはァ、見てたろッ!?　喰ったッ、喰ってやったッ！　なんて芳ほう醇じゆんな味わい！　『悪あく食じき』なんて言われてる僕たちでも、これを味わったらライの言い分も──ぉ」

　のけ反り、頬ほおを赤らめながらロイがレイドの味わいを賛美する。考え得る限り、人類史上最悪の食レポ──それが、中途で止まった。

　この先に起こる出来事、それを知るスバルにとっては既定路線の反応──、

「こ、今度は何を始める気なのよ……」

「ま、ま、まー、待って、ひへ、ぎひ、ぎひひッ。おかし、おかしいって、おかしいじゃないかッ！　だって、こんなの……オメエ、変だろ？」

　不気味がるベアトリスの手を握り、スバルは奥歯を噛かんだ。

　その間にロイの表情が変化する。歪ゆがんだ笑み、それが鮫さめのような笑みへと。

「変なこたねえよ、オメエ。喰くうか喰われるか、それが生きるっつーことだろうが」

　獰どう猛もうな笑みを浮かべ、『暴ぼう食しよく』らしからぬ発言があった直後、変化が生じた。

　それは月の満ち欠けのように、いつの間にかという表現が適切な変化だった。

　瞬まばたきもせずに見守っていたにも拘かかわらず、スバルも、ベアトリスやユリウスも決定的な瞬間を見逃す。──それぐらい、当然のような変化だった。

「──ああ、やっぱ生の体は違ちげぇな。肉に血が通ってる感じがしやがる」

　文字通り、瞬く間に選手交代を果たし、ロイのいた場所に現出する赤毛の威容──レイド・アストレアが『暴食』の大罪司教の肉体を奪い、現世への復活を遂げる。

「大罪司教の代わりに、レイド・アストレアが……」

「厳密には、喰った相手を再現する『暴食』の権能を逆手に取って、相手の自我を塗り潰つぶした……だよな？」

「難しいこと言ってンじゃねえよ。ンなどうでもいいこと、オレが知るか。オメエ、稚魚が適当ほざいて……ああ？　オメエ……オメエ、これオメエ、あれだな、オメエ」

「──？　なんだ？」

　精神による肉体の乗っ取りだが、その事実とは余よ所そにレイドが顔をしかめる。

　彼は珍しくうんうん唸うなったかと思うと、その青い瞳ひとみでスバルを見据えて──、

「──オメエ、気持ち悪わりぃな」

　次の瞬間、レイドの投じた箸の先端がスバルの眼前に迫っていた。

「く──っ！」

　頭部を射抜かれる、とスバルが意識するより早く、滑らかな剣けん閃せんが箸を斬り払う。スバルを救ったのは、寸前に飛び込んだユリウスだ。

　思わず息を呑のむスバルの前、ユリウスは白いマントを翻ひるがえらせ、

「レイド！　あなたの相手は私が──」

「するってか？　後ろにお姫様抱えてて、オレとやり合えるわきゃねえだろうが！」

　疾風の如ごとく舞い戻ったユリウスへと、それ以上の速度でレイドが迫った。

　ひねりを加えた掌しよう底てい、それがユリウスの細い胴の中心で爆はぜ、血を吐く長身が後ろに弾はじかれた。床に長い足をついて勢いを殺そうとするが、殺し切れずに飛ばされる。

　そうして、ユリウスという庇ひ護ごを失ったスバルへとレイドが振り返り、

「そら、情けねえ王子様はいなくなったぜ、お姫様」

「王子様とかお姫様って表現には異論あるが……必要な時間は稼いでくれたぜ！」

「あぁン？」

　構えた箸を一いつ閃せんする直前、ユリウス分の間隙へとスバルたちが滑り込む。

　そこで両手を合わせ、スバルのなけなしのＭＰ的なものを使い、ベアトリスが大魔法を行使──世界の在り方に干渉する。

「──ウル・シャマク」

　ベアトリスの詠唱が完成した直後、空間に生じるのは巨大な黒い穴だ。

　果ての見えない、どこまで続いて、どこまで深いのかもわからない原始的な恐怖を伴う黒い穴、それが正面からレイドを呑のみ込み、彼方かなたへ連れ去ろうとする。

　空間を捻ねじ曲げる、ベアトリスの大魔法──、

「なンだ、空気かこりゃ。空気なンて、どこにでもあるもンでオレが止まるかよ」

　そんな絶大な魔法を、レイドは箸の一振りでいとも容易たやすく、気軽に両断する。

　次元斬り──ある種の絶技が無造作に披露され、その余波がスバルとベアトリスへ迫った。その致死の軌道からとっさにベアトリスを逃し──、

「が、ぁぁぁ!!」

「スバル──っ！」

　灼しやく熱ねつの感覚が体を斜めに縦断、後ろに倒れるスバルをベアトリスとユリウスが呼ぶ。

　込み上げてくる血と痛み、叫び出したくなるそれを、スバルは必死に堪こらえた。

「だ、いじょう、ぶ……」

　首を横に振り、ベアトリスたちに心配無用と訴えかける。当然、そんな言葉を伝えたところで、二人が納得するはずがない。

　胸の傷は、浅い。──否いな、浅くはない。浅くはないが、痛くはない。嘘うそだ。我慢できないほどではないに言い換える。とにかく、辛つらいが、大丈夫なのだ。ベアトリスが、巻き添えにならなくてよかった。その安あん堵どと、相手の観察を怠るな。

　前を向いて、レイドの挙動をつぶさに観察し──、

「それでオレに届くかよ、オメエ」

　呆あきれ顔で、レイドが唇の端から血を流したスバルを見ている。

　そのレイドに向けて、スバルは手を突き出し、指を一本立てた。

「──あ、ぁ。届くぜ」

　今でも、ここでもない、場所で。届く。

　エミリアを、ベアトリスを、ラムを、レムを、メィリィを、エキドナを、ユリウスを、シャウラを、パトラッシュを、仲間たちを、救ってみせる。

　誰一人、欠かすことなく。

　だから、今この瞬間に──、

「──これが、カウントワンだ」

　逆襲のために必要な『死』を積み重ねて、『ナツキ・スバル』を完遂する。

　最後の最後、そう宣言したスバルへと、レイドの青い瞳ひとみが鈍く閃ひらめいた。




　▼１カウント

　・レイドと『暴ぼう食しよく』の戦いは止められない。レイドと『暴食』の合一も阻止は困難。

　・ユリウスなら、勝機はある。

　・──ナツキ・スバルは、勝ち目がない。
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　──衝撃が、石造りの塔の通路を縦横無尽に飛び跳ねていく。

　繰り出されるのは美しき氷雪の舞と、苛烈なる殺意を纏まとった風刃の暴威。いずれ劣らぬ容赦のなさが、嗤わらう冒ぼう涜とく者しやを追い詰め、追いやり、しかし追い切れない。

「ハハッ！　ハハハッ！　やるね、やるなぁ、やるじゃん、やるかも、やってくれる、やってくれたよ、やってくれるからこそッ！　暴飲ッ！　暴食ッ！」

「戯れている暇があるの？　ずいぶんと余裕なことね」

　通路の壁を、天井を足場に、次から次へと変幻自在の戦法を駆使する『暴ぼう食しよく』の大罪司教の片割れ──ライ・バテンカイトス。

　それに猛烈な勢いで追い縋すがるのが、肉体の不調を押して前進するラムだ。

　細い彼女の体が機敏に動き、打撃の音が容赦なくライの矮わい躯くを後ろへ吹き飛ばす。そこへ、待ってましたとばかりに襲いかかるのが──、

「──ギュンってして、ドン!!」

　その両手に巨大な氷ひよう槌ついを構え、ホームランバッターのように大振りするエミリアだ。

　人の胴体ほどもある氷槌の打撃部分が、渾こん身しんの一撃となってライの背中を強烈に打ち据える。鈍い轟ごう音おんと共に、ゴム毬まりのようにライが弾み──否いな、弾みすぎだ。

　とっさに氷槌を蹴りつけ、曲芸じみた体術で衝撃を散らし、致命傷は回避されている。

　古今東西の武芸の達人を咀そ嚼しやくし、文字通り『武芸百般』の実力を発揮するライ、その対応力は卓越しており、瞬間瞬間で最高の技を選ぶセンスがずば抜けている。

　──奪われる『記憶』は、その肉体の経験値さえも包括しているのだ。

　それは、スバルが自分の持ち歩く鞭むちの使い方をまるで思い出せないことからも明らかだ。

　どうやら、記憶をなくす前のスバルのメインウェポンだったらしき鞭だが、何な故ぜ、こんな使いづらい武器を選んでいるのか。

　どうせ、剣や槍やりを扱うより、小器用に立ち回る方が役立てるなんて発想だろう。

「それ自体は賛成でも、こういうときに困るんだよ……だから！」

「こういうとき、ベティーの出番かしら！」

　スバルの声に呼応して、手を繋つないだベアトリスが反対の手をかざした。

　瞬間、生み出されるのは紫色に輝く無数の結晶、その先端が通路の奥のライを狙う。エミリアとラムに挟まれ、無防備に晒さらした背中へと──、

「──エル・ミーニャ!!」

　小さな腕が振り下ろされ、紫矢が雨あられとライの矮躯へ撃ち込まれた。

　紫色の光の乱舞が小柄な大罪司教を呑のみ込み、ガラスの砕くだけるような音が通路を包む。

　当たった対象の時を止めて結晶化し、脆もろく儚はかない存在と化して砕く恐るべき魔法──掠かすめるだけでも致命傷になり得るそれが、狭い通路でこうも乱発されたのだ。

　紫矢の巻き起こした光の乱舞が収まると、そこには致命傷を負ったライの姿が──、

「──え!?　いない!?」

　光の炸さく裂れつ範囲から逃れ、爆心地に目を凝らしたエミリアが驚きよう愕がくする。スバルとベアトリスも、その結果に同様の驚きを得て身を硬くした。

　そんな混乱の中、最速で状況を把握したのはラムだった。

「バルス!!」

　振り向いたラムが、薄紅の瞳ひとみを開いて叫んだ。

　彼女らしくない切羽詰まった表情、その視線から、背後に脅威が現れたと理解する。

　そして、振り向いてその敵に対処する余裕がもはやないことも。

「──さすがに、今のを連発されるとしんどいからサ」

　嘲ちよう笑しようめいた言葉は、紫矢の集中攻撃から空間を跳躍することで逃れたライのものだ。

『拳王』と並んで多用される『跳躍者』なる人物の異能──言わば、短距離ワープ。

　包囲攻撃との相性最悪と、その事実を胸に刻みながら──、

「スバ──」

　思案と行動、■と体の反応は必ずしも一致しない。

　小さな体を反射的に突き飛ばした直後、鋭い感触に深々と胸を抉えぐられる。

「か」

　とっさに胸で受けた判断を即後悔する激痛、だが、他にちょうどいい盾がなかった。

　脊髄反射が遅れ、ベアトリスが斬り倒されていたらと思うとゾッとする。それと比べたら、肉の盾になるぐらいなんだ。痛い。痛いが、痛いぐらいなら、体の傷なら一瞬だ。一瞬でもないか。でも、■が傷付くより、──■が死ぬより、ずっといい。

「スバル──っ!!」

　高い声が塔内に響いて、軽口も叩たたけないスバルの体が床に倒れる。

　上げかけた絶叫、それも堪こらえた。上げて楽になるものではない。そんなモノで、この場にいる誰かの■を煩わせたり、傷付けたりしてはいけない。

　それを許容することはできない。できないから、黙って死ね、ナツキ・スバル。

「──いいね、お兄さん。そうやってまた、次にいくのかなァ？」

　絶叫は、堪えた。しかし、絶叫を堪えた代わりに嘲弄される謂いわれはない。

　手足一本動かせない状況で、震える腕に力を込めて、スバルは最後に中指を立てた。

「死ね、馬鹿」

　それきり、意識が途絶え──。




　▼２カウント

　・エミリアとラムに協力し、ライ・バテンカイトスとの早期決着狙い、失敗。

　・ライの『武芸百般』相手では、スバルの援護は役に立てない。

　・──ベアトリスの奇襲は、『暴ぼう食しよく』とは相性が悪い。
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　──猛然と、立ち込める砂煙が視界を覆い尽くさんとしている。

　激しく揺れる感覚に振り回されながら、スバルは振り落とされまいと必死になってしがみつく。その正面、お下げ髪が左右に揺れていた。

「──頑張ってえ、砂すな蚯蚓みみずちゃん！」

　そう叫び、蠕ぜん動どうする醜悪な魔獣に命じるのは、『魔獣使い』たる本領を発揮し、塔に押し寄せるスタンピードに対抗するメィリィだ。

　彼女の呼びかけに従い、砂蚯蚓の数十メートルの巨体が魔獣の群れへ倒れ込む。吹き飛ばされ、しかし屍しかばねを踏み越え、魔獣は止まらない。スタンピードは、止まらない。

「はぁ、ふぅ……もお、お兄さんったら人使い荒いんだからあ……！」

　終わりの見えない戦況と、その対処を求めたスバルに毒づきながら、メィリィが額の汗を拭い、その血走った目を瞼まぶたの上から撫なでる。

　常に発動しているスバルの『コル・レオニス』は、味方の状態をも光の濃淡で簡易的にだが把握する。その感覚によれば、メィリィの消耗はかなりのものだ。

　魔獣を操る『魔ま操そうの加護』、その発動も無制限、無尽蔵とはいかない。

　一度メィリィの本を読み、文字通り、彼女の半生を追体験したスバルにはその代償の重みがしかとわかっている。だからこそ、伝わってくるのだ。

　──メィリィが本気で、スバルたちと塔を攻略しようとしてくれていることが。

「ちょっとお、お兄さん！　ちゃんと掴つかまってないと死んじゃうんだからあ！」

「あ、ああ、わかってる！　けど、まさか魔獣ライドさせられるとは思わなかった！」

　言い合うスバルとメィリィ、二人の体は今、砂蚯蚓の巨体の背面にあった。その巨きよ躯くに備わった突起にしがみつき、振り落とされまいと必死になる。

　魔獣に乗り、魔獣の群れと戦う。その豪快な戦術には、スバルも思わず舌を巻いた。

「ホント、魔獣ちゃんたちってお兄さんのこと好きよねえ」

「全く嬉うれしくないことにな……っ」

　迫りくる魔獣の興奮した様子を見て、砂蚯蚓にひき潰つぶさせるメィリィが嘆息。彼女の意見に同意しつつ、スバルは周囲、追い縋すがる魔獣の群れに目を細めた。

　原理は不明だが、結果としてわかったこと。

　監視塔を取り囲んでいた魔獣たちは、厳密には監視塔を狙っていたのではなく、その中にいたスバルを狙って集まっていた。──それは、この状況からも明らかだ。

「五つの障害の大部分が、俺の責任ってのは間違いなさそうだ」

　監視塔へ迫る魔獣のスタンピード、スバルの『記憶』を求めてやってきた『暴ぼう食しよく』の大罪司教、変貌してスバルを狙うシャウラと、監視塔ごと全てを呑のみ込む漆黒の影──不可抗力と嘆きたいが、それらの標的の全部がスバルに思えるのは泣けてくる。

　そう、げんなりと考えた直後のことだ。

「メィ──」

　リィ、と続けようとして、その先の呼びかけが消滅する。

　何な故ぜなら、頭上から襲いくる白光が、砂すな蚯蚓みみずの太い胴を丸ごと消し飛ばしたからだ。

「────ッッッ」

　十メートル近い胴回りの八割以上が吹き飛び、砂蚯蚓が断末魔の悲鳴を上げる。

　低く轟とどろく雷鳴のような咆ほう哮こう、それを間近で浴びながら、千切れる胴体の上にいたスバルとメィリィが空へと投げ出されていた。

「ぐ──っ！」

　とっさに手を伸ばして、メィリィの細い体を腕の中へ引き寄せた。

　引き寄せ、手繰り寄せ、ぐっと胸の中に抱きかかえて、回る視界の端にスバルは見る。

「──シャウラ」

　塔の外壁に張り付いて、スバルたちへ尾針を向ける大サソリ──シャウラの巨体が、宵闇に紛まぎれて出現しているのが遠目に見えた。

　時間切れだと、そう理解してすっと血が冷たくなる。

　塔内で、誰かがルールを破った。それに従い、シャウラは自我を失って大サソリへと変化し、彼女の自己申告通り、スバルを狙って攻撃を仕掛けてきた。

　その一発が、砂蚯蚓の胴体を消し飛ばし、スバルとメィリィを中空へ──、

「が、ぐ」

　頭から、猛烈な勢いで砂の上にスバルたちが落ちる。

　スバルの腕の中、きつく抱かれていたメィリィはおそらく無事だ。だが、スバルの方は無事とはいかなかった。受け身も取れず、膨大な砂に頭を取られたのだ。

　鈍い音が響いて、砕くだけてはならない骨の継ぎ目が砕ける。

　瞬間、視界が真っ暗になった。切れてはならない、神経が、千切れた。

「お兄さ──」

　音も、感触も、目に見えるものだけでなく、何もかもが遠くなる。

　ただ、鼻だけが生きていた。不思議なモノだった。鼻なんて、普段は大して働きを期待していないくせに。何故か、最後の最後まで、匂いを感じる。

　甘い、匂い。

　腕の中の、さっきまで、そこにあった、匂い。

　たぶん、死んでいない、匂いが、にお──。




　▼７カウント

　・メィリィと塔の外へ脱出、魔獣を誘おびき出す効果あり。

　・魔獣の狙いはスバル。影や大サソリの狙いも、おそらく同一。

　・──ナツキ・スバル単体では、メィリィを守れない。
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　──『死に戻り』のリスタート地点、その固定は利点であり、欠点でもある。

　試行錯誤の中、状況を変える最もシンプルな方法はマッチメイクを弄いじることだ。

　しかし、『死に戻り』してすぐに『コル・レオニス』を発動し、塔内の仲間たちの居場所を把握できるスバルにも、すでに始まっている戦いは止められない。

　魔獣のスタンピードに対処するシャウラと、ライ・バテンカイトスと戦うエミリア。

　前者のシャウラが時間制限付きなのは言うまでもなく、後者のエミリアたちの戦いも、緑部屋のレムを見捨てる選択肢は端はなからないため、状況は変えられない。

　──だが、それならそれで、やりようはあるのだ。




「……あァ、やってくれるなァ。僕たち相手にここまでやれるなんて大したもんだよ」

　そう言って、凍結した床の上でライ・バテンカイトスが流血した額を撫なでる。

　浅く斬られた額からの出血、だらりと下がった左腕は肩が砕くだかれ、まさに満まん身しん創そう痍い。これまで見た中で、最も追い詰められた状態と言えよう。

　そうしてライが追い詰められたのも当然だ。何な故ぜなら──、

「兄弟に劣らず、大した技量だ。だが、多勢に無勢……貴様に勝ち目はない」

　騎士剣を振るい、血濡ぬれのライと対たい峙じするユリウス。

　彼を連れ、ライと戦うエミリアに加勢するのはこれが初めてではない。しかし、前回の敗北とは決定的に異なる点が一つある。それは──、

「ご無事ですか、エミリア様。危ういところ、間に合って何よりでした」

「スバル、ユリウス、きてくれてありがとう。すごーく助かったわ」

『暴ぼう食しよく』の魔の手によって、エミリアの『名前』が奪われる前に合流できたこと。

　それにより、前回と違って互いを知るエミリアとユリウスの綿密な連係が成立、見事にライをここまで追い込むことに成功した。

　エミリアとユリウス、そこにラムも加わってこちらの戦力は盤石、さしもの『暴食』も、自分の形勢不利を悟って投降したくなってくる頃合いだろう。

　すでに、ライが死亡しても、それで喰くわれた『名前』や『記憶』が戻るわけではないとわかっている。身柄は生きたまま押さえたい。投降は条件付きで歓迎だ。

「今なら、お前らの権能の秘密の開示と、これまで喰ったものの速やかな返却、それだけで命の保証をしてやるぞ。悪い取引じゃないだろ？」

「へえ？　ずいぶんと甘い条件だねえ？　確かに悪くない、僕たちにとっても全然全くこれっぽっちも悪くない取引だけどさァ」

「だけど？」

「──そんな風に見透かされた言い方されて、素直に従う俺たちだと思った？」

「──っ、待て!!」

　長い舌を出し、こちらを嘲弄するライの物言い。それにスバルは一瞬顔をしかめたが、すぐに相手の狙いを察し、自分の考えの浅さを呪った。

　そのスバルの叫びを聞いて、エミリアたちも反応したが、遅い。

「ばっははーい」

　軽く手を振り、ライが『跳躍者』の異能を使い、空間を飛び越えて姿を消す。

「周囲の警戒を！　まだ、どこから出てくるかわからない！」

「──無駄よ。あの手の輩やからは、一度逃げに徹した以上は逃げる。だから、これまで一度も捕らえられていないんでしょう」

　姿を消したライからの奇襲をユリウスが警戒するが、ラムの見解の方が冷静だ。

　スバルも、その言に同意する。この状況でライが戦い続ける理由など、一切ない。

　ライ・バテンカイトスは大罪司教であって、戦士ではないのだから。

「──あと、もう少しだったのに」

　ぽつりと、その呟つぶやきは敵のいなくなった通路に滴るように落ちた。

「あと一歩、もう少しで、レムをあんな目に遭わせた輩を……っ」

　その場に膝をつき、細く高く、そう声を荒らげたのはラムだった。彼女は通路の床に拳こぶしを打ち付け、まんまと逃げおおせたライへの怒りに声を震わせる。

「ラム……」

　悔しがるラムの傍かたわらに寄り添い、エミリアがそっとその細い肩に触れる。その、悲嘆に暮れるラムの慰めをエミリアに託し、スバルは唇を噛かんだ。

「……これで、ライを退けたことに、なるのか？」

　三対一を不利と見て逃走したライだが、奴やつが完全に塔から離脱したかは不明だ。

　むしろ、『暴ぼう食しよく』の名を冠する以上、獲物に対する執着は人一倍と考えるべきだろう。そうなれば、逃げた奴を野放しにしておく方が危険ではないか。

「かといって、追跡に人数を分けたら元の木もく阿あ弥みだ。それに放っておいたら……」

「──状況ってもンは、相手のことなンざ考えねえで動き回るもンだぜ」

「────」

　ふっと、背後から届いた声にスバルの全身が総毛立つ。とっさに通路の全員が振り向いた先、ゾーリの足音を立てながら赤毛の男がやってくる。

　堂々と、神にすら憚はばかることなく現れた男は、獰どう猛もうな鮫さめのように笑みを浮かべ、

「オレがオレの庭を歩くのに、なンで他人を気遣ってやる必要があンだよ」

　四層へと降り立ったレイド・アストレア──その登場にスバルは事態の悪化を悟る。

　レイドのことを後回しにしてまでライの討伐を急いだのに、結果、肝心のライには逃げられ、当然だがレイドの蘇よみがえりは阻止できなかった。

「いつから、ここってあなたの庭になったの？」

「オイオイ、勘違いしてンなよ、激マブ。言っとくが、オレが庭っつったのはこンなしけた塔のことじゃねえよ。オメエ、オレの庭っつったら世界全部に決まってンだろ」

「……一振りの剣で伝説となった人物が語れば、冗談にしても笑えないな」

　二層から出られないはずのレイドの姿に、エミリアとユリウスが警戒を露あらわにする。その二人の背後で、打ちひしがれていたラムもゆっくり顔を上げ、

「あの階から出られないはずでしょう。何な故ぜ、下に降りてきているの、試験官」

「膝ついて凹へこンでる女と話す趣味はねえよ。答えてほしけりゃおねだりしてみろ。気の強つえぇ女は嫌いじゃねえ。気の弱い女も嫌いじゃねえがな」

「そう。──下げ種すね」

　野卑なレイドの物言いを蔑み、ラムがその場に立ち上がる。

　そして、避けられない相手を前に臨戦態勢に突入する三人。ライを圧倒したように、あるいは三人ならレイドともやり合えるかと期待があるが──、

「なんで真まっ直すぐここに……」

「──その目が理由に決まってンだろ」

「────」

「そっちの美人の相手もそうだが、オメエの目が気持ち悪わりぃ。だから、削ってやる」

　レイドの青い隻眼が、対たい峙じする三人を飛び越してスバルに突き刺さる。

　その視線に宿ったスバルへの敵意は、ロイとの融合を果たした直後に見せたものと全く同じで、つまりは『暴ぼう食しよく』の知識に起因する害意だ。

　そしてそれは、『暴食』の大罪司教以上に強固な意志となり、翻ひるがえることはありえない。

「やらせないのよ」

「お？」

　きゅっと唇を結んで、スバルの前にベアトリスが立った。それを見て、レイドは眉を上げてから、「オイ、ガキンちょ」と肩をすくめ、

「わざわざ死に急ぐ必要はねえンだぜ」

「生あい憎にくと、もう死んだように生きるのはまっぴらごめんかしら」

「へえ、そうかよ。──じゃあ、仕方ねえな」

　名にし負う英雄英傑であるならば、女子供に手は上げない。

　そんな考えは幻想だとばかりに、レイドの眼光は揺るぎない。それはたとえ、立ちはだかるのが幼子であろうと関係ないと、そう獰どう猛もうに表明している。

　エミリアとユリウス、ラムの三人に加えてベアトリス。小こ賢ざかしいスバルも含めてこちらは五人、レイドを相手に五対一の状況が形成される。

　にも拘かかわらず、スバルの全身の怖おぞ気けは消えない。じっとりと、温ぬるい汗が背中を濡ぬらす。

　同じ感覚はエミリアたちにもあるのだろう。彼女たちも、その横顔を強い緊張に張り詰めさせながら、その戦意を徐々に高めていく。

　そして──、

「──ウル・ミーニャ」

　浮かび上がる無数の紫矢が通路を埋め尽くし、レイドの逃げ道を完全に塞ぐ。

　最初から、手加減なしの布陣を敷いたベアトリス。掠かすめるだけで致命的となるミーニャの特性、それを一目で看破しただろうレイドは、怯ひるむことなく唇を歪ゆがめた。

「ナツキ・スバルの大精霊、ベアトリス」

「いいぜ、オメエら。──『棒振り』、レイド・アストレアだ」

　互いに名乗り合い、空気が強烈な戦意によって張り詰める。

　一息、次の瞬間には紫矢が動き、圧倒的な破壊と共に戦いが始まる。その、致命の弾幕が張られる場へ、エミリアたちも果敢に飛び込んでいく。

「────」

　目を見開いて、スバルは自分にできる最善を求め、鞭むちを握った。

　何ができるかは、わからない。だが、決して目を逸そらすことはしない。

　自分の決断と選択、その結果から、目を逸らさなかった。

　逸らせなかった──。




　▼15カウント

　・『暴ぼう食しよく』は、目に見えて不利な状況となれば逃走する。

　・放置したレイドは、必ず最終的にスバルを殺しにやってくる。

　・──もう二度と、自分より先に誰かを死なせない。
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「──バル！　スバル！　しっかりするかしら！」

　テレビのチャンネルを切り替えるように、意識の消失と覚醒は瞬時のことだ。

　その急展開についていけず、反応が遅れるスバルの眼前、特徴的な紋様の青い瞳ひとみをした少女の顔がある。

「べあ、とりす……」

「そうなのよ。ベティーかしら。スバル、ちゃんとスバルのままか答えるのよ」

　こちらの顔を両手で挟み、そう問いかけてくるベアトリス。

　ここは三層『タイゲタ』の書庫、そしてこれは十七回目の再会であり、再開──、

「スバル？」

「──いや、何でもない。ちゃんと覚えてる。お前はベアトリス、俺はナツキ・スバル。俺とお前、仲良しパートナー、これからもよろしく、楽しくベリグ」

「べ、ベリグーかしら……」

　韻を踏んで親指を立てたスバルに、ベアトリスも困惑しながら親指を立てる。

　異世界にはないはずの表現、それをベアトリスが受け入れるのはスバルに毒された結果だろう。そんな彼女の頭を撫なで、スバルは即座に意識に切り替えを要請。

　先ほどの、十五回目のカウントを踏まえ、次の方策を練らなくては。

「──落ち着くのよ、スバル」

　しかし、そのスバルの裾を引いて、ベアトリスが顔を覗のぞき込んできていた。

「もっとちゃんと、何があったか話すかしら。本の中で何があったのよ。レイドの記憶は見られた？　ベティーのことだけじゃなく、エミリアやみんなのことは？　ちゃんと覚えてるか確かめるかしら。ちゃんと、大切な全部を、思い出すのよ。思い出すかしら」

「それ、は……ああ、うん、そう、だよな」

　ベアトリスの真摯な訴えを聞いて、スバルは自分の行動を猛省する。

　解決を急ぐあまり、目の前のベアトリスを蔑ないがしろにしてしまった。ループ物の作品でよく起こる、ループを重ねる個人の精神が周囲と乖かい離りしていく現象だ。

「……まさか、本気で自分がそんな立場になるとは思わなかった」

　それに、ああした作品でそんな精神状態に陥るのは、いずれも越え難い壁に対して何十回、何百回、あるいはもっと膨大な試行回数を経た結果のはずだ。

　それと比べて、スバルはまだ──たったの、十五回。

　たったの十五回で、もう人を人とも思えぬほどに■が荒すさんだとでもいうのか。

「馬鹿か俺は。いや、馬鹿だ俺は」

　自分の■の弱さを、脆もろさを、情けなさを吐き捨て、スバルは自戒する。

　まだ、ほんの十五回、死んだだけだ。何も進展がないまま、無為に命を消耗し続けただけ。そんな自分に、どうして疲れたなどと言う権利がある。

　立て、顔を上げろ、拳こぶしを握れ、ナツキ・スバル。お前しか、いないのだ。

　──『ナツキ・スバル』だったら、こんな程度で挫くじけたりなんて、決して。

「──スバルは、元から何でもできるスーパーマンなんかじゃないのよ」

「────」

　不意に、自問自答を繰り返すスバルへと、ベアトリスがそう言い放っていた。

　その発言にスバルは息を呑のむ。そんなスバルを真まっ直すぐ見据え、ベアトリスは続けた。

「何度でも言うかしら。スバルは、何でもできるスーパーマンなんかじゃないのよ。いつだって目の前のことに必死で、みんなのために傷付いて……痛いのを我慢するのだって得意じゃない、普通の男の子かしら」

「そ、そんなはずねぇよ。そんなはず。だって、そうじゃなきゃ……」

「そうじゃなきゃ？」

「そうじゃなきゃ、こんな……」

　声が震える。爆はぜそうなぐらい心臓がうるさく、スバルは自分の胸元を掴つかんだ。

　それは『死』に瀕ひんしたとき以上に、スバルの■を逸はやらせる恐怖だった。

「──スバル、ここで大人しくしてるのよ。ベティーが、代わりに対処するかしら」

「な……ば、馬鹿言え！　俺は大丈夫だ！　確かに、ちょっとふらついたけど……」

　首を横に振り、立ち上がったベアトリスにスバルは食ってかかる。そのまま、彼女を引き止めようと足に力を込め、立ち上がろうとした。だが──、

「──あ？」

「震えているのよ、スバル」

　ベアトリスの指摘に、スバルは自分の震える足を愕がく然ぜんと見下ろす。膝を立てて、どうにか力を込めようとしても、体を支えられない。

　どうやっても姿勢が崩れ、立ち上がることができなかった。

「なんで……」

「当然かしら。スバルはずっと、頑張りすぎてるのよ」

「いや、待て、待ってくれ！　こんな程度で、どうにかなるなんて、そんな……」

　嫌々と何度も膝を叩たたいて、足に力を込めるが立ち上がれない。

　痛みが、苦しみが、疲労があるわけではないのに、スバルの闘志が手足に伝わらない。そうしている合間にも、ベアトリスが一歩、スバルから遠ざかろうとする。

「スバル、足りない部分はベティーたちが埋めるかしら。だから何もかも、自分一人でやろうなんて思わなくていいのよ。だって」

「ベアトリス……」

「だって、それがナツキ・スバル流かしら」

　愕然と、目を見張るスバルに笑みを残し、ベアトリスが階下への階段に向かう。途中、彼女は書庫を見回っていたエキドナとメィリィ、二人と合流し──、

「エキドナとメィリィはバルコニーの方へ向かうのよ。ベティーは緑部屋に向かったエミリアたちと合流するかしら。十分、注意するのよ」

　てきぱきと指示を出しながら、ベアトリスたちの姿が書庫から消える。

　これで、三層に取り残されるのはスバル一人だけ。パターン通りなら書庫へ現れるはずのユリウスも、ベアトリスたちと合流すれば、ここには顔を出すまい。

　スバルの指示抜きに、ベアトリスたちは塔を襲う問題に対処しなくてはならない。そして、彼女たちはスバルを思いやり、■優しいことが理由で命を落とす。

「俺が、弱いせいで……この程度でへこたれて、どうして」

　本物の『ナツキ・スバル』だったら、このぐらいで足を止めたりしなかった。

　そんな不ふ甲が斐いない自分への怒りが、スバルの胸を熱くする。

　だが、同時に直前の、ベアトリスの語った『ナツキ・スバル』のことも思い出された。

　それを鵜う呑のみにはできない。信じられない。だって、それでは、普通の人間だ。

「何かが、あったはずだ。それが、お前を変えたんだろ、『ナツキ・スバル』……」

　何か、とてつもない出会いがあったとか。

　何か、信じられない力を手に入れただとか。

　何か、今の自分には想像もできない経験をしたとか。

　そんな、どうしようもないナツキ・スバルから脱却する何かがあったから、『ナツキ・スバル』は異世界生活で、みんなの信頼を勝ち得たはずなのだ。

「ナツキ・スバル、参上……」

　ふと、口をついたのは、この世界の『ナツキ・スバル』に抱いた不信感の発端。

　あるときは腕に刻まれ、あるときは部屋中に呪じゆ詛そのように書き綴つづられた、ここにはいないはずの存在からのメッセージ。

　それはまるで、自分の役割を奪った相手への呪いのようにも思えて。

「もし、俺の中に、本当にお前がいるなら……出てこいよ……！」

　強く自分の腕を掴つかみ、骨が軋きしむほど力を込めて、スバルは自分に──否いな、ここにはいない『ナツキ・スバル』へと訴える。

　自分には出せない結果を出せる、生まれ変わった『ナツキ・スバル』よ出てこいと。

「俺は！　俺じゃ、ダメなんだよ！　お前が必要なんだよ、『ナツキ・スバル』!!」

　掴んだ腕を振り払い、スバルは床に拳こぶしを打ち付ける。材質のわからない書庫の床、その硬さに拳が痛むが、この胸を苛さいなむ無力感には到底及ばない。

　助けたい。みんなを、本当に助けたい。

　誰も悪くなんてない。誰も、互いを傷付けたいわけじゃない。それがわかった。誰を助けて、誰を愛していいのか、迷わず信じられるのだ。それなのに──、

「今こそ、お前が必要なんじゃないのかよ……なのに、なんで俺なんだ。臆病で、腰抜けの俺じゃ、みんなを……それなのに」

　今だって、足が動かない。

　そのせいでベアトリスを、エキドナをメィリィを、この場にいないエミリアやラムを、ユリウスをシャウラを、死地へ向かわせてしまった。

　スバルが何もできなかったせいで、死にゆく彼女たちを『運命』から救えない。

「……『コル・レオニス』」

　弱々しく呟つぶやいて、スバルは自らの権能を、傷付くために発動する。

　自分の内側に宿った新たな力は、塔内にいる仲間たちの居所をたちどころに伝えてくる。その末に彼女たちが迎える最期も、この塔が迎える終しゆう焉えんも、如実に。

　皆、自分の持ち場で懸命に足あ掻がいている。順当に、きっとベアトリスの指示通りに。

　そして、スバルの知る通りの状況に流れ、この周回も無為に──、

「──？」

　そんな悲観的な思考にノイズが走り、スバルはゆっくり顔を上げた。

　首を巡らせ、スバルは背後──無数の『死者の書』を収めた書架に目を向ける。

「────」

　おかしな感覚だった。

　スバルが、この書庫で『コル・レオニス』を発動するのは初めてではない。これまでもずっと、『死に戻り』するたびにスバルは力を使い、仲間たちの居所を追い続けた。

　手を替え品を替え、状況を変えるために奔走し、自分の命を使い潰つぶしてきたのだ。

　それなのに、そんな反応を感じ取ったのは初めてのことで、理解が及ばない。

「──この、反応は」

　ほんのりと、それこそ微かすかに消えかねないほど弱々しく、感じる。

　それは塔内の、仲間たちの存在を遠く、しかし確かに感じるのと比べると、はるかに弱々しい感覚──だが、間違いなくそこにある感覚だった。

　震える足を無理に動かし、スバルは芋虫みたいに遅々とした速度で進む。それから、ぐっと体を書架に寄りかからせ、力一杯に上体を持ち上げた。

　何とか、書架に体重を預けながら立ち上がる。そして、弱々しく、消えてしまいそうな光に向かって手を伸ばし、掴つかんだ。

　その掴んだ本、一冊の『死者の書』、それを引っ張り出し──、

「────」

　息を呑のんだ。

　一冊の、黒い表紙にタイトルだけがある、ひどく素っ気ない無味乾燥な本。

　だがしかし、それはスバルにとって、本当に大きな意味を持っていた。

　何な故ぜなら──、




「──菜ナ月ツキ・昴スバル」




　──そこに、あるはずのない『死者の書』があった。






第二章　『ナツキ・スバル』
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　愕がく然ぜんと黒瞳を見開いて、スバルは自分の喉が急速に渇いていくのを感じていた。

　スバル以外には通用しない、しかしスバルにだけ効果のある猛毒──。

『菜月・昴』の『死者の書』は、そんな強烈な意味を持ってスバルを貫いていた。

「なん、で……」

　ここに、あるはずのない『死者の書』があるのか。

　プレアデス監視塔の第三層、『タイゲタ』にあるのは死したものの人生を記録する『死者の書』であるはずだ。生者の本があるのは矛盾している。

　それとも、たまたま同姓同名の人間の本を見つけてしまったとでもいうのか。

「だったらなんで、『菜月・昴』って、漢字で書いてあるんだよ……」

　黒い背表紙に刻まれたタイトル、それは紛まぎれもなく、漢字で書かれていた。

　ここまで見てきた限り、この異世界の文字はスバルの知識と異なるものだ。だから、エミリアたちがこのタイトルを見ても、漢字は記号にしか見えないだろう。

　逆も、同じことが言える。この本は、スバルにしか効き目のない猛毒であり、それと同時にスバル以外には発見できない『可能性』でもあった。

『可能性』とは、いったい何のための、誰が用意したものなのか。

　ここでスバルがこの『死者の書』と出くわしたのは、『コル・レオニス』による微かすかな反応を頼りに探り出したからだ。そうでなくては、目的の本など見つからない。

　それこそ、神の気き紛まぐれでもなければ不可能な類の所業──、

「もしくは、神じゃなくても、誰かの……」

　思惑が働いていると、そうスバルは確信する。

　あとは、この『死者の書』の真偽──仮に『死者の書』が本物だとしたら、いったい『菜な月つき・昴すばる』の何が記され、誰の人生を追体験することになるのか。

「記憶をなくした時点で、『菜月・昴』は死んだって判定なのか……まさか、『死者の書』は、俺が死んだこれまでの世界のことも観測してる……？」

『記憶の回廊』は死者の魂から記憶や経験を削そぎ落とし、魂を再利用するとルイが話していた。その、削ぎ落とされた記憶が『死者の書』として出力されるなら、何らかの形でスバルの『死』を写し取ることも考えられる。

　だが、その場合、『死に戻り』とは──、

「馬鹿か、俺は。いや、馬鹿だ俺は。……この、臆病者が」

　思考が斜め上の方向に乱れるのを感じて、スバルは自分を罵倒する。

　正直に言おう。スバルは、『死者の書』に怯おびえていた。

『菜月・昴』の書を読むことで何が起きるのか。

　その、全くわからない未知なる出来事に怯えている。だから、何の根拠もない仮説を追いかけ、手にした本のページをめくるのを先延ばしにしようとしている。

「────」

　世界五分前仮説ではないが、ここに『菜月・昴』の『死者の書』があったことは、ある意味ではスバルにとっての救いでもあった。

　スバルが今この瞬間、ポッと湧いて生まれたわけではない証あかしとも思えるからだ。

　だが、それは同時に自分以外の『ナツキ・スバル』が確かに存在し、この異世界で生きていたこと。その足跡を、スバルが踏み荒らし、塗り潰つぶしていることも意味していた。

「……そもそも、この『菜月・昴』の本はどこから始まって、どこで終わるんだ？」

　メィリィのときは、それこそ彼女の幼少のみぎり──物■ついた頃から、記憶が記憶として定着したあたりから、その半生を辿たどることができた。

　だが、スバルの場合はどうなるのか。

　──『死者の書』が読めたとして、メィリィと同じように自意識の芽生えから始まり、成長を迎え、そして、どこで終わるのか。

　今の、記憶をなくしたナツキ・スバルが死んだわけではなく、『菜月・昴』が死んだとカウントされているのなら、記憶が失われる直前の、『ナツキ・スバル』の記憶を辿ることができるのが自然、なのではないだろうか。

　あるいは、記憶をなくし、塔の中で目覚めた今のスバルの記憶を辿たどることになるのか。その場合、終わりに当たる『死』はどれが選ばれるのか。

　または、レイドの『死者の書』の中身が、塔の試験官として彼を再現するために書から消えているように、『菜な月つき・昴すばる』の書も空白となった記憶の残骸があるだけなのでは。

　だとしたら、この本が見せるのは『菜月・昴』の記憶なんかではなく──、

「──結局、どうしたいんだよ、弱虫野郎」

　見たいのか、見たくないのか。

　その答えすら容易には出せない自分を軽蔑し、縮こまる■を叱しつ咤たして、息を吐く。

　ここまできて、見ないなんて選択肢はありえない。選択肢としては浮上しても、それを選ぶような真ま似ねは、する方が考えられなかった。

「────」

　だから、だから、だから、だから、だから──、

　それから、それから、それから、それから、それから──、

「──っ」

　息を強く吐いて、『死者の書』を、開いた。

　そして、『菜月・昴』の、どこから始まって、どこで終わるのかわからない旅路が──。
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　──これは本気でヤバい。

　固い地べたの感触を顔面に味わい、腹部の灼しやく熱ねつの感覚が脳を焼く。

　全身に力が入らず、手足の感覚はすでにない。ただ、『熱』だけが全身を支配していた。

　何があったのか、と訴える思考。何とかしなければ、と訴える思考。

　それらが入り混じり、悲鳴を上げる。

　だが、何とかしなければ、という思考は役に立たない。

　──熱い、熱い、熱い、熱い、熱い、熱い、熱い。

　咳せき込こみ、喉から込み上げる命の源を吐き出す。ごぼごぼと口の端に血泡が浮かぶほど吐血し、ぼんやりとした視界に真っ赤に染まった地面が見えた。

　──ああ、これ全部、俺の血かよ。

　体の中の血が全て流れてしまったような錯覚に陥りながら、体を焼き尽くす『熱』の原因を求めて震える手を伸ばし、腹部の裂け目を指先が捉えて納得した。

　道理で熱いと感じるわけだ。『痛み』を『熱』と錯覚していたらしい。鋭い裂傷は胴体をほぼ真っ二つにしていて、皮一枚でかろうじて繋つながっている状態だ。

　つまるところ、どうやら人生の『詰み』というやつに直面したらしい。

　理解した瞬間に、急速に意識が遠のいていく。

　眼前、鮮血の絨じゆう毯たんを敷き詰めた床を、黒い靴が波紋を生みながら踏みつける。

　誰かがいるのだ。そしておそらく、その誰かが自分を殺したのだろう。

　なのに、その誰かの顔を拝んでやろうとは思わなかった。そんなことはどうでもいい。

　──願ったのは、ただ彼女が無事でありますようにということだけだった。

「──バル？」

　鈴の音のような声が聞こえた気がする。その声を聞くことが、その声を聞けることが、何より救いだったことを覚えている。だから──、

「──っ！」

　短い悲鳴が上がって、血の絨毯がまた誰かを迎え入れる。

　倒れ込んだ体はすぐ傍かたわらに。そしてそこにはだらしなく伸びた自分の腕があった。

　力なく落ちたその白い手と、血ち塗まみれの自分の手が微かすかに絡む。

　その重なった指が、弱々しく、自分の手を握り返したような気がした。

「……っていろ」

　遠ざかる意識の首根っこを掴つかみ、無理やりに振り向かせて時間を稼ぐ。

「俺が、必ず──」

　──お前を、救ってみせる。

　次の瞬間に彼──ナツキ・スバル『ナツキ・スバル』『菜な月つき・昴すばる』は命を落とした。
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　──繋つながりが断ち切られた瞬間、スバルは後頭部に硬い痛みを覚えていた。

「こ、こは……」

　冷たく薄暗い、小汚い建物の中ではなく、『タイゲタ』の書庫の中にいる。

　書庫の床に倒れ込み、後頭部を打った。硬い痛みはそれが原因だと、スバルはゆっくりと体を起こし──大慌てで、自分の腹を触った。

　そこに、命を危うくするはずの傷がある、はずだった。

「な、い……ない、ない、傷が、ない。腹、斬られて、ない……っ」

　腹を何度も触って、そこにあったはずの灼しやく熱ねつの理由が消えているのを確かめる。直前に見えた光景の中、最も鮮烈であった感覚は消失していた。

　あまりに強烈な痛みを『熱』と錯覚した、そんな感覚があったはずが。

「──腹を斬られて、死んだ、記憶」

　鋭い刃物に腹を裂かれ、血泡と無力感に溺れながら死んでいく最期。

　挙句、それで死ぬのが自分一人ならまだ許せた。だが、そうではなかった。

「サテラ……」

　呟つぶやくのは、最期の最後、助けることのできなかった少女の名前──偽名、だ。

　あの記憶の中、見知った銀髪の少女は自分の名前を偽り、スバルと接していた。それはどんな理由からだったのか。悪意が理由でないことは明白だが。

　そして、そこに至るまでの出会いと別れ、異世界に呼ばれた『ナツキ・スバル』の奮闘を目の当たりにして、スバルは理解する。

　無駄死にどころか、犬死になんて言葉も犬に申し訳ない最期だったが──、

「──これは、『菜な月つき・昴すばる』の『死者の書』だ」

　それだけは、絶対に間違えようのない事実だった。

　どうしようもない、愚かで弱くて、救いようがない『ナツキ・スバル』。

　馬鹿げた自意識を肥大化させ、重ねた親不孝から目を背け続けた。その挙句、異世界に召喚されたことを都合よく現実逃避に利用し、後ろ向きな前向きさを発揮することで自分を、周囲を、何もかもを騙だまそうとするペテン師。

　そんな愚かしさの結果が、あの盗品蔵での惨劇に繋つながったのだ。

「どうしようもない、馬鹿野郎……だけど」

　まさしく、致命的な愚かしさだったが、そこから得られた事実も確かにある。

『ナツキ・スバル』にとっては当然でも、ナツキ・スバルの知らなかった事実が。

　──例えばそれは、『死に戻り』の力を手に入れた経緯だ。

　これがお約束の、いわゆる異世界トリップであったなら、スバルを異世界に召喚したのは神や、それに類する力を持った超常の存在だったはず。

　しかし、あの『ナツキ・スバル』には、そうした超常の存在と接触した記憶もなければ、誰かに力を授けられ、その力を自覚している節もなかった。

　最期の瞬間、『ナツキ・スバル』は確かに己の『死』を確信していたのだから。

　少なくとも、自分はそうだった。──そう考えて、ふと気付く。

　自分と、『ナツキ・スバル』とを分けて、うまく客観視できていないと。

「メィリィのときより、深く潜ってる……」

　メィリィの『死者の書』を読み、彼女の人生を追体験したときも、かなり強烈に精神を引きずられる感覚を味わった。半ば少女と人格が溶け合い、脳内に幻覚症状としてのメィリィが現れ、好き勝手に言いたい放題、スバルを翻弄したほどだ。

　もっとも、あれは究極的にはスバルの意識が生み出した偽のメィリィであり、本物のメィリィとは一切関係ない、不出来な幻だとわかってはいるが。

「────」

　ただ、今回の『死者の書』は、メィリィの経験とは一線を画していた。

　他ならぬ、自分自身が相手なのだ。自分ではない自分という、本来なら発生し得ない状況、それがナツキ・スバルを期せず、自分との戦いへ押しやっている。

　自分との戦い。──言葉で聞けばこれほど陳腐な言葉もないが、それは正しく、今のスバルが置かれた状況を端的に示した言葉だった。

　正直、旗色は悪い。現に、スバルの意識は強烈に『ナツキ・スバル』に引きずられた。

「──エミリア。エミリア、エミリア、エミリア、エミリア、エミリア」

　自分が塗り潰つぶされるような感覚に、スバルは魔法のようにエミリアの名前を呼ぶ。

　エミリアと、そう唱える理由は簡単だ。『死者の書』の中の『ナツキ・スバル』は、彼女をエミリアと認識していなかった。

　教えられた偽名を信じ込んだまま、最期の最後まで道化の役目を全うした。

　だから、そこが今のスバルと、『ナツキ・スバル』との違いだ。

　歯の根を震わせ、自分を削られていく感覚に怯おびえながら、スバルは足下を見る。思わず取り落とした一冊の本、それがそこにある。

　一度、『ナツキ・スバル』が死んだところまで観測した。

　思えば不思議なことに、『死者の書』の始まりは異世界へやってきた瞬間、馬鹿丸出しの面構えで世界の変化を叫んでいたところから始まっていた。メィリィのときは、ちゃんと物■ついたところから始まっていたのに──今はそんなことはどうでもいい。

　問題は、この『死者の書』の続きだ。

「お前も、そうなんだろ、『ナツキ・スバル』……」

　この『ナツキ・スバル』も、『死に戻り』の力を利用していたはずだ。

　それも、今のスバルよりずっとうまく。あるいは『死に戻り』なんて限定的な方法ではなく、自在に時を遡っていたかもしれない。──その方が、説得力がある。

　エミリアが、ベアトリスが、ラムが、エキドナが、ユリウスが、メィリィが、シャウラが、パトラッシュが、その他にもきっと、出会ってきた大勢の誰かが、その活躍を期待する『ナツキ・スバル』ならば、そのぐらいのことは。

「だとしたら……この先に、その答えがあるはずだ」

　ナツキ・スバルと、何も変わらないように見えた『ナツキ・スバル』。

　だが、その『ナツキ・スバル』が『ナツキ・スバル』になった決定的な切っ掛けがある。それを求めて、スバルは今一度、本を手に取った。

　そして、目をつむり、深く呼吸する。

「────」

　本を手にしたまま、スバルは胸の鼓動を一つ、二つと数えた。そうして■を落ち着けながら、ゆっくりと歩き始める。

　やがて、スバルが辿たどり着いたのは書架の前、そうして手を伸ばすと──、

「──二冊目」

　次なる『菜な月つき・昴すばる』の一冊が、『コル・レオニス』に弱々しく己を主張していた。
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　──『ナツキ・スバル』の歩みは、無様で無計画で、救いようがなかった。

「てんでダメ。見たまま素人で動きは雑。加護もなければ技術もなく、せめて知恵が絞れるかと思えばそれもなし。いったい、どうして挑むのかしら」

　強大な敵に好き放題にいたぶられ、真っ当な反撃もできずに刻まれ続ける。

　そうして傷付けられる自分の周囲には、血ち塗まみれの老人と金髪の少女が倒れていて。そのどちらも救えなかった。動くこともできなかった。

「ゆっくり、ゆっくり、ゆっくり、ゆっくり、熱が失われて、冷たくなっていって」

　やがて、腹を斬られ、目を斬られ、視力を奪われた世界の中、自分の命に制限時間をかけられて、死ぬまでの時間を恐怖と寄り添いながら過ごす。

　最期の最後まで、怯おびえ、震え、怖がりながら、みっともなく──、




「おい！　刺しちまったのかよ」

「仕方ねえだろ！　表に逃げられてみろ。面倒なんて話じゃねえ」

「やめろ、馬鹿！　あー、こりゃ駄目だ。腹の中身が傷付いてっから死ぬぞ、オイ」

　倒れている相手の頭上で、なんて呑のん気きな話をしてくれているのか。

　そんな、益体のない思考に頭を使っていないと、背中に突き刺さった衝撃的な痛みを理解しなくてはならなくなる。

　痛みから逃げ出す術すべ、自分を守るための方法の取得はさすがに達者で■底呆あきれる。

　まさしく無駄死に、犬死に、救えない。

　似合いの最期だ。どうして最初から最後まで、一分一秒を惜しまず、全身全霊を注ぎ込んで生きられないのか。もういい。この世界は終わりだ。わかっていたことだ。

　最初から、『死』を見るとわかっていて、ここへきたのだから。だから、決定的なことがないなら、この世界は終わり。終わりだから、終わったから、もう次へいってくれ。次へいって、次へ、次へ次へ次へ次へ。でなければ、痛い、痛い、痛い痛い痛い痛い痛くて痛くて辛つらくてたまらなくて痛いからでも何か次へ持ち込まなくては──。




　眠っている間にもたらされる落命は、そのあっさりとした最期と裏腹に、冷たい毒を血管に流し込むみたいな残酷さを伴っていた。

　死んだことにさえ気付けない『死』の到来は、痛みや苦しみと切り離せなかったこれまでの『死』と比べて、さぞや楽なものだろうと思うだろう。

　だが、そんなことは決してない。

　何な故ぜ、死んだのか。そもそも、本当に死んだのか。

『死』を恐れる人間の中には、眠るように死にたいと望むものが少なからずいるだろうが、その経験をしたスバルに言わせてもらえば、そんな『死』は望むべきではない。

『死』には、『死』の意味があるのだ。

　人生の終しゆう焉えんには、終幕には、それとわかる終わりが付属していなければならない。

　混乱と失望、驚きよう愕がくと切望の中で、スバルは次なる『死者の書』を求める。何が起きたのかを知らなくては。何が自分を殺したのかを、知らなくては──。




　──謎が謎を呼び、無理解と理不尽な『死』を追体験する。

　重ねられる終わりと、繰り返される惨劇。

　次から次へと、命を狙われ、奪われ、砕くだかれ、ついには裏切られる。

　何な故ぜ、とわからなくなった。

　何故、自分を殺した青髪の少女を、救わなくてはならない。

　何故、彼女を救うために自分は必死になっていて、何故、彼女は挫くじけ、膝を屈したスバルの背中をああも強く押したのか。

　何故、彼女の言葉に力をもらい、進めるような気になったのか。

　裏切りの先で、切望する。

　本当は裏切られていなかったという願望を、それが正しいと肯定される世界を。

『ナツキ・スバル』が、誰かを救えるのだという空むなしく、悲しい勘違いを、自分の命を代償に捧ささげながら、力ずくでこじ開ける。

　エミリアと出会い、パックと出会い、フェルトと出会い、ロム爺じいと出会い、ラインハルトと出会い、エルザと出会い、ベアトリスと出会い、ラムと出会い、レムと出会い、ロズワールと出会い、ペトラと出会い、アーラム村の人々と出会い──、




　──どうしてもと、押し寄せる濁流に否いなを突き付ける。
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「う、ぶ……っ」

　口元を押さえ、再び襲いくる死を迎えて、スバルは『タイゲタ』の書庫に膝をつく。体を支えておけず、そのまま地べたに前のめりに倒れた。

「はぁ、はぁ……」

　息が荒く、全身を濡ぬらすのはおびただしい脂汗。

　暑いのか、寒いのか、苦いのか、甘いのか、苦しいのか、快いのか、感情は好悪も白黒も一緒くたに混ざり合ってしまって、正解がわからない。

「──これで、八冊」

『菜な月つき・昴すばる』の『死者の書』を見つけ、読み始めてからそれだけの巻数を重ねている。

　合間の『死』を飛ばすこともなく、『ナツキ・スバル』の足跡を追えている。

　そうして、足跡を追いながら、思う。

『ナツキ・スバル』はなんて愚直で、度どし難がたい青二才なのかと。

　特に最後の一冊、八冊目の『死者の書』の末路を見ると、そう思わざるを得ない。

　王選の開始が宣言されたあと、城でエミリアと仲なか違たがいし、結局は彼女の■を傷付けるだけ傷付けて、謝罪も反省もないまま、混乱の内で死んだ『ナツキ・スバル』。

　どうしてわかってもらえないのか、と思う自分がいる。

　一方で、どうしてそれでわかってもらえないと嘆くのだ、と思う自分もいる。

「過去に、囚とらわれるな……」

　今しがた、この目で見てきた悲劇だから、体が引き裂かれそうなほど辛つらい。

　しかし、それは過去だ。あくまで、過去に起きた出来事、すでに終わった傷なのだ。

　忘れろ、忘れろ、囚われるな。そうでなきゃ、■が壊れる。

　ここでスバルの■が壊れて、立ち上がれなくなったら、どうする。

『ナツキ・スバル』はここにはいない。だから、スバルがどうにかするしかないのだ。

「ま、だ……」

　──見つかっていない。

　決定的な、『ナツキ・スバル』にだけ与えられる、何かがあるはずだ。

　それがナツキ・スバルと、『ナツキ・スバル』とを明確に分ける鍵となる。せめて、その鍵が得られるまで、この『死者の書』を巡る旅は終わらない。

　ナツキ・スバルが、『ナツキ・スバル』として羽化する、決定的な鍵を求めて。

　今のところ、その兆しはない。『ナツキ・スバル』には到底、救世主や英雄、誰かを助けるなんてご大層な役回りを果たせるほどの気概も、度量もない。

　あるのは図抜けた諦めの悪さと、周りの人間に恵まれた幸運だけ。

　だが、それだけではない。そんな、形のない『何か』ではない。

　もっと明白で、明快で、一目でこれとわかり、それがあるからできるのだと、そう誰もが納得のゆく、万能の鍵がある。

　あるのだ。だから、それを求めて──、

「──九冊、目」

　混乱と混こん沌とんと、裏切りと絶望と、それらの渦巻く『死』の輪りん廻ねへ、再び挑む。

　願わくば、『ナツキ・スバル』。早く、お前になってくれ。




　──俺が、お前の足跡に、お前の傷に、『死』に、■が耐え切れなくなる前に。
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　──『死』が積み重なっていく。

　──終わりを、積み重ねていく。

　痛むたび、苦しむたび、失うたび、奪われるたび、■のひび割れる音が聞こえる。

　どうしてなんだと泣き叫び、ここで終われるかと奥歯を噛かみ、血ち反へ吐どを吐きながら立ち上がって、傷だらけになって前進する。

　泥臭く、懸命な男の足あ掻がきがそこにある。

　一度ならず二度、二度ならず三度、三度ならず四度と、状況に追い詰められて落命し、それでも閉ざされた混迷を打ち破るために踏みとどまる。

　それはすごい。すごいとも。尊敬に値するとも。

　諦めない、それはとてもすごいことだ。これだけの目に遭って、歯を食い縛って戦い抜くのはすごい。感心した。見直した。──でも違う。

　でも、違う。違うのだ。そうじゃない。そうではないのだ。

「何かが……っ」

　──『何か』が、あってくれるはずだろう。

『何か』が、あるはずだ。ないとおかしいのだ。なくては、話が成立しない。

『何か』があって、無力で救い難いナツキ・スバルは、みんなを、誰かを、エミリアたちを助けられる『ナツキ・スバル』へと羽化するはずなのだ。

　だからそれを、死に物狂いで、血眼になって探している。

『死者の書』を読み込むたびに、変化した状況に翻弄され、『ナツキ・スバル』が味わった衝撃と恐怖と、『死』の苦痛とを追体験しながら、必死になって捜し求めている。

　なのに、手掛かり一つ見つからなくて──、




「う、あああああ──ッッ!!」

　床に頭を叩たたきつける。

　見ていた間はよかった。しかし、戻った瞬間、恥辱に■が掻かき乱される。

「父さん……お母さん……っ」

　父と母と、二人と言葉を交わし、二人に謝罪する『ナツキ・スバル』がいた。

　異世界へ飛ばされ、二人に別れを告げる『ナツキ・スバル』がいた。のうのうと、両親を悲しませるとわかっていて、自己満足のために愛の言葉を伝えて──。

「う、ぶ、ぇぇぇ」

　反へ吐どが出る。涙がこぼれた。

　辛つらいのは、苦しいのは、『ナツキ・スバル』の気持ちが痛いぐらいにわかったことと、それを両親が許してくれることを、スバルもわかってしまったこと。

　許さないでくれ。呪ってくれ。親不孝者だと、罵ののしってほしかった。

　だが、そうしてくれなかった。

　父も母も、スバルの思い通りになどならない。自分を慰めるために、両親にもちっぽけな人間みたいなことを言ってほしかった。無理だった。

　スバルの父は、賢けん一いちは。スバルの母は、菜な穂ほ子こは。──最高の両親だった。

　そのことが嬉うれしい自分がいて、『ナツキ・スバル』の判断に賛同する自分がいて、救われる資格などないくせに、救われようとする自分がいて、■が醜い。

　──これか。これが原因なのか。これが理由で、『ナツキ・スバル』になれるのか。

「違う……違う、違う違う！　そうじゃない！　こういうことじゃ、ない！」

　頭を掻き毟むしり、疼うずく額を拳こぶしで殴って、スバルは己を罵倒する。

　スバルが求めているのは、精神的な救いではないのだ。もっと明快で、ちゃんと効果として成立する、特別な鍵を、──力を求めている。

　スバルが知らない、『ナツキ・スバル』だけが知っている、特別な力が。

　スバルが、『コル・レオニス』を発現させるのに成功したように、『ナツキ・スバル』だけが覚醒した、特別な『何か』が、あって、それを、手に入れなくては。




　──そのためだけに、ナツキ・スバルは『死に直して』いるのだから。




「教えてくれ、『ナツキ・スバル』！　お前がどうして特別なのか！　お前だけがどうして、特別でいられるのか！　『何か』があるんだろ!?　『何か』が、お前を変えたはずなんだ！　『何か』が、お前をお前じゃない、どうしようもない奴やつじゃなくしたはずなんだ！　弱くて、情けなくて、ちっぽけでクソの役にも立たない俺を変えてくれ！　もう、うんざりなんだよ！　みんなが、苦しむところを見るのは、もう嫌なんだよ！　『何か』……『何か』！　あるんだろう!?　『何か』がないと、おかしい……『何か』が、あって……だから、お前は……俺と、違う……でなきゃ……」

　──でなきゃ、認めるしか、なくなってしまう。

「お前が、俺と同じで、弱くてちっぽけで、何の力もない奴だって……」

　──何度も膝を屈しそうになって、そのたびに誰かに背中を叩たたかれて、自分に良くしてくれるみんなに報いたいから、優しくしてもらえたから、返したくて。

「頼むよ、『ナツキ・スバル』。お願いだ。頼むから、やめてくれ……」




　──超人であってくれた方が、ずっとよかった。

　──自分とは似ても似つかない、■身共に弱さを超越した存在であってほしかった。

　──だから、自分にはできないことができたのだと、納得させてほしかった。




　それなのに──。

　毟むしるように本を抜き出して、度重なる『死』に頭を殴られて、そのたびに■を打ち砕くだかれながら、懸命に、懸命に、泥を啜すするように、命を蝕むしばんで。

　それでも、最後の最後まで、縋すがり付ける可能性は捨てたくなくて──。

　掴つかんだ本を、開く。

　脳みそが掻かき回され、■を蹂じゆう躙りんされ、魂が凌りよう辱じよくされるのを覚悟で、開く。

　だって、痛みや苦しみよりも、最後の希望が絶たれる方がずっと辛つらいから。

「わかるだろ、『ナツキ・スバル』……」

　まるで、同意を求めるみたいに、ここにはいない相手へと呼びかける。

　その声の調子が、ひどく覇気を失っていたのは、仕方がない。

　だって、意気込むほどの相手じゃない。そこまでの、男じゃない。──そうあってほしくないと願いながらも、指先は手繰るようにして『死者の書』を抜き出す。

　そして、あとはきっと、トドメを求めるような気持ちで──、




「──ああ、わかるよ」




　白い、白い世界だった。

　気付けば、スバルは書庫ではなく、記憶と重なる形のない存在としてでもなく、見知った、ここではない場所へと移っていて。

　そこで──、

「わかるよ、ナツキ・スバル」

「────」

「だって、お前は俺なんだから、な」

　白い世界に立ち尽くす、見知った三白眼が、ナツキ・スバルを待っていた。





　　　　　７






　──短い黒髪、胴長短足、人でも殺していそうな三白眼。

　どれをとっても嫌になるぐらい見覚えのあるそれが、白い地べたに座り込むナツキ・スバルを見下ろしていた。
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「改めて、だ。──よう、兄弟」

「────」

「いや、兄弟だとちょっと語弊があるか。ここは正確に……よう、もう一人の俺」

　呆ぼう然ぜんと、まじまじと、相手の顔を見つめる。

　片手を上げ、軽い調子で挨拶してくる人物──否いな、そんな他人行儀な関係では文字通りない。だって、そこにいたのは紛まぎれもなく、ナツキ・スバルと同じ顔をした──、

「──『ナツキ・スバル』」

「……なんか、変なアクセント入ってないか？　あと、自分のことをフルネームで呼ぶのも気になる。漫画とかだとよくある展開だけど、実際なんて呼ぶか結構迷うな」

「『ナツキ・スバル』……！」

　能天気な発言を重ねる『スバル』に怒りを覚え、スバルはその場に立ち上がる。そしてへらへらした相手の顔を睨にらみつけ、奥歯を噛かみしめた。

「なんでお前がここに……そもそも、ここはなんだ？　なんで俺はここにいる!?」

『スバル』を視界に入れたまま、スバルは周囲の白い世界を手で示す。

　白い、何もない空間、それはあの『暴ぼう食しよく』の大罪司教、ルイ・アルネブと対たい峙じしたオド・ラグナの揺り籠、『記憶の回廊』とそっくりの場所で。

「なんで、俺はこんなところにいるんだよ!!」

「──それは、お前が俺に追いついた証拠だよ」

「────」

「お前が『死者の書』を読んで、俺に追いついた。お前が知らなかったこと全部、追体験って形で見てきたはずだ。俺の、異世界生活をな」

　息を切らして怒鳴るスバルに、『スバル』が淡々とした口調で応じる。その平然とした態度が、すまし顔が、達観した物言いが、何もかもが気に食わない。

　──第一、今、この男は、憎たらしい顔をしてなんと言った？

「俺が、お前に追いついた？」

「そうだ。もう、俺のことでお前が知らないことなんて一個もない。だから……」

「──ふ、ざけるなぁッ!!」

「────」

「俺が、お前に追いついただと？　冗談じゃない！　嘘うそをつくな！　まだだ！　まだ、一番大事なことが、もっと重要なことが、何にもわかっちゃいない！」

　目を剥むいて吠ほえ、スバルは『スバル』の胸倉に乱暴に掴つかみかかった。

　その勢いに、『スバル』は抵抗しない。そのまま相手の胸倉を引き寄せ、互いの息がかかるような距離でその黒瞳を睨みつける。

「教えろ！　お前がここにいるならちょうどいい！　教えろよ！　お前が、お前になった理由を！　俺はそれを見てない！　見つけられてない！　それを……」

「俺が、俺になる理由？」

「そうだ！　お前が、お前になった切っ掛けがあったはずだ。お前が、お前が……」

「──それを、お前は見てきたはずだろ？」

　互いの黒瞳に互いを映す至近距離で、『スバル』は無抵抗にスバルを見ている。

　その無抵抗が、まるで相手にする価値もないと言われているような錯覚をスバルに与える。それこそ、一段階高いところから見下されているように思えて──、

「その目をやめろ！」

「ぐぁっ！」

　その忌まわしい横顔目掛けて、スバルは拳こぶしを叩たたき付けていた。

　硬い衝撃が拳にあって、弾はじかれたように『スバル』が吹っ飛ぶ。同じだけの痛みがスバルに跳ね返ってくる、なんてことはない。

『スバル』が受けた痛みは、『スバル』が受けた痛みで、傷だ。

　それは、ナツキ・スバルが受けたものとは、違う。

「それを、知ったような言葉を並べて……そうか、わかったぞ」

　スバルに殴られ、片膝をつく『スバル』を眺め、得■がいった。

　ここが『記憶の回廊』ならば、この不自然な状況の下手人なんて一人ではないか。

「お前、ルイか？　『暴ぼう食しよく』の大罪司教！　またお前なんだろ!?」

　前回、この白い世界で遭遇したルイは、あの手この手でスバルと『ナツキ・スバル』との分離を促し、その存在を頭から喰くらい尽くそうとした。

　間一髪、その毒牙からは逃れられたが、それで諦めるなら大罪司教など存在しない。

　ペテルギウスも、レグルスも、シリウスもカペラも、最低最悪の人格破綻者たちだ。それはライもロイも、そしてルイも例外ではない。

　諦め悪く『死者の書』を渡り歩き、ここでスバルを待ち伏せていても不思議はない。

「それが真相だろ、ルイ・アルネブ！　姿かたちを変えられるお前なら、俺をこうやって混乱させるくらいわけないはずだ！」

　他者から奪った『記憶』と『名前』を使い、相手の技量どころか、その姿かたちまでも強奪し、我が物として咀そ嚼しやくするのがルイ・アルネブの権能だ。

　塔内で猛威を振るったその悪辣さが、ここで発揮されたとして違和感などない。

「そうやって俺を喰くい荒らして、今度こそ乗っ取るつもりか？　いっぺん振られたのにしつこい奴やつが……そんなに『死に戻り』したいのかよ!?」

「────」

「いい加減、わかれよ！　これがそんなにすごい力か!?　死んでやり直せるだけだ。死んでやり直して……それでも、使う俺がクソなら結果だってクソだ！　だから……」

「────」

「だから、誰も救えなかった。……みんな死なせる。俺が弱いせいで、みんな、悲しませるんだ。今も、何回繰り返しても誰も、誰も救えないみたいに……」

　──『死に戻り』なんて、碌ろくなモノじゃない。

　まさしく、クソみたいな劣悪な力だ。こんなモノ、必要ない方がずっといい。

　この力が素晴らしいモノだと言った魔女がいたが、全く同意できない。

　蟻に大砲を持たせても使いこなせない。結局、分不相応なのだ。

　それがわからない『暴ぼう食しよく』も、『強ごう欲よくの魔女』も、みんなまとめてクソだ。

　いったい、何度騙だまされ、何度希望を踏み躙にじられ、何度■を挫くじかれれば学習する。

　なんで、何度も騙され、何度も希望を踏み躙られ、何度も■を挫かれても、立ち上がる。

『死に戻り』は、世界の嫌なところばかりを見せてくる。

　理不尽を、不条理を、目を背けたくなるような運命を、見せつけてくる。

　それなのに、どうして──、

「──みんなが、好きなんだよ」

　静かな、スバルの■を穿うがつような言葉、それはスバル自身のものではない。

　膝をついて、スバルの叫びを聞いていた『スバル』のものだった。

「──みんなが好きなんだ。だから、やめられない」

　殴られた頬ほおの赤みを指で拭って、スバルの代わりに『スバル』が重ねて告げる。

　同じ服装、同じ面構え、同じ顔と名前を持つ、決定的に自分とは違って見える『ナツキ・スバル』──それが、ナツキ・スバルを見つめながら、

「お前の置かれた立場のしんどさは、正直、想像するだけで嫌になるよ。何もかもまっさらな、初期レベルの状態でステージ６からスタートだ。お前が吐いた泣き言も、全部わかる。それは、俺も何度も味わった傷だから」

　力不足を、知識不足を、何度も味わった顔だった。──否いな、何度も味わったのだ。

『スバル』が味わった敗北を、苦痛を、『死』の嘆きを、スバルは全部知っている。全部この目で見てきた。全部、この体と、■で味わってきた。

　味わってきたからこそ、それが嘘うそではないとわかっているからこそ、『スバル』の言葉を受け入れられない。受け入れたく、ない。

「俺が強かったら、もっと賢かったら、俺がもっと、もっと……悔しいよな」

「わかったような、ことを……！　お前に、俺の何が」

「わかるよ。お前も、俺がわかるってことがわかるはずだ」

「──っ」

　反論の言葉に力がない。当然だった。

　反論とは、相手の意見をはねつけ、納得がいかないと打ち払い、お前が間違っているんだと叩たたき潰つぶす。そうした意思が必要なのだ。

　それを『スバル』に向けることが、今のスバルにはできない。だって、知っている。

　それが嘘でも欺ぎ瞞まんでもなく、『ナツキ・スバル』の全部だと、知っている。

「お前の記憶なんか、見るんじゃなかった……」

「勝手に人の日記見といて、そりゃねぇだろ」

「お前の記憶なんか、見るんじゃなかった！」

　拳こぶしを強く固めて、スバルは『スバル』の声にがむしゃらに抗あらがった。

　だが、絞り出すように言い切った言葉が、スバルにできる精一杯の抵抗だった。

「俺は……お前に、希望を見てたかった。お前がすげぇ奴やつで、お前のすごさを支えてる『何か』がわかったら、俺も同じことができるんだって。なのに……」

　それなのに、わかってしまった。全部、見てしまった。

『ナツキ・スバル』が、ここにいるナツキ・スバルと何も変わらない、弱くてちっぽけな男だと、わかってしまった。

　スバルの知らない時間で、スバルの知らない人たちと出会い、スバルの知らない物語を駆け抜けて、スバルの知らない景色を見ただけの、凡人なのだと。

「──お前を否定して、もっともらしいことを言ってやりたかった」

　だけど、それができない。

「だって、お前の気持ちはわかる。──お前は、俺なんだから」

『ナツキ・スバル』の見てきた世界、味わってきた世界を、見てきた。

『ナツキ・スバル』がこの世界を、そこで生きる人たちを、エミリアたちを好きになって、好きでい続けるために受けた傷を、全部見てきた。

　──『ナツキ・スバル』が超人だなんて、そんな幻想はすでに打ち砕くだかれていた。

「ああ、わかってるよ！　わかってたよ！　お前が……お前が何度も立つのは、何度死んでも諦めないのは、そうできないだけだってことを!!」

　スバルと同じように、どうにもできない壁に『スバル』も何度もぶつかっていた。

　そのたびに何度も何度も死んで、『死』を重ねて、状況を変えて、出会い方を、繋つながり方を変えて、『スバル』は困難を乗り越えてきた。──それだけだ。

「──お前が諦められないのは、お前がただ、みんなが好きなだけだ！　クソ野郎！　なんで超人じゃねぇんだよ!!　なんで、馬鹿なガキのままなんだよ!!」

　時間をかけて、苦しい思いまでして、思い知ったのは、それだけ。

『ナツキ・スバル』が凡人で、今のスバルが持っているのと変わらない手札しか持っていなくて、その手札の切り方すらも下手くそで、勝負運もない負け犬だということ。

「何か、一つでも、お前に……」

　力なく、勢いの失われた声で、呟つぶやく。

　何か一つでもと願い、その何か一つさえも手に入らない手を、握りしめて。

「……どうして、消えたんだよ」

「うん？」

「どうしていなくなったんだ。お前が消えて、それで、どれだけ苦労したか……」

　消えない無理解と、全ての始まりとなった切っ掛け。

『ナツキ・スバル』が消えて、ナツキ・スバルが生まれた理由。

　記憶と共に消えた『ナツキ・スバル』の身に、いったい何があったのか。

「お前が消えたのは……」

「……それは俺の凡ミスだ。レイドの攻略法を探るつもりで『タイゲタ』に入った。で、首尾よくレイドの本を見つけたところまではよかったんだが……」

「……そのとき、レイドの本は空っぽで」

「そこで『暴ぼう食しよく』と鉢合わせた。あとは、言わなくてもわかるだろ」

　頭を掻かいて、自分の恥を振り返る『スバル』。

　記憶の回廊でルイと遭遇し、『ナツキ・スバル』は『記憶』を奪われた。そして、それまでの異世界での生活を全て忘れ、自分自身はもちろん、周りの人たちの気持ちもわかってやれないナツキ・スバルが誕生したと。

「そう自分を卑下するなよ。……って言っても難しいか。お前、俺だもんな」

「……『ナツキ・スバル』は弱くて、ちっぽけで、救いようのない大馬鹿だ」

「違いねぇ」

「でも」

　力なく呟つぶやくスバルに、苦笑しながら同意しようとした『スバル』が眉を上げる。

　そんな『スバル』を見ながら、スバルは区切った言葉の先を口にする。

　それは──、

「──お前は、すごい奴やつだよ、『ナツキ・スバル』」

　──それは、二十回以上の『死に戻り』を見てきた、掛け値なしの本音だった。





　　　　　８






「────」

　ゆっくりと、正面に立っている男を見据えながら、目を細める。

　見慣れた顔で、見飽きた顔で、見苦しい顔だとも思うが、自分だ。自分であって、自分ではなくて、自分だけれど、自分だとは思えない。

　その顔が、初めて意表を突かれたような反応をしていて、小気味よかった。

「……最も身近な他人、か」

　自分自身を、■の底から好きになれる人間は多くない。

　特にスバルはその手合いで、自分が嫌いだった。それはたぶん、『ナツキ・スバル』も違わない。──スバルは、『スバル』は、自分が嫌いだ。

　だが、一番身近な他人として、ナツキ・スバルが『ナツキ・スバル』を見たとき、こんなことを言うのは何とも面おも映はゆいが、カッコいいと、思えたのだ。

「弱くて、どうしようもなくて、何にもできなくて、それなのに足掻いて、あいつらのことを大好きなお前を、尊敬する。だから──」

「────」

「──俺が、お前の『死者の書』を読んだ意味は、そこにあったんだ」

　ただ、無力さを悔やみ、自分と同じ顔をした相手に恨み言をぶつけるためではない。

　もちろん、超人『ナツキ・スバル』のルーツを辿たどり、比類ない力を手に入れるという誇大妄想を叶かなえるためでもなかった。

『ナツキ・スバル』がただの人間であると知り、認め、尊重するためにあったのだ。

「……いきなり、恥ずかしい奴やつだな、お前」

　それまで、スバルの発言にフリーズしていた『スバル』が不意に動き出した。

『スバル』は目を細めて、不機嫌に──否いな、どこかバツが悪い様子でスバルを睨にらみ、

「自分で言うのもなんだけど、俺のこれまでを見返して、よくそんなこと言えるな。言ってみたら、『菜な月つき・昴すばるのゼロから始める異世界生活』ってヤツだぞ」

「ああ、主役の名前が自分と同じだと変な気分になるよな」

「ヒロインと母ちゃんが同じ名前よりマシだろ。……いや、そうじゃなく」

　ぽんぽんと軽口を応酬し、スバルは『スバル』と視線を交わす。

　どこか肩透かしを食らった風な『スバル』、彼は自分を手で示すと、

「さっきはああ言ったけど、俺を信用するのか？　俺がルイの偽物って可能性が完全に消えたわけじゃないはずだぞ」

「消えたよ。本気で殴っても戻らなかった」

「それで元に戻るのって、漫画のコピー能力者のパターンだけだから……」

『スバル』の訴え通り、それを本気で根拠にするわけではない。

　しかし、この時点でスバルは『スバル』に対する疑いを手放してしまっていた。

　それはたぶん、さっきの『スバル』の一言が原因だ。

　仮に、ルイ・アルネブが他者の人生を頭から尻まで、余すところなく喰くい尽くせたとしても、大切な皆を想おもったあの顔は、声は、再現できないと思ったのだ。

　彼女には幸福が、幸いが、幸せが理解できないから──、

「誰も愛せないあいつには、誰かを好きだから『死に戻り』する気持ちはわからない」

「────」

「お前、どうしてここにいるんだ？　俺を待ってた、のか？」

　目の前の『スバル』を、自分と同一のルーツを持つ存在だと認める。

　その上で浮上してくる疑問は、ここで二人のスバルが顔を合わせたことだ。そのスバルの質問に、『スバル』は真っ白い床を踏みしめて、

「俺とお前がここで顔を合わせたのは、俺とお前の唯一の接点がここだからだ」

「俺とお前の、接点……」

「塔内で、『記憶』のある俺と、『記憶』のないお前が交差するのは、俺の『記憶』が喰われた周回の『死』、それを観測できる『死者の書』だけだ。これ以降の『死者の書』でも、これより前の『死者の書』でも、俺とお前は出会えなかった」

「──。やっぱり、最初の質問に戻るぞ。なんで、お前はここにいるんだ？」

『死者の書』が二人を巡り合わせたと、その説明だけでは納得がいかない。

　言い始めれば、そもそも『菜月・昴』の本が、これまでの死亡回数の分だけ積み上げられていたのもおかしな話だった。それこそ、『菜な月つき・昴すばる』の『死』を世界の外側から観測して、記録していなければ成立しない事象だ。

　その観測者の役割を、オド・ラグナが果たしていたとでもいうのか。

「でも、だったら記憶の回廊にいたルイが、『死に戻り』を観測してあんなにはしゃいでた理由がわからねぇ。外からそれを認識できるなら……」

「あいつは記憶の回廊に居座ってるだけで、あそこの支配者ってわけじゃない。あそこの支配者は……たぶん、もっと性格悪い奴やつだと思う。この状況で最有力なのは……」

　そこで一度言葉を切り、スバルと『スバル』は口を揃そろえて言った。

「「──『賢者』フリューゲル」」

　それが、性悪最有力の人物と言える。

　このプレアデス監視塔の建設に関わり、レイドを置くような『試験』を設置して、さらにはシャウラにいつ終わるとも知れない四百年の苦行を課した人物。

　それを共通の敵と見み出いだし、スバルと『スバル』は互いに視線を交わした。

　そして、三み度たび、改めて同じ問いを投げかける。

「なぁ、もう一人の俺。──何のために、お前はここにいるんだ？」

「────」

「わかるだろ、とか聞かないのな」

　沈黙を選んだ『スバル』に、スバルは肩をすくめた。それを聞いても、『スバル』からは気安い調子の軽口は返ってこない。

　その代わりに、『スバル』の黒瞳に浮かぶのは、最初からずっとあった輝きだ。

　たぶん、それはいわゆる罪悪感というやつで──、

「──なぁ、記憶の統合って、どうなると思う？」

　だから殊こと更さらに、明るい調子でスバルはそう切り出した。
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「──この手の話のパターンって、どっちがどうとかって答えあんのかな」

「わからん。明確な、これって答えはない気がする」

「実際のところ、お前の方がここに詳しそうだけど、知ってると有利なルール俺より知ってるとかない？」

「俺の解体新書は読んできただろ。五分五分だよ」

「五分五分か」

「五分五分」

「……うっかり、俺とお前がぶつかり合って対消滅、とかしたらどうする？」

「言うなよ。お前が不安に思うことは、大体俺も不安に思うんだから……」

「そりゃそうか。なら、どっちが勝っても恨みっこなし、でいい？」

「いや、めちゃくちゃ恨むけどね、俺は。で、俺が恨むってことは、お前も恨むってことだから」

「まぁ、そうだな。たぶん、そうだな。うーん、■が狭い」

「なんだって？」

「■が狭い……あれ、なんか変？」

「……いや、たぶん、聞き間違いだと思う」

「────」

「────」

「ああ、そうだ。もしかしたらってことがあるから、いくつか言っておきたいことがあるんだけど、言ってもいい？」

「まぁ、ここまできたら何でも言ってけよ」

「こっちの世界のこと、俺よりお前の方が基本的に詳しい……そのアドバンテージも、『死者の書』読んだからほとんど消えたけど、ちょっと変わったこともあるだろ？」

「変わったこと？」

「『記憶』がなくなったあと、俺がみんなと話したり、みんなのこと知ったりして……お前が知らない、『ナツキ・スバルのゼロから始める異世界生活』の話だよ」

「────」

「まず、メィリィな。あいつ、ちょっと色々爆弾抱え込んでて大変だけど、話せばわかる奴やつだからちゃんと話してやってくれ。今、俺の中でメィリィ先輩が熱い」

「ああ、わかった」

「それと、塔の中にでかいサソリがうろついてるんだけど、それの正体はシャウラな。だいぶ危ない感じに仕上がってるんだが……それ、あいつがやりたくてやってるわけじゃないんだ。あいつも、助けてやってくれ」

「ああ、わかった」

「お、そう言えば言い忘れたけど、ルイと会ったときにレムに背中蹴っ飛ばされたよ。そのとき、俺はレムのこと覚えてなかったから、レムがどんな子なのか思い出したのは本を読んだあとだったけど……うん、さすが、俺のレムだった」

「いや、俺のレムだから」

「いや、俺の」

「俺の」

「────」

「────」

「ラムが言ってたな。雪解けの季節になったら、見えなくなったものがちゃんと見えて、顔を出すはずだからって。……さすがだ」

「ああ、そうだな」

「ユリウスの奴については……まぁ、別に言わなくても大丈夫だろ。俺とかお前が何か言わなきゃいけないほど、頼りない奴やつじゃないんだから」

「ああ、同感」

「父さんと、お母さんに謝ってくれて、ありがとう」

「ああ、うん」

「オットーと、ガーフィールを助けてくれて、ありがとう」

「ああ」

「ペトラもフレデリカも、アーラム村のみんなも、助けてくれて、ありがとう」

「ああ」

「ベアトリスを、連れ出してくれて、あの子と手を繋つないでくれて、ありがとう」

「────」

「エミリアを……」

「────」

「エミリアを、好きになってくれて、ありがとう。俺も、あの子が好きだ。大好きだ」

「……ああ、わかってる」

「──ナツキ・スバル。お前はすごい奴だって、俺はちゃんとわかってるから、お前ならきっと大丈夫だから」

「ああ」

「────」

「うん。……そうだな」

「────」

「ああ。──俺たちなら、大丈夫だ」
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「大丈夫、か」




「そうだよな。大丈夫だよな」




「ちゃんと、お前がすごいって、わかってるから」




「……ああ、でも、うん。これは、言わなきゃだ」




「────」




「──俺の夏休み、終わっちゃった、な」
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　──手と手を合わせる、ベタなやり取りが最後だった。

「────」

　息を吸い、吐く。

　おそらくは、イレギュラーな形で統合は行われた。──否いな、本来なら、統合なんてプロセスはこの場所で行われる想定にない。

　スバルの存在自体、起きた出来事自体、全てがイレギュラーだった。

　だから──、

「────」

　立ち尽くす自分の頬ほおを涙が伝うのを、スバルは顎から滴った雫しずくでようやく気付く。

　何となく、それを拭う気になれなかったのは、その流れる涙がきっと、スバルが流したものではないように思えたから。

　スバルの中で、今、ゆっくりとスバルと溶け合う誰かが、流した涙。

　そうして、深々と呼吸を繰り返し、自分の頭の中に意識を巡らせる。その、自分自身の記憶の中に焼き付いているのは──、

「──っ」

　不意に、ナツキ・スバルの無自覚な、二十二回の『死』がフラッシュバックした。

　いずれも、塔の中で足あ掻がきもがき、その過程で味わうこととなった『死』の数々──引き継がれるかどうか、不安視されていた部分は繋つながった。

　繋がりは、したが──、

「お前も、十分以上にやべぇ橋渡ってるじゃねぇか……！」

　散々、スバルを称賛する言葉を並べたもう一人の自分。その孤軍奮闘と、仲間を信じてからの悪戦苦闘ぶりを呑のみ込んで、スバルは理解する。

　確かに、スバルが言っていた通り。──お前のことなら、尊敬できる。

　そんな感慨と、異様に速い拍動を押さえ込むように深呼吸して、頷うなずく。

　それからスバルは顔を上げ、前を見つめた。

　それは、変わらぬ白い空間。

　イレギュラーな事態が作り出した、記憶の回廊に生じた空白地帯。

　つい、数瞬前まで、スバルと手を合わせる、もう一人のスバルがいた場所。──そこでへたり込む、小柄な人影を見下ろし、スバルは黒瞳を細めた。

　そして──、

「どうだ。お前が見たがってたものは見られたかよ。──ルイ・アルネブ」

『死者の書』を読み進め、この場へ辿たどり着いて消えたナツキ・スバル──否、ルイ・アルネブへと、スバルは静かにそう問いかけた。






第三章　『ルイ・アルネブ』
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　──幸せに、なりたい。




　人生の良し悪あしとは、生まれと環境が決める大おお博ばく打ち。

　それが、ルイ・アルネブが無数の人生を喰くい漁あさった果てに得た哲学だった。

　ルイは、『暴ぼう食しよく』を冠する大罪司教の三兄妹きようだい、その末妹だ。

　元々、その活動の規模と統制の杜ず撰さんさに反して、驚くほど内情の知られていない魔女教だが、とりわけ大罪司教については多くが謎に包まれている。

　大罪司教の中でも名が知れ渡っているのは──否いな、過去形なので、『知れ渡っていた』のは『怠たい惰だ』と『強ごう欲よく』の二人。他にも『憤ふん怒ど』と『色しき欲よく』、そして『暴食』が存在することぐらいは知られていても、それらの正体などは長年謎に包まれてきた。

　ましてや、『暴食』の三兄妹の末妹、ルイ・アルネブの存在など秘中の秘だ。

「まぁ、私たちが望んだってわけじゃないんだけどサ」

　生まれたときからずっといる白い空間で、ルイは誰にともなくそう呟つぶやく。

　行きがかり上、ルイはこの空間から出られず、誰とも会うことはできない。『暴食』の権能も極々限られた場所でしか振るえず、宝の持ち腐れというやつだ。

　不幸中の幸いは、二人の兄のおこぼれで、『食事』には困らなかったこと。

　兄たちの運んでくる皿には、それぞれの個性が大いに溢あふれていた。

『美食家』を名乗るライは、良くも悪くも味付けの濃い人生を愛する。

『悪あく食じき』のロイはとにかく数を優先し、雑味で空腹を満たすことに夢中になる。

　ルイは、兄たちの食事をつまみ食いしながら、自分の哲学を形作っていく。

　多くの人生を咀そ嚼しやくし、味を比べ合い、舌の上と頭の中で転がしてわかったこと。──それは、『幸福』の絶対量の差だ。

「あっちの人は幸せで、こっちの人はそれより幸せ。不幸な人も、たくさんたくさん……なァんでみんな、適当に物臭しながら生きられるのかねえ？」

　他人の人生を、ルイは自らの価値観で選別し、比較し、採点する。

　貧富の差、愛情の有無、生育環境と家族や友人、恋人の存在、様々な項目を加減方式で採点し、他人の人生に次から次へと点数を付け、格付けを行っていった。

　それらを見回して、つくづく思う。──なんて、みんな生きるのが下手くそなのかと。

「あたしたちにやらせてくれれば、もっともっともーっとうまくやってやるのに。どいつもこいつも下手くそなんだからサ」

　それは言い換えれば、後ろから他人のプレイするゲーム画面を覗のぞき込み、ああすればよかったこうすればよかったと、ぐちぐち指差しながら嘲あざ笑わらう行為に等しい。

　だが、そんな自分本位な格付けと身勝手な誹ひ謗ぼう中傷にも、すぐに飽きがやってくる。

　当然だ。ルイにできるのは、過ぎ去った『記憶』への批評であって、他人の進行中のゲームのプレイングの是正ではない。

　下手な人間のプレイを延々と眺めているなど、退屈どころか拷問に近い。

　自分の人生を歩く足を持っているくせに、困難を切り開く腕があるくせに、未来を思い描く頭があるくせに、他人は誰もが──兄たちも例外ではなく、ヘボプレイヤーだった。

「下手くそ、下手くそ、下手くそ。適当に生きるなら、私たちに寄よ越こせよ、その人生。あたしたちの方がずっとずっとずーっとうまくやれる。みんなみんなみんな、無能すぎる」

　次から次へと、唾棄すべき『人生』が皿として並べられる。

　それらをいくつも咀そ嚼しやくして、ルイは怒りと悔しさのあまり、吐きそうになった。

「あァ、美お味いしそうに食べるなァ、お兄ちゃん」

「あァ、楽しそうに食べるなァ、兄様」

「──あァ、あたしたちは、私たちは、今にも今にも、吐きそうサ」

　それが、ルイ・アルネブが『飽食』を名乗る理由。

　食べても食べても満たされない飢餓。

　彼女が飢えているのは体ではなく、■の方であるのだから。




　──幸せに、なりたい。

　──幸せになりたい。幸せになりたい。幸せになりたい。幸せになりたい。




　兄たちは、自分の人生を生きている。だから、求めずいられるのだろう。

　ルイだけが、自分の人生を奪われている。だから、求めてやまないのだろう。

「幸せになりたい」

　白い世界で、無数の『記憶』を喰くい散らかしながら、一心不乱にそれを望む。

　それがルイ・アルネブの一番の──あるいは、唯一の願望かもしれなかった。

「幸せになりたい」

　借り物、つまみ食いの人生では足りない。飽いてしまうのだ。飽いてしまったのだ。

　自分用の、自分だけの人生が欲しかった。体が、魂が、運命が欲しい。

「幸せになりたい」

　ルイは不幸だった。

　ルイの不幸の始まりは、自分自身の人生がどこにもないことだった。

「幸せになりたい」

　だが、ルイは同時に自分を知り尽くしてもいた。

　飽き性で投げ出しやすい自分が、不意に湧いた人生を得られたとしても、それに満足することなどありえない。だって、知ってしまった。

　この世界には無数の人生があり、幸福の絶対量には格差があり、そしてそれは『生まれ』というどうにもならない大おお博ばく打ちが決めるものなのだと。

　──ルイは、劣っていたくない。恵まれていたい。見下されたくない。




　──幸せに、なりたい。

　──幸せになりたい。幸せになりたい。幸せになりたい。幸せになりたい。

　──幸せになりたい。幸せになりたい。幸せになりたい。幸せになりたい。幸せになりたい。幸せになりたい。幸せになりたい。幸せになりたい。幸せになりたい。




　他人の人生の格付けを行ってきた。

　その中の低評価の人生はもちろん、最高評価の人生だろうと、全ての採点項目で満点を取れるわけではない。その、最高評価の人生にすら、全く満足できない。

「あァ、幸せになりたい」

　そのための方法は、あった。『暴ぼう食しよく』の権能が、『[image: ]しよく』がそれを可能とする。

　他者の『記憶』と『名前』を奪い取り、咀そ嚼しやくする『暴食』の権能。『[image: ]』は、その奪ったモノを応用し、他者を再現する力──それで、ルイ・アルネブの人生を始める。

　生まれは選べない。

　それが『不幸』な人間が生まれる全ての原因だ。だが、ルイは違う。

　ルイは生まれを、人生を選ぶ力を、選別の権利を手に入れたのだ。他者の『記憶』を奪い、それを『[image: ]』によって再現し、自らのモノとしてしまえばいい。

　人生は、選べる。──全て、選び直せばいい。

　幸せな家庭、優しい父母、豊かな生活に恵まれた環境、素晴らしい友人や運命的な伴侶など、どれもこれも『どこかで見たような幸せ』でしかない。

　そうではない。最高の人生を探していた。

　ルイ・アルネブは、最高の人生を探していた。──探していたのだ。




　──だから、ナツキ・スバルを知ったとき、ルイの胸は高鳴った。




『──お前、今、俺に何をしたんだ、ルイ・アルネブ』

「え……？」

　聞こえるはずのない声がして、初めてルイはナツキ・スバルと向かい合った。

『記憶の回廊』、ルイ・アルネブの縄張りに現れた闖ちん入にゆう者しや、それ自体も十分以上に驚くべきことだったが、ルイの胸を焼いたのは喰くらった『記憶』の疼うずきだ。

　兄が喰らった『記憶』の中に、彼に対して強い想おもいを抱いたモノがあった。

　だから、甘やかに『記憶』の通りに呼びかけ、激げき昂こうする彼をねじ伏せた。そして、張り裂けそうな情愛を胸に、その『名前』と『記憶』をいただこうと舐ねぶった。

　事実、食事はうまくいった。確かに、彼の『記憶』は咀そ嚼しやくしたのに──、

「お兄さん、あたしたちのこと、覚えてるの？」

　何な故ぜ、『記憶』を喰くらったにも拘かかわらず、平然としていられるのか。

　何故、今もそんな憎悪の瞳ひとみでルイを睨にらみつけていられるのか。

　何故、ルイはこんなにも面喰らいながら、胸を高鳴らせているのか。

　何故、何故、何故、何故、何故──、

「──え」

　目の前の出来事への答えを求め、手に入れたばかりの『記憶』の奥へと潜る。

　その瞬間、ルイを打ち据えた衝撃の大きさを、なんと表現すればいいのか。

　それは──、

「どうして、死んだときの『記憶』があるの？」

『────』

「ううん、それだけじゃない。それだけじゃないよ、お兄さん。死んだ『記憶』があるのはもちろんおかしい。十分変サ。だけど、おかしい。だって……」

『────』

「だって、私たちにはお兄さんを殺した『記憶』なんてないのに、食べた『記憶』の中にはあたしたちにお兄さんが殺された『記憶』がある！」

　それは、異常な、発生し得ないパラドックスが発生している。

　ああ、ナツキ・スバルの『記憶』の影響か。本来なら知らなかったはずの言葉のレパートリーが増える。パラドックスだ。パラドックスによるエマージェンシーでシュレディンガーのマクスウェルのアインシュタインがニコラ・テスラ──、

「何なの、これは!?　どういうことなの、これ!?　『記憶』は妄想とは違うの！　『魂』に付着した澱おりは、自分の好き勝手には捻ねじ曲げられない！　だから！　これはお兄さんが見た世界だッ！　これは、お兄さんの歴史……お兄さんだけの、物語だッ！」

　自分の長い長い金色の髪に指を入れて、ルイは燃え上がる衝動を爆発させる。

　だって、こんな、こんな条理を捻じ曲げるような出来事が存在するというのか。

「お兄さん、もしかして私たちと同じ大罪司教なんじゃないの？」

『────』

「ほら！　『記憶』の中でペテルギウスも言ってる！　因子は届いてる！　大罪の座は埋まってるから、『傲ごう慢まん』はお兄さんで……俺の席なんじゃねぇのか!?」

　自分のこめかみを指で叩たたいて、ルイは『記憶』を骨までしゃぶり尽くす。

　信じ難い。信じられない。信じられる余地など、『暴ぼう食しよく』以外に巡り合えない。

　同じ『記憶』を共有できるルイだから、ナツキ・スバルの歩みを信じられる。──否いな、信じられるのではなく、事実として知っているのだ。

　これはすでに、ルイ・アルネブが歩いた道筋でもあるのだから。

「うわあ、すごい！　本当に死んでる！　無惨に！　為なす術すべなく！　何度も何度も！　ズルいズルいズルい……ううん、素敵だわ！　これが……これが『死』!!」

　あるはずのない。絶対にあってはならない、『死』のその先の記憶がある。

　それは臨死体験なんてちゃちなお試しツアーとは根本から異なる事象。事実として『魂』が砕くだけ散り、命が千切れ飛び、息の根が止まったことを意味する終幕──、

「──『死に戻り』」

　自分の中に芽生えた『記憶』を、その最大の目玉をルイはそう呼んだ。

　幾度もの『死』の経験を実体験として蓄積し、本来なら一度として『魂』に刻み付けることのできないそれを、ナツキ・スバルは澱おりとして溜ため込んでいた。

　そうしてナツキ・スバルは、あらゆる苦難を乗り越えてきたのだと。

「──欲しい」

　何な故ぜ、ナツキ・スバルは『記憶の回廊』へ辿たどり着くことができたのか。

　何故、ナツキ・スバルは『暴ぼう食しよく』の権能の影響を受けないのか。

　そんな疑問の数々が、この『死』を超克する力の前では紙切れのように価値を失う。

　──ルイ・アルネブは、最高の人生を探している。

　そして、様々な人生を貪ってきたルイの導き出した結論、最高の人生とは裕福であることでも、大勢に愛されることでも、高い地位に恵まれることでもない。

　最高の人生とは、『思い通りになる』人生のことだ。

　何もかも、自分の信じた通り、期待した通り、願った通りのことが起きる。

　どんな不具合もなく、どんな不完全もなく、どんな不条理もない、完璧な世界観。

　それを実現する方法をずっと探していた。その答えはルイの中で延々と探し続けられていたが、ようやく、わかった。

「──『死に戻り』だ」

　それが手に入れば、嫌なことを、失敗を、取り返すことができる。

　未来に何が起きるのかわかっていれば対処できる。どんな失敗をするのか、どんな不条理が待つのか、どんな不完全と出くわすのか、わかってさえいれば。

「私たちは、最高の人生を生きられる──ッ！」

『────』

「どうすればいい？　どうすれば奪える？　お兄さんの『死に戻り』が権能なら、ただ食べるだけじゃ奪えない。『記憶』と『名前』にくっついてるモノとは違う。魔女因子はオド・ラグナの対だもん！　簡単には引き剥はがせない！　だから……」

　権能を奪おうとするならば、魔女因子ごと奪わなくてはならない。

　しかし、魔女因子を奪う方法まではルイも知らない。これまで、他の大罪司教の権能を欲しいと思ったことなどなかった。あんな奴やつら、触れることもおぞましい。

「待って！　お兄さんは、殺したペテルギウスの権能を使えてる……？」

『記憶』の中の『見えざる手』は、本来のそれよりも大きく弱体化しているが、紛まぎれもなくペテルギウスが用いていた力だ。それはつまり、ナツキ・スバルが複数の権能を、複数の魔女因子をストックしている証拠に他ならない。

　魔女因子のストック、その力ごとナツキ・スバルを奪えれば──、

「──あたしたちは、自分の人生を生きられるんだッ！」

『────』

「はは、そんなにいいモノじゃない？　笑わせないで！　持ってる人間に、持たざる人間の気持ちはわからない！　幸せな人間に、他人の不幸は推し量れない！」

　お仕着せの、耳障りがいいだけの説得などうんざりだ。

　どんな綺き麗れい事ごとを並べようと、スバルは『死に戻り』を利用してきた。そんなダブルスタンダードに、耳を貸してやる価値などない。

　必要なのは、どうすれば『死に戻り』の権能を奪えるのか──、

「──ううん、そうじゃない。そうじゃないんだよ、私たち」

　強く強く手を打って、ルイは自分の閃ひらめきを喝采する。

　いつの間にか、手段と目的が入れ替わっていた。それは、大きな間違いだ。

　ルイは『死に戻り』の権能を手に入れたいのだ。それを使い、最高の人生を面白おかしく生きたいのであって、奪い取ることが目的なのではない。

　長く大罪司教なんてやっていると、物騒な固定観念に囚とらわれて大損をする。

　簡単なことだった。奪うのではなく、手に入れるのならば──、

「──あたしたちが、なればいいんだよ」

『────』

「私たちが、お兄さんになればいいんだ。あたしたちがお兄さんになって、『暴ぼう食しよく』の権能に喰くらわせれば……魔女因子を、お兄さんごと統合できる」

　そう言って、ルイは自分の頬ほおを指でつまみ、ぐいぐいと乱暴に引っ張る。

　可愛かわいらしさのためではなく、痛々しく、傷付ける意図を以もつてそれをする。何のためか。それは血肉を引き裂いて、己を分かつ、そのためだ。

「三大魔獣ってね、私たちのずっと前の魔女因子の持ち主が作った怪物なんだって。あたしたちも似たようなことができるの。別にやる意味がないからやらなかったけど……」

『────』

「──私たちは、やろうと思えば、何でもできる」

　それが、可能性の怪物。

　それが、生まれ出いでる前の、無む垢くなる存在の可能性。

　それが、これから先、最高の人生を生きることを運命付けられたモノ。

「「──それが、あたしたちって存在」」

　ゆっくりと紡がれるルイの言葉、それが重なり、発声される。

　同じ音声がダブって聞こえる現象は、幻聴や聞き間違いの類ではない。それは起きた出来事そのままに、同じ声、同じ口調、同じ人間がダブったのが原因だ。

「お兄さんの『記憶』でビックリしたんだけど、アルネブって星座のうさぎ座なんだってね？　それに、大おお兎うさぎを滅ぼしたのもお兄さんたちなんて驚いちゃった」

「でも、だったらあんまりサプライズにならない？　可愛かわいいルイちゃんが増えて嬉うれしい？　ないか。ないね。お兄さん、小さい子に欲情しないタイプなんだ。ふーん、そう？」

　驚きに凝然と目を見開く相手を見て、ルイは同じ顔の存在──『ルイ』と肩を組む。

　ここが『記憶の回廊』という、現実と隔絶された場所で、ルイが肉体を持たないまま魔女因子と『魂』で結び付いただけの存在であったことが功を奏した。

　自分という存在の『魂』、その一部を剥はく離りさせ、二つに割り、存在を分化する。

　たぶん、『日食』を用いて自我を失うことを恐れるライとロイにはできない芸当だ。自分が増えるなんて、自我の希薄なルイにしかできない荒業だ。

　そして、それが可能なルイだけが、『死に戻り』の獲得へと手を伸ばせる。

『────』

　何事か、魔女因子の容いれ物ものである少年が言い放つ。

　その少年を見ていると、『死に戻り』という魅力とは別に、ただただ愛いとおしさが込み上げてくる。それが忌々しくて、ルイはその感情の起因たる『記憶』を放棄。

　自分の『魂』から剥はぎ取り、もはや用無しとばかりに放り捨てた。──否いな、用無しとばかりにではない。事実、もう用無しなのだ。

　全ての『記憶』は、最高の人生を見つけ出すまでの繋つなぎ、つまみ食いでしかなかった。だが、ルイ・アルネブはようやく自分のフルコースに辿たどり着いたのだ。

「「──あたしたちは、やろうと思えば何でもできる」」

　そのために、内側からナツキ・スバルを蝕むしばんで、蝕まれたナツキ・スバルを外側から余さずしゃぶり尽くして、ルイ・アルネブがナツキ・スバルを手に入れる。

『──■■、■■する』

　最後の最後まで、容れ物は往生際悪く何かを言っていた。

　それを無視して、『魂』にこびりついた澱おりを舐なめ取り、完全にその『記憶』を継承する。

　何もかもを忘れ、空っぽになった器と同調し、一度は喰くらった相手から再び『記憶』を奪うための下した拵ごしらえを開始する。──極上の、至高の体験を求めて。




　幸せになるための最高のメインディッシュが、届けられるのを待ち焦がれて──、
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「どうだ。お前が見たがってたものは見られたかよ。──ルイ・アルネブ」

「ぇ？」

　唐突な呼びかけに、意識の覚醒を得たルイは目を丸くした。

　何度か瞬まばたきして、自分の居場所を確かめる。白い世界、白い床に白い空、一面真っ白な空間に棒立ちになって、ルイは呆ぼう然ぜんと自分の顔に手で触れた。

「────」

　ぺたぺたと感触を確かめる。

　この場に鏡がないのでわからないが、この感触は紛まぎれもなく自分の顔だ。ここには娯楽の類もなく、触れるものと言えば自分の顔や体ぐらいのもの。

　だから、自分の顔かたちはすぐにわかった。──これは、ルイ自身の体だ。

「お前の見たがってたものは見られたか？」

　ゆっくりと、呆然と、自分を確かめるルイ。

　その作業が一段落ついたところで、ふと、問いかけを今一度重ねられた。顔を上げ、ルイは正面、短めの黒髪に胴長短足、鋭い三白眼のみすぼらしい少年を見た。

　名前はナツキ・スバル。ついさっきまで、ルイが同一化していた存在であり──、

「──ぁ」

　──そして、『死に戻り』する権能を持った、想像を絶する悪夢の存在だ。

「ぃ、やああああぁぁぁぁああああぁぁぁぁああぁああぁぁぁぁ──ッ!!」

　叫んだ。

　力の限り、声の限り、全身全霊を尽くして叫んだ。

　そうでもしなければ押し潰つぶされてしまう。恐怖に、脅威に、絶望に。

　何度も何度も、『死』を繰り返して進み続けるその凶気に囚とらわれる。

「死にたくない！　あたしたちは死にたくない！　嫌だ、嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ！　嫌だ！　嫌だァッ!!」

　頭を抱え、地べたに倒れ込みながらルイは必死に訴えた。

　その存在と同化して、ルイは『死』を体感した。味わった。『死に戻り』する『魂』に自ら取り込まれることで、時さえ遡る『死に戻り』を実体験した。

　渇望した、新鮮な衝撃を。『死』がどんな味わいなのか、それを確かめたかった。

　たとえ、『死』がルイが期待したほどのモノでなかったとしても、『死に戻り』の権能を使い、やり直し可能な人生が歩める権利で十分にお釣りが出る。

　そう、思っていた。──実際に、自分で『死』を味わうまでは。

「あんなの……あんなの、耐えられるわけない！　あんな苦しみ！　喪失感！　耐えられるはずがない！　無理！　無理無理！　絶対に無理！　嫌だぁ！」

　一度として、楽な死に方がなかった。

　一度として、『死』を甘美に感じることがなかった。

　一度として、自ら死にたいなどと思えたことがなかった。

　それをナツキ・スバルは二十回以上も味わい、それを再演した。

「あんなこと、耐えられるのは人間じゃない！　化け物！　化け物よぉッ！」

　できない。できるはずがない。

　ルイは多くの人間の人生を貪り、あらゆる『魂』を凌りよう辱じよくし、自らの人生を探した。

　そうする権利が、特権が、自分にあるのだと信じてきた。

　だから、ナツキ・スバルの『魂』にも手を伸ばして──結果、甘い■を砕くだかれる。

　何な故ぜなら──、

「──人間の心は、自分が死ぬことになんか耐えられないのぉッ!!」

　幸せに、なりたい。

　幸せになりたい。幸せになりたい。幸せになりたい。幸せになりたい。

　幸せになりたい。幸せになりたい。幸せになりたい。幸せになりた──かった。

　幸せに、なりたかった。

　それが、ルイ・アルネブがずっとずっと、思い描き続けてきた願い。

　あらゆる全てを踏み躙にじり、最高の人生を獲得するために力を行使する権利がある。

　そう一切の呵か責しやくなく信じられたから、ルイは今日まで生きてこられた。

　それが、それが、それが、その前提が、崩れる。

　幸せに、なりたかった。だが、今は、今の願いは、違う。

「死にたくない」

　死にたくない。

　死にたくない。死にたくない。死にたくない。

　死にたくない死にたくない死にたくない死にたくない死にたくない死にたくない死にたくない死にたくない死にたくない死にたくない死にたくない死にたくない死にたくない死にたくない死にたくない死にたくない死にたくない死にたくない死にたくない──、

「──だから、俺はお前が俺を喰くおうとしたとき、言ったんだよ」

　頭を抱えて蹲うずくまり、嫌々と必死に自分を守ろうとするルイ。

　顔を上げられないルイのすぐ上から、声が降ってくる。それすら聞きたくない。聞くことが恐ろしい。だが、聞かないことで降りかかるかもしれない何かが恐ろしい。

　だから、『死』を恐れて、それを聞くしかないルイへ、声は続ける。

　忠告したぞと、そう前置きして──、

「──絶対、後悔するってな」
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　──『死に戻り』を体感し、頭を抱えて泣きじゃくる少女を前の前にしながら、ナツキ・スバルは自分の掌てのひらをじっと見つめる。

　化け物と、そう呼ばれ、罵ののしられたことに傷付いているわけではない。

　頭がおかしい。常人には耐えられないと、そう叫ばれたことにも納得だ。

　スバル自身、これだけの『死』の経験が並大抵のモノではないと自覚している。ただ、奥歯を噛かみ、大切な誰かのことを思い、耐え抜いてきただけ。

「──ああ、俺はすげぇよな、ナツキ・スバル」

　見つめていた掌てのひらを握りしめ、スバルは心から『自画自賛』する。

　実を伴わない、軽口めいた論法で自分を称賛したことはあった。慰めのように、あるいは己を鼓舞するためにそうした言葉を利用したことはあった。

　だが、今の『自画自賛』は、それとは違う。

　ひどく客観的に、ナツキ・スバルという存在を観測した記憶と実感が、今日まで歩み続けてきた自分の道のりを称賛させていた。

「なんだ。案外、大したもんじゃねぇか、俺」

　そしてそれは、『記憶』をなくして異世界召喚された当初へ立ち返り、『死者の書』を読み解くことでここまで辿たどり着いてくれた『ナツキ・スバル』にも言えることだ。

　異世界について無知な状態から始め、スバルの一年間に匹敵するほどの『死』の体験を積み重ねて、ついにはここでスバル同士の統合を果たし──、

「メィリィのことも、シャウラのことも、任せて、任された」

　殺人が癖になり、未来を暗く閉ざしかけていたメィリィを。

　四百年の待ちぼうけから解放され、幸福な今を続けたがるシャウラを。

「ラムもユリウスも、無理してやがる。あの二人がそれなんて、よっぽどじゃねぇか」

　常に最善を知り、誰よりも頼りになる思慮深さを見せるラムを。

　自らの寄る辺を失い、それでもなお剣を握り続ける信念を抱くユリウスを。

「ベアトリスとエキドナにも、まさかの迷惑かけ通しか。ったく、俺って奴やつは……」

　スバルを献身的に支え、誰よりも先に心の限界に気付いてくれたベアトリスを。

　記憶をなくしたスバルを最も危ぶみ、その果てに許しを与えてくれたエキドナを。

「────」

　そして、たとえ『記憶』をなくそうと、何度何回繰り返しても、やっぱり君に引き寄せられてしまう。そうしたい。そうせざるを得ない。他の道が考えられない。

　それぐらい、君のことが──、

「──Ｅ・Ｍ・Ｔ」

　愛いとおしさと、確かな安らぎを唇に乗せ、スバルは顔を上げた。

　そして、いまだに顔を覆い、震えているルイに「おい」と声をかける。

「ひぃっ！」

「……ビビりすぎだろ」

　呼びかけ一つに大げさに怯おびえられ、スバルは指で頬ほおを掻かく。

　幼い、と言って差し支えのない外見の少女だ。そんな少女が恐怖に震え、必死に世界を拒絶する姿は胸に迫るものがある。相手の庇ひ護ご欲をそそる、生来の魔性だ。

　それはひょっとすると、強制的に磨かれた純じゆん真しん無む垢くの結晶なのかもしれない。

　世界を知らないルイ・アルネブは、生まれたての赤子のようなモノであると。

　しかし──、

「──ルイ・アルネブ、お前の負けだ」

　──ナツキ・スバルは、赤子のように泣きじゃくるルイ・アルネブを許さない。

　真っ向からぶつけられた容赦のない宣告に、ルイは凝然と目を見開く。

　その瞳ひとみを、白い紙にインクを垂らしたように恐怖が広がっていくのを見ながら、しかしスバルの心は凪なぎの海のように静かだった。

　世の中、知らなかったで済むような問題ばかりではない。

　そして、ルイやその兄弟が犯してきたのは、許されてはならない非道外道の数々だ。

　知るチャンスがなかったのではない。彼女は他者の『記憶』を通じて、喜怒哀楽や好悪にも触れ合い、良識や思いやりを学ぶ機会はあったはずなのだ。

　だが、彼女がそこから学んだのは、どす黒い欲望を発散する醜悪な方法だけだった。

　教師が悪かったのかもしれない。兄たちは、彼女の人生の悪い見本だった。

　しかし、踏み外した道を戻る機会を、一度も活用しなかったのは彼女の決断だ。

「お前も俺の一部だったんなら知ってるかもしれないけどさ。お前らの……大罪司教が名乗ってる冠は、七つの大罪ってやつと共通してる。で、中二病御ご用よう達たしのロマンワードな『七つの大罪』だが、それの近いもんに『七元徳』ってのがあるんだよ」

　七つの大罪が、『傲ごう慢まん』、『憤ふん怒ど』、『嫉しつ妬と』、『怠たい惰だ』、『強ごう欲よく』、『暴ぼう食しよく』、『色しき欲よく』。

　そして七元徳が『思慮』、『勇気』、『正義』、『希望』、『節制』、『信仰』、『愛』。

　七つの大罪が、人が生きていく上で切り離せない宿業だとしたら、その罪を抱えた人間が誰かと生きていくために、忘れてはならない七つの約束。

　それを尊重し合うから、人は人と共に生きられる。

「だけど、お前らは……お前は、それを侵した」

　だから、大罪司教は、ルイ・アルネブは許されない大悪となったのだ。

「ルイ・アルネブ、お前の負けだ。だから、それを認めて何もかも解放しろ」

　怯おびえ、縮こまるルイにスバルは要求を突き付けた。

『死に戻り』を味わい、魂の凍り付くような絶望に暮れる少女へと、容赦なく。

「私たちは、やろうと思えば何でもできるって言ってたな。だったら……」

　自負と自尊心から、己の存在を魔女因子ごと二つに分けることまでやってのけたのだ。

　それができるなら、自分の権能の効果を解消することだって不可能ではあるまい。それが、それさえ叶かなうなら、もしかしたら──、

　──『記憶』と『名前』を奪われた人たちを、レムを、取り戻せる。

「お前が今まで喰くってきた人たちを全員解放するんだ。そうすれば……」

「……そ、そうすれば、なに？」

　声に力の入るスバル、それを短く遮ったのはルイだった。

　ルイは白い床にへたり込み、自分の膝を引き寄せた体勢のまま、床に広がる長い長い金色の髪にくるまるようにして、髪の毛の隙間からスバルを見ている。

　その瞳に宿っているのは、紛まぎれもない恐怖、それ一色だった。

「──、お前が喰った大勢を解放しろ。『名前』が戻れば、もう死んじまった人たちの名誉だって回復できる。生きてる人たちなら、家族と再会だってできるんだ。お前がそれをしてくれれば、俺はお前を……」

「──見逃すって？　そんなことないね！　あるわけない！」

「な……」

「お兄さんが私たちを見逃す？　ありえない！　お兄さんは、自分の敵を撃滅する！　完膚なきまでに！　けちょんけちょんに！　パーフェクトゲームでクローズする！　それができる！　だったらやらないわけない！　やらない意味ない！」

　一流のジョークでも聞いたみたいに、ルイが静寂を破って感情を爆発させる。

「食べたモノを返せ？　絶対に嫌！　だって、これがあたしたちの生命線じゃん！　これがなくなったら、お兄さんは私たちを殺せる！　逆だよ、逆！　全然逆なの！　私たちは殺されないために、お兄さんにこれを返しちゃダメ……ダメなんだよ！」

　ルイの感情の激発、それは正しく激発だった。笑おうとして、怒ろうとして、悲しもうとして、ルイの表情はめちゃめちゃで、その全てが恐怖に彩られていた。

　ルイの迸ほとばしる感情の出口は、全てが『恐怖』に直結していた。

　導入が喜びだろうと、怒りだろうと悲しみだろうと関係ない。全ての結末が『恐怖』に続いているとわかって、いったい何に喜び、怒り、悲しめばいいのだ。

　ルイの拒絶の根深さが、スバルには十分以上にわかった。世界の全てを呪い、疑心暗鬼の嵐に叩たたき込まれ、身動きを封じられたような気分になる。

　それは、ナツキ・スバルもまた、体感したことのある自分という名の地獄だから。

　そんな、どうしようもない地獄からスバルが抜け出せたのは、きっと、手を握ってくれる誰かがいて、その温ぬくもりがスバルを逃がさないでくれたからだ。

　それが、初めての異世界でスバルの命を、心を救ってくれた銀髪の少女。

　それが、何もかもに裏切られたスバルを守ろうとしてくれたドレス姿の少女。

　それが、全てを投げ出そうとしたスバルと優しく傷付け合った青い髪の少女。

　──それが、ナツキ・スバルが地獄に囚とらわれずにいられた理由だ。

「────」

　その心の拠より所どころが、目の前で恐怖に溺れるルイ・アルネブにはない。

　陳腐な表現だが、人は一人では生きられない。だから、『恐怖』に囚われた彼女が救われるには、誰かが手を差し伸べることが必要なのだ。

　かつて、スバルがそうしてもらえたように、誰かが手を差し伸べることが。

　しかし──、




「──俺は、お前を救わない」




　──スバルは、ルイ・アルネブに手を差し伸べない。

　大罪司教は許し難い罪を犯した。──それが、ナツキ・スバルの結論だ。

「俺は、お前を救わない。可哀かわい想そうとも思わない」

「ひ」

　怯おびえ、見開かれるルイの瞳ひとみにはスバルへの恐怖心しかない。

　この場で、彼女の抱える恐怖を理解できるのはスバルだけだが、そのスバルこそが彼女の恐怖の原因なのだ。つまりは、彼女の迷宮は開かれない。

　その怯えが頂点に達したとき、ルイの拒絶がスバルへ向けて炸さく裂れつする。

「もう、もう……もう、無理ぃッ!!」

「──っ、これは」

　ゆっくりと、スバルの視界が白く歪ゆがみ、『記憶の回廊』に変化が生じ始めた。それは異物の存在を検知し、それを排除するべく世界を絞り出す。

　その結果、スバルの存在が揺らぎ始め──、

「もう一秒だってお兄さんと同じところにいたくない！　生理的に無理！　生命的に無理！　運命的に無理！　だからサ、消えてよ！　お兄さんを食べるのは、お兄ちゃんと兄様と！　どっちでも好きな方がすればいい！　あたしたちは御免だ！」

　ルイの決断、それは忌々しいことに彼女にとっての最善手だった。

　スバルの存在を抽出し、この世界から排除する。踏みとどまる、手段がない。取っ掛かりもなく、踏ん張る地面さえ曖昧で、スバルの『魂』が白い世界から引き剥はがされる。

「俺が気に入らないなら……お前自身で決着をつけたら……」

「その手には乗らないッ！　私たちに殺させようとしても無駄だよ！　『死に戻り』であたしたちをとっちめる気なんだ！　そうはさせない！　お兄ちゃんと兄様がお兄さんを喰くらい尽くす！　それが、私たちの勝利条件だッ!!」

　牙を剥むき出して、ルイが踏みとどまろうとするスバルを睨にらみつける。もはや、その意思に対抗できそうにない。それを理解し、深く息を吐く。

　それから、スバルの黒瞳が真まっ直すぐにルイを射抜いて──、

「──ひ」

「お前の兄弟が、お前の最後の頼みの綱なら、わかった。──その綱をぶった切って、俺はお前に償わせる。覚えておけ、ルイ・アルネブ」

　怯え、竦すくんだルイに指を突き付け、続ける。

「嫌なことも辛つらいことも、お前自身で抱えろ。──『記憶』から、逃げるな」

　恥も後悔も、今の自分を形作るために必要だった『記憶』だ。

　その全てがナツキ・スバルという人間の糧になっていて、その全てが作り上げたナツキ・スバルが、多くの『死』を積み上げてここへ辿たどり着いたのだから。

　ナツキ・スバルがすごかったのなら、それは恥と後悔が、そうさせてくれたのだ。

「それはそれとして、もう、あんな恥掻かくのは御免だけどな」

　視界が白み、述懐が遠ざかる。そして、『記憶の回廊』はほどけていって──、





　　　　　４






　そうして、恐るべき存在が姿を消した『記憶の回廊』で、ルイ・アルネブは長く長く、震える息を吐いて、自分自身の生を確かめた。

「なん、で……」

　普通でいられるのか、それがわからない。

『死に戻り』を体感する前とあととでは、ナツキ・スバルに対する認識がまるで違う。理解できない。し切れない。恐ろしい怪物の、情報を奪い尽くせなかった。

　そもそも、何な故ぜ『異世界召喚』とやらが行われる以前の『記憶』が奪えなかったのか。

『暴ぼう食しよく』の権能の力は本来、対象の『記憶』を生まれた瞬間まで喰くらい尽くせるはずだ。それなのに、アレからはこの一年強の『記憶』しか奪えなかった。

　まるで、オド・ラグナがそれ以前の『記憶』を忌み嫌っているか、あるいは──、

「──ねえねえ、なんか話が違ってない？」

　不意に、独りで取り残されたはずの『記憶の回廊』に声が響いて、ルイは愕がく然ぜんとなりながら振り返る。しかし、すぐに驚きは氷解した。

　振り返ったルイの視線の先に立っていたのは──、

「あたしたち……」

「そうだよ、私たち。貧乏くじ引いちゃったからサ。ここで待ちぼうけしてた方のあたしたちだよ。ちゃんと、お兄さんって最高の人生のプレイ環境は整えられた？」

　言いながらルイに笑いかけたのは、瓜うり二ふたつの存在──『ルイ』だった。

　本来、一つであるはずの『魂』を魔女因子ごと二つに割り、同一人物でありながら分かたれた存在、正しい意味でのもう一人の自分。

　その、もう一人の自分である『ルイ』は、ルイと違ってあの体験を共有していない。だから、あけすけに嗤わらえる『ルイ』の姿が、ルイには妙に遠く思えた。

「──？　どうしたの、私たち。そんな顔しちゃってサ。第一、お兄さんは？　ここにいるってことは、また『死者の書』から入り込んだんじゃないの？」

「────」

「ねえねえねえ、ちゃんと目的は果たせたんでしょ？　こっちは失敗しちゃったけどサ、あたしたちは役目を果たせたはずじゃない。すごいすごい、綺き麗れいに入り込んでたもんね。お兄さんったら、ちっとも気付いてなかったよ。自分の中の私たちに！」

　きゃいきゃいとはしゃぎながら手を叩たたいて、『ルイ』が禁断の逢おう瀬せを回想する。

　無論、言われなくともルイはその出来事を知っている。

　レイド・アストレアの『死者の書』から、あの暴虐剣士の攻略法を探ろうと考え、『記憶の回廊』と接続したときの話だ。そこで『ルイ』は、改めて何もかもを忘れたアレと接触して、あわよくば魔女因子であるルイごとアレを喰らうつもりだった。

　だが、その計画は、喰らったはずの『記憶』の反抗によって失敗した。

　しかし、今思えば、あそこで邪魔が入ってくれなければ、今頃、ルイはアレと一つになっていたかもしれない。アレと──、

「ねえねえ、どうしたのサ、あたしたち！　もっと色々話してよ、聞かせてよ！　見たんでしょ？　聞いたんでしょ？　嗅いだんでしょ？　触ったんでしょ？　味わったんでしょ？　──ナツキ・スバルの権能をサ！」

「──アレの名前を言うなァ!!」

　浮かれた調子の言葉に続いて、そっと『ルイ』が手を伸ばした。その腕が自分の肩に触れようとした瞬間、ルイは激げき昂こうと共に、文字通り半身の腕を振り払っていた。

「……は？」

　当然、半身に拒絶される意味がわからず、『ルイ』の表情に困惑が生まれる。

　しかし、そんな『ルイ』の反応を顧みる余裕がルイにはない。ルイは『他人』が触れようとした肩を抱いて、嫌々と首を振りながら後ろへ下がった。

「いや！　いやいやいや！　触らないで！　こないで！」

　恐怖した。目の前の、自分と同じ顔で、自分と同じ経験を積んできた『ルイ』を。

　自分の『魂』が分かったはずの存在──それは今や、ルイにとって他人だった。

　他人は、何をするかわからない。ルイを守ってはくれない。

　ルイの死因となり得る。死にたくないルイを、殺しかねない外因だった。

「寄るな！　くるなくるなくるなくるなッ！　近付いてくるな！　私たちに触るなァ！」

　自分の体を抱きしめて、アレと対たい峙じしていたときと全く同じ反応しかできない。

　そうやって否定と拒絶を繰り返すルイに、『ルイ』は唖あ然ぜんと目を丸くすると、

「は？　何それ？」

　ルイの拒絶反応に対して、『ルイ』は振り払われた手を握りしめる。それからひどく渇いた声でルイを見下ろし、歯を噛かみ鳴らした。

「何それ。何それ何それ、どういうこと。どういうことなの、どういう了見で、どういう腹積もりでどういう考えなの、ねえ!?」

「ひぃッ」

「話が違うッ！　どうしたの、私たち!?　何なの、その反応！　態度！　答え！」

　拒絶された『ルイ』が激昂し、縮こまるルイへと距離を詰める。その勢いに喉を引きつらせるルイの前にしゃがみ込み、『ルイ』は蹲うずくまる半身の髪を掴つかんだ。

　そのまま力ずくで顔を上げさせ、同じ顔同士、息のかかる距離で見つめ合う。

「おかしいよね。おかしい、おかしいな、おかしいね、おかしいサ、おかしいよ、おかしいから、おかしいとも、おかしすぎるから、おかしいって言ってるから!!」

「────」

「作戦は？　計画はうまくいってたんじゃないの？　空っぽになったお兄さんの中に潜り込んで、悪さを働く計画だったでしょ？　上じよう出で来きだったよ！　お兄さん、怯おびえてたもん！　自分と『ナツキ・スバル』は最も身近な他人だって思い込んでたよ！」

『ルイ』の語る計画と、その進捗にルイは何も言い返せない。

　実際、ルイと『ルイ』の計画は順調に推移していた。ルイはスバルの中で『死に戻り』を体感し、悪さを働いてスバルと『ナツキ・スバル』の分離を促した。

　そして、『ルイ』は『記憶の回廊』に居残りながら、自己を『ナツキ・スバル』と別個としたスバルを喰くらい、権能を我が物とする。あと一歩だった。

「──それがうまくいかなくても、何度でも、何十回でも何百回でも！　『死に戻り』の権能を奪い取るまでチャレンジする約束だったじゃない！　ちょっと失敗したくらいで何サ！　またお兄さんの『記憶』を奪って、何回でもやり直させたらいい。お互いに役割を交換して、何度も何度もチャレンジしようよ！　失敗は、取り返せるんだから！」

　魔女因子として同化するのと、『記憶の回廊』で待機する側と、役割を交換して何回でも飽きずに、完全な権能の強奪までを遂行するつもりだった。

　それなのに──、

「──それなのに、あたしたちを拒むなんてどうしたのサ！」

「いやああああぁぁぁぁ──ッ!!」

「う、ぁ！」

　ぐいっと髪を掴つかんだ腕に力を込められ、ルイは痛みと恐怖に悲鳴を上げる。それから目の前の『ルイ』の胸を突き飛ばし、半身に苦鳴と尻餅をつかせた。

　互いに互いを信じられない目で見つめ、白い世界に痛々しい沈黙が落ちる。

　そうして、ルイが何も言えない中、『ルイ』が瞳ひとみを見開いて、

「まさか……権能を、独り占めするつもりなの？」

「────」

「首尾よく『死に戻り』の権能が手に入ったから、さっさとお兄さんを消して、自分たちだけでそれを楽しむつもりなの？　──私たちも、差し置いて」

「ち、違うッ！」

　愕がく然ぜんと、凝然と、おぞましい疑惑を描いた『ルイ』にルイは吠ほえる。そんなことは絶対にない。ありえない。これを、独り占めしたいなどと欠片かけらも思わない。

　こんなモノ、捨てられるなら捨て去りたい。しかし、できない。

　何な故ぜならこれは、他の誰でもない、『ルイ・アルネブ』の『記憶』だからだ。

　自分の『記憶』は消せない。奪えない。出し入れできない。

『嫌なことも辛つらいことも、お前自身で抱えろ。──『記憶』から、逃げるな』

　折しも、直前にアレから言われたばかりのことだった。

　自分自身で経験したことは、自分自身で歩いてしまった道は、消せない。それはルイの中で確かに生まれてしまった、『ルイ・アルネブ』自身の歴史だから。

「冗談じゃないッ！　そんなこと、許されるもんか……！」

　幸せになりたかった。幸福な、自分だけの人生を手に入れたかった。

　しかし、思わぬ形で手に入れてしまった自分だけの人生は、ルイの■を──『心』を粉々に押し潰つぶして、取り返しがつかないぐらいに傷付けた。

　それを、心の傷と摩耗に怯おびえるルイを、『ルイ』は理解できない。

「あたしたちが幸せになる方法を、お前なんかに独占させてたまるか！」

「違う！　違う違う違う違うぅぅ！　そんなんじゃない！　そんなんじゃないよぉ！」

「信じられるもんか！　まさか、私たちに裏切られるなんて思わなかった！　さすがだよね、あたしたち！　そうだよね。わかるわかる。うんうん、わかるよ、私たち！」

『ルイ』がぴょんと飛び起きて、薄い胸の前で手を合わせる。そして、彼女は盛大に破顔しながら、涙声で拒絶するルイへと流し目を送る。

「もしも、うっかりあたしたちが悪さを企たくらんだら？　『死に戻り』を手に入れた私たちにそんなことされたら、どう足あ掻がいたって勝てっこない！　すごい！　考えたね！」

「死にたくない！　私たちは死にたくない！　死にたくない死にたくないぃぃぃ！」

「見え見えの嘘うそをつくなッ！　死にたくない？　なんで？　どうして？　いらないなら私たちに寄よ越こせ！　なんて薄汚い独占欲……あたしたちだなんて思えない！」

『ルイ』の口から、同一の存在であることを否定される。

　その途端、ルイは自分の中で何かが渇いてひび割れ、砕くだけ散る音を聞いた気がした。それがいったい、自分の中にあった何が砕けた音なのか、わからなかった。

　わからなかったけれど──、

「──ナツキ・スバルは私たちのモノだ。この、泥棒猫」

　アレがなんなのか、全く知らないくせに、上から目線でモノを言われる。

　アレがなんなのか、本当に理解しているのは自分だけなのに、勝手なことを。

　──アレを理解したのは、自分だけだ。

「──ナツキ・スバルを知ってるのはあたしたちだけだ。この、馬鹿女」

　アレが恐ろしい。アレがおぞましい。アレが、憎らしい。

　だから──、

「あたしたちにも味わわせろ──ッ!!」

　飛びかかってくる『ルイ』が、ルイをルイたらしめる『記憶』を奪いにくる。

　これを引き渡すことは、ルイ・アルネブの『死』を意味する。

『死』を、意味する。──アレが見た世界を、意味する。

「あ、ああああああ──ッ!!」

　叫ぶ。叫ぶ。叫んで、叫んで、叫んで、叫んだ。

　叫び続けて、叫びながら、叫び散らしながら、叫び声を上げ続けながら──、

「──死にたくない」

　ひどく壮絶で、無意味な争いが、『記憶の回廊』で始まる。

　誰も見ていない、関心もない、争いが。

　始まって、終わる。──勝者のいない、争いが。
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「──アイスブランドアーツ!!」

　言い放った瞬間、掌てのひらの中に生み出される感触を強く握り、振り切る。両方の手に生じたのは氷で形作られた長剣で、その切れ味は半端な刀剣よりはるかに鋭い。

　剣技の練習はまだ始めたばかりだが、体を動かすのは得意だった。その延長線上で氷剣を振るい、相手の逃げ場を封じながら致命的な一撃を叩たたき込もうとする。

　しかし──、

「はっははァ！　やるぅ！　けど、まだまだまだまだ当たんないってばァ！」

「──っ」

　懸命なこちらの攻撃を、長い髪を翻ひるがえしながら地面を這はうように回避する敵。

　鋭い犬歯を剥むき出しにしながら睨にらみつけてくるのは、ライ・バテンカイトスと名乗った『暴ぼう食しよく』の大罪司教だ。

　大罪司教の名を聞くと、胸の内でもやもやとした嫌気のようなものが膨れ上がる。

　それは水門都市プリステラで多数の大罪司教と激突して、色んな決着と、色んな決着の先延ばしと、とにかく大変なことが山とあったからだ。

　たくさんの悲しいことや、辛つらい思いが生まれた。

　その解消や解決は今も果たされていなくて、だから、みんな一生懸命なのに。

「どうして、あなたたちはそうやって──！」

「なんで？　なんでかな？　なんでだろ？　なんでなんだ？　なんでだろうね？　なんでなのかなぁ？　なんでなんだろうね？　なんでなんだかなんでなんでなんだもんねえ！」

　おちょくる言葉に真面目な響きはなく、真っ当な答えを返すつもりは相手にない。

　それを感じ取り、頬ほおに強く力を込める。話し合いができれば、それが一番いい。でも、相手が話し合いに応じないなら、その先を躊躇ためらわない。

「──アイシクルライン」

「わお」

　詠唱と同時、氷剣を構える後方で空気が凍り付く音が鳴り響く。それは、先端を鋭くした無数の氷ひよう杭くいが中空に生まれ、放たれる準備が整えられた証あかしだ。

　それを見やり、しかし、なおもライの余裕は崩れない。そのことへの感慨などなく、ただただ、凍れる闘志に従い、攻撃を開始する。

　一息の間に放たれた氷杭の数は百には届くまいが、それに迫るだけのものがあった。

　石造りに見える通路を埋め尽くし、床を壁を天井を着弾点とした氷の粉ふん塵じんが舞い、白く凍える空気が直撃を見舞われた存在に甚大な被害をもたらす。

　だが──、

「悪いね、お姉さん。それって見飽きた……とは言わないけど、見たことあるんだよ。僕たちってほら、天才肌だからさァ、いっぺん見た攻撃は当たってあげらんないかな！」

　両手に括くくり付けた短剣を振るい、凄すさまじい氷の猛撃をしのぎ切ったライが嗤わらう。

　その技量と、事実として無傷で耐えしのいだ結果に息を呑のむ。しかし、一度目をしのがれたなら、二度目、三度目、それでもダメならもっと。

「百回やれば勝てるって思ってる？　千回やっても届かないよ？」

「なら、一万回やるだけだわ！　みんなのところへはいかせないから！」

「あははッ、そりゃスケールが大きいね！　いやはや、とんでもないなァ」

　額に手をやり、呆あきれと苛いら立だちを等分にしたため息をつくライ。それを見やりながら、静かに息を詰め、自らの言葉に従おうとする。

　勢いで言った言葉だが、その通りのことをすればいい。

　百回、千回、一万回。他のみんなができないことを、自分がやったらいい。

　だから、それをやろうと踏み出そうとしたところへ──、

「──ライ・バテンカイトス!!」

　背後から、自分でもライでもない声が通路に響いて、思わず足が止まった。すぐに声につられて振り返れば、曲がり角から姿を見せた人影が視界に飛び込んでくる。

　それは黒髪に、ちょっぴり目つきの悪い少年だ。彼は勇ましい表情で戦場へ駆け付け、通路で戦っているライと自分を見ている。

「あ……」

　とっさに、「いけない」と内心で考えた。

　何かを言わなくてはならないのに、一拍、言葉に空白が生まれてしまう。それは、駆け付けてくれた少年を前に、溢あふれ出てきてしまった色んな感情が原因だ。

　ただ、自分を見る少年の黒瞳に、『不可解』が浮かんでしまうより前に、言わなくてはと慌てて唇を動かして、

「危ないから待って！　えっと、私のこと、その、わからないかもしれないけど、あっちが敵！　ここは私に任せて！　私のこと、わからないかもしれないけど！」

　この場を任せてほしいのと、あまり、自分のことを考えないでほしい。

　少なくとも今、この瞬間は、戦う以外のことを考えたら泣いてしまいそうだから。

　そんな風に弱いところを出して、みんなに迷惑なんてかけたくないから。

　それなのに──、

「──大丈夫だよ、エミリアたん」

　駆け付けてくれた少年が一言、名前を呼んだ。

　ただそれだけで、胸の内から何とか出さないようにしようとしていた不安とか、悲しい思いとか、今は構っていられない感情が弾はじけ飛んだ。

　だって──、

「──俺の名前はナツキ・スバル。エミリアたんの、一の騎士！」

　今、こんなにも、『エミリア』の胸は熱く、熱く、鼓動を打ったのだから。
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　熱い思いに背中を押され、力の限り走り抜いた先で、その背中を見つけた。

　細く、しなやかな背中が瞳ひとみに飛び込んできて、思わず心臓が爆はぜそうになった。

　溢れる愛いとおしさが胸を衝つくが、かろうじてその衝動を堪こらえる。こんなタイミングで、心臓の爆発に任せてキュン死にしている場合ではない。

　そして、本当に思う。──ここに最初に辿たどり着いたのが、自分でよかった。

　何を言えばいいのか、なんて呼びかけたらいいのか、わかる。

　それ以上に、最初になんて呼びかけたかったのか、それが膨れ上がって。

「──大丈夫だよ、エミリアたん」

　困らせたり、心配させたり、待たせてしまって悪かった。

　そんな想おもいを込めて、場違いにも唇を緩めながら頷うなずきかける。そして、その一言で瞳に理解が広がっていく銀髪の少女を見ながら続ける。

　右手で天を指差して、腰に手を当ててポージング──、

「──俺の名前はナツキ・スバル。エミリアたんの、一の騎士！」

「────」

　スバルの名乗りを聞いて、エミリアの瞳ひとみを歓喜が押し広げる。

　それだけで、スバルとエミリアは互いの置かれた状況を理解した。『暴ぼう食しよく』の権能に脅かされていようと、自分たちは大丈夫なのだと。

　そして、スバルの方に意識を向け、立ち止まったエミリアへと、

「はははッ！　それって、ちょっといくら何でも油断のしすぎじゃァないかなァ！」

　背後から、涎よだれを垂らしたライが飛びかかった。

　ざんばらと伸ばした焦げ茶の髪を振り乱し、ライは両手の短剣でエミリアを狙う。それがエミリアの首筋を撫なでる寸前、銀髪が真下に沈み込んだ。

「へ？」

「油断なんて、しないんだか、ら!!」

　勇ましい声と共に、エミリアのすらりと長い足が美しい弧を描いた。沈み込んだ姿勢から放たれる後ろ回し蹴り、その踵かかとがライの顔面を強烈に迎撃する。

「う、りゃぁぁぁぁ！」

　直撃の瞬間、氷のブーツが踵を補強するおまけ付きで、ライの体がぶっ飛んだ。

　前歯を砕くだかれ、蹴りの威力に反転し、凍結した床を滑って通路の奥へ転がるライ。そのライへと、さらにエミリアは「えい！」と掌てのひらを向け、生み出される無数の氷ひよう杭くいを容赦なく叩たたき込み、『暴食』へと甚大な被害を与えることに成功する。

「決まった！　これが俺を囮おとりにした、エミリアたんの可愛かわいい殺意の共演……わぶっ!?」

「スバル──！」

　ライの迎撃を見届け、快かい哉さいを叫んだスバルへとエミリアが飛びついてくる。

　その勢いを何とか受け止め、スバルは彼女の熱と柔らかさに驚きながら、

「え、エミリアたん!?　急でいきなりでビックリしたし、めちゃくちゃ柔らかくていい匂いするね！　シャンプー変えた!?」

「スバルのバカ！　もう、すごーくバカ！　いっぱい、いっぱい心配したの！　それなのにあんな風に……バカ！　バカバカ！」

「すげぇ馬鹿って言われてる！　いや、言い訳できないんだけど……」

　腕の中、大きな瞳で責め立ててくるエミリアにスバルはたじたじになる。その間の密着状態のエミリアに、スバルの心はてんやわんやの大騒ぎだった。

「ともかく、心配かけてごめん。でも、俺、戻ったから。……復活した？　くっついた？　完全体ナツキ・スバルになったっていうか、そんな感じで大丈夫だから」

　勢いでまくし立てて、力ずくでエミリアの安心を勝ち取ろうとする。だが、そんな考えのスバルに、エミリアは目を瞬かせると、そっと指でこちらの胸に触れてきた。

　くすぐったく、優しい感触。思わず、スバルが全身で身震いすると、

「ちゃんと、一緒になれたの？」

「────」

「記憶がないときのスバルも、スバルだったから。だから、スバルが全部思い出してくれても、あの、短い間も一生懸命だったスバルは……」

「──ああ、うん。大丈夫だよ」

　胸に触れてきながら、エミリアはたどたどしい言葉でスバルの足跡を確かめる。

『記憶』の統合により、一つになったとも、消えてしまったとも解釈できるナツキ・スバルがいて、そのナツキ・スバルと心を通わせた時間が彼女たちの中にもあって。

「俺の中にも、エミリアたんの中にも、『俺』がいたことは確かに残ってる。だから、本当に大丈夫だよ、エミリアたん」

「……うん」

「だから、こっから先はパーフェクト・ナツキ・スバルにご期待ください。怒ど涛とうの展開に溜たまってたフラストレーションを起爆剤に、輝く未来へレッツ＆ゴーだぜ！」

「ごめん、ちょっと何言ってるのかわかんない」

　親指を立てたスバルの笑顔に、エミリアがゆるゆると首を横に振って答える。

　そんなつれない態度も愛いとおしくて、スバルは何分何時間何日でも、こうしてエミリアとイチャイチャしていたいのだが──、

「片付けなきゃならない問題が、多い」

　監視塔を取り巻く五つの障害──それはナツキ・スバルのアイデンティティ問題が解決しても、依然としてスバルと愉快で大切な仲間たちを危険に晒さらしている。

　ただ、いくつかの条件の変化はあった。例えば、時間切れを象徴するかのように押し寄せ、塔を丸ごと呑のみ込んで全てを台無しにする影の大波。

　あれは以前、『聖域』でも起こった『嫉しつ妬との魔女』の災厄の再現だ。

　あれが起こったのは、『墓所』の中でエキドナと話し、彼女に『死に戻り』のことを打ち明けたのが原因だった。この塔で起きることも同じ条件だとしたら、あの影が全てをご破算にするのは、『死に戻り』が外部に大きく漏れた場合。

　つまり、『死に戻り』を知るルイ・アルネブがスバルの内にいたことが原因のはずだ。

　そのルイが排除され、スバルの内側から彼女の存在が消えた今、あの影がプレアデス監視塔を呑み込むかどうかは五分五分、といったところか。

　故に、それを当てにして、事態を楽観視する余裕はないが──、

「エミリアたん！　俺に考えがある！」

「──！　わかったわ！　じゃあ、それをしましょう！」

「まだ何にも言ってないけど!?」

「いいの！　スバルの考えなら、一生懸命考えてくれたあとに出てきたものだもの！　私が今から色んなことを考えて答えを出すより、ずっと信じられるから！」

「──ああ、クソ！　嬉うれしいこと言ってくれちゃって！」

　その快諾に驚くスバルに、全幅の信頼を寄せたエミリアが応える。そのむず痒がゆい信頼に応えなくてはと、スバルも頭を掻かき毟むしり、氷ひよう塵じんの舞い散る通路を指差した。

「とりあえず、エミリアたん！　念のため、あいつにもう一発ぶち込んで！」

「えい！」

　どん、と激しい音がして、エミリアが氷塊を通路の奥に落とした。

　その躊ちゆう躇ちよのない一発がライへのトドメになればいいが、それは望み薄というものだ。実際、氷塊の着弾点に目を凝らしたエミリアが、「あ！」と声を漏らし、

「スバル！　さっきの大罪司教がいないわ！」

「ちっ、しぶとい野郎だ。けど、ノーダメージってわけじゃないはず」

　着弾点から逃れたライ、そのゴキブリ並みのしぶとさに辟へき易えきとするが、形勢不利と見るや即座に退くあたり、勤勉が高じて愚直なペテルギウスや、謙虚の類語辞典を持たないレグルスとは違う。しかし、奴やつが塔から撤退することはありえない。

「エミリアたん！　ひとまず、他のみんなと合流だ！　人員配置を振り分け直す！　それぞれのベストを尽くさないと、この状況は突破できない！」

「え！　でも、あのまま逃がしちゃっていいの？」

「正直、さっきので仕し留とめられるんなら仕留めちまいたかったが……」

　一度は下がった以上、ライも簡単には尻尾を掴つかませまい。ライ探しに余計な時間を取られるぐらいなら、この場は仲間との合流を優先し、奴の命は預けておく。

「心配しなくても、あいつは塔から出ていきはしないよ。ルイに……妹に泣きつかれてるはずだから、勘違いシスコン野郎は引き下がれない」

「しすこん……？」

「妹想おもいって意味。あいつらの場合、悪い妹想いだけど」

　少なくとも、ルイには兄たちへの家族愛はまるで感じられなかった。そうと知らずにルイに尽くす奴らは、哀れな被害者か役割に陶酔するロールプレイマニアだ。

　いずれにせよ、大罪司教の歪ゆがみのない歪み方だけは信頼できる。

「臨機応変、柔軟に対応を変えられる奴なら、大罪司教になんてなってねぇ」

　それが、これまで大罪司教との望まぬ接触を重ねてきたスバルの大罪司教評価だ。

　奴らは自分が間違っているなどと考えない。自分の哲学に固執し、それを他者に強要する。だからこそ、敗北も認めない。引き下がるなど、ありえない。

　そんな奴らを撃滅するために──、

「エミリアたん！　みんなのところに！」

「ん、わかった！　だけど、みんながどこにいるかは……」

「──それをスバナビするのは、俺の役目だよ」

　ナツキ・スバル・ナビゲーションシステム──略してスバナビこと、『強ごう欲よく』の権能の力を発動し、塔内に散らばる仲間たちの反応を検知する。

『コル・レオニス』──大切な絆きずなを実感する権能、これをスバルはそう名付けた。

　ただ仲間の存在を感じることだけに特化したそれは、今のスバルにとって最も価値のある権能だ。この力を用いながら、あれほど孤独になれるレグルスの根性が本当にわからない。ある種の才能だ。大罪司教になるしかないという、哀れで無惨な才能──、

「なんて、あいつを憐あわれんでる場合じゃねぇ。……見つけた」

　その、権能で感じる淡い光に当たりをつけて、スバルは顔を上げる。

　まず、エミリアとの合流を急いだように、次は彼女が先に逃がしてくれた面々との合流を優先する。すなわち──、

「──まずは、俺の可愛かわいいパートナーを回収する！」
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　──『コル・レオニス』から伝わる感覚が、スバルにプレアデス監視塔で起こっている出来事の大部分を把握させる。

　それぞれの仲間の位置や身体状態、スバルを中心としたぼんやりとした距離感。それに加えて、スバルは奇妙な感覚が胸の奥で燻くすぶるのを感じていた。

「────」

　無意識に『コル・レオニス』と名付けた権能の力、スバナビと称して仲間の位置の把握や合流のために有効活用しているが、この力の本領はそれに留とどまらない気がする。

　ラテン語で『獅し子しの心臓』を意味する『コル・レオニス』。それは本来、しし座の一等星であるレグルスを示している。

　そして、『レグルス』もまた、ラテン語で別の意味を持つ言葉だ。

　その、意味するところは──、

「──スバル！」

　通路の角を折れたところで、その先を見通したエミリアがスバルを呼んだ。その呼びかけの意味は、『獅子の心臓』を脈打たせるスバルにはわかっている。

　淡い光と温ぬくもりの反応、そこには別行動を取っていた仲間たちの姿があり──、

「ベア子！」「ベアトリス！」

「──っ!?　す、スバルと、誰だかわからん娘がきたのよ!?」

　猛然と駆け寄ってくるスバルとエミリアに、振り向くベアトリスが仰天する。が、その驚きに構わず、スバルとエミリアは二人で同時にベアトリスに飛びついた。

　そのまま、「わきゃっ」と悲鳴を上げる幼女を抱き上げ、

「おお、ベア子！　ベア子、お前、軽いなぁ！　可愛いなぁ！　賢い顔してるなぁ！」

「見て、ベアトリス！　スバルが全部思い出してくれたのよ！　あ、でも、私のことはわからないかもなんだっけ……でも、スバルは覚えててくれたのがすごーく嬉うれしくて！」

「ま、待つかしら！　待つのよ！　知ってる記念日と知らない記念日が同時にきたみたいで、ベティーの頭の中がてんやわんやかしら！」

　スバルとエミリアの言葉に交互に打ちのめされ、ベアトリスが目を白黒させる。だが、彼女はすぐに掌てのひらを突き出し、まずエミリアを黙らせると、

「……スバル、ホントに全部思い出せたのよ？　ベティーのことも、ベティーとどんな風に過ごしてきたのかも、全部？」

「ああ、そうだよ。そんな不安そうな顔すんな。全部思い出したし、何ならいくらでも捏ねつ造ぞうしてやれる。俺とお前の、あることないことヒストリアだ！」

「ないことを捏造する必要はないかしら！　ああもう！」

　抱き上げられたまま、ベアトリスがすぐ近くのスバルの顔を両手で挟む。頬ほおを潰つぶされ、ひょっとこ口になるスバルを見て、ベアトリスは深々と嘆息し、

「スバルは本当に、ベティーを振り回してばっかりなのよ」

「お前を退屈させない契約者、ってのが契約条件だったはずだからな。それと、お前は俺のこと、スーパーマンじゃないって言ってたけど……」

「──？」

「客観的に見て、俺って結構、スーパーマンじゃね？」

　片目をつむり、ウインクしながらスバルがベアトリスに笑いかける。一瞬、その回答にベアトリスは目を丸くして、すぐに頬を膨らませた。

「調子に乗るんじゃないかしら」

「乗せとけよ。乗ってる方が仕事できるタイプだから、俺。あとは……」

　ちらと視線を横へ向けると、そこでは憮ぶ然ぜんとした顔の少女──ラムが立っている。彼女は薄紅の瞳ひとみを細め、射抜くどころか穿うがつような視線をスバルに突き刺していた。

「あー、姉様？」

「ずいぶんと、雪解けの早いこと。所詮、バルスらしい空騒ぎといったところね」

「……まぁ、実質、一日ぐらいのことだもんな」

　空騒ぎと言われれば、スバルの方は苦笑する以外にない。

　実際のところ、スバルが体感した二十回以上の死亡と、それを我が事と受け止めるための精神的負担を思えば、たった一日の出来事と笑い飛ばすのは困難だった。

　そんな困難だからこそ、笑い飛ばす。それが、ナツキ・スバルのやるべきことだ。

「満を持して戻ったぜ。雪解けの季節の春男、ナツキ・スバルをどうぞよろしく」

「ハッ！　いいわ。何とでも言いなさい。ただ、慈悲深いラムが見逃しても……」

「見逃しても？　って、とんねるずっ!?」

「うきゃーなのよっ!?」

　意味深に言葉を区切ったラム、その一言に首を傾かしげた直後、死角から風を切って叩たたき込まれる地竜の尾撃にベアトリスごと吹っ飛ばされた。

　そのまま、吹っ飛んだスバルを柔らかい感触が受け止める。見れば、それは吹っ飛ぶ位置に先回りしてくれたエミリアだった。彼女は「ふふっ」と微笑ほほえみ、

「パトラッシュちゃんも、スバルが戻ってくれてすごーく喜んでるみたい」

「ひと昔前のツンデレみたいなことを……いや、お前にも心配かけてホントに悪かった」

　エミリアの支えを受け、立て直したスバルは鋭い眼光のパトラッシュと向き合う。そして、『記憶』がなかった間の、愛竜の変わらぬ献身を思い返して、

「ホント、お前にゃ助けられるぜ。愛してる」

「────」

「……いつもみたいにぶっ飛ばさないのな？」

　軽い愛の告白をすると、決まって淑女たるパトラッシュのお叱りを受けるのだが、今回のスバルの告白にはそれがなかった。

「冗談か本気かくらい、この地竜にもちゃんとわかるってことかしら」

　いつの間に仲良くなったのか、ベアトリスがパトラッシュの心中を代弁する。翻訳家ベアトリスの誕生、それはいよいよオットーのお役御免を意味していた。

「────」

　そのパトラッシュの背中には、鞍くらに体を固定されたレムが乗せられている。

　無論、眠る彼女からスバルとの再会を喜ぶ声は聞かれない。ただ、レムの横顔を見たスバルの胸中、そこに燃え滾たぎる想おもいは別だ。

　あの白い世界でルイの甘言に乗せられ、まさしく『暴ぼう食しよく』の毒牙にかけられそうになった瞬間、どうしようもない弱虫を蹴り上げる声がなかったら。

　本当に彼女という存在は、ナツキ・スバルが自分を忘れても、逃がしてくれない。

　だからまた、都合四十回の『死』を乗り越えて、戻ってきてしまう。

「と、感慨にふけるのは後回しだ。とにかく、俺の記憶は戻った。みんながその祝賀会を開きたい気持ちは嬉うれしいけど、状況を一気に片付けよう」

「ずいぶんと自分を高く見積もったものね。それもだけど、聞きたい話があるわ」

「──。あ、私？」

　声の調子を低くしたスバルに鼻を鳴らし、それからラムの視線がエミリアへ向いた。彼女の瞳ひとみに浮かんだのは、常の不遜さと、同じぐらいの違和感だ。

　ベアトリスの反応からも明らかなことだが、ユリウスと同じ『暴食』の被害がエミリアにも降りかかったのだ。そのことは、痛々しい傷となって尾を引くと──、

「はい！　私はエミリア、ただのエミリアよ。色々言いたいことはあるけど、ベアトリスともラムとも、おんなじ方向を見てる家族だから！」

「────」

「それだけわかってくれてたら、今の私は大丈夫。スバルが覚えててくれてるってわかってから、なんだかすごーく調子がいいの」

　ふん、とエミリアが白い腕で力こぶを作り、気丈に──否いな、それは強がりではなく、本心から怖いものなしといった様子で笑みを浮かべていた。

　その、あまりに堂々たる振る舞いにスバルだけでなく、ベアトリスも絶句する。珍しいことに、ラムさえも驚きを禁じ得ない様子で目を丸くしていた。

「あれ？　私、なんだか変なこと言っちゃった？」

「……んや、変なことっていうか、めちゃくちゃ格好良かったけど」

　ほんのり困惑したエミリアに、スバルは自分の頬ほおを掻かいてそう答える。そんなスバルの一言に遅れ、「そう」とラムはエミリアを見つめた。

「エミリア、と言ったわね。不思議なことに、あなたを見ていると、ラムの頭の片隅がやけにむず痒がゆく感じるの。……レムのときも、同じことがあったわ」

「それって……」

「あなたのことが頭から消えて、その穴を埋めるのが大変ってことでしょうね。レム以外に、ラムにそんな相手がいるなんて考えにくいけれど」

　目を細めたラム、彼女のこぼした言葉にスバルは場違いな感慨を覚えた。

　こう言っているラムだが、彼女がエミリアを大事に思ってくれていたのは、傍はたから二人の関係を見ていたスバルの目には明らかだった。その積み重ねを奪われ、心当たりを失ったラムが怪け訝げんに思うのは当然のことだろう。しかし──、

「あなたを見ていて、感じるこの頭の疼うずきが、ラムとあなたの関係の答えだわ。だから、安心なさい。──ラムは、やられっ放しは嫌いなのよ」

「──。それは、私もおんなじよ。絶対の絶対、やり返すんだから」

「ええ、億倍返しね」

「多いな!?」

　エミリアとラム、不敵な笑みを交換する二人に、スバルは頼もしさを覚える。

『名前』を奪われ、本来なら孤立し、関係性は瓦が解かいしていくしかなかったはずだ。

　だが、エミリアは孤立に負けず、強く心の芯を保ってくれた。そのおかげで、彼女から始まるはずの瓦解は、スバルやラムたちの土台を崩すことができない。

　その上で──、

「バルス、献策なさい。ただ物忘れしていた自分を思い出しただけで、ここまでの失点が取り戻せるとは思わないことね」

「言われなくてもわかってるけど、何たる言われようだよ！」

　ただ、説得の必要なく、協力する姿勢を見せてくれることはありがたい。

　なにせ、信頼を積み重ね、状況を説明して、一つ一つの問題に絆きずなを結びながら立ち向かっていくには、この砂海の塔の置かれた窮地は逼ひつ迫ぱくしすぎている。

　故に──、

「あの最悪の三兄妹きようだいが始めやがった大食い祭りを、俺たちの絆でメタメタにしてやるぜ」

「ええ！」「当然なのよ」「ハッ！」

　三者三様の返事があり、スバルはその全てに深々と頷うなずいた。

　そして──、




「バラバラだけど、帰ってきた我が家感がある！」
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「──いいか？　今、この塔はヤバい状態にある。どのぐらいヤバいかっていうと、オセロで角を四つ取られてるみたいな状況だ」

「それは……かなりマズいわね」

　指を一本立て、神妙な顔で説明を始めたスバルにラムが表情を曇らせる。深刻な雰囲気になるのは彼女だけではない。同じ説明を聞く、エミリアとベアトリスもだ。

『オセロ』──説明的にはリバーシと呼んだ方が各所に配慮した名称だが、表裏が白と黒の駒を使い、８×８＝64マスを奪い合う盤上遊戯だ。

　その知識は早々にロズワール邸にスバルの手で持ち込まれ、一大ムーブメントを巻き起こし、特にエミリアからは大絶賛されていた。

　故に、今の説明でもエミリアたちにちゃんと深刻さが伝わったわけだ。

「角四つなんて、とんでもない状況かしら……ハンデにしても、やりすぎなのよ」

「そんなに角もらったら、てんてこ舞いになった私でも勝てちゃうかも……」

「てんてこ舞いってきょうび聞かねぇな……」

「──！　スバル、今の、もう一回言って」

「あとでね。あとで」

　スバルのお約束の突っ込みに食いつくエミリアが、要望を却下されて残念がる。そんな様子に罪悪感が芽生えるが、何度も言うようにいちゃつくのは後回し。

　まずは事態の打開が最優先。そのために説明を進め──、

「二人の『暴ぼう食しよく』と魔獣のスタンピード、それと」

「──襲ってくるシャウラで角四つ、かしら」

　スバルの話を聞いて、最後にベアトリスがそう要約する。その要約に、エミリアとラムの二人も複雑な様子で押し黙った。無理もない。ただでさえ、監視塔は未み曾ぞ有うの大問題に襲われている。そこへ、さらにシャウラまで問題として加わるのだ。

「塔の決まり事を破れば敵に回る。……宣言通りとはいえ、厄介な話だわ」

「でも、相手はシャウラなんでしょ？　何とか話し合いで説得できないの？　シャウラってすごーくスバルに懐いてるし、スバルが一生懸命話したら……」

「その平和的な解決は俺も望むとこなんだけど、シャウラを交渉のテーブルにつかせるのが難しそうなんだ。俺に懐いてるってのはある意味変わってない、かな」

「つまり、バルスが集中的に狙われるわけね。的が絞れるのは大いに結構だわ」

　弱いところが狙われる、という捉え方もできるが、ラムにはスバルも同意見だ。やたらと塔内を潜伏されるより、執しつ拗ようにスバルが狙われる方が対策は練りやすい。

「不幸中の幸いは、ベア子の采配のおかげで角二つは対処してもらってることだ」

　スバルが『記憶の回廊』でルイと対決する間、賢くて可愛かわいいベアトリスがそれぞれの面子メンツに指示を出し、塔を襲った外敵の対処に奔走してくれていた。

　おかげで魔獣のスタンピードにはメィリィが対処し、ベアトリスたちも緑部屋のレムを無事に確保できている。ただ、その道中でライと遭遇し、ベアトリスたちを逃がしたエミリアの『名前』が奪われてしまったのだが──、

「ううん、大丈夫。スバルが覚えててくれたから、全然へっちゃらよ。約束はよく忘れちゃうのに、私のことはちゃんと覚えててくれて、すごーく嬉うれしかった」

「んん、急に背中刺されたのはなんで？」

「どうやら、日頃の行いが出ているみたいなのよ。その娘も、スバルのことがよくわかってるみたいかしら。ベティーほどじゃなくても」

「張り合うな張り合うな、愛うい奴やつめ」

　愛されている実感を得るスバル、そこに「バルス」とラムが呼びかけてくる。

「対処している角は二つと言ったわね。魔獣の群れをメィリィが押さえているのはわかるとして、あと一つは？」

「──ユリウスだ。二層で、あいつが敵と戦ってる真っ最中」

　ラムに答えて、スバルは自分の胸元を掴つかみ、『獅し子しの心臓』に意識を委ねる。

　発動中の『コル・レオニス』から伝わってくる、二層で激しい熱を発する光──すでに始まっているのだ。ユリウスとレイドの、何度目になるかの再戦が。

「結局、決着は避けられないってことなんだよな……」

　今回、仲間たちに指示したのはベアトリスだ。それでも、ユリウスの相手はレイド・アストレアへと帰着した。その事実と、経験からわかることがある。

　──それは、腹立たしいことに、『運命』は存在するということだ。

　どんな経緯を辿たどろうと変えられない強固な現実、それを『運命』と呼ぶのなら、幾度も同じ時間を繰り返すスバルは、その『運命』の存在を確信する。

　しかし、その強固な『運命』の実在は、ある種の光明を意味すると言えないだろうか。

　ユリウスとレイド、二人の決着が避けられないならば──、

「『暴ぼう食しよく』を乗っ取ったとんでも経緯のレイドだが、あいつの対処はユリウスに任せろ。俺たちは、残りの三つに全力投球だ」

「それでいいのね、バルス」

「──？　何がだ？」

　問とい質ただしてくるラムに、スバルはわりと真剣に首を傾かしげた。しかし、そのスバルの反応を見て、ラムは「そう」と短く呟つぶやくと、

「バルスのバルスたる所以ゆえんは大いに納得したわ。ラムも焼きが回ったわね。そのバルスの献策を頼りにするしかないなんて」

「よくわかんないけど、馬鹿にされてるのはわかるぞ？」

「え？　違う違う、褒めてるのよ。ラムはスバルのこと、すごーく頼りにしてるって。ふふっ、頑張らなくっちゃよね」

「……エミリア、あとでラムから話があるから」

　憮ぶ然ぜんとしたラムの言葉に、エミリアは「はーい」と少し嬉うれしそうに答える。

　こんな状況ではあるが、たぶん、エミリアは自分に敬語を使わないラムが新鮮で、嬉しいのだろう。主従関係が失われた今、ラムのエミリアへの態度は友人か、手のかかる妹へのそれだ。そう思えるのも、異様にポジティブなエミリアのおかげだが。

「とにかく、塔の状況整理は以上！　あとは最適な場所に最適な人材を振り分ける。この仕分け事業が、ナツキ・スバルの一番の見せ場だぜ！」

「地味地味すぎるのよ……」

「地味でも大事な仕事なの！　これがいぶし銀な活躍ってやつだよ。俺にしかできない仕事……そう、俺にしかできないことだ！　これが俺の戦い……痛い!!」

「いいから、早く仕分けなさい」

　前置きが長いせいで、ラムに横っ面を引ひっ叩ぱたかれる。そのダメージを負いながら、スバルは「いいか？」と三人──それに、地竜一頭の顔を見回した。

　ここから先は、本当の意味での総力戦だ。そこには人と地竜の差なんて微々たるものだし、そもそもパトラッシュは普段からスバルより役立ってくれる。

　そこに新生したスーパースバルが加われば、可能性は倍率ドン、さらに倍。

「全員一丸で、誰も欠かせないで勝ちにいく。だって俺たちは……」

「──失わせないで、取り戻すためにこの塔にきたんだもんね」

「そゆこと」

　指を鳴らしてエミリアに頷うなずきかけ、スバルは気持ちを引き締め直す。

　それから──、

「まず、『暴ぼう食しよく』のライ・バテンカイトスの相手だが……ラム、お前に任せたい」

「──。当然ね。レムの仇かたきだもの。ギタギタにしてやるわ」

　スバルの采配を聞いて、ラムが自分の手と手を合わせながらそう答える。だが、首肯したラムの代わりに、「待って！」とエミリアが挙手をした。

「ライって、さっきの子でしょ？　ラム一人じゃ危ないわ。だって、ラムは……」

「ツノナシにはツノナシの戦い方がある。ラムも、無策で挑みはしないわ」

「そう、なの？　じゃあ、どうやって？」

「高度の柔軟性を維持しつつ、臨機応変に対応するわ」

「無策の奴やつの発言！　……ってだけじゃなく、ちゃんと考えがあるんだ」

　ラムの本音はどうあれ、スバルも無策で彼女を送り出すような真ま似ねはしない。

　その答えを聞いた三人、彼女たちの視線を一身に集めながら、スバルは瞑めい目もくする。

　そして──、

「──『コル・レオニス』」

　フル回転させている権能、『獅し子しの心臓』へともうひと働きを促す。

　それはベアトリスたちとの合流を目指し、エミリアと走っている最中に感じた奇妙な疼うずきのその先、閉じたる扉の向こう側へ手を伸ばす行為だ。

『コル・レオニス』とは、ラテン語で『獅し子しの心臓』を意味する言葉。

　そして、『レグルス』とはラテン語で──、

「──『小さな王』って、意味なんだ」

　瞬間、『強ごう欲よく』の魔女因子由来の権能に、新たな力が覚醒する。

　それは温かに脈打つ鼓動の中から、すぐ傍かたわらにあるラムの存在を選択。それから、彼女の淡く熱く光り輝く瞬またたきに、そっとその意識を伸ばした。

　ありえないはずの力を用いて、スバルはラムの戦いのサポートを誓う。

　そして、直後に変化は訪れて──、
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「──バルス」

　話し合いを終えて、それぞれの持ち場へ赴こうという出鼻、襟首を掴つかまれたスバルが「おうえ！」と足を止められる。とはいえ、首の絞まる力は最小限だった。

「お、俺を壊さないように気遣ってくれるなんて、らしくないじゃねぇか、姉様」

「羽虫を掌てのひらで観察しようとしたら、力を入れないように苦心するでしょう。それと同じことよ。……羽虫なんてわざわざ掌に乗せないわ。おぞましい」

「自分で言って自分で否定するなよ」

　ラムらしい言い回しに肩をすくめるスバル。そのスバルの前で、ラムは自分の掌を開閉し、その感触を何度も確かめていた。

　その仕草に微かすかな戸惑いを感じ、いつも超然としているラムこそが自然体だと思っているスバルは珍しいものを見たと思う。──それぐらいの見返りがあればこそ、この全身を押し潰つぶすような倦けん怠たい感かんにも耐えられるというものだ。

「権能……馬鹿げた力だわ」

　呆あきれたようなラムの呟つぶやきに苦笑する。スバルも、それには同意見だ。

『ツノナシ』──角を失った鬼族であるラムは、常に肉体を強烈な負荷に蝕むしばまれている。圧倒的な戦闘センスも、極々短時間しか発揮できない制限付きだ。

　その制限を取り払えれば、ラムが塔内でもとびきり頼れる味方なのは間違いない。その制限を条件付きで取り除く方法が、権能の次なるステージである『小さな王』──、

「──みんなの想おもいを背負って立つ。それが、王様だからな」

『獅子の心臓』と『小さな王』、二つの力を併せ持った『コル・レオニス』。

　それが今、スバルの体に圧倒的な倦怠感と、心身の疲弊をもたらしている。──これは本来、ラムが常日頃、自らの肉体で味わい続けている負荷だ。

　ナツキ・スバルの『コル・レオニス』は、群れの王として仲間の負担を引き受ける。

　それが、スバルの新たに覚醒した力であり、仲間たちを支える覚悟の証あかしだった。

　正直、頭は痛い。体の奥がみしみしと軋きしみ、流れる血の一滴一滴が猛毒のようだ。手足の関節は砂を詰めたように重たく、ラムの生きる世界は想像を絶する。

　だが、これをすることが未来を形作る礎になるのなら──、

「血を吐きながら、準備オッケーだ」

「馬鹿ね。……ただバルスが苦しんでいるだけなら、ラムは気にも留めないのだけど」

「けど、俺と姉様の共同作業だ。そう考えると、一秒でも早く終わらせたくなるだろ？」

「そうね。虫唾むしずが走るわ」

「虫唾は言いすぎだろ……」

　権能の説明を受け、現在進行形で効果を実感するラムの悪態。嘔おう吐と感を堪こらえながら頭を掻かくスバルに、ラムは己の肘を抱く見慣れたポーズを取ると、

「──バルス。ラムは手を抜かないわよ」

　その、事前に冷たく聞こえる断りを入れるのが、ラムのラムたる所以ゆえんだった。

　当然だが、ラムが本調子で動けば動くほど、負荷はカウンターとなって増大すると考えられる。その増大する負荷も全て、スバルがこの身で引き受ける覚悟だ。

「それでいい。手なんか抜いてくれるなよ。お前が本気でやってるかどうかは、俺が自分の苦しみの度合いで測れるんだ。なんて拷問だよ！」

「ラムが快調になればなるほど、バルスが苦しみ悶もだえる仕組みというわけね」

「持たせちゃいけない奴やつに核のスイッチを渡した感」

　唇を曲げたスバルに、ラムが薄紅の瞳ひとみを細め、「馬鹿ね」とお決まりのように呟つぶやく。

　それだけで、スバルとラムの意思疎通は完了した。言いたいことも、言っておきたいことも山ほどあるが、尽きぬ言葉に区切りをつけて、ラムがスバルに背を向ける。

　そして──、

「バルス、せいぜい気を付けなさい。死んだらレムと会えなくなるわよ」

「ああ、俺も愛してる」

　素直ではないラムの心配に、スバルもまたそんな茶ちや化かした答えを返した。

　そうして走り去っていくラムの背中を見送り、スバルも通路で足踏みして待っていたエミリアたちと並んだ。

「スバルもだけど、ラムは大丈夫そう？」

「たぶんきっと、ラムなら平気。……俺がよっぽど間抜けなこと言ってたら、あいつが何にも言わないはずないしね」

「またずいぶんと、ラムを信用したもんかしら」

「お前のことも同じか、それ以上に愛してるって。拗すねるなよ」

「拗ねちゃいないのよ！」と頬ほおを膨らませるベアトリス、彼女の差し出す手をスバルが握り返すと、すぐ傍かたわらのエミリアが小さく笑った。

「エミリアたん？」

「ううん、何でもない。ただ、なんだかすごーく心強いって思って」

「──。そりゃ偶然、実は俺も同じ気持ちなんだよ」

　根拠のないエミリアの発言が、しかしスバルには最高の後押しのように思える。

　不安より、期待が大きい。預けるより、任せる方が力強い。縋すがるより、信じる方が前を向ける。まだ何一つ、問題が解決したわけでもないのに、

「仲間を信じるのは当然だし、その仲間に頼る自分のことも信じられる。この砂だらけの塔にきて、今が一番、視界が晴れてるぜ」

「──その顔、ベティーの一番好きなスバルかしら」

　力強く請け合ったスバルを見て、ベアトリスが不敵に笑った。と、そのベアトリスの一声に、エミリアがさらに可か憐れんな笑みを深くする。

　そのエミリアの反応を、ベアトリスが「何なのよ」と指摘した。

　すると、エミリアは首を横に振って、

「ベアトリスは覚えてないみたいだけど、私もおんなじこと思ってたの」
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　猛然と、後ろ足を掴つかまれた巨体が振り回され、容赦なく床へ、壁へ叩たたき付けられる。

　人知を超えた怪力が為なせる力業に、大打撃を受ける巨きよ躯くが不細工な悲鳴を上げた。それは、無数の赤ん坊が泣き叫ぶような、大気を軋きしる不協和音だ。

「────ッッ」

　半人半馬、その表現も適切ではないおぞましき外見の魔獣──餓が馬ば王おうの巨体が投げ飛ばされ、砂の塔のバルコニーをもんどりうって転がる。

　衝撃に揉もまれる砂海の王は、しかし即座に起き上がり、鬣たてがみから炎を噴いた。

「────」

　直後、炎の鬣を唸うならせた餓馬王の胴体に白光が突き刺さり、巨体が内から膨れ上がる。白い光が餓馬王の体内で光の剣山と化し、魔獣を八つ裂きに引き裂いたのだ。

　凶悪な生命力の持ち主であろうと、その内部からあらゆる重要器官を破壊されれば絶命は免れない。餓馬王もその例外ではなく、光の前に凄絶にその命を散らした。

　そして、それを成し遂げた女──シャウラの殺さつ戮りくは止まらない。

　シャウラが魔獣との戦闘を繰り広げる舞台は、プレアデス監視塔の四層だ。外壁に迫せり出したバルコニーは高さ数百メートルの位置にあるが、魔獣の中には羽を生やしたものや壁を易やす々やすと登り詰めるものも少なくない。

　そうした登とう攀はん者を次々と撃墜し、露台はもはや血の海と化していた。

　それだけの殺戮を成し遂げ、シャウラは息一つ乱していない。

　塔に押し寄せる魔獣の総数は数えるのも馬鹿らしくなるほどだが、それらが塔内に雪な崩だれ込んでいないのは間違いなく彼女の圧倒的な戦闘力の貢献だ。

　だが、そんなシャウラによって守られている危険な均衡が──、

「──シャウラ！」

「ぐ、ううううう……ッ！」

　高い声がシャウラの名前を呼ぶが、シャウラはそれに応えない。ただ、彼女は苦しげに頬ほおを歪ゆがめながら、飛んでくる羽の生えた魔獣の列を白光で薙なぎ払う。

　空中で赤い花が咲き乱れ、魔獣の追撃はやむ。だが、それらを退けたシャウラの様子は変わらない。自分の顔を掴つかみ、地団太を踏む。

　そうしたシャウラの指の隙間──そこから見える黒目がちの眼球が分裂し、赤々とした脈動を始めているのだ。それは複眼の出現、シャウラに異変が起きていた。

「誰かが、誰かがルールを破った……ッス……」

　顔を掌てのひらで覆い、苦しげに呻うめきながらシャウラがそうこぼす。その間も、迫りくる魔獣を次々と撃ち落とすシャウラだが、徐々に動きは精彩を欠いていった。

「マズいな。彼女は限界だ。メィリィ！　君の方は……」

「見ての通り、飛んでくる子たちの相手で手一杯よお！　これで裸のお姉さんまで戦えなくなったら、絶対の絶対、手が足りなくなるからあ！」

「だろうね。これは、かなり厳しいな」

　シャウラの苦闘と苦く悶もんを見ながら、アナスタシア──その体を借りたエキドナが険しい顔をする。傍かたわらで加護を用い、塔の防衛に協力するメィリィも同様だ。

　エキドナたち三人の監視塔防衛戦──もっとも、『魔ま操そうの加護』を持つメィリィや、火力担当のシャウラと違い、無茶のできないエキドナは置き物も同然の状態だった。

「だが、おちおちそんなことも言っていられなくなるな……」

　少ない手札を数えながら、エキドナは生命線であるシャウラの様子に歯は噛がみする。

　シャウラを襲っている変調は、おそらく彼女の根底に根付いた何かが原因だ。

　それは決して覆せない、ある種の枷かせとして存在する。エキドナも、人工精霊として似たような境遇にあるからわかる。それは、意志の力ではどうにもならない。

　先の彼女の言葉が事実なら、プレアデス監視塔における決まり事が破られた。だから、彼女はそれを正すために、監視塔の番人として行動しなくてはならない。

「……皮肉な話だ」

　この監視塔の番人として居続けていたから、彼女は会いたい誰かと再会できた。

　だが、この監視塔の番人として在り続けているから、彼女は会いたい誰かを傷付ける命令に逆らえない。──まさしく、被造物の悲哀だ。

　真の意味で、彼女の抱える苦しみを理解できるのは、あるいは自分と、同じように被造物であるベアトリスだけなのかもしれないとさえ、思う。

　だから──、

「──でりゃあああああ!!」

　威勢のいい声と共に、塔とバルコニーを繋つなぐ通路から飛び出してきた人影を見て、エキドナは声もなく目を丸くし、息を呑のんでいた。
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　バルコニーへ飛び出した瞬間、スバルは見知った光景と現状との違いに驚き、同時にそれだけの激戦がここで繰り広げられていたのだと理解する。

「────」

　多数の魔獣の屍しかばねが転がり、血の海と化した四層バルコニー。

　砂海を一望できるこの露台が血で染まるのは、監視塔へ押し寄せる無数の魔獣が無謀な突貫をやめないから。放置しておけば魔獣が塔内に入り込み、混乱は拡大する。

　その被害を未然に防いでくれていた最大の功労者が──、

「──シャウラ！」

「お師様……？」

　叫んだスバルの声に振り返り、凝然と目を見開くシャウラ──その眼球は分裂し、左右三つずつ六つの複眼に分かたれようとしていた。

　それはすでに一度、スバルも目の当たりにした変異だ。プレアデス監視塔のルールが破られ、シャウラの監視塔の番人としての役目が回ってきたことを意味する。

　結果、シャウラは自らの意思に反して大サソリへと姿を変え、塔内の挑戦者──つまりはスバルたちを全滅させるために動き始める。その、前に──、

「お師様、あーしに……あーしに、命じてくださいッス……！」

「────」

「誰かが、ルールに違反したんス。この、ままだと、あーし……お師様を……！　そうなる前に、でなきゃ、お師様を、お師様を……っ」

　自分の体を掻かき抱いて、シャウラが必死の形相でスバルに命令を懇願した。

　本能的に、自裁するという機能が取っ払われているらしいシャウラ。彼女がこの場で求めるのは、自らを害するための最後の一押し、スバルの命令だ。

　だから、その懇願するシャウラの複眼を見つめ返し、スバルは力強く頷うなずいた。

「何度も言ってるが、俺にはお前にお師様呼ばわりされる心当たりがねぇよ」

「──っ」

　一瞬、そう応じるスバルに、シャウラの複眼が絶望に染まる。

　四百年も待ちぼうけて、ようやく再会が叶かなった待ち人にそれを否定され、挙句に最後の願いさえも踏みつけにされてしまうのかと、子どものようにシャウラが怯おびえる。

　その怯えを見ながら、スバルは息を吸い、吐いた。

「だから、俺がお前のお師様かどうか、それを認める認めないの話は後回しだ」

「え……」

「俺は、お前に死ねなんて言ってやらない。俺は、お前を泣いたままになんかさせてやらない。俺は、お前の四百年をここで終わらせてなんかやらない」

　時間をかけて、一度はなくした『記憶』をかき集めてきたから、スバルにはわかる。

　この世界の奴やつらは気が長すぎる。四百年も、一いち途ずに誰かを待ち続けるんじゃない。首根っこを掴つかんででも、会いたい誰かを引きずり出すべきだ。

「俺がそれをしてやる！　誰かの言いなりになんてなるかよ！　運命様、上等だ！」

「────」

　拳こぶしを振り上げ、そう強く強く断言するスバル。それを見て、シャウラが絶句した。その間にも、おそらく彼女の内側では堪こらえ難い衝動の爆発がある。

　しかし、この瞬間、少なくとも彼女にとって重要なのは、塔の決まり事でも、内から爆はぜそうなぐらいに膨れ上がる衝動でもなく、

「お師様……愛してるッス」

　たぶん、四百年待ち焦がれた相手への、抑え切れない愛の情動だけだった。

　──それを言い切った直後、シャウラの変貌が本格的に始まる。

　白く細い手が肥大化して大おお鋏ばさみへと変わり、女性的な豊満な体が爆ぜ、テープの逆再生のように溢あふれる血肉が舞い戻り、肉体を組み替える。漆黒の甲殻が生まれ、赤々とした複眼が世界を睥へい睨げい。複数の足が床へ突き立ち、完成する砂の塔の管理者──。

「────ッッ!!」

　大サソリの威容が甲高い鳴き声を発し、塔の決まりに反した違反者に死を警告する。

　その複眼が怪しく輝き、前任者の執着した黒髪の少年へ、その尾針が白く瞬またたき──、

「──えええええいっ!!」

　そこへ、大サソリを真横から吹き飛ばす豪快な飛び蹴りが叩たたき込まれた。

　凄すさまじい蹴りの威力を受け、大サソリの巨体が露台の魔獣を巻き添えにしながら吹っ飛び、そのままバルコニーから砂海の空へと投げ出された。

「──ムラク！」

　さらにそこへ、指向性を持ったマナが世界に干渉、大サソリの数百キロに及ぶ重量を奪い去り、まるで木の葉の如ごとく風に翻弄させる。

　陰魔法の一種である『ムラク』は、対象にかかる重力を操作する魔法だ。

　それにより、本来の自分の重さを見失った大サソリは帰還の一手を打てぬまま転落、最後の悪わる足あ掻がきに尾針を露台へ向け、スバルたちを狙い撃とうとするが──、

「羽はね土竜もぐらちゃん！」

　少女の高い声の命令に従い、風に飛ばされる大サソリへ飛行する魔獣が殺到する。

　鳥の羽を生やし、頭部の大部分を角と化した異形の魔獣、それが大サソリの外殻へ次々と突撃し、軽くなった大サソリを衝撃で一気に地上へ突き落とした。

　地上数百メートルからの落下──無論、それで倒せる相手ではない。しかし、時間稼ぎには十分になった。そのわずかな間隙を使って、

「メィリィ！　エキドナ！」

「ナツキくん！　立ち直った……いや？」

　駆け寄ってくるスバルの呼びかけに、顔を上げたエキドナが眉を寄せる。彼女はアナスタシアの思案顔で、「もしや」と言葉を続け、

「ひょっとして、『記憶』が戻ったのかい？」

「話が早い！　けど、なんでわかった？」

「わかるさ。君の隣で、ベアトリスがそれだけ自慢げな顔をしていればね」

　エキドナの顎をしゃくった先、そこにスバルと手を繋つなぐベアトリスのどや顔がある。

　確かに、一目でいいことがあったとわかるどや顔、実にラブリーだ。

「そして、シャウラを蹴飛ばした見覚えのない彼女は……」

「『暴ぼう食しよく』の権能だ。あの子の被害はユリウスと一緒……周りが忘れて、本人は覚えてる。名前はエミリア。タフで可愛かわいい俺のお姫様」

「素早い情報共有に感謝しよう。これからどうすると、そう聞いても構わないかい？」

「ああ、その答えならもう用意してある」

　深く頷うなずくスバルの後方、エミリアとメィリィが協力して魔獣の対処に奔走する。そうして二人が時間を稼いでくれる間に、賢い相手への作戦共有を優先した。

「エキドナ、お前の担当は中だ。ひとまず、二層で戦ってるユリウスのところに合流してくれ！　その先で何するかはエミリアに話してある！」

「──。彼女といくのは構わないが、ナツキくんたちはどうする？」

「ベティーとスバルの役目は決まってるのよ」

　思案は一瞬、問いを発するエキドナにベアトリスが答える。彼女はちらとスバルの横顔を見上げて、握った手にきゅっと力を込めながら、

「ここで、あの大サソリの相手をしてやるかしら。やっつけないように手加減してやらないといけないから、やれやれ、骨が折れるのよ」

「でかい口叩たたくぜ、こいつ。さすが俺のベア子」

「えへぺろ、かしら」

　己と契約者を鼓舞するような大言を吐いて、ベアトリスが舌を出す。

　そんなスバルたちのやり取りに目を丸くして、エキドナはため息一つで意識を切り替えた。その割り切りの良さは、さすがアナスタシアの相方だ。

「今さら、君の献策を疑うまいよ。指示に従おう」

「そりゃ光栄だ。お前がエキドナって名前の生き物なのが悔やまれてならねぇ」

「造物主への恨み骨髄は了承したよ。──ユリウスに言こと伝づては？」

　軽口を叩き合い、身を翻ひるがえそうとするエキドナが最後にそう付け加える。

　今も、上の階層で戦い続けているユリウス。思えば、これでユリウス以外の味方とは合流し、『記憶』の戻ったことを直接伝えたわけだが──、

「いや、特にねぇよ」

　現状、レイドと戦うユリウスに、スバルからかけるべき言葉はない。

　いてほしい位置に、彼はすでにいる。それは『コル・レオニス』で伝わってくるから。

「──俺の言うべきことは、少し前の俺と、その前の俺が全部言ってる。今さら付け加えることなんてない。あいつは、ユリウス・ユークリウスなんだぜ」

　強固な『運命』がこの世界には存在し、ユリウスとレイドの決着は避けられない。

　しかし、避けられないことと、乗り越えられないこととは話が別だ。

　レイドがユリウスに立ちはだかるのが『運命』ならば、答えは一つ。

　──レイド・アストレアを斬るのは、ユリウス・ユークリウスだ。

「──。わかった。それをそのまま伝えるとするよ」

「あ、言うことあったわ。他のみんなも大変だから、さっさと片付けて他の人のフォローに回ってくれ」

　手を振り、スバルは走っていくエキドナの苦笑に一役買った。それを見届け、スバルはエキドナの向かう先、氷剣で二頭の魔獣を斬り倒すエミリアに顔を向ける。

「エミリアたん！　打ち合わせ通りに！　エミリアたんが頼りだ！」

「ええ、任せて！　スバルこそ、死んじゃダメだからね！」

「おうともよ！」

　エミリアの当然の言葉に、スバルはしかし普通以上の実感を込めて拳こぶしを掲げる。

　死にたくない。──その基本原則は変わらぬままに、それ以上の理由を込めて、この状況下で『死に戻り』することの危険は想像を絶する。

　リスタート地点が変わっていないなら、死んだスバルが戻るのはルイと自分とを分離する前の段階だ。そこに戻れば、どんな不都合が発生するのか想像もつかない。

　スバルの中からルイは消えているのか、消えていないのか。『記憶の回廊』はある種の治外法権だが、『死に戻り』の影響はどう出る。全てが不鮮明だ。

　つまり──、

「──今回で、ケリをつける！」

　スバルの断言に従い、エミリアがエキドナを捕まえてバルコニーを離脱する。

　彼女たちは彼女たちの戦場へ。そして、スバルたちはスバルたちの戦場へ。

「それでえ？　全然説明がなくってちんぷんかんぷんなんだけどお、わたしにはちゃあんと説明してくれるのかしらあ？」

　我慢強く会話に割り込まずにいたメィリィが、エミリアとエキドナの離脱を見届けてスバルたちの下へ駆け寄ってくる。そんな彼女に、スバルは親指を立てた。

「悪わりぃが付き合ってもらうぜ、メィリィ。俺とベア子とお前の三人で、魔獣のスタンピードと大サソリ──角二つを、押さえ込む！」

「それ、説明になってないからねえ！」

「──くるのよ！」

　お下げ髪を揺すり、頬ほおを膨らませるメィリィに子細な説明をする暇がない。次の瞬間、ベアトリスの声に応じるように、巨きよ躯くが塔の外壁からバルコニーへ飛び上がる。

　それは漆黒の外殻と、狂暴な大おお鋏ばさみを携えた赤い複眼を持つ存在──、

「で、四百年の引きこもりか」

　微かすかに息を弾ませ、スバルは傍かたわらのベアトリスをひょいと抱きかかえる。そして、すぐ隣にいるメィリィと並んだまま、真まっ直すぐに大サソリと対たい峙じした。

「引きこもり対決だ。あっちは一人で四百年、こっちは二人で四百一年だぜ」

「三人で、四百二年の方が正解じゃないかしらあ」

「つまり、俺たちが勝つ！」

「勝つってところ以外、意味がわからんかしら!!」

　腕の中、ベアトリスがスバルとメィリィの息の合った軽口に吠ほえる。そうして、程よい緊張に揉もまれながら、スバルは大サソリを睨にらみ、息を吐いた。

　これで、状況は想定通りのマッチアップに落ち着く。あとは──、

「──本気で頼んだぜ、エミリアたん。君が、全部の鍵だから」

　──プレアデス監視塔を取り巻く、『角四つ』との戦いが、本格的に開戦する。
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　乱戦の開幕、最初の一発を放ってきたのは大サソリの方だった。

「────」

　赤い複眼が爛らん々らんと輝くと、直後に振るわれる尾から白光が迸ほとばしる。

　その恐るべき『死』の一撃、白い光には嫌な思い出が多い。具体的に言えば、塔内での十五回以上の試行錯誤の中、半分くらいはこれに殺されている。
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　だが、それだけ殺されればわかることがある。例えばそれは──、

「初速と、攻撃の予兆……！」

　複眼と尾針、それぞれが攻撃の瞬間、ささやかに光を増す。

　見間違いかと思うほど微かすかな変化、それがスバルが何度も命を賭し、文字通りのトライ＆エラーで勝ち取った、か細い生存の目のための糸だった。

「期待に応えられなくて悪かったな、俺！」

　万能のナツキ・スバルを求めたもう一人の自分に、泥臭い戦いしかできないことを詫わびる。だが、そんなスバルの腕の中、共に死線に挑むベアトリスが鼻を鳴らした。

「何を言うのよ。スバルが期待に応えられなかったことなんて一度もないかしら」

　嬉うれしいことを言ってくれるベアトリス、彼女はその言葉に合わせ、スバルと繋つないでいない方の小さな手を掲げ、薄い唇が詠唱する。

「──ムラク」

　瞬間、重力の頸くび木きから解放されたスバルたちが、放たれた白い光を飛び越えるように跳躍し、露台の空へと浮かび上がった。

「メィリィ！」

「わかってるわあ！」

　光の炸さく裂れつが生む爆風に押され、一気に浮上するスバル。ベアトリスを抱いたそのスバルの傍かたわらで、同じように重さを失ったメィリィが指笛を吹いた。

　直後、空のスバルたちをさらうように、羽はね土竜もぐらが足に獲物を引っかける。

　ぎゅん、と加速する感覚があり、スバルたちは三人揃そろって砂海の空へと飛び出した。

　これも十五回の『死』から学んだことだ。大サソリと閉所でぶつかってはならない。挑むにせよ逃げるにせよ、広い場所でなくては自殺行為──、

「だからって、これも相当な自殺行為だけどな……！」

　魔獣の足に掴つかまって、百メートル以上の高さを一気に降りる。

　砂の混じった猛烈な風を浴び、轟ごう々ごうと耳鳴りを聞きながら遠い砂海へとまっしぐらだ。スバルが高所恐怖症なら、その試みだけで死にかねない暴挙。

「お兄さんっ！」

「なん……ぐぉっ!?」

　その暴風の中、わずかにメィリィの声が聞こえ、次の瞬間に衝撃に揉もまれる。

　見れば、衝撃が貫いたのは羽土竜の胴体だ。それは小型の魔獣を内側から爆はぜさせ、血肉と共にスバルたちを空へ投げ出す。──大サソリの、追撃だった。

　露台に置き去りの魔獣が、地上へ向かうスバルたちを狙撃する。

　驚異的な精度で、二発目をつがえる魔獣とスバルの視線が交差した。このままではやられると、本能が直感。即座に、スバルはベアトリスを強く抱き寄せ、

「ベア子！　オリジナル・スペル、第二弾──！」

　日に三回しか切れない切り札だが、切りどころをしくじって死ぬわけにはいかない。

　同じ判断を下したベアトリスの瞳ひとみに力が宿り、特別な術式がスバルに無敵時間を──、

「────ッッ」

「うお!?」「わぷっ!?」

　その術式発動の直前、スバルとベアトリスの体が横からかっさらわれる。同時、放たれる白光がスバルたちのいた空間を通過、危うく蒸発する寸前だ。

「た、助かったぜ。何がどうなって……うげ!?」

　ゴムのような質感に抱かれ、自分の身に何が起こったのか確かめたスバルが驚きよう愕がくする。同じく、懐ではベアトリスも「かしら!?」と瞠どう目もくしていた。

　何な故ぜなら、二人を大サソリの攻撃から救い出し、その健脚で塔の外壁を駆け下りていたのは、青黒い体色と凶悪な外見を併せ持つ魔獣、餓が馬ば王おうだったからだ。

「だ、だはははは！　地下で初めてお前を見かけたときは、まさかクライマックスで共闘することになるとは思ってもみなかったぜ！」

「────ッッ」

　虚勢を張ったスバルの言葉に、餓馬王が耳心地最悪な鳴き声で応える。そのまま、餓馬王はスバルとベアトリスを背に乗せ、さらに駆け下りる速度を上げた。

「お、おおおおおお──!?」

「わばばばばばばばばばばばばなのよ!?」

　監視塔を垂直に駆け下り、餓馬王が右へ左へ姿勢を揺らす。そのたびに背中で抱き合うスバルとベアトリスが絶叫し、その横を白光が掠かすめていった。

　やがて、永遠にも思える逃走劇にも終わりが訪れ、強い衝撃がスバルとベアトリスの全身を貫く。──餓馬王が砂海へ到達し、塔の外壁を走り切ったのだ。

「い、生きた心地がしねぇ。悪夢より悪夢みたいな体験だった……」

「もう！　お兄さんもベアトリスちゃんも、いきなり奥の手使いそうだったでしょお？　もっと慎重にやってよねえ！」

　と、壮絶な体験をしたスバルたちの下へ、餓馬王の別個体に跨またがるメィリィが合流する。

　魔獣たちのスタンピードを押しとどめ、攻撃力の高い餓馬王を筆頭に、空を飛ぶ羽はね土竜もぐらや地中の砂すな蚯蚓みみず、その他多数の魔獣を従えるメィリィの能力には脱帽だ。

　その対応力と戦略の幅の広さは、今一番スバルの欲しかった相方と言える。

「メィリィ！　俺とお前って、もしかして相性抜群かもしれないぜ！」

「うわあ、やめてよねえ。わたし、ペトラちゃんに睨にらまれるなんて嫌なんだからあ」

　顔をしかめ、スバルの称賛に本気の拒絶を見せるメィリィ。──その、顔色が悪い。

　よく見れば、彼女は額に浮かぶ汗を拭い、微かすかに息を荒くしている。

　それは命懸けの戦いに集中するあまり、というだけではない。

「加護が制御できなかった頃、世界は地獄みたいでしたよなんてオットーの奴やつは冗談を言ってたが……加護も、使いすぎれば毒になるってことか」

　あながち、酔い潰つぶれたオットーから飛び出た一言も馬鹿にならないのかもしれない。

　仮にオットーの言う通りなら、メィリィ頼りの戦いには限界がある。もし戦いの最さ中なかにメィリィが倒れれば、たちまちスバルたちの劣勢は確定だ。

「つまりこの戦い、いかにメィリィを蝶ちようよ花よと愛めでられるかで決まる──！」

「なんか、最高に聞き捨てならない作戦かしら！」

「ま、楽させてもらえるのはいいけどお……逃げてばかりじゃ勝てない、でしょお？」

　渋い顔をしたメィリィ、彼女の言葉にスバルは「ああ」と頷うなずく。

「お前の言う通り、時間稼ぎじゃシャウラを……あの大サソリを何とかできない。だから全部の鍵は、エミリアたんが握ってる」

「……さっきの、銀髪のお姉さんのことお？」

「そうだ。エミリアたんと、五つ目のルールが全部の鍵」

　訝いぶかしむメィリィに頷きかけ、スバルは掌てのひらを突き出した。立てた指は五本、それがこのプレアデス監視塔における、挑戦者であるスバルたちへ課せられたルール。

「『試験』を終えずに出られない。『試験』の決まりは破れない。書庫への不敬は許されない。塔を壊してはならない。そして……」

　四つ目のルールまではメィリィも聞いているはずだ。

　しかし、五つ目のルールはスバル以外、誰も知らない。隠そうと懸命になっていたシャウラから聞き出して、『死に戻り』したスバル以外は、誰も。

　シャウラが口を噤つぐみ、教えようとしなかった五つ目のルール──、

「──『試験』を壊すことは禁じない。この塔のルールは壊せるんだ」

『試験』が挑戦者の行動を縛るのと同時に、試験官であるシャウラも縛られている。

　だから、シャウラは殺したくないと思っても、その禁則から逃れられない。

　それが、シャウラを四百年以上も縛り付ける鎖ならば──、

「──っ！　くるのよ！」

　ベアトリスの警戒の声の直後、凄すさまじい砂煙がスバルたちの眼前で発生する。

　それは真まっ直すぐ、塔を駆け下りるのではなく、バルコニーから地上へと躊ちゆう躇ちよなく飛び込んできた巨大な影が生み出した衝撃波によるものだ。

　砂煙の奥から聞こえるのは、ギチギチと重々しく鳴り響く大おお鋏ばさみの擦過音。

　ゆっくりと姿を見せる大サソリの複眼が、塔の周囲を取り囲む無数の魔獣を無視し、一心不乱にスバルたち──否いな、スバル単身へと向けられている。

「ベア子！　メィリィ！　時間を稼ぐ！　俺たちの勝利条件は、エミリアたんの勝利！」

「合点承知かしら！」

「それって、具体的にどのぐらいなのかしらあ？」

「エミリアたんのできる、最高速度だよ」

　いつだって、エミリアは本気だし、一生懸命だ。

　だから、彼女が目の前の問題に妥協したり、手を抜くことなんてありえないから。彼女の繰り出す結果はいつも、彼女の出せる最大にして最高火力。

　それを信じて愛して、大切に思うから、ここで踏ん張れる。

「さあ、やるぜ、運命──いや、塔のシステムをぶち壊す！」
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「なるほど、つまり君はそのために──」

「ええ！　そうなの！　スバルに言われたのよ。塔の一番上まで上がったら、この状況を書き換える方法がきっと見つかるって！」

　はきはきと答えながら、エキドナを抱き上げたエミリアの健脚が加速する。

　最初は並んで走っていたのが、途中でまどろっこしくなったエミリアに抱えられ、その後はされるがまま。実際、この方がずっと早いので助かるが──、

「君も君で、余計な消耗は控えるべきじゃないのかい？　一層は未知の領域だろう？」

「え？　あ、心配しなくても大丈夫！　アナスタシアさんの体ってすごーく軽いから、エキドナが入ってても全然変わらないわ。らくちんよ！」

「ボクの有無はアナの体重には関係ないからね……いや、そうじゃないんだ」

　微妙にすれ違う受け答えに、エキドナは見慣れない美貌を眺めながら目を細める。

『暴ぼう食しよく』の権能で、その『名前』を奪われてしまったエミリア。その境遇はユリウスと同じはずなのに、そのへこたれない姿勢は持ち前の精神性の賜たま物ものなのか。

　あるいは、支えとなる誰かの差なのではないか。

　エミリアは言っていた。──スバルが覚えてくれているから、不安じゃないと。

　それはひどく、単純で夢見がちな一言だが、同時に真理であるようにも思えた。

　スバルが『暴食』の権能の影響を受けない理由は不明だ。厳密には、彼も影響を全く受けないわけではない。現に彼の『記憶』が失われたのは『暴食』が原因だったという。

　だから、起きた出来事の全てを、スバルの特別性が要因だと言い切ることはできない。つまり、あったのではないか、可能性は。

　何らかの方法で、『記憶』も『名前』も守ることが、できたのではないか。

　それができていたなら、アナスタシアのことも、ユリウスのことも──。

「────」

　ユリウスとエミリア、同じ状況に置かれ、それでも異なる在り方は何なのか。

　その差は、傍そばにいる人間の差。支えようと、傍かたわらにいる人間の違いではないか。

　ユリウスもまた、支えがあれば崩れずにいられたのか。そしてそれは、エミリアにとってのスバルであるように、誰かがいられたはずではないのか。

「ボクは……」

　どうすべきだったのか、その答えはエキドナの中で出せない。

　こんなにも頭を悩ませたことは、空虚な人工精霊としての生涯の中、初めてのことだったかもしれないと思わされるほどに。

「エキドナ？」

「──。何でもない。それより、本当なのかい？　君が二層の『試験』を……レイド・アストレアの暴力を、一度は突破しているというのは」

「ん、ホントよ。もう、そんなことまで忘れられてるなんて、すごーく説明が大変」

　可愛かわいらしく頬ほおを膨らませるエミリアだが、そんな彼女があの『暴力』が服を着て歩いているような男の『試験』を突破している事実に恐れ入る。

　この状況で彼女が嘘うそをつくとは考えられないのと、短時間でも彼女が嘘をつくのに向いていない性格なのはわかるので、全ては事実なのだろう。

「だとしたら、塔の一番上にいけば事態を打開できるという根拠は？」

「スバルが、シャウラから五番目の決まり事を聞いたんですって。それで、スバルが色々考えてくれて思いついたことだから、きっと正解よ」

「それも、ずいぶんと妄信した考えだとは思うが……」

「疑って話が進むならそうするけど、そうじゃないときだと思うし……エキドナも、スバルを信じてくれたから、一緒にきてくれるんでしょう？」

　一片の曇りもない瞳ひとみを向けられ、エキドナはぐうの音も出なくなる。そんなエキドナの反応を見て、エミリアは場違いにも、嬉うれしそうに唇を綻ばせた。

「ほら、私の騎士様はすごーく頑張ってくれるのよ」

　その頑張りが認められたことが誇らしい、と態度で示すエミリアに、エキドナもまた場違いな感傷を覚え、薄いアナスタシアの胸を掴つかんで、息を吐く。

「────」

　この感情は危険だと、自分で自分に言い聞かせる。

　ひどく不合理で、場違いだ。少なくとも、今この瞬間に抱くべきものではない。できるなら永遠に忘れて、そうでなくともこの状況ではせめて。

「──そのスバルに、頼られたんだもの！」

　強く強く、自分と、自分に寄り添う相手のことを信じる彼女への、羨望など。

　今この瞬間は忘れて、事態の打開へ集中すべきなのだと。

「────」

　エミリアの長い足が優雅に回転し、飛ぶような勢いで二層への階段を駆け上がった。そうして、長いはずの階段を乗り越えた先で、凄すさまじい銀光が火花を散らす。

　眼前、開けた二人の視界を目一杯使い、右へ左へ大立ち回りを繰り広げているのは、薄紫の髪をなびかせ、白い制服を血で汚した騎士、ユリウス・ユークリウス。

　そして、それと相対するのは──、

「ぐ、く──っ！」

「オラオラオラオラ！　そんなンでオレをどうにかできンのかよ、オメエ。舐なめてンじゃねえぞ、オメエ。オメエ、遊びにきてンのかよ。遊ンでほしけりゃ化粧してこいや。そしたら踏ンづけてイジメて可愛かわいがってやンぞ、オメエよぉ！」

　口汚い言葉と共に、その手の二本の箸で悪夢のような斬撃を繰り出す暴力の化身、レイド・アストレアが二層を舞台に死の舞踏を舞い踊る。

　それが人知を超えた攻防であることと、それでもユリウスが劣勢に陥っていることは、悲しいかな、素人目にも一目でわかるほど歴然としていた。

「──そこまでよ」

　刹那、二人の剣士の間に割って入ったのは、凛りんとした銀ぎん鈴れいの声こわ音ねだった。

　だが、その声の美しい響きとは裏腹に、戦いへの参入の仕方は豪快極まる。そのあまりの光景に、エキドナは思わず声を失った。

「ああン？」

　と、胡乱うろんげな声で頭上を仰ぐレイドと、無言のユリウスの目が見開かれる。

　二人の頭上へ展開した異物──それは、天井を埋めるような強大な氷塊だった。

　竜車さえも一瞬で粉々にしかねない破壊の塊が、剣士たちの上へ降り注ぐ。

　瞬間、レイドとユリウスの行動は対照的に分かれた。すなわち、ユリウスは飛来する氷塊を避けるべく飛びずさり、レイドは頬ほおを歪ゆがめて笑ったのだ。

「ハッ!!」

　獰どう猛もうな笑みを湛たたえ、落ちてくる氷塊目掛けてレイドが箸の一本を突き上げる。

　停滞は一瞬のこと。箸がたわみ、へし折れる寸前にレイドが強くゾーリで床を踏みしめる。その踏み込みの威力が箸を通じて氷塊へ渡り、箸と氷が同時に砕くだけた。

「……やってくれるじゃねえかよ」

　パラパラと舞い散る氷片、それを浴びながら振り返るレイド。その青い隻眼に真まっ直すぐ射抜かれ、相手に掌てのひらを向けるエミリアの頬に力が入る。

「ずいぶン好戦的じゃねえか、オイ。そンな女は嫌いじゃねえが……ああ!?　なンだ、オメエ、マブすぎンだろ!?　激マブじゃねえか！　なンだってこンな砂海のど真ン中にこンな激マブがいやがる！　オメエがオレの相手しろや、コラ」

「ごめんなさい。勝手に邪魔しちゃって。だけど、ユリウスにはあなたに勝ってもらわなくちゃいけないから……」

「あにぃ？」

　自己中心的なレイドの文句に眉尻を下げ、エミリアがそう答える。その答えにレイドが頬を歪めたが、それ以上に困惑したのが救われた形のユリウスだ。

　彼にとっては見知らぬ相手、そんなエミリアからの信頼に形のいい眉が顰ひそめられる。

「助けられたのはわかるが……エキドナ、彼女は？　何者なんだ？」

「ボクからも、彼女の素性については説明するのが難しくてね。ただ、端的に言わせてもらうなら彼女は、ユリウス、君と同じ立場の人間だ」

「なに……？」

　そう言われ、ユリウスが改めてまじまじとエミリアを見る。それから、特徴的すぎるほど特徴的な彼女に、『見覚えがない』こと自体が答えだと独力で辿たどり着いた。

「銀髪に、紫し紺こんの瞳ひとみのエルフ……まさか、君は」

「ええ。ユリウス、今なら私、あなたの気持ちがすごーくよくわかるわ」

「──では、やはりそうなのか」

『暴ぼう食しよく』に『名前』を奪われたもの同士、即座に状況は通じ合った。

　そして、ユリウスはエミリアたちを背後に庇かばい、改めてレイドへ騎士剣を向ける。

「同じ境遇、それだけで味方と認めるには十分だ。先ほどの助力には感謝する。だが、あの言葉が解せない。彼に、私が勝たなくてはというのは……」

「その答えなら、きっとレイドの方がわかってくれてると思うわ」

　確信めいたエミリアの返答、その答えにユリウスが瞳を細める。しかし、答えを追及するより早く、「オイオイオイ」と苛いら立だたしげな声がした。

　レイドだ。彼は首を傾かしげ、自分の左目の眼帯を指で乱暴に叩たたきながら、

「なンだ、オメエ、激マブ。なンでかオメエを止める手が動かねえ。いきなりオレが惚ほれたわけじゃなけりゃ、まさか……オメエ、『試験』突破してやがンのか！」

「ええ、そうよ！　あなたは、私の胸を箸で触って負けたの！」

「かっ！　なンて本望な負け方してやがンだ。覚えてねえのがもったいねえ！」

　舌を鳴らしたレイドの発言、それが彼を縛る楔くさびがエミリアを捕らえられないことを証明していた。すなわち、エミリアを止めるものは二層にはなく──、

「ユリウス、私は……」

「行かれるがいい。私と同じ、その名前を知らない麗しの貴女あなたよ」

　何か言おうとしたエミリアを遮り、騎士剣を構え直したユリウスが上階を示す。口を噤つぐんだエミリア、その驚いた顔にユリウスは勇ましく微笑ほほえむ。

「貴女には貴女の役割がある。それが、私の力になることでないことはわかる。ならば、それでいい。──どうか、万全に」

「──。ええ、あなたも！」

　ユリウスの激励を受け、頷うなずいたエミリアが走り出す。その疾走をレイドは止めない。

　そして、エミリアはこの二層の最奥、そこからさらに上へと続いている階段の前に差し掛かると、そこで足を止めて振り返り、

「私の名前はエミリア、ただのエミリアよ。──あとでまた、必ず会いましょう！」

　自分の名前をその場に残して、エミリアが颯さつ爽そうと階段を駆け上がっていく。その背中が視界から消えるのを見届け、エキドナは長く長く息を吐いた。

　ここから先、上へ向かうのがエミリアの役割。そして、エキドナの役割は──、

「君はどこへも行かず、私の戦いを見届けるというのか？」

「それを、君が許してくれるのなら。……いいや、そうじゃない。そうすべきだと、他ならぬボクが判断したんだ」

「────」

「何ができるわけではないが、アナがいたならこうしただろう。この塔の中、ボクの立場は不安定なものだ。だから、せめて自分の意思で君の後ろに立つ。だって……」

　そこで言葉を切り、唇を堅く結んだユリウスの横顔を見つめ、続ける。

「──だって、君はアナスタシア・ホーシンの騎士。そうだろう？」

　実感のないモノを信じるのは、とてつもなく勇気のいることだ。

　形のあるモノを信じることと比べれば、確かめる拠より所どころのないモノを信じるために必要とする力は、いったいどれだけあれば安心できるのか掴つかみようもない。

　しかし、その不確かなモノを信じて、エキドナは眼前の背中に言った。

　それを受け、ユリウスが長い睫まつ毛げに縁取られた瞳ひとみを伏せた。そのまま、彼は静かに深く長く、息を吐くと──、

「存外に、力をもらえるものだね。勇気を振り絞った誰かが、もはや何者でもないかもしれない私を信じ、期待してくれているということに」

「ユリウス……」

　ユリウスにとって、失った足場は不確かで。

　エキドナにとって、知っていたはずの絆きずなは曖昧で。

　そんな頼りないモノを頼りに、本来、繋つながっているはずの関係と異なる関係を結ばなくてはならない二人は、しかし、この瞬間だけは確かに同じモノを見ている。

　だから──、

「──ユリウス、君に伝言だ」

「伝言？」

「ああ。塔の至るところでみんなが戦っている。だからね。──さっさと片付けて、他の人の援護に回ってくれ、だそうだ」

「────」

　それが彼なりの声援とわかるから、エキドナは聞いた通りをユリウスへ伝える。その伝言を聞いたユリウス、彼の細い肩が微かすかに強こわ張ばった。

　そして、ユリウスの中で、その伝え聞いた内容が咀そ嚼しやくされ、呑のみ込まれる。

　それからの反応は明瞭で、劇的だった。

「は」

　短く、それは鋭い息のようにも思われた。だが、そうではない。

　それは笑みだ。ユリウスが腹の底から一息だけ、笑みのための息を吐ついた。そしてそのことは、ユリウスを知るものがこの場にいたなら、驚くべきことだった。

　──ユリウス・ユークリウスが、戦いの最さ中なかに笑みを浮かべることなど。

「──彼が殻を破ったのならば、私もまた負けてはいられない」

　それは静かな、だが、熱い想おもいの秘められた決意表明だった。

　騎士剣を正面に掲げ、ユリウスが刀身に己を映しながら、対たい峙じする敵と向かい合う。レイドは長く、退屈そうな顔をしていたが──鮫さめのように笑った。

「オメエ、やる気になったンかよ」

「失礼だが、戦いには常に真剣に向き合っている」

「違ちげぇ違ぇ、そうじゃねえ。オレが言わなくても、オメエもわかってンだろ？」

　笑いながら、レイドが左手を上げ、自分の目を塞ぐ眼帯をめくった。そうして健在なその青い双そう眸ぼうで、剣士の頂は挑戦者へとご機嫌な殺意を向ける。

　小胆なものなら、その眼光だけで殺されそうなほどおびただしい剣気。だが、ユリウスはその眼光を真っ向から受け、その後ろでエキドナも身を硬くして耐える。

　その剣気の嵐に耐えるユリウスたちを見て、レイドは大きく牙を鳴らすと、

「『棒振り』レイドだ。この名前だけ、覚えて散ってけ」

「────」

　戦いにおいて、剣を交える前に名前を交わすのは、戦士として対等と認めた証あかし。

　その流儀をどこまでレイドが重要視するかはわからないが、レイドの考えはともかく、それを浴びせられた方の考えは劇的に変わる。

　息を吐いて、整えて、ユリウスは昂たかぶる心を押さえ込み、

「改めて名乗ろう。私はユリウス・ユークリウス。ルグニカ王国、王選候補者、アナスタシア・ホーシン様の一の騎士。──名無しの騎士を気取るのは、これまでだ」

　己と、他ならぬ世界に刻み込むように、自らの『名前』を堂々と宣言した。
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　ユリウスとエキドナの二人を階下へ置いて、エミリアは階段を駆け上がっていく。

　長い足を懸命に動かして、飛ぶように階段を二段、三段飛ばしに上がっていくエミリアの速度は尋常ではないが、彼女自身の内心は、速く、もっと速くの一点張りだった。

　強く奥歯を噛かんで、エミリアは美しい横顔に必死の色を宿す。

　階下、二層へ残してきた二人のことが心配だった。レイドはとても強く、乱暴者で、口がとても悪い。相手をする二人が心身共に傷付けられるかもしれない。

　もちろん、エミリアの心配はユリウスとエキドナだけに留とどまらない。スバルとベアトリスは、メィリィと一緒にちゃんとシャウラのことを引き止めていられるのか。ラムも自分の役割を果たせるのか。パトラッシュはレムを守ってくれるのか。『名前』を食べられてしまったせいで、またみんなと一から関係を築き直さなくてはならないのかとか、不安の種は尽きないし、足を止めると泣きそうになる。

　だけど、足は止めない。涙も流さない。鼻の奥がツンとするのは堪こらえるのだ。

「まだ何にも、終わってなんかいないんだから……！」

　信じられることと、信じてもらえていることが、今のエミリアの全部を支えている。

　心配はたくさん、不安はいっぱい、だけど、それを上回る『信じてる』が満載だった。

「──っ！　光！」

　一心不乱に駆け上がっていく視線の先、エミリアの紫し紺こんの瞳ひとみが白い光を捉える。それがこの長い長い階段の終わり、そして未知の一層へ続く光だとエミリアは解する。

　そう思った瞬間、エミリアは強く床を蹴り、さらに加速した。

「──出た！」

　光を突き破るようにして、エミリアの前で階段が終わる。瞬間、その眼前に広がったのは一層と呼ぶべき空間──ではなかった。

「え……？」

　呆ぼう然ぜんと足を止めて、エミリアは目の前の光景に思わず声を漏らす。それもそのはず、彼女の紫紺の瞳が映し出したのは、見慣れた監視塔の続きではない。

　壁はなくなり、天井は失われ、広がっているのは凄すさまじく青い空──エミリアが立っているのは建物の中ではなく、外だった。二層の階段を駆け上がった結果、エミリアは塔の上に、そのまま屋外へと飛び出してしまっていた。

「一層って、外のことなの……？　ここ、雲よりも高い……」

　塔の上、てっぺんは広々としており、塔の縁に手すりのようなものはない。だから、床の端までいけば、眼下を容易に見下ろすことができる。

　塔には空のずっと上にあるはずの雲が接触していて、エミリアは自分が雲の中、あるいは雲の上にまできているのだと気付き、息を詰めた。

　こんなに高いところへきたのは、エミリアでも初めてのことだ。だが、そんな驚きを得るエミリアは、すぐに別の感慨に意識を奪われた。

『────』

「──ぁ」

　──それは静かで、あまりにも堂々としすぎていて、気付けなかった気配だった。

　自分の立ち位置や雲の高さ、一層の状況などに目を向けていたエミリアは、視界の端を掠かすめた存在に遅れて気付き、それからゆっくりと振り返って、吐息を漏らす。

　自分の『名前』を奪われ、世界中から忘れられたと絶望しかけても、それでもエミリアの心は最後のところで踏ん張った。──だが、そのエミリアさえも絶句する。

　それほどまでに、彼女の目の前に現れた『存在』は想像の埒らち外がいだった。

　何な故ぜならそれは──、

「あなたは……」

『──汝なんじ、塔の頂へ至りし者。一層を踏む、全能の請願者』

　重々しく、魂に直接轟とどろくような声がして、エミリアは自分の声の震えを自覚する。

　そんなエミリアを、心が弱いといったい誰が貶おとしめられようか。そんなことはできない。そんなことは不可能だ。何故なら全ての存在は、この存在の前にひれ伏すしかない。

　その存在の名は──、

『──我、ボルカニカ。古いにしえの盟約により、頂へ至る者の志を問わん』

　その体を青く輝く鱗うろこで覆った巨きよ躯く──『神しん龍りゆう』ボルカニカが、エミリアを見下ろし、魂さえ吹き消しそうな存在感と共に、そう言い放ったのだ。
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　塔の外で、大サソリと化したシャウラと、ナツキ・スバルたちの戦闘が始まり。

　塔の二層で、笑う暴力装置、レイド・アストレアとユリウスの剣劇が再開する。

　塔の一層では、そこで待ち受ける強大な存在とエミリアが思わぬ邂かい逅こうを遂げた。

　そして、塔の四層と六層までを繋つなげた螺ら旋せん階段では──、

「あァ、まったくッ！　せっかく奪ってやったってのに、碌ろくに使いこなせやしない感覚じゃないか、僕たちってばさァ！」

　苛いら立だたしげに吐き捨て、焦げ茶色の髪を掻かき毟むしりながら少年が舌打ちする。その頭を掻き毟る手を振り下ろせば、そこへ生じるのは氷で形作られた美しい装飾の剣だ。

　奪った『名前』を元に再現した力だが、その見た目と裏腹にマナの調整が難しく、他の『記憶』との併用がかなり困難だ。元々、他人同士の技術を組み合わせるのは相応のセンスが必要で、ロイやルイはそこがうまくない。

「まァ、俺たちはそこが秀でてるからイケるわけだけどさァ」

『暴ぼう食しよく』の権能を持つ三人の兄妹きようだいでも、それぞれの権能の使い方は微妙に異なる。

　そうした中、『美食家』であることを自称する身としては、弟てい妹まいの在り方には物申したいところも少なくない。──強みは優越感に繋がる。助言など、柄ではないが。

「可愛かわいいルイとも、ロイの奴やつとも話が通らないし……あァ、仕方ないッ！　二人が何もできないって言うんなら仕方ないッ！　この塔の中にいるご馳ち走そうたちは、僕たちが根こそぎに舐ねぶっていいってわけだッ！　いいね、いいよ、いいさ、いいとも、いいから、いいじゃん、いいだろう、いいだろうさ、いいだろうから！　暴飲ッ！　暴食ッ！」

　手の中の氷の剣を噛かみ砕くだいて、鋭い歯を剥むきながら『暴食』──ライ・バテンカイトスは塔の中の標的たちを一人残さず、自分の皿へ並べることを決意する。

　幸い、事情は酌くめている。あとは順番と、何を主菜に選ぶかだけが──、

「──それを選ぶ権利が、自分にあるとでも思っているの？　お気楽なものね」

「────」

　螺旋階段の上から降ってくる声に、ライは氷の咀そ嚼しやくをやめ、頭をもたげた。頭上、四層と五層の合間の階段に立つライを、四層に立つ薄紅の瞳ひとみが見下ろしている。

　血や炎と同質の色をしていながら、ひどく冷たい熱を孕はらんだ瞳が、ライの獰どう猛もうな飢餓感を憐あわれむように見下ろしていた。

　そして──、

「聞いた話だと、ラムとレムの姉妹愛を引き裂いてくれたのがあなたらしいわね。──豚のように鳴きながら死になさい」






第五章　『精神の死』
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　砂さ塵じんを飲まないように、口元まで防ぼう塵じん布を引き上げ、深く息をする。

　本当ならゴーグルも欲しいところだが、それは残念ながら高望み。目の中に砂粒が飛び込んでくるのを覚悟で、塵じん旋せん風ぷうの奥に目を凝らし続けるしかない。

「ベア子！　メィリィ！　しのぐぞ！」

「わかってるのよ！」「もお、人使いが荒いんだからあ！」

　砂で霞かすんだ視界を横断するのは、漆黒の甲殻を纏まとった凶悪な存在。

　接近を許し、大おお鋏ばさみの一撃を浴びれば命取り。距離を置いて、尾針を放つための助走を稼がれれば命取り。他にも、命取りの条件は大量にある。

　敗北条件だけなら、まさしく売るほどあるのが現状だ。

「けど、それで諦めると思うな！　負け方が豊富なんてのはいつものことだ！」

「言ってる場合なのお!?　もお！　頑張ってえ、餓が馬ば王おうちゃん！」

　スバルの頼りない叫びを受け、隣を並走するメィリィが魔獣──餓馬王へ命じる。

　ケンタウロスを模したような魔獣は赤子の鳴き声を上げながら、二頭がそれぞれ、スバルとベアトリス、メィリィを乗せて砂海を全力で駆け抜けていた。

　そして、その猛然と砂を蹴る背中へ追い縋すがるのが、多くの足で砂を掻かき、砂塵を巻き上げながら襲いかかる大サソリだ。

「──ッッ！」

　先の見込み通り、距離を取れば尾針が、近付けば大鋏が、こちらの命を狙ってくる。つかず離れずの距離を保ちながら、相手の攻撃に対処する形だ。

　数えた敗北条件と比べ、こちらに許された勝利条件は、遅滞戦闘の果ての変化。エミリアが塔の一層を攻略し、提示されたルールを壊すのを待つというものだ。

　事実として、それが可能なのかどうかすら確定していないが──、

「それができないとしたら、そもそも塔の決まりに組み込まれてるのがおかしいかしら」

「イグザクトリーだ、ベア子。わざわざ、ルールに『決まりを壊してもいいよ』って断ってるってことは、このルールは壊されることを前提にしてるってこと」

　そしてそれが可能だとしたら、塔の攻略者への褒美によってといったところだろう。そう考えれば、正当な手段でクリアしたものにだけ与えられる権利。

　エミリアが、真っ当にレイドを突破してくれていて本当によかった。彼女が勝利してくれていなかったら、シャウラを救う手立ては指を掠かすめもしなかったろう。

「エミリアたんにセクハラしたあいつは、絶対に許さねぇけど……！」

　思い返すに腹立たしい出来事だったが、レイドへの報復はユリウスに投げてある。

　彼があの暴力男をコテンパンにしてくれることを期待しつつ、スバルは長大な監視塔を視界に入れ、ベアトリスとメィリィの奮戦に身を委ねていた。

「────」

『コル・レオニス』で流れてくる感覚、とりわけ、ラムのことが気掛かりだった。

　それぞれ、仲間たちを最適な場所へ配置した自信はあるが、中でもラムの戦いが過酷になることは最初から予想されていた。それは、彼女の相手がライ・バテンカイトス、レムを『眠り姫』にした張本人であり、ラム自身のコンディションもあるからだ。

　万全なラムでなくては、ライ・バテンカイトスには対抗できない。

　その上で、ラムには思う存分、ライを打ちのめしてほしい。そのためには、常日頃彼女を苦しめている負担をスバルが肩代わりする必要があるのだ。

　だからこそ──、

「迂う闊かつに塔から離れて権能が切れちゃマズい！　縛りが多くて悪いが付き合ってくれ！」

「[image: ][image: ]っ！　こんなの、絶対の絶対、あとでひどいんだからあ！」

　スバルの訴えに唇を結び、顔を赤くしたメィリィが餓が馬ば王おうの背中で叫ぶ。

　その甲高い嘆きを聞きながら、スバルはベアトリスごと魔獣の背にしがみついて──、

「頼んだぜ、エミリアたん。──こっちは、幼女二人とできるだけ引き延ばす！」
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　──はるか眼下の砂の上、スバルが祈りの言葉を口にしたのと同じタイミング。

　一層の『試験』がこれまでに劣らぬ難題であるとスバルは考えていたが、そんな彼の想像力でもエミリアの置かれた状況、遭遇した相手までは予測できなかっただろう。

　このルグニカ王国において──否いな、世界でその名を知らないもののいない存在。

『嫉しつ妬との魔女』が恐怖の象徴だとすれば、それは希望や信頼の象徴と言うべきだろう。それほどの功績を、この存在は世界に対して積み上げ続けてきたのだから。

　その、強大にして偉大な存在の名前は──、

「──『神しん龍りゆう』ボルカニカ」

　名乗られた名前を反はん芻すうし、エミリアは自分の全身がさっと冷たくなったのを感じる。

　呼吸さえ、相手の許可なくしてはいけないのではないかと思わされる。それほどに、本物の龍の存在感は突出して、世界を掌握してしまっていた。

「────」

　息を呑のみながら、エミリアはそのボルカニカの全身を改めて見る。

　青く、深い色味を帯びた鱗うろこは宝石のように煌きらめいていて、一枚一枚が鍛え上げられた宝剣よりも鋭いもののように思われた。

　太い前足と後ろ足には黒々とした岩のような爪が備わっていて、地竜とよく似た顔つきには長命を感じさせる、信じ難い年月を見つめてきた黄金の双そう眸ぼうがある。その頭部には二本の太く大きな角が生えており、天を衝つくような鋭さを見せていた。

『神しん龍りゆう』の体たい躯くは十五、六メートルはあるだろうか。立ち上がらず、その場に翼と尾を畳んで蹲うずくまっているため、正確な大きさはわからない。しかし、その状態でこれだけ大きいのだから、塔の中に収まり切らないのも当然だ。

　一層が開けたところに作られているのも、ボルカニカのために違いなかった。

「……あ、あのね、ボルカニカ！　私は『試験』を受けにきたの！　一層の『試験』！　それに挑むわ！」

『────』

「どんな大変な『試験』かわからないけど……でも、大急ぎでお願い！　私が頑張らないとスバルたちが困ったことになっちゃうの。何でも、どんとこいよ！」

　自分の頬ほおを両手で叩たたいて、エミリアは竦すくみかけた気持ちを立て直した。

「私、誰かに点数を付けられるのは慣れてるの。私のことをハーフエルフって理由で嫌う人も、エキドナみたいに意地悪な子もいたけど……でも、スバルやラム、ベアトリスたちみたいに、期待してくれてる子たちもちゃんといる」

　話しながら、エミリアは自分の胸元の魔ま晶しよう石せきに指で触れた。

　今も、眠り続けているエミリアの大切な家族は、そうやって色眼鏡で見られることの多かったエミリアを、一番最初に肯定してくれていた存在だ。

　その家族を始めとして、この塔には、エミリアを認めてくれる仲間がいる。

「だから、どんな目で見られてもへっちゃらよ！」

　一度は気け圧おされかけた『神龍』を前に、エミリアはそう啖たん呵かを切った。

　存在感の違いに押し潰つぶされかけた魂も、震えて小さくなりそうだった手足も、悠久の年月を知る存在に呑のまれかけたエミリアという存在も、もう負けない。──絶対に。

『────』

　ぐっと拳こぶしを固めて、威勢よく紫し紺こんの瞳ひとみを輝かせるエミリア。

　そのエミリアの眼まな差ざしを一身に浴びながら、ボルカニカはゆっくりと瞬まばたきした。それから、ボルカニカはその龍の顎を雄大に動かし──、

『──汝なんじ、塔の頂へ至りし者。一層を踏む、全能の請願者』

「────」

『──我、ボルカニカ。古いにしえの盟約により、頂へ至る者の志を問わん』

「……あれ？」

　息を詰め、ボルカニカから出題される難題に身構えていたエミリアが、龍の息吹きと共に吐き出された重苦しい言葉を聞き、首を傾かしげる。

　その内容に、聞き覚えがあったからだ。

「あの、それってさっきも聞かせてくれたお話よね？　私が一層にきた人で、あなたがボルカニカ……それで合ってる？」

『────』

「……あ！　もしかして、自己紹介をしてないから？　ごめんなさい。私はエミリア、ただのエミリアよ。ちょっと、今はたまたま私のことを覚えてない子が多いから、証明してって言われると困っちゃうんだけど、でも、エミリアなの！」

『────』

「……これでも、ダメ？」

　挨拶を飛ばしたことが不興を買ったのかと思ったが、改めて挨拶し直してもボルカニカの反応は芳かんばしくなかった。

「もしかして……」

　じっと金色の瞳ひとみを見つめ返し、エミリアはおそるおそる前に進み出た。

　一歩、二歩と空に近い場所で足を進め、『神しん龍りゆう』ボルカニカとの距離を詰める。その息遣いさえも荘厳な存在へと、エミリアは堂々と近付いた。

　そして、そっと手を伸ばし、相手の前足の鱗うろこに触れる。

「──冷たい」

　触れた鱗は氷のように、あるいは冷え切った鋼のように冷たかった。

　いったい、どれほどの時間を停滞して過ごせば、ここまで熱を失うものだろうか。

　それは生物的な『死』を意味するものではない。長きにわたる停滞が奪うものは、肉体の活力だけではないのだ。

『──汝なんじ、塔の頂へ至りし者。一層を踏む、全能の請願者』

「────」

『──我、ボルカニカ。古いにしえの盟約により、頂へ至る者の志を問わん』

　その前足に触れるエミリアを見下ろしながら、ボルカニカが今一度繰り返す。

　再三、と言うべき頻度で重ねられる出迎えの言葉。それは、エミリアが挨拶を欠いたことを責めるためのものではなかった。

　ボルカニカの、深きを見つめるその瞳は、エミリアを映しているようで映していない。

　その理由は明白だ。

「もしかして、お爺じいさんすぎて『試験』のこと、忘れちゃってる……？」

　肉体の『死』ではなく、精神の『死』が、長命の龍をも襲ったのだと。

　そしてそれは、一層の『試験』を乗り越えなくてはならないエミリアにとって、あるいは一層の『試験』の本命以上の難題として降りかかるのだった。




　大図書館プレイアデス、第一層『マイア』の試験。

　制限時間『仲間たちの生存時間』。挑戦回数『不明』。挑戦者『一名』。試験内容『不明』。




　──試験、開始。
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『神しん龍りゆう』ボルカニカは長年の放置により、その精神の『死』を迎えていた。

　有体に言えば、長い時間放っておかれて役目を忘れてしまったということだ。

「でも、そんなパックみたいなことじゃ困るの！　ねえ、ボルカニカ！」

『──汝なんじ、塔の頂へ至りし者。一層を踏む、全能の請願者』

「もう！　全然ダメ！」

　前足を叩たたいて必死にエミリアが呼びかけるが、返ってくるのは硬い鱗うろこの感触と、それ以上に強固に思われる忘却という精神的な障壁だ。

　二層の『試験』も困りものだったが、これではレイドの方がよほど可愛かわいく思えてくる。

　まさか、あの乱暴者のレイドが可愛く思えるなんて冗談のような話だったが──、

「うう……どうしようどうしよう、どうしたらいいの……。まさか、レイドみたいにボルカニカをやっつけたらいいって話じゃないだろうし……」

　それも大変には違いないが、三層と二層の『試験』は全然内容が違うものだった。

　三層『タイゲタ』の『試験』は、出題された問題を頭を使って解くことが求められた。

　それは幸い、スバルが大だい瀑ばく布ふの彼方かなたの知識を持ってくれていたおかげで解くことができたが、それがなかったらとても大変だっただろう。

　そして二層『エレクトラ』の『試験』は、ご存知、レイド・アストレアが壁だった。

　あれだって、エミリアは何とか頑張ってレイドの頭をごつんとやれたから勝てたが、一度目の挑戦だったから成功したという向きもある。

　いずれにせよ、三層も二層もギリギリの辛勝だったことは疑いようがない。

　だから、普通に挑むだけでも十分大変だというのに──、

「その問題も出してもらえないなんて……」

『──我、ボルカニカ。古いにしえの盟約により、頂へ至る者の志を問わん』

「もう！　わかったってば！　その先を聞かせてほしいのに！」

　しばらく待てばその先が聞けるのではと期待するが、それを試すための時間が惜しい。

　エミリアは地団太を踏みたい気持ちを堪こらえながら、周囲に視線を巡らせた。

　三層の『試験』は白い部屋で、出題してくれる黒い石板──スバルとユリウスがモノリスと楽しそうに呼んでいたモノがあった。

　ひょっとすると、ああしたモノがこの一層にも隠されているかもしれない。

　ボルカニカが当てにならない以上、問題は自力で探すのが得策だ。

「今の私にできることを全部やらなくちゃ……！」

　ボルカニカの動向に常に気を払いつつも、エミリアは一層の様相に目を凝らした。

　まず、一層はプレアデス監視塔の最上層──下からでは高すぎて見えないような位置に存在している。丸い空間には周囲に六本の柱と、中央に巨大な柱が一本──ボルカニカは中央の柱にもたれるように蹲うずくまっていて、空間の広さは半径百メートルぐらいだろうか。

　そんな一層の空間で、一番怪しい場所があるとすれば──、

「──ボルカニカがくっついてる、真ん中のおっきい柱」

　ちらっと見た限り、この空間で最も異質な雰囲気があるのが中央の大きな柱だ。

　他の六本と違い、その柱だけ一層のさらに上へと伸びている。──あるいは一層よりも上の、零ゼロ層とでもいうべき場所がそこにあるのか。

『──汝なんじ、塔の頂へ至りし者。一層を踏む、全能の請願者』

　ボルカニカからの答えは変わらない。

　そのことに落胆や失望よりも、エミリアは安あん堵どの方を覚えた。ボルカニカの反応が変わらないのであれば、前足に触れたときのようにこちらには無関心のはずだ。

　そう信じて、エミリアはボルカニカの反対へ回り込み、その太い柱を調べようと──、

「──え」

　柱に触れようとした瞬間、エミリアは風の音を聞いた。

　それが何なのかを確かめるより早く、エミリアの本能が頭上に氷壁を作り出す。刹那、衝撃が氷壁越しにエミリアを打ち、細い体が大きく弾はじかれた。

「かふっ」

　背中から胸へ突き抜ける衝撃、一層の床を激しく転がってエミリアは咳せき込こむ。そのままの勢いを床に手をついて止め、何とか吹き飛ぶ体を制動した。

　いったい、何があったのかと、エミリアはゆっくり顔を上げて気付く。

　──柱に寄りかかる『神しん龍りゆう』の尾が、ゆっくりと床へ下ろされるのを。

「……尻尾で、叩たたかれた？」

　言葉にしてみれば、それは実に単純な一撃だった。

　竜が尾を使って感情表現をするのは、スバルとパトラッシュの間柄でもよく起きる。スバルが悪ふざけをすると、ラムかパトラッシュが競い合うように叩くからだ。

　しかし、ボルカニカの尾の一撃は、そんな一人と一頭の愛情表現の比ではなかった。

　とっさの防御が働いたからこの程度で済んだが、エミリアの反応が遅れていれば首が折られていたか、頭が吹き飛んでいてもおかしくない一撃だ。

　その事実を理解し、エミリアのうなじや背筋をゾッと冷たい汗がなぞった。

　だが、それは同時に一つの可能性をエミリアに強めさせる。

「やっぱり、その柱に何かあるんでしょう」

『────』

「あなたは『試験』のためにここにいるんだもの。それは、『試験』のことを忘れちゃった今でも忘れてない。だから、同じことを繰り返し説明してるんだわ」

　やるべきことを忘れてしまったように見えるボルカニカ。

　それでも、『神龍』がこうしてここに居座っているのは、その精神が『死』を迎える前に交わした約束事を守る意志が、それだけ強固だった証あかしだ。

『賢者』と『剣聖』、そして『神龍』がそれぞれ知恵や力、志を試すために。

　それならば──、

「──中途半端な気持ちじゃダメね。私も、本気でいくから」

　相手の妨害があることを前提で、エミリアも実力行使を宣言する。

　途端、エミリアの周囲の大気が悲鳴を上げ、ゆっくりと世界が凍いて付つき始めた。まるでエミリアを女王として付き従うように、次々と生まれ出いでる氷の戦士──それは、アイスブランドアーツからさらに発展した、エミリアの新しい可能性。

　狭い監視塔の中では試すこともできなかったが、この広さと相手ならば、容赦は無用。

　スバルには教えていないから、名前は付けてもらえていない。

　故に、エミリアが命名する。

「氷の兵隊さんと、アイスブランドアーツ……！」

　生み出される七人の氷の戦士、人型を象かたどったそれらは各々の武器を構えて、エミリアと共に死地へ挑む勇敢なるお供──、

「──いくわ、寝ね坊ぼ助すけさん！　起きるなら、きっと早めに起きてね！」

　言いながら、氷の武装を構えたエミリアが、氷の戦士と共にボルカニカへ迫る。

　それを、感情の読み取れない瞳ひとみで睥へい睨げいしながら、ボルカニカは口を開く。

『──我、ボルカニカ。古いにしえの盟約により、頂へ至る者の志を問わん』

　その意識は、なおも変わらぬ茫ぼう洋ようたる彼方かなたへと埋もれたまま。
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　──ゆっくりと、段階的に枷かせを外し、自らの体の熱量を上昇させていく。

　血の沸き立つ感覚があり、細い全身の筋肉が絞られる。

　触れれば柔らかく、儚はかなく頼りなくも思われる少女の肉体だが、その内を流れる血は、それを構成する肉は骨は、世界で最も優れたる種族のモノ。

　そして、その中でも最高傑作と呼ばれた『鬼神』の再来──、

「それが姉様ッ！　あァ、なんて素敵なのッ！　輝いてるのッ！　どこまでいってもレムじゃァ到底及ばない届かない敵かなわない、そんな姉様ッ！」

「唾を飛ばさないで。不愉快だわ。それと、ラムを何かと比べるのはやめなさい」

「へェ、その心は？」

「決まっているでしょう。──ラムには、レムの姉様以上の肩書きなんて不要だからよ」

　刹那、階段を蹴って降ってくるラムの先制が、ライを大きく後ろへ飛びのかせていた。

　掠かすめれば肌を裂き、打てば骨を砕くだき、その内の臓ぞう腑ふをも貫通する凄すさまじい体技、それが惜しげもなく振るわれ、手足を満遍なく駆使した連撃が放たれる。

　それは、純粋な身体能力や技術だけがモノを言った技ではない。

　もしこれが純然たる技巧によるものなら、喰くらった相手の『記憶』を頼りに、古今東西あらゆる技を再現するライには対応されたろう。

　しかし、ラムの戦技は単純なそれとは一線を画する。

「────」

　踏み込み、放たれるラムの肘や膝の一撃は、中途で自在に加減速を行う。それは、ラムが得意とする風の魔法を己に纏まとい、戦いの最さ中なかに虚実を織り交ぜるからだ。

　風で速度を加速し、あるいは減速し、応戦しようとするライの認識を自在に狂わせる。挙句、ラムは風を応用して気配を四方に散らし、素早い身のこなしで相手の死角に紛まぎれ込みながら、致命の一撃を幾度も叩たたき込むのだ。

「はァ！　たまんないなァ！」

　そんなラムの攻撃をすんでで回避しながら、ライは嬉うれしげに喝采する。

　その裂けた右みぎ頬ほおから血を流しながら、長くざんばらと伸ばされた焦げ茶の髪を振り乱して、『暴ぼう食しよく』は彼我の性能の比べ合いを楽しんでいた。

「辛みがあってたまんないスパイス！　渋みがあっていなせなトリック！　嬉しさ爆発でまさにダイナミック！　姉様は、俺たちの美食にぴったりの御ご馳ち走そうだッ！」

　螺ら旋せん階段を飛び回り、互いの立ち位置を入れ替えながらライが嗤わらう。

　両手の短剣をラムの杖つえと打ち合わせ、距離が開けば、開いた口からは涎よだれが滴った。

「いいね、いいよ、いいさ、いいとも、いいから、いいじゃない、いいだろうさ、いいだろうとも、いいだろうからこそッ！　暴飲ッ！　暴食ッ！」

「────」

「何より、その怒りの匂いがいい。僕たち個人を、ここまで憎悪してくれる相手……それを舌の上で味わったら、どんな美食が堪能できるんだろうねえ!?」

　両手を叩いて、理解できない快楽の予感に打ち震えるライ。

　それを目前にしながら、ラムは大きく息を吐いて、自分の肉体の調子を確かめた。

「本調子には程遠いけれど……」

　表情には出さないが、本心からラムは驚嘆していた。

　自分のことは自分が一番よくわかっている、というのはわかっていない人間のある種の常じよう套とう句くだが、そういった愚か者と違い、ラムは本当に自分を完全に把握している。

　鬼族の角を失い、『ツノナシ』となったラムの肉体は日々、膨大な負荷に押し潰つぶされそうになっていた。故に、ラムは自らの意識に枷かせを嵌はめたのだ。

　通常、使用人として働くときには全ての枷をかけたままに。

　有事となれば、魔法を用いて状況を打破しなくてはならないときもある。そんなときには枷を一つ外して、最低限の魔法の使用を自らに許す。

　そして、それでも収まらない事態があれば二つ目の枷を外し、短期決戦ではあるが、本来のラムの性能の二割ほどは発揮できる状態にする、と。

　約一年半前、『聖域』でガーフィールと一戦交えたときがちょうどそのぐらいだ。

　あれが、『ツノナシ』であるラムに出せる全力であり、それ以上は肉体が負荷に耐えかねて使い物にならなくなると、そう確信していた。

　そんな諸もろ刃はの剣である枷かせを、今、ラムはもう一段階外そうとしている。

「────」

　刹那、ラムの胸中を珍しい躊ちゆう躇ちよが歪ゆがませた。

　前述の通り、ラムは自分自身のことを完璧に把握している。

　これまでの戦いの反動が跳ね返れば、ラムの頭は割れるように痛み、鼻血や血涙がとめどなく流れ、しばらく体が動かせなくなるのを覚悟しなくてはならない。

　それがない。──運命共同体の、スバルへ流れ込んでいるから。

「……あまり長くかけると、バルスが死ぬわね」

　話し合った通りなら、スバルは今頃は暴走するシャウラや、押し寄せる魔獣の群れに対処するために奔走しているだろう。一緒にいるのはベアトリスと、おそらくはメィリィ。──記憶を疼うずかせるエミリアは塔の上層へ向かい、そこで孤軍奮闘中だろうか。

　不思議と、あの前向きな銀髪の少女の動向が気にかかる。きっと、『名前』を奪われる前はよほど手を焼かされていたに違いない。

　誰も彼も、ラムがいなくては頼りなくて仕方がなかった。

　故に──、

「死ぬ気で耐えなさい、バルス。──レムが泣くわよ」

　そう、聞こえない言葉を投げかけて、ラムは十年ぶりに三つ目の枷を外した。
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　──瞬間、『コル・レオニス』の反動がナツキ・スバルへ牙を剥むく。

　塔内に感じる淡い光の一個が肥大化、直後には反動がスバルの内臓を掻かき回していた。

「スバル！」

　血の混じった咳せきをして、体勢を崩しかけるスバルを懐のベアトリスが支える。

　生あい憎にくと、今のスバルとベアトリスを乗せているのは乗り慣れたパトラッシュではなく、生き物を乗せることを想定しない魔獣、餓が馬ば王おうだ。

『風かぜ除よけの加護』のない乗馬の経験は少なく、尻を乗せる鞍くらや踏ん張るための鐙あぶみもないのだから、気を抜けば一瞬で振り落とされかねない。

　ここまでそうならずに済んでいるのは、魔獣の上半身に巻き付けたギルティウィップを手綱代わりに、ベアトリスが緻密な魔法で体重を制御してくれているから。

　その不断の努力を、スバルが台無しにはできない。

「ラムの反動がきたかしら」

「お察しの通り、だ……悪い、何とか堪こらえる……っ」

　ぐっと鞭むちを握り直して、スバルは物分かりのいいベアトリスにそう応じる。

　込み上げてくる嘔おう吐と感は鉄てつ錆さびの味と臭いがして、いったい体のどこにかかった負荷がもたらしたモノなのか皆目見当がつかない。だが、ラムが本気になった証あかしだ。

「ラムが、『暴ぼう食しよく』の片割れを片付けてくれたら……」

　それで状況が一気に楽になるとは言わない。

　まず、『暴食』の撃破が奪われた『名前』や『記憶』の返還を意味するのか、その確信も持てていないのだ。ただ、確実にスバルの負担が軽減されるだけ。

　──そうすれば、スバルは引き取る負担をメィリィ一人に集中できる。

「はぁ、はぁ……っ」

　餓が馬ば王おうの上半身にしがみついて、メィリィは懸命に魔獣たちへ指示を飛ばしている。

　スバルを狙い、猛然と鋏はさみを、尾針を振り回す大サソリを相手に立ち回るには、そのメィリィの懸命な戦いが欠かせない。

　今、四つの障害に狙われるプレアデス監視塔において、各々の障害を突破するためにエミリアやラム、ユリウスらの力がなくてはならないが、それらの戦場を維持するための要となっているのが誰か、それはメィリィ・ポートルートに他ならない。

　故に、スバルはすでにしばらく前から、メィリィへと降りかかる加護のフィードバックを自分へと引き取っていた。

「羽はね土竜もぐらちゃあん！　花魁おいらん熊ぐまちゃん！　合わせて！」

　高い声で、戦場を俯ふ瞰かんしながらメィリィが魔獣を死地へ追いやる。

　加護の力を全開にした戦闘、それが相当な負担をもたらすことは、スバルも自分の脳が疼うずき、腫れぼったくなっているような感覚から大いに実感する。

「俺ってやつは、ホントにダブルスタンダードだよな……」

　権能や加護になんて頼りたくないと思う一方で、必要ならば使い倒すのを躊躇ためらえない。弱い人間が選択肢を限られるのは事実だが、それで心まで卑しくなりたくはない。

　道ならぬ道を強いている、そのことを忘れて、笑えるようになりたくはない。

「お兄さん！　集中してるう!?　お兄さんとベアトリスちゃんがやられちゃったら、それで全部おしまいなんだからねえ!?」

「わかってる。──なぁ、メィリィ。全部終わったら、うちの子にならないか？」

「──っ！　言ってる傍そばから、集中っ!!」

　頭の重みを堪こらえながら、そう尋ねたスバルにメィリィが怒鳴り返した。

　お互い、余裕はない。集中が乱れたら、一瞬で持っていかれかねない。

　だがしかし──、

「こんだけ苦しい思いをしてんだから、いい明日が待っててくれねぇと割に合わねぇよ」

　そう、血を吐きながらナツキ・スバルは思うのだ。
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　砂上の戦いを続けながら、メィリィは口の中だけで「どうかしてるわあ」と呟つぶやいた。

　もちろん、どうかしているの対象はたくさんいる。

　眼前で大サソリへ変じたシャウラもそうだし、溌はつ溂らつと元気な銀髪のハーフエルフもそうだし、監視塔の中で様々な敵と戦っているラムやユリウスたちもそうだし、一緒に戦っているスバルとベアトリスなど、特にそうだ。

　しかし、きっと一番どうかしているのは──、

「わたし、なんでしょうねえ」

　どうしてこうなったのか、メィリィ自身も自分で自分がわからない。

　そもそも、スバルたちのアウグリア砂丘の旅路へついてきた時点で、メィリィの自分らしくない行動は始まっていたのだと思う。

　流されるままに、求められるままに。それがメィリィの処世術であったから、ここでも同じことをするつもりだった。それなのに──、

「──『死者の書』なんて、そんなものがあるからよお」

　死者の想おもいを追体験できると聞いて、メィリィは己の中の好奇心に負けた。

　ずっと燻くすぶっていた、エルザ・グランヒルテへの想いを開封するしかなくなり、結果、メィリィの生涯で最もメィリィらしくない愚行を重ねる始末だ。

　挙句、それを見み咎とがめられ、スバルには偉そうに説教までされてしまった。

　そんな彼の訴えを、鼻で笑う気には不思議となれなかったけれど。

　なんだか、なし崩しにその後の協力まで約束させられて。

「もおもおもお！　これ、絶対あとでお兄さんにわがまま聞いてもらうんだからあ！」

　額に浮いた汗を拭う余裕もなく、メィリィはつかず離れずの距離で大サソリを牽けん制せいし合っているスバルへの憎まれ口を叩たたく。

　そもそも、こんな土壇場の戦い、メィリィ本来のやり方ではないのだ。

　メィリィの戦い方は事前準備が命──周囲の魔獣たちをメィリィの支配下に置くための仕込みを行い、それらを戦場に配置、その総攻撃を高みの見物する。

　それこそが『魔獣使い』メィリィ・ポートルートの本領なのだ。

　メィリィ・ポートルートは、幼くとも殺し屋だった。

　誰かの命令で、指示で、依頼で、誰かの命を奪うことを生業なりわいとしていた。

　だから、これが初めてなのだ。

　──誰かの命を救うために、守るために、戦わなくてはならないのが。

「こんなの、わたしのやり方じゃないんだからねえ！」

　先ほどの、スバルのうわ言のような一言が無性に腹立たしかった。

　うちの子にならないか、などとメィリィによくも言えたものだ。

　まるで、自分が憎まれることに心当たりがないかのような態度、実に忌々しい。

　そうスバルの言動を否定的に考えているのに、気付けばメィリィも彼の指示に従い、他の面々と同じように盤面を作る駒として動かされている。

　それがスバルの深謀遠慮によって形作られた状況なら、その方がまだ納得がいく。

　だが、どう見てもスバルにそこまでの器はない。スバルにあるのは必死さと、押し付けがましい期待、そして自分の命ごと預けるような狂気的な信頼だけ──、

「なんだか、わたしまでお馬鹿さんになった気分だわあ」

　言いながら、メィリィは地下から捕まえた魔獣を引き上げ、大サソリを狙わせる。

「────」

　赤く染まる砂海をぶち割り、地下から飛び出すのは巨きよ躯くを震わせる砂すな蚯蚓みみずだ。十メートル以上もある巨体をうねらせ、豪快に大サソリへと倒れ込む。

　押し潰つぶされ、砂に埋もれれば大金星──だが、そううまくはいかない。

　白光が迸ほとばしり、太い砂蚯蚓の胴体が一瞬で消し飛んだ。

　上下で真っ二つにされた砂蚯蚓が奇声と体液をぶちまけながら落ちてくるのを、続けざまに放たれる尾針の攻撃がさらに細かく打ち砕くだく。

　しかし、それは砂蚯蚓の命を使った血肉の目くらましだ。

　──本命は、砂蚯蚓が飛び出した地下から現れる三体の餓が馬ば王おうだ。

「────ッッ」

　赤ん坊が泣き喚わめくような咆ほう哮こうを上げ、燃える半人半馬が大サソリへ特攻する。

　様々な魔獣が確認されるアウグリア砂丘だが、やはり、単体の火力として最も優れているのはこの餓馬王に他ならない。

「わたし、やっぱり調子いいみたい」

　メィリィ自らが跨またがる一体、スバルとベアトリスを乗せた一体、そしてこの攻撃のために用意した三体の餓馬王、これらを同時に動かす負担は相当重いはずだった。

　その反動が、不思議と今のメィリィには感じられない。

　戦いの高揚感がそうさせている可能性もあったが、それならそれに甘えるところだ。

　仕し留とめようとは思わない。

　ただ、少しでも痛手を与えておけば、スバルの目的も達成しやすくなる。

「────」

　──それはある意味、流されて生きてきたメィリィという少女が、自らの意思で何かをしようと望んだ三度目の出来事だったのかもしれない。

　一度目は、『死者の書』に救いを求めて夜の監視塔を出歩いたこと。

　二度目は、追い詰められた境地で、螺ら旋せん階段へ立ったスバルの背へ迫ったこと。

　そして、三度目が時間稼ぎの目的を果たすべく、望まれる以上の成果を求めたこと。

「──メィリィ!!」

　三体の餓馬王が大サソリへ迫った刹那、血を吐く絶叫がメィリィを呼んだ。

　それは文字通り、口の端から血を流したスバルの叫び声だった。

　それが快かい哉さいでも、喜悦でも、驚嘆でもなかったことをメィリィは訝いぶかしむ。

　こうもちゃんとやっているのに、何をそんなに怒ることがあるのかと。

　だが──、

「──え？」

　三体の餓が馬ば王おうが炎の槍やりを構え、猛然と大サソリへと飛びかかる。

　鋏はさみと尾針をどれだけうまく扱っても、それでは防ぎ切れない目算──それが、大サソリの体に起こった変化を見て、崩れる。

　それは、まるで炎に焼かれたか、あるいは砂と同じように血を吸ったようだった。

　黒々とした鋼のように鈍く輝いていた外殻が、目が覚めるかのように変色する。一拍、次の瞬間には漆黒の甲殻の色が、血のような赤へと変じていた。

　──ある種の魔獣には、『攻撃色』と呼ばれる変化を起こすものがいる。

　それまでと明確に行動の種類が変わり、より獰どう猛もうで攻撃的になる変化だ。

　それが起こったわかりやすい証あかしとして、外見が変わることが多い。餓馬王の炎が膨れ上がったり、白はく鯨げいの全身に無数の目が生じるなども該当する。

　そしてそれは大サソリ──否いな、『紅べに蠍さそり』にも該当することだった。

　より攻撃的に、より破壊的に、より殲せん滅めつ的に──、

「──ぁ」

　白い光が全方位へ向けて放たれ、飛びかかった三体の餓馬王が消し飛ぶ。

　それと同時、乱れ飛んだ白光の余波は砂海を、まるで薙なぎ払うように荒れ狂い──、

「────」

　炸さく裂れつする光の奔流に呑のまれ、メィリィの小さな体が血ち飛沫しぶきと共に宙を舞った。
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　──血の沸く感覚と溢あふれ出す昂こう揚よう感、それが幼い頃から嫌いだった。

　まるで、この世のあらゆるモノを統べることができるように思える全能感。

　もしもあの錯覚に酔い続ける時間が続いたとしたら、いかに自分が強固な精神性に恵まれていたとしても、時間が道を誤らせたに違いない。

　優れている自覚はある。だが、それを過信してはいない。

　間違いもする。間違わないようにする意思と、間違いを正す姿勢があるだけで。

　そうした姿勢を抱くことができたのも、全能感に酔い痴しれなかったおかげだ。

　周囲の持て囃はやすままに自分を素晴らしいものだなどと勘違いせず、古臭い因習と時代遅れの神秘性を尊ぶモノたちの言いなりにならなくて済んだおかげ。

　そして、自分がそうした外因に潰つぶされずに済んだのは、何のおかげだったのか。

　それがきっと、思い出せない欠けた何かのおかげなのだと、わかっていた。

　何な故ぜなら──、

「──ラムは可愛かわいいだけでなく、聡そう明めいだもの」

　自画自賛の言葉を置き去りに、ラムの踏み込みが螺ら旋せん階段の段差を砕くだいた。

　瞬間、風を纏まとった桃髪の鬼が腕を振るい、受け止めんとした相手の腕を真っ向から打ち砕く。手首、肘、そのまま肩まで一瞬でねじり、へし折った。

「──がッ」

　苦鳴を間に合わせない。

　絶叫を上げかける横っ面に拳こぶしを叩たたき込み、ラムの白い指は散弾と化した。

　無数の打撃を全身に撃ち込まれ、ライが血ち反へ吐どを吐いて吹き飛ぶ。それを追いかけ、ラムは足裏に発生させた風に乗り、高々と跳躍する。

「ひひッ」

　そのラムを迎え撃つように、宙へ打ち上がるライが両足を振り回した。

　直後、発生する空間の歪ゆがみがラムの肩に触れ、その服と肌を浅く切り裂く。──空中に見えない刃やいばの置き土産、風の魔法が生み出す小こ癪しやくな罠わなだ。

「この程度──」

「風で吹き飛ばすって？　ダメダメ、無駄無駄！　それは空間に固定しちゃってるもんだからさァ！　いっくら姉様でも蹴散らせないよ、残念でしたァ！」

　こちらの思惑を先取りして、血染めの笑みを浮かべたライが宙を蹴る。

　それは実際に宙を蹴っているわけではなく、ラムの肩を切り裂いた刃を足場にした小細工ありの空中歩行──自分にしか位置のわからないそれを足場にし、塔を大きく使った螺ら旋せん階段を自由自在に飛び回る。しかし──、

「──『千里眼』」

　たとえ知覚としてそれを捉えられなくとも、設置した人間の視界に重なれば在処ありかを見抜くのは容易たやすい。故に、ラムは同じ足場を駆使し、ライより早くその頭上へ躍り出る。

「ハッ！　あはははははは！　姉様、それ本気？　マジなの!?」

「バルスめいた口の利き方ね。──引ひっ叩ぱたく躊躇ためらいが消えて助かるわ」

　驚きよう愕がくするライ、その不愉快な顔面へと、ラムは容赦なく踵かかとを振り下ろし、叩き込む。

「さあ、下に落ちるまでの間、何回ラムの靴裏を味わうのかしらね」

「ぶ」と鼻面を潰つぶされ、ライの矮わい躯くが空中で反転する。上昇の勢いを殺された『暴ぼう食しよく』は、そのままラムの蹴りの威力で真下へ打ち落とされた。

　それを追い、ラムは両手を天に掲げ、掌てのひらから風を生じさせて急降下、落ちるライの顔面へ、二度目の蹴りを──否いな、三度、四度目の蹴りをぶち込み続ける。

　容赦なく、一発ごとに鼻を、前歯を、顎を、額をラムの踵が蹴り砕くだく。

　そのにやけ面と、何度もラムのことを「姉様」と呼びかけてくる口が不愉快だった。

「どう？　後悔している？」

　空中で器用に身を制動し、ラムは相手の顔と胸に足を乗せたままそう尋ねる。

　その問いに答えず、ライは血ち塗まみれの顔をくしゃくしゃにして両手の短剣を振りかざそうとした。瞬間、ラムの手刀が走り、行儀の悪い両腕が肩から関節を外される。

「どう？　後悔している？」

　どれだけ優れた技を持とうと、外れた肩では腕は振るえない。

　目を見開き、驚愕する顔を見下ろしながら、ラムは改めて同じ問いを重ねた。

　そうして、ラムを見るライの瞳ひとみに、恐怖が生まれるのを探そうとする。

　刻み込むのが目的だ。恐怖を、痛みを、逆らってはいけないという敗北感を。それは復ふく讐しゆうのために──なんて、些さ事じが理由ではない。

「レムを──」

　取り戻すためだ。

　レム以外の、これまで『暴ぼう食しよく』の被害に遭った大勢の犠牲者たち。『名前』や『記憶』を奪われて、触れ合ってきた歴史を簒さん奪だつされたモノたちを取り戻すためだ。

　殺せばいいなら、こうしている間にもラムにはそれができる。

　顔面を蹴り砕くだくのと同じ労力で、足裏に風の刃やいばを纏まとって首を刎はねればいい。生き汚いことで有名な魔女教徒であろうと、首と胴が離れれば死ぬのは実証済みだ。

　燃え上がる鬼族の里で、里を滅ぼしたモノたちへの応報の過程で。

　所詮、魔女教徒など性根がおぞましいだけの、弱く愚かなモノの群れと知っている。

　故に、その命よりも先に、その心を殺すために問いかけるのだ。

「どう？　後悔している？」

「──ッ、『日食』ッ！」

　三度目の問いかけを聞いて、血の色の中にも微かすかな怯おびえが混ざった。

　だが、それはラムの眼前で、文字通り瞬く間に消える。

　高速で動いた、などという次元の消失ではなかった。

　靴裏から踏みしめた相手の顔面の感触が消える。だが、『千里眼』で相手の視界は重ねたままだ。すぐに、螺ら旋せん階段の中途に逃れたのを特定する。

　風を纏ってそちらに追いつけば、そこには僧衣を纏った禿とく頭とうの老人の姿があった。

　その外見の変化に、あるいはラム以外なら戸惑わされたかもしれない。しかし、ラムは視界の共有により、相手の姿に拘かかわらず、それがライだと確信している。

「化けるのは『色しき欲よく』の手口と聞いたけど、遊びに付き合ってる暇はないのよ」

　戦いは圧倒している。だが、すでにラムが大きな枷かせを外して一分以上──微かな負担はラムにもあるが、その大部分はスバルの方へいっている状況だ。

　スバルには微調整しろと伝えてあったが、思った通り、ラムの負担を丸ごと引き取ることを勝手にやっている。どこまでも、格好つける。

　そんなのは、想おもい人やレムのためにだけやっていればいいのだ。

「──。これまで、あなたが『暴食』として喰くらった全てを戻しなさい。そうすれば」

「……そうすれば、なんじゃ？　儂わしたちを見逃すとでも？」

「いいえ。そうすれば、すぐに殺してやるわ。いい取引でしょう？　万死に値するところを、一度で許してあげる」

「ふはっ」

　一人称まで老成したライが、同じく老いた笑声を漏らす。

　その挙動を観察しながら、ラムは姿形の変貌──それが、おそらくその人物の能力を十全に使うために必要な工程なのだと推測する。

　先ほど、ラムの前から完全に消失したのは短距離の空間跳躍というべき技だった。

　それを使えるのが、ライの化ける禿とく頭とうの老人なのだろう。

「だけど、妙ね。そんな切り札があるなら、もっと早く切ってもおかしくないはず。それなのに、どうして伏せていたのかしら」

「────」

「……使いたくない理由でもあるの？　器に引っ張られるとか」

「いやはや……本当に、ここまで恐ろしい女子おなごとは出くわしたことがないぞい。……ないなァ。ホント、姉様って怖いよ」

　ちりばめられた可能性からの推測に、老人の姿がゆっくりと矮わい躯くへ変わる。

　それはラムの指摘の肯定であり、同時に変貌が与えた傷を失わせるわけではないことの証左でもあった。ライは血ち塗まみれで、顔面もひどい有様だ。

「肩は？」

「壁にぶつけて嵌はめたよ。一回じゃうまくいかないもんでさァ……痛い、あァ、痛い」

　感触を確かめるように、ライが嵌め直した両腕を大きく回す。それを見て、ラムは肩を外すのではなく、肩から腕を斬り飛ばすべきだったと反省した。

　あるいは四肢の先端を潰つぶせば、馬鹿げた小細工も諸もろ共ともに潰せたか。

「あれもこれも、こっちのやることなすこと全部全部ぜーんぶ、先回り……すごいな、姉様。もしかして、姉様の方こそお兄さんみたいな権能を使ってるんじゃないの？」

「心外ね。ラムのこれはただの優れた洞察力よ。バルスの意味のわからない直感と一緒にしないでちょうだい。不愉快だわ。死になさい」

「あっはははァ、辛辣ゥ。でもでも、そっかそっか、そうだよねェ」

　だらりと、牙の折れた口から裂けた舌を垂らし、血染めの笑みを浮かべるライ。その不気味な仕草に目を見張り、ラムの肩に力が入る。

　妙な動きをすれば──否いな、

「何かする前に喰くらいなさい」

　妙な動きが入る前に、ラムは風の刃やいばで相手の四肢を吹き飛ばすことを選択する。

　血の止め方はある。痛みの止め方はないが、死ななければ尋問は続けられる。そう判断して、手加減抜きの風刃を叩たたき込んだ。だが──、

「──賭けは、あたしたちの勝ちよおん!!」

　風の刃を浴びながら、丸々と太った髭ひげ面づらの男が後方へ飛んだ。どれだけ分厚い皮膚をしているのか、風の刃が太った男の肌に赤みしか付けられずに弾はじかれる。

「姉様、ちょっと勘違いしてないかしらん。──言っておくけど、相手を観察してるのは何もあなただけじゃないのよん？」

　その巨漢を逃がすまいと、前進しかけたラムへとそんな声がかかる。

　直後、ラムは置き土産の刃に首を浅く斬られ、踏み込みが半歩遅れた。その、半歩の隙間へと、ライがねじ込んでくる。

「儂わしたちのアプローチからの、俺っちたちの一発よぉ!!」

　瞬まばたきの速度で老人の姿が掻かき消え、背後に出現した気配の威圧感が増した。振り向く暇も与えられず、ラムの脇腹へと強烈な拳こぶしが打ち込まれ、細身が吹き飛ぶ。

「かっ」と飛ばされながら見れば、ラムを殴り飛ばしたのは屈強な体格をした荒々しい雰囲気の男──三人の姿を瞬時に切り替え、その特性を完全に応用した連係──、

「だとしても、一度見せた技が通用すると──」

「思わない。思わないよ。思わないさ。思わないとも。思わないから。思わないからこそ。思わないって言えるから！」

　吠ほえるライの姿が再び老人へ変わり、その手で自らの片目を塞ぐ。

　その動きに怖おぞ気けを覚え、ラムは長い足を伸ばし、とっさに壁を蹴りつけ、素早く相手へ飛びかかるための位置取りをしようと試みた。

　しかし、間に合わない。

「儂たちは知っておる。──レムの姉様は、小細工なしにそんな風に動き続けられません」

　ラムの動きではなく、レムの知識がその答えを引き寄せた。

『ツノナシ』の限界値を超えたラムの動きを見て、ライはその推測を確定、そして階段の段差へラムが戻ったときには、その悪意を完遂する。

　すなわち──、

「──姉様、別に僕たちは姉様と力比べがしたいわけじゃないからさァ」

　そう、老ろう獪かいな笑みが空間に溶けるように消える。

　短距離の空間歪わい曲きよくによる瞬間移動──それを連続すれば、戦場からの離脱は容易たやすい。真っ当に、死ぬまで足を止めてやり合えるとは思っていなかったが。

「逃げを打つ決断が早い。いいえ、それより──」

　ラムの『千里眼』を知っているなら、ただ逃げられるとは思わないはずだ。

　それを知りながら距離を取ったのは、ラムにかけられた時間制限に思い至ったから。そして悔しいが、ラムは少なからず時間を奪われてしまった。

　スバルにかける負担は一秒ごとに増す。

　一刻も早く、塔内へ逃げ込んだライの居所を。

　そう考えたところで、はたと気付いた。

　あの、悪意の塊である大罪司教が、ただ逃げるために塔内へ入り込みはしないと。

　相対するラムを最大限にいたぶる方法が何なのか、奴やつは熟知している。

　それは──、

「──レム」

　ようやく、再び捉えた邪悪の視界がラムの視界と共有される。

　そこには『眠り姫』を乗せて走る、黒い地竜の尾が映り込んでいた。
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　──激戦が、プレアデス監視塔を中心とした各所で繰り広げられていた。

　上層では廃忘の『神しん龍りゆう』へとエミリアが挑み、下層ではライ・バテンカイトスの悪意にラムが歯は噛がみし、砂海ではスバルが二人の少女と共に仲間を救わんと懸命に足あ掻がく。

　二層『エレクトラ』で行われている剣士のぶつかり合いも、その激戦の内の一つ──ただし、一方的である事実は揺るがぬままに、だ。

「オラオラオラオラ、どうしたぁ！　こちとら、箸一本減らされて片手だけになってンだぞ？　それでも届かねえなンざ、遊ンでンのかよ、オメエ、オメエ、オメエよぉ！」

「ぐ……っ」

　豪快な罵声を浴びせながら、赤い長髪を躍らせる男が強烈な蹴りを放つ。

　それを手にした騎士剣の柄つかで受け、優美な横顔の騎士は自ら大きく後ろへ飛んだ。衝撃は殺せない。散らすだけだ。そして、それが散り切る前に次がくる。

　幾度も幾度も、その繰り返しが二層の戦場では行われていた。

　そして、これも幾度目になるか、騎士が剣士の一撃に吹き飛ばされ、大きく後ずさったところで、「ったくよ」と剣士が吐き捨てた。

「気分が変わりゃあ剣も変わる。オメエにはその爆発に期待してンだぜ？　だってのに、いったい全体いつになったら変わンだよ、オメエ。それとも……」

　そう言って、赤髪の剣士──レイドが首をひねりながら唇を曲げる。

　盛大に、相手を見下すように嘲弄する姿勢で、稀き代だいの剣士は相手する騎士を睨にらみつけ、

「お行儀に拘こだわって負けンのか、オメエ。それで満足かよ、オメエはよ」

「──ずいぶんと、好き放題に言ってくれるものだ」

　そのレイドの物言いに、言われ放題だった騎士──ユリウスが唇を緩める。

「あなたは幾度も、私にそうした言葉を投げかける。面白みのない戦い、お行儀のいい剣技、遊びが足りないとも……私も、身に覚えのある言葉だ」

「ハッ、だろうよ。オレほどじゃねえにしても、誰の目から見てもおンなじように感じるンだろうぜ。オメエの剣にゃ、必死さしかねえってな」

「……必死さ、か」

　レイドの放言は、崇高な考えから吐き出されたものではないだろう。

　おそらく、彼は思ったことを思うがままに述べているだけ。それが本質を捉えているのは、わざと片目を覆ってなお、あの青い瞳ひとみには全てが透けて見えるから。

　彼にはユリウスの、地金の上を覆った薄っぺらい理想が見えるのかもしれない。

「────」

　ちらと背後を見れば、ユリウスとレイドの戦いを見守る女性の姿がある。

　ユリウスにとって、今や世界で最も尊ぶべき存在である女性の現うつし身み。しかし、その中身を別人へと違たがえた女性だ。不可抗力とはいえ、あの水門都市の戦いから約二ヶ月──何とも、自分たちは空虚な主従関係を続けてしまったものだ。

「思えば、私も君も、もっと自分の胸襟を開いて話し合うべきだったろうね」

「ユリウス……？」

「もしそれができたなら、君とはいい友人になれただろう。お互いに、同じ女性を大切に想おもい、憧れることができたのだから」

　言いながら、ユリウスは戦いの中で乱れた襟を正す。

　名無しであることはやめても、騎士であることはやめない。

　そう示すようなユリウスの態度を見て、レイドはまたしても不機嫌に舌打ちした。

「オメエよ、オレはさっきの激マブと後ろのマブがきたとき、オメエが変わるってのに期待したンだぜ？　なりふり構わねえで勝ちにくる。そういうオメエが見れるってよ。オメエ、自分のことがわかってねえンじゃねえか？」

「────」

「騎士なんてかしこまったフリしちゃいるが、オメエの中身はそれじゃねえだろ。オメエの中身は、オレと変わらねえ『棒振り』だ。窮屈で見てられねえよ、オメエはよ」

　ユリウスに箸を突き付け、レイドが渋い顔をしながら吐き捨てた。

　そのレイドの発言を聞いて、ユリウスは瞑めい目もくする。そして、しばらくの沈黙を経て、一言だけ「そうか」と呟つぶやいた。

「ようやくわかった気がする」

「ああ？　何がわかった？」

「あなたが、どうして私にこうも執しつ拗ようなのかが、だ」

　苛いら立だちながらも、ユリウスに対して言葉をかけるのをやめないレイド。

　その方法は乱暴で、当人にそんな意図は全くないだろうが、それはまるでユリウスを教え、導こうとする先達のそれだ。

　そうまでして、レイドがユリウスを引きずり回す理由にようやく合点がいった。

「──あなたは、私に自分と同じモノを見ていたのか」

　つまらない戦い方、お行儀のいい剣技だと幾度もユリウスを嘲あざ笑わらったのは、そのユリウスが被かぶった殻の内側に眠れる獅し子しが隠れていると考えるから。

　それが獅子であるなどと、ユリウス自身は過大評価もいいところと思うが──、

「細けぇことは知らねえよ、青びょうたンが。オレぁオレのやりてえようにやるだけだ。そのオレの勘が言ってやがンだよ。オメエは、一ひと皮かわ剥むけた方が面おも白しれぇってな」

「────」

「だから、剥いてやろうってしてンだ。オメエも、わかってンだろ？　そのまンまじゃ、オレには届かねえし、後ろのマブにいいカッコもできねえってよ」

　顎をしゃくったレイドにエキドナを示され、ユリウスは苦笑する。

　本当に、レイドの目は大したもので、よく見えていると。

　──ユリウス・ユークリウスが、見み栄えを張りたいだけの男だと、よくわかっている。

「だからこそ、私は私であることを曲げない」

「ンだと？」

「あなたの言葉は正しいのだろう。思い当たる節は多くある。……誰もが私を忘れた世界では失われた歴史だが、私はユークリウス家の嫡子ではなくてね」

　顔をしかめたレイドや、気丈に前を向くエキドナに聞こえるように話し始める。

　ユリウス・ユークリウスの、もはやナツキ・スバルしか覚えていない歴史を。

「貴族の家を出奔した父は平民の母と結ばれ、二人の間に私は生まれた。だから、私の出自は平民のそれだ。父母が亡くなり、伯父だった今の父に引き取られるまで、貴族の教養というものとは無縁で……故に、私の在り方は作り上げたものだ」

「不細工なハリボテだろうが」

「そうかもしれない。私の本質は、礼服ではなく平服を纏まとい、友と笑い合いながら野を駆け回っていた頃の、理想を知らない粗野な幼子の方なのだろう」

　礼節を知らず、目指すべき理想もなく、日々を生きるのに懸命で。

　そんなユリウスとしての在り方こそが、本来の自分に約束された未来だったはずだ。

　だが、その未来は鉄砲水によって、実の両親共々押し流されて彼方かなたへ消えた。

　だからこそ──、

「だからこそ、私は騎士を装おう。見栄に拘こだわり、本来の己を封じ込めよう」

「オメエ……」

「何も知らなかった無知な私は、しかし、理想と出会ったのだ。──私は騎士に憧れた。凛り々りしく、清廉とした騎士の姿に憧れたのだ。故に、憧れを貫こう」

　音を立ててマントを留め、ユリウスの黄色い眼まな差ざしに力がこもる。

　不機嫌な様子でいたレイド、その表情が苛いら立だちから怪け訝げんへと変わっていた。それは、自分の言葉を否定され、だが、噛かみつき返せないことへの驚きだ。

　傍若無人を絵に描いたような男が、ユリウスの言葉に意識を奪われている。

　ならばこそ、声を大にしてユリウスは続ける。

「私は不器用な男だ。物事も、形から入るばかりになる。立派な剣を持てば、品のいい服を纏えば、折り目正しい言葉が使えれば、それらしくなれると信じ、やってきた。だからこそ、その意地を通そう。見栄を、保とう」

　見栄と、そういう言葉を嫌う人間がいることはわかっている。

　ふと思い浮かべたナツキ・スバルなどは、その最たるものではないだろうか。

　だが、とユリウスは思うのだ。

「背筋を正し、身み嗜だしなみを整え、そう在りたいと願う姿を装い、意志を貫く杖つえとする。それこそが、私が永遠に被かぶることを決めたハリボテなんだ」

「────」

「見み栄えを馬鹿にするものもいるだろう。だが、それと同じぐらい、見栄を眩まぶしく思うものがいるのだと信じている。──私が、騎士の在り方に焦がれ続けるように」

　最初に、騎士への憧れを芽生えさせてくれたのが誰なのか、それは思い出せない。

　だが、ユリウスは騎士となった。

　ユリウスが『最優』とそう呼ばれたのは、研けん鑽さんした剣技や、磨き上げた精霊術、それらに裏打ちされた実力の高さだけが理由ではない。

　ユリウス・ユークリウスの在り方こそが、騎士の在り方だと思ってもらえたから。

　それが『最も』『優れたる』『騎士』の在り方だと、見栄を張る姿が眩しかったから。

　そう言い切り、ユリウスは唇を緩め、エキドナへ振り返った。

　敬愛する主あるじの姿を借りた彼女へと、ユリウスは小さく首を横に振る。──ユリウスを覚えていられなかったことを、心の底から悔いてくれた彼女へ。

　そんな罪悪感を抱く必要などなかったのだと、そう伝えるために。

「忘れられたことを恐れ、悔やみ、嘆く必要などどこにもなかった。誰もが知り、誰もが焦がれる騎士道の中にこそ、私という存在がいるのだから」

　そして、それと同じことは、この場にいてくれる『彼女たち』にも言える。

「これまですまなかった、我が蕾つぼみたちよ。失われた絆きずなに縋すがり、君たちを手放そうとせず、ずっと不安な思いをさせた。その頸くび木きから、今、君たちを解放する」

　ユリウスの囁ささやきにつられ、可視化されるのは鮮やかな色合いに輝く淡い光──それは、六つの属性を主張する美しき精霊、ユリウス・ユークリウスの六体の準精霊。

　ユリウス・ユークリウスが騎士となる以前から傍そばにあった、離れ難き存在。

　彼女たちもまた、『暴ぼう食しよく』の権能に『名前』を奪われたユリウスを忘れた。

　しかし、精霊と契約者との間に結ばれた消えない契約と、ユリウスの生まれ持った『誘精の加護』の力に惹ひかれ、つかず離れず在り続けた。

　ユリウスもまた、『名前』が取り戻されれば関係は取り戻せると、そう信じて、彼女たちを手放そうとはしなかった。

　それは、なんと愚かなことだったのか。

　何もかもが変わってしまったから、残された何かを変えたくなかったのだろう。

　しかし──、

「以前までの私と、よく一緒にいてくれた、蕾たちよ。私は君たちの親愛に甘え、未練がましく温情を手放せずにいた。何事もなく、あの日々に戻れるのではないかと期待していた。──そんな、弱く、情けなく、格好悪い私を返上する」

　戸惑うように、六体の準精霊がユリウスの周囲を取り巻きながら揺れる。

　それらへ向け、ユリウスはそっと腕を差し出した。止まり木のように伸ばされる腕、それを見た準精霊たちが、緩やかにそこへ集まってくる。

　そうして、腕に止まる淡い光へ、ユリウスは微笑ほほえみかけた。

「変わることを恐れる私がいた。だが、失う覚悟がなければ得られないものもある。たとえばそれは、愛情という名の蕾つぼみの開花。長らく傍そばにあった蕾たちが、どんな花弁を花開かせるのかこの目で確かめる未来」

『────』

　彼女たちは何も答えない。

　しかし、これから何が起きるのか、彼女たちは予期しているように思えた。

　故に、ユリウスはその通りに動く──。

「我が蕾たちよ！　君たちを解放しよう。長く、こぼれた絆きずなに縋すがり続けてすまなかった」

　その言葉と同時、ユリウスの腕を取り巻く準精霊たちが弾はじかれたように離れる。

　衝撃を伴ったようにすら見えたそれは、ユリウスと準精霊たちとだけを確かに貫いた、まるで稲妻のような痛烈な感覚だった。

　確かにあった繋つながり、絆、魂と魂を結び付ける契約が、断ち切られる。

　それは精霊術師にしかわからない、真に魂が結び付いた存在を喪失した痛みと嘆き。

　ユリウスは知らないが、かつて同じ痛みにエミリアは涙し、蹲うずくまったほどの。

　それを、ユリウスは自ら、六体の精霊たちとの別れを一度に経験し、魂に傷を生む。

　歪ゆがむような感覚が胸中を掻かき毟むしり、ユリウスは魂の剥はく離りを味わう。

　それは、『暴ぼう食しよく』の権能によって蕾たちから忘れられたときとは根本から異なる痛み。

　ユリウスだけでなく、準精霊たちも同じ痛みを味わい、後悔したはずだ。

　人間と契約など結ぶべきではなかったと、魂に付けられた傷を呪ったかもしれない。

　だが──、

「──その上で、今一度、君たちを呼ぼう」

『────』

「君たちを愛している。この見み栄えっ張りの求愛を受け入れてくれるなら、改めて結ぼう。──私と君たちとの、新しい契約を!!」

　ユリウスが声高に、一度は下ろした腕を天へ伸ばして叫んだ。

　その訴えを聞いて、弾かれたように散った準精霊たちは静かに、一秒だけ明滅した。

　躊躇ためらいと逡しゆん巡じゆん、それはたったの一秒のことだった。

『────』

　温かな光が、ユリウス・ユークリウスの全身を包み込む。

　それは、契約を断ち切ったことで刻まれた魂の傷へ、優しく淡く沁しみ込んでくる。

　喜びがあった。怒りがあった。悲しみがあった。愛情があった。憎しみもあった。

　それら数多あまたの感情が、ユリウスと彼女たちの十年分以上もあった。

　それを一度はなかったことにして、また新しく、未来を紡いでいく。

　これが正解なのかはわからない。でも、正解にしたいと、そう思えた。

　何度も、間違っていくかもしれない。

　ずっと正しい道を選び続けることはできず、過つこともあるかもしれない。

　だけど、そのたびに自分を形作っていこう。

　間違うことがあったとしても、自分は一人ではない。独りではない。

　前へ行こうとすれば、素晴らしき先人たちが作り上げてくれた理想がある。

　足を止めかければ、愛情深く見守り続けてくれた蕾つぼみたちの温ぬくもりがある。

　そして隣を見れば、そこには自分を形作った信念を捧ささげると誓う、主あるじの横顔がある。

　いったい、この先、ユリウス・ユークリウスに、何を恐れろと言えよう。

「──そうだろう。我が、麗しき花盛りの乙女たちよ」

　その一声に、答える六つの蕾──否いな、花開く乙女たちの答えがあって。

　光が、生まれ──、




「これから先も、深く、優しく、傷付け合いながら、私はこの道を歩もう」

　契約を断ち切られる痛みは、再び結ばれる絆きずなによって癒いやされる。

　六つの、以前にも増して神秘的な光を纏まとい、ユリウス・ユークリウスは前を見た。

　そこに、剣に身を砕くだくものとして憧れた頂点の姿がある。

　だがしかし、ユリウス・ユークリウスの羨望は、その頂とは異なる場所に。

　故に、その憧憬を、虹の光で切り開くことに躊躇ためらいはない。

「お待たせした、『剣聖』レイド・アストレア。──お初にお目にかかる」

　騎士剣を振り払い、ユリウスはマントを掴つかんで優雅に一礼した。

　そして顔を上げ、この世で最も憧れる『それ』になり切って、名乗る。

「──私は『最優の騎士』、ユリウス・ユークリウス。あなたを斬る、王国の剣だ」
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　──『最優の騎士』と、そう自ら名乗ることには勇気がいった。

　騎士とは誉れ、その名に見合った努力と研けん鑽さん、優れた実力の証あかしに与あずかる称号。ましてや『最優』ともなれば、途方もない奮励と精進が求められて然しかるべきだ。

　はたして、自分はそれに相応ふさわしい努力をしてきただろうか。

　惜しまぬ努力で限界を超えたか？　常日頃、力尽きるまで自分を磨いたか？　他者の奮励に触発されて、より一層の努力を理想に誓ったか？

　その自問に、自ら答えよう。

　ユリウス・ユークリウスは、それを果たしてきたと──。

「──私は『最優の騎士』、ユリウス・ユークリウス。あなたを斬る、王国の剣だ」

「────」

　マントの裾を掴み、一礼したユリウスの正面で『剣聖』が沈黙する。

　彼は眼帯に覆われたのと反対の目、そちらの瞳ひとみも閉じて、ユリウスを見ない。ただ静かに太くたくましい腕を組み、何事か思案、思案、思案し──、

「──オメエは、殻を破った方が強くなれたぜ」

　ユリウスの周囲、色とりどりに輝く精霊たちを眺め、レイドがそう唇を歪ゆがめる。

　その言葉に眉を上げ、それからユリウスは首を横に振った。

「あなたがそう言うなら、そんな道もあったのかもしれない」

　どうせ剣に縋すがるなら、なりふり構わない姿勢を示せ。──彼が、ユリウスに望んだのはそういう態度と覚悟であり、それもありえた道だった。

「しかし、私はこの道を往ゆくと決めた。あるいはあなたの言う通り、殻を破り、本来の私などというモノを剥むき出しにした方がより強くなれるのかもしれない」

　ユリウス自身、強く意識していなければ、自おのずからそうなる自覚がある。

　とっさの瞬間、皮一枚が生死を分ける局面となれば、本当のユリウスの顔が現れると。

　だが、それは強く意識していなければの話。──もう、揺るぎはしない。

「断言しよう。私は、騎士としての己を突き詰める。その上で、あなたが私を導こうとした道よりも、あらゆる面で優れたる私となろう」

「はン、どういう理屈でそうしようってンだ、オメエ」

「決まっている。──私の信じる騎士というものは、理想の体現だ。それは清く正しく、何よりも強い。ならば、騎士を名乗る私がそうでなくては話になるまい」

　剣の頂、初代『剣聖』、それを相手に宣言し、今、ユリウスは身も、心も軽い。

　考えてみれば、ユリウスはこのプレアデス監視塔にきて以来──否いな、水門都市で己の『名前』を奪われてから、ずっと不安定な状態にあったと言っていい。

　無論、ユリウスは可能な限り己を戒め、自制し、それを表に出さずにきた。

　人が聞けば鋼の理性などと評されそうな自制心──だが、褒められた話ではない。

　そうして己の不調を表に出さず、仲間も、自分さえも騙だましていたことの結果が、この塔へ到着して以来の連戦連敗、あの無様な敗戦へ通じたのだ。

　ユリウスはまず、他者を信じるべきだったのだろう。

　真摯に訴え、自分から愛情を示せばよかった。──蕾つぼみたちと、そうできたように。

「断ち切られた絆きずなは結び直せばよかった。何者でもないものが、何者にでもなれる……他ならぬ私自身が、その生き証人だったのだから」

　何者でもない平民の子が、この世で最も格好のいい騎士にだってなれたのだ。

　何者でもなくなったユリウスも、また何にだってなれたはずだった。

「幾度機会を得られようと、私はあの日、燃えるような少年に憧れ、騎士を標ひよう榜ぼうする背中に理想を見、『剣』の頂たるあなたへ挑むだろう──！」

「──は」

　我ながら無茶な理屈、筋の通らない暴論暴言、笑われて当然の横暴専横。

　だがしかし、それを聞いたレイドは怒りを露あらわにするでも、呆あきれと軽蔑を向けてくるでもなく、ただ鋭い歯を見せて笑った。

　そして──、

「──泣かしてやるよ」

　そう言い放ち、レイドは手にした箸を放り捨て、大きく後ろへ飛んだ。そうして、身構えるユリウスの正面で、ゆっくりとその手を横に伸ばす。

　その大きな掌てのひらで鷲わし掴づかみにしたのは、白い階層の床に突き立った選定の剣──本来の、試験官としての束縛を逃れ、自由を得たその上で、『剣聖』はその手に剣を握る。

「──天剣に至りし愚者、彼かの者の許しを得よ」

「そりゃオレの台詞せりふだろ。……まぁ、すっぽ抜けたから忘れちまってたが」

　感触を確かめるように剣を握り直し、レイドが無造作に剣先をこちらに向ける。

　何の気なしの動作、それだけで超級の剣気が溢あふれ、ユリウスの全身が総毛立つ。

「泣きたくなってきたかよ？」

「──。いいや、伝説に挑んでいる実感に、胸が弾む」

　虚勢ではなく、ユリウスは実勢に駆られながら答えた。

　そう、そうなのだ。目の前にいるのはレイド・アストレア。ユリウス自身、幾度彼の伝承に胸を躍らせ、瞳ひとみを輝かせ、憧れたことだったろうか。

　実際のその人と会い、その人柄に驚きこそしたが、実力は憧れた理想そのものだった。

　なればこそ、いったい自分はどこまでもったいないことをしてきたのか。

　もったいないと、そう思ったところで、ユリウスは思いつきに唇を緩めた。

「なに笑ってやがンだ？」

「いいえ、ただ思っただけです。──ここでの目的を果たして帰参した暁には、我が友、ラインハルトに挑もうと」

　レイドの問いかけに、ユリウスはその思いつきを口に出す。

　剣の腕に限らない。ユリウスはこれまで、ラインハルトと競い合ったことがなかった。

　──並び立とうとしなかったことを悔やんだこと。

　それも、ユリウスがアナスタシアに仕え、王選に臨んだ理由の一つだった。

　だが、仮にそんな想おもいがなかったとしても、ユリウスはアナスタシアの大器に魅せられ、彼女と同じ夢を見ることを望み、同じ場所に立っただろう。

　ならば、つまらない言い訳や迂う遠えんな建前など、最初から必要なかった。

　最初から二振りの木剣を携え、ラインハルトの下へ赴けばよかっただけだ。

　過去に一度、ラインハルトとヴォラキア帝国の最強の剣士が剣を交えたことがあった。

　練兵場で誰もがその剣気に熱狂したあの日、ユリウスも胸を熱くした。

　それが、答えだったのだから──。

「オメエ、なンてったっけ？」

　伝説に名前を問われ、ユリウスは眉を上げた。

　直前も含め、もう何度となく彼の前で名乗ったはずだが、それを覚えられていない。だが、覚えられていないことなどどうでもよかった。

「ユリウス・ユークリウス。忘れられやすい名なので、覚えていただきたい」

　少し前なら笑えなかった冗句を口にして、ユリウスも騎士剣の先端をレイドへ向ける。

　そうして、美しく咲き誇り、契約を結び直したばかりの六精霊へと助力を願った。

　今の自分と彼女たちならば、虹の極光のさらなる高みへ至れるだろう。

　アル・クラウゼリアとアル・クラリスタ。

　六体の精霊の力を借りて、六属性の力を束ねた虹の極光。──その極大魔法を放つクラウゼリアと、それを騎士剣へ宿らせるクラリスタ。

　その先に、未熟さ故に一度も成功しなかった秘儀──、

「──アル・クランヴェル」

　瞬間、極光が白い空間を埋め尽くし、紅の偉丈夫の前に虹の帯が引かれる。

　ユリウス・ユークリウスが独自に編み出した虹の精霊術、その秘中の秘。

　六属性を束ねた虹の光を放つのでも、剣に宿らせるのでもなく、己に纏まとい、極光そのものとなって相手を討つ必殺──、

「いざ──」

「適当に」

「──参る!!」

　その、精霊騎士の究極の一撃を、白い一いつ閃せんが真正面から迎え撃った。
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　──初めて自我を意識したときから、エキドナには予感があった。

　自分という不自然な存在の目的は、生まれた瞬間から尽きていたのだと。

　強いて言うなら、生まれること自体が目的であり、その時点で目的は果たされた。故に放置され、無目的に世界を放浪し、数百年の空白を余儀なくされた。

　そうした数百年の空白、無為な引き延ばしの生涯で、少女と出会ったのだ。

　鮮烈な生き方をする少女の在り方に魅せられ、冷え切った命は熱を得た。

　矮わい小しような身でありえない大言を吐いた少女が何者になるのか、あるいは何者にもなることができないのか、それを見届けたいと焦がれた。

　いつしか、そんな興味関心はどうでもよくなって──、

「──君も、君の大切に想おもう子たちも、失わせたくないんだ」

　過ぎ行く時間というものが、優しくも残酷であることを知っている。

　時は傷を癒いやしもするが、想いを古めかしくすることもある。

　長い、長い時を生きてきて、初めて思ったのだ。──これを、過去にしたくないと。




　──虹の光を纏った騎士が、真まっ直すぐに白い光へ飛び込んでいく。

　秘儀を開帳したユリウスに対して、レイド・アストレアの行動はひどく単純だ。

　振り上げた剣を振り下ろす、この世で最も繰り返されただろう剣撃の挙動──それが世界を斜めに両断し、途上のモノを全て打ち滅ぼす光となる。

　特別な魔法でも、特別な技でもない。

　ただ剣を振っただけで、世界が光と共に焼かれていくのだ。意味がわからない。

　レイド・アストレアが規格外なのか、『剣聖』とは全員が全員こうなのか。

　確かなことは──、

「──ユリウス」

　極光が理不尽な白光に押し負けぬよう、力を尽くしたいと望むこと。

　しかし、自分には何もできない。

　この場で、極光と化したユリウス・ユークリウスに何かできるとしたら。

　薄い胸に手を当てて、その内側で眠っている存在を意識する。

　この肉体の本来の持ち主、彼女が深い眠りから目覚めない理由、それを求めてこの砂海の塔へやってきたエキドナ。──だが、それは欺ぎ瞞まんだった。

　すでにエキドナは、どうして彼女が目覚めないのか、その理由がわかっていた。

　自身を強ごう欲よくであると嘯うそぶいて、あらゆる全てを手に入れたいと豪語した娘。

　一度懐に入れたものは何としても手放さず、失うことを、失わせることを何よりも厭いとうのが彼女だったから、理由は一つしか考えられない。

「体をボクに譲り渡し、一時的に自身のオドの中に潜んだ君は、外界からの干渉を受けない状態だ。──オドは、ある種の固有の世界だから」

　そして、彼女はその場所に自分から閉じこもっている。

　その理由は明白だ。──オドの外に出れば、影響を受けてしまう。『暴ぼう食しよく』の大罪司教のおぞましい権能、その影響を受けてしまう。

　忘れたくないものを忘れさせられ、手放したくないものを手放させられる。

　アナスタシア・ホーシンが、ユリウス・ユークリウスを忘れてしまう。

　──だとしても、良いところも悪いところも、名無しの騎士として慌ただしくする彼のことは傍そばで見てきたから、たとえ彼女が彼を忘れても、教えてやれる。

「あぁ、そうか」

　何の目的もなく、生み出された時点で役目を終えた人工精霊。

　そんな役回りだと思っていたが、これが存外、それで終わるだけのものでもない。

　大切な少女と、大切な騎士と、欠ける二人の橋渡し。

　なんと、責任重大な大役ではないか。

　そのために生まれてきたのだと笑えるぐらい、責任重大ではないか。

　だから──、

「──君の騎士の一番カッコいいところを見ないなんて、そんなもったいない真ま似ね、ケチな君らしくないじゃないか」
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　──白光が、極光を塗り潰つぶさんと襲いくる。

　自らの全霊と、再契約した六体の精霊の力を借りて、なおも押される。

　こちらは秘中の秘を開帳し、一方で相手は真面目に、本気で剣を振っただけ。──まったく、その不条理なまでの規格外さにはほとほと呆あきれる。

　同時に、そうでなくてはと胸滾たぎる思いもあるのだから、自分も救えない。

　剣を振るえば世界が割れる。まさしく、ラインハルトと同等の『剣聖』の絶技だ。

　ふと、命と命のしのぎ合いの最さ中なかに、ユリウスは思った。

　はたして、ラインハルトとレイド、戦えばどちらが強いのだろうかと。

　伝説と伝説、『剣聖』と『剣聖』、実現しない戦いはどちらに軍配が上がるのかと。

　生あい憎にくと、それを見極める機会は訪れまい。

「ならば、私がこの身で確かめる他にないだろう」

　ラインハルト・ヴァン・アストレアとも、レイド・アストレアとも剣を交える機会を得られるとしたら、それはこの塔へ到達した面々しかいない。

　その上で可能なのはユリウスと、上層へ向かったエミリアという女性だけ。──その役目を他人に譲るつもりはない。

　だから、あとは勝利するだけだ。

　この白光を押しのけ、虹の光でレイド・アストレアを討ち果たす。

　そのために全霊を、あと一歩の、剣力を──、

『最優の騎士』の剣先に、わずかの誇りと力が宿れば──、




「──ユリウス」




　それは、届くはずのない呼びかけだった。だが、声は確かにユリウスを打った。

　あるいはそれは鼓膜ではなく、もっと奥深く、胸の最奥へ届いたのかもしれない。

　騎士という殻を被かぶり続けると決めたなら、それに応えぬことなどありえない──。




「──いったれ、ウチの騎士」




　──その一言に、必要だった最後の剣力の一押しが宿った。

「イア！　クア！　アロ！　イク！　イン！　ネス！」

　最後の一押しそのものを求め、共に極光の一部となった精霊たちへ呼びかける。

　正面、打倒すべき敵の姿は白い光の彼方かなたにあり、それを、越えるために。

　光の彼方へ、その剣先を届かせるために──、

「お、おおおぉぉぉぉ──っ!!」

　らしくないほどに口を開け、血を吐くほどに声を上げた。

　決死の形相で、優美さなどかなぐり捨てて、ただ己を支える骨子たる信念をひび割れさせぬよう、最大限にそれを奉じて、ユリウスは踏み込んだ。

「────」

　音も色も殺して、レイドの一いつ閃せんが空間を割る。

　それは選定の剣であろうと、箸であろうと得物を選ばない『剣』という概念の顕現。

『剣』とは、物を斬るために生み出されるものだ。

　そして剣技とは、その剣で物を斬るための技術の総称だ。

　ならば、この世のあらゆる物を斬る一閃は、『剣』と『剣技』の極致にして本懐。

　それに斬られたものは、斬られたという事実を永えい劫ごうに忘れられまい。

　だから、ユリウス・ユークリウスが左目の下に受けた傷跡も永劫に消えない。

　それが『剣聖』の一閃を間近に浴び、真っ向から挑んだものの代償だった。

「────」

　迎え撃つ白い光が圧力を増し、揺るぎない虹の極光もまた輝きを強める。

　なおも、なおも、強大化して、虹の光と白い光は激しくぶつかり合い──、

「──ぁ」

　永劫に続くかと思われたそれは、不意の幕切れを迎えたのだった。
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　──『剣聖』の左目を塞ぐ眼帯が、はらりと白い床に落ちていた。

「──ぁ」

　と、自分の喉からか細い音が漏れたのを、ユリウスは唖あ然ぜんと聞いた。

　互いの最大火力のぶつけ合い、その突然の幕切れ。しかし、勢いは止まらず、極光を帯びた剣は真まっ直すぐ、相手の急所を刺し貫いていた。

「ちっ、ああ、クソ、つまンねえ幕引きになっちまったじゃねえか」

　刺し貫いた側であるユリウスの動揺、一方で貫かれた側のレイドは泰然としている。

　その胸を一突きにされたにも拘かかわらず、痛みに顔をしかめることさえしなかった。

　それは彼の強きよう靭じんな精神力の為なせる業か、そうでないなら、その偉丈夫の肉体に起こった変調こそが原因であろうか。

　レイド・アストレアのたくましい胸板には、ユリウスの剣が貫いたのとは異なる傷──否いな、亀裂が生じていた。

　そして、それは胸だけに限った話ではない。腕や足、首や頬ほおといった体の各所にガラスがひび割れるような傷が広がっていくのだ。

　それが何なのか、ユリウスは直感的に理解した。

　本来ならありえない歪ゆがみが正される。これは、その過程の現象であるのだと。

「結局のとこ、アレだ。オレって人間はオレ以外の器に収まり切らねえってこった」

　ひび割れる自分の掌てのひらを見ながら、そうこぼすレイドの眼力は正しい。

『暴ぼう食しよく』の権能によって取り込まれ、その肉体の支配権を略奪する形で実体を獲得したレイド・アストレア──だが、その体はあくまで、元となった『暴食』の大罪司教、ロイ・アルファルドのものである事実は変わらない。

　つまり、規格外のレイド・アストレアという魂の働きに、ロイ・アルファルドという容いれ物ものが耐えられなかった。

　それが、ユリウスとの戦いの最終局面で破綻したのだ。

「では、いっそあなたが！」

「かかか。何事もままならねえもンだな、弱よえぇ奴やつってのは。泣きたくなったか？」

　選定の剣を放り捨て、レイドが歯を見せながら意地悪く笑った。

　何な故ぜ、そのように笑えるのか。このまま、彼が消えるのはもはや確定した未来だ。

　あるいはユリウスを打倒すれば、一度は終わった生を再び歩み始めることもできたかもしれなかったのに。その可能性が滑り落ちたというのに。

「バーカ。そもそも生き返って何するってンだ、オメエよ。せいぜい、さっき通した激マブと遊ぶとか、そっちにいるマブでもいいけどな。あとはエロい格好した女も……」

「ほ、本当に未練はないのか……？」

「ねえよ。やりてえことはやりてえと思ったときにかますってのがオレの流儀だ。オメエもそうした方が、よっぽど楽だっただろうぜ」

「……助言には感謝する。だが、私にはそちらの方がよほど茨いばらの道なのですよ」

　殻を、進んで被かぶることを選んだ。その道を、この胸を張って歩こう。

　自分を偽る、あるいは自分の根本の部分を別物だと演じると言ってもいい。

　そちらを選ぶ方が、自分らしく、望んだままに在れると知ってしまったのだから、ユリウスはレイドの奔放さを眩まぶしく思っても、選べはしない。

　左目の下、刻まれた消えない傷を指でなぞり、ユリウスは剣の頂に誓いを立てる。

　そのユリウスの答えを聞いて、レイドは忌々しげに鼻を鳴らした。

　それから彼は、自分の胸の傷──限界を超えた結果で生まれたひび割れ、それとは異なる唯一の傷を指差して、

「オメエ、勘違いすンなよ？　オメエの剣が届いたのはまぐれだ。これがオレの体なら、オメエじゃ鼻くそだって付けられねえよ」

「そんなことは最初からしないが……」

「はン！　面白くねえ！」

　吐き捨てて、レイドが自分の胸を指差した手でユリウスの肩を叩たたく。

　その衝撃に身を硬くしながら、ユリウスは長く息を吐いた。

　まだ、何もかもに納得したわけでも、受け止め切れたわけでもない。

　だが、目の前の出来事に狼狽うろたえ、動揺し、このひと時を逃すことの方が耐え難い。

　ひび割れは拡大し、すでに終わりは見えている。

　だから、ユリウスは己の抜き放った騎士剣を顔の前に掲げ、

「その剣力、心の底から尊敬します」

「野郎の憧れなンざいらねえよ。──オレの勝ち逃げだぜ、ユリウス」

「────」

　最後の一声、名前を呼ばれたことにユリウスは瞠どう目もくした。

　だが、動揺しないと心に決めた通り、その驚きを微笑の裏に隠し、一礼する。

　この、伝説の存在に堂々と名乗り上げた通り、最も優れたる騎士として。

　ユリウス・ユークリウスの理想が、憧れに恥じない形であるように。

「ええ、最後まで。──あなたの勝ちだ、レイド・アストレア」

「はン、いい面するぜ、負け犬が」

　その言葉を最後に、レイド・アストレアのひび割れが拡大し──、
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「────」

　見た目の印象と違い、最後まで拡大したひび割れに音は伴わなかった。


　ガラスの砕くだけるようなそれはないまま、光がほつれるように赤毛の偉丈夫が消滅──代わりに白い床に倒れているのは、白目を剥むいた矮わい躯くの少年だ。
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　他者の『記憶』と『名前』を喰くらい、意のままにする『悪あく食じき』にして冒ぼう涜とく者しや。

『暴ぼう食しよく』の大罪司教、ロイ・アルファルドが倒れ、轟ごう沈ちんしていた。

「────」

　生きているのか死んでいるのか、『暴食』はぴくりとも動かない。

　ただ、レイドと同じ左胸に深い傷があり、致命傷であることは疑いようがなかった。

　そのことだけを見届けて、ユリウスは敬意の表明に掲げていた騎士剣を下ろし、自らの鞘さやへと納め、振り返る。

　極光がほどけ、ユリウスの周囲には光を増した六体の精霊。

　蕾つぼみから乙女へと開花した彼女たちの力がなければ、こうして白い床に倒れているのは相手ではなく、自分の方だっただろう。

　そのことへの感謝とねぎらいの気持ちを伝えなくてはならない。

　しかし、彼女たちには申し訳ないが、その謝意の表明は先送りだ。

　ゆっくりと、ユリウスは前進する。

　向かう先、ユリウスを見つめているのは浅あさ葱ぎ色いろの瞳ひとみをした華きや奢しやで小柄な女性。薄紫色の長い髪を波打たせた、砂丘に見合わない白い装いを纏まとった人物。

　彼女の足下には、その黒目がちの瞳を不安げに揺らしている白い狐きつねがいる。

　ずっと、襟巻きに擬態していたはずの彼女の姿、それがそこにある意味。

　それを改めて意識して、ユリウスは目を閉じた。

　そして──、

「──お初にお目にかかります」

　ほんの少し前、挑戦者として『剣聖』へ伝えた口上を再び述べる。

　だが、このときの胸の奥の感覚は、戦いに挑む昂こう揚よう感とは異なるものだった。

　ただ、変わらないものもある。

　新しい冒ぼう険けん譚たんのページを開くような、騎士に憧れる少年の冒険心だ。

「ウチは」

　その場に跪ひざまずいて、最初の言葉を放ったユリウスへと相手が応じる。

　低い姿勢のまま、ユリウスは続く言葉を待った。どれだけでも待てると思った。

　待てば、相手の言葉が聞けると信じられることが、どれほど幸いなことか。

「──ウチは、アナスタシア・ホーシン」

「────」

「ウチは、この世の全部が欲しい。……で、えらいカッコいいお兄さん、お名前は？」

　はんなりと、彼女がどう微笑ほほえみ、どう首を傾かしげたのか手に取るようにわかる。

　跪いて顔を伏せたまま、ユリウスは「は」と短く息で応じて、

「私はユリウス・ユークリウス。──あなたの、一の騎士」

「────」

「お忘れかもしれません。ですが、私はあなたに剣を捧ささげた身。あなたのために、持てる力の全てを尽くし、その志をお支えするもの」

　床に騎士剣を置いた最敬礼、その上で、ユリウスはようやく顔を上げた。

　その先に、主あるじのどんな眼まな差ざしがあったとしても、悔やみはしない。

　狼狽うろたえ、戸惑い、下を向くなんて騎士らしくない。

　誰よりも見み栄えを張り、格好を付け続ける存在こそが、ユリウスの憧れなのだから。

　そして、そのユリウスを見下ろし、彼女は丸い瞳ひとみを細めると、

「そうなん？　よう覚えてへんのやけど……でも」

「────」

「一目見て、思うたんよ。──このお兄さん、ウチのもんにせなあかんて」

　その間近に、求め続けた主の、何もかもを手放すまいと爛らん々らんと輝く瞳があって。

　全てを手に入れる『強ごう欲よく』へと、ユリウス・ユークリウスは再び、その剣を捧げた。

　まるで、物語の王と騎士のように、それは神々しい一幕──、

　奪われた『主従』の絆きずなの再生が、二層『エレクトラ』にて果たされる。

　それは、ナツキ・スバルの提示した四つの障害、その一つの排除の達成。




　大図書館プレイアデス、第二層の『試験』──終幕と。
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第七章　『ラム』
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　──赤く、赤く、何もかもが燃える炎に包まれていたことを覚えている。

　穏やかで停滞した、退廃的な日々は唐突に終わりを迎えた。

　その破滅的な暴力の前には、最強の亜人種という肩書きも、村で最も恐れられた村長という役職も、子を守る親の普遍的な愛情も、何も意味を持たなかった。

　早い話、平和と安寧に心が腐らされてしまっていたのだ。

　かつては最強の亜人種と呼ばれ、『亜人戦争』へ参加していればルグニカ王国の情勢は変わっていたとさえ言われた鬼族──そんな歴史の『もしも』が仮に起きていたとしても、きっと鬼族は大した成果も挙げられなかったに違いない。

　最初の奇襲の時点で村の半数、続く二撃目でまた半数が削られ、勝敗は決していた。

「──ラム！　囲みを抜けよ！　お前が生きてさえいればいい!!」

　巨大な二本の角を肥大化させ、全身の筋肉を膨れ上がらせた長老がそう吠ほえた。

　長老は自らの得物である大だい刀とうを担いで家から飛び出し、雑兵を風で切り裂くラムへとそう言い放った。生きろと、それはラムを案じたからではない。

　ラムこそが鬼族の輝かしい未来だと、最も愚直に信じたのが長老だったからだ。

　かつての鬼族の栄光、『魔女』の時代に名を刻んだという『鬼神』の再来──それがラムという神童に、戦うことを忘れた鬼の最後の族長が望んだ切なる願いだったのだろう。

　──馬鹿馬鹿しいと、鼻で笑い飛ばしてやりたい気分だった。

「鬼の栄光なんて……くだらない」

　そんな鬼族の最も純粋なる血が自分自身に流れている、その事実もおぞましい。

　確かに、健やかにラムが成長すれば、族長の願いは叶かなえられていたかもしれない。

　しかし、ラムはそれを望まなかった。

　狭い世界で神の子を気取るよりも、ラムには選びたい未来があった。

　それは鬼神の再来などと持て囃はやされるよりも、すでに滅び去った栄光に縋すがり続ける血族の神輿みこしとしての生涯を送るよりも、はるかに価値があること。

　──■■の、■として生きること。

　額に意識を集中し、熱く照らされるマナを白い角から全身へ取り込む。

　小さな体に風を纏まとい、疾風の如ごとくラムは村を駆け抜けた。

「──■■」

　その唇が紡ぐのも、脳裏を占めるのも愛いとおしいたった一人の■のことだけ。それは、ラムが薄情というわけではない。意識を切り替えているだけだ。

　何な故ぜなら、ラムの両親は最初の半数に含まれてしまい、すでに助けようがなかった。

　──両親を嫌ったことはない。

　ただ、二人とも、良くも悪くもこの村で生まれ、この村で育ち、この村で死ぬことを選んだ鬼族で、緩やかな滅びを無自覚に受け入れていたとは思っている。

　故に、この夜に命を散らしたのも、ある種の必然であったとも。

「──ただし、それは応報しないという意味ではないわ」

　立ちはだかる黒い影、頭からすっぽりと全身を包み込むローブを纏まとった敵。

　十字架の形をした剣を振るうふざけた輩やからへと、ラムは手加減なしの風を見舞う。

　こちらを子どもと侮ったか、あるいはただの実力不足か。

　ラムの風刃を受け切れず、黒影は次から次へと切り倒され、無惨な死体が量産される。その後もラムは風を纏い、炎の中をまるで踊るように殺さつ戮りくを続ける。

　それはともすれば、美しい舞踊の一幕にも見えたかもしれない。

　しかし、現実にはラムが腕を一振りするごとに命が散り、そうして形あるものを失わせるたびに、暗い悦よろこびが幼い胸中で快かい哉さいを叫ぶのだ。

　もっと殺せと。血を、肉を、骨を、魂を、命を奪えと内なる己が責め立てる。

　その訴えを聞くのは、今こ宵よいが初めてではない。

　──もうずっと、それこそ生まれたときから、この声は隙さえあれば誘惑してくる。

　血に、肉に、骨に、魂に、命を委ねろと、内なる己の覚醒を求める。

　もっともっと殺せると、もっともっと壊せると、そう訴える。

　これの、いったい何が素晴らしいのか、ラムにはまるで理解できない。

　長老も両親も、誰一人、これを理解できない。ラムに、ラムであること以外の役割を求めるものたちには、これを伝える気にもならなかった。

　まるで、角に己を支配されているかのようだ。

　確固たる自分というモノがなければ、幼い人格は容易たやすく呑のまれ、破壊され、それこそ周囲に望まれるままの鬼神の再来となっていただろう。

　だが、そうはならなかった。何故なら──、

「──お■ちゃん!!」

　高い声に呼ばれ、振り向けば■■が炎に照らされていた。

　瞬間、迸ほとばしる風が押し寄せる黒影の群れを吹き飛ばし、一息にそれらを蹴散らす。

　そして、ラムは急ぎ足に■の下へ向かった。

「■■……」

　怯おびえる眼まな差ざし、足に力が入らないのか■■はその場にへたり込んでいた。

　そんな愛いとしい■に手を差し伸べ、立ち上がらせようとする。長老の望む通り、生き延びてやらなくてはならない。ただし、ラムだけではなく、■■と共に──。

　──その、瞬間だった。

　■■の無事を確かめ、そこに一瞬の気の緩みが差し込んだ。

　気配に気付いたときには周囲を囲まれていて、逃げ道を作るのも厳しい状況だった。独りなら、無理ではない。だが、一人で助かるなら死ぬのと変わらない。

　何とか、状況を打破しなくてはならなかった。

　そのために、封じていた力の枷かせを全て外して、荒れ狂う風を敵へ向け──、

「────」

　それは、忌み嫌った全能感がもたらした、心の間隙だったのだろう。

　風の刃やいばを掻かい潜くぐった黒影、それが放った一いつ閃せんがしたたかに額を打ち、視界が爆はぜた。

　大きな衝撃にのけ反り、強烈な喪失感を味わいながら、ラムは見る。

　くるくると、くるくると、村を焼き尽くす炎に照らされる赤い夜へ、くるくると回りながら白い角が飛んでいった。

　それが自分の角だと理解し、痛みと喪失感に細い喉が悲鳴を上げた。

　悲鳴を上げながら、しかし、同時にラムは気付く。

　生まれてからずっと、ラムを蝕むしばみ続けたあの声が聞こえなくなって。

　ああ、こんなにも簡単なことだったのかと、自分の愚かさがおかしくなって。

　赤い夜に放物線を描く角を見ながら──、

　──ああ、やっと折れてくれた。

　と、そう思ったのだ。
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　──『千里眼』で共有された視界を、黒い地竜が懸命に懸命に逃げていた。

　その背に負われているのは、ラムにとって大事な半身であるはずの少女。欠落し、ぽっかりと喪失感だけを残した思い出せない片翼──、

「──レム」

　それが何を意味するのかを理解し、ラムの心胆は怒りに震えた。

　認めるのは癪しやくだが、スバルの権能とやらの力で全盛期の力の一端を取り戻したラム。その力は『暴ぼう食しよく』の大罪司教、ライ・バテンカイトスを圧倒し、追い込んだ。

　しかし、それがかえって、ライの生への執着心に火を付けてしまった。

　結果、ライは権能を駆使してラムの前から逃げ延び、そのままラムの半身であるレムの確保に向かった。──正面から戦っても勝てないと悟っての、下劣な手段だ。

　だが、その作戦は腹立たしいことに最適解だった。

「嬲なぶっているわね……」

『千里眼』で共有された視界、ライは逃げるパトラッシュを明らかに弄もてあそんでいる。追い詰めようと思えば一瞬で追い詰められるところ、わざと狩りを愉たのしんでいた。

　全ては視界を共有し、ラムにこの光景を焼き付けさせるそのために。

「これ以上、好き勝手は真ま似ねはさせないわ。今すぐに──ぁ？」

　急ぎ、風を纏まといながら駆け出そうとした瞬間だった。

　螺ら旋せん階段を駆け上がろうとした視界がブレ、『千里眼』がほどけかける。右目にライの視界を映したまま、左目に自分の視界を維持、なおも景色がぼやける。

「く、ぁ……」

　それだけではない。先ほどまでは感じなかった重たい疲労感と、内臓を見えない手で掻かき回されるような不快感と痛みが、ラム自身へと降りかかっていた。

　これは紛まぎれもなく、ラムが普段から味わっている『ツノナシ』の呪縛だ。

「ま、さか……バルスが死んだ？　……いいえ、違うわね」

　スバルの無様な犬死には、ラムへ跳ね返る負荷の軽さから違うと判断できる。ほんの数分だが、ラムが引き出した力を考えれば、その代償はこんなものでは済まない。

　それこそ、血を吐き、のた打ち回っても不思議はない苦しみのはずだ。

「そうならないということは、バルスの力が完全に途切れたわけじゃない……不測の、誰かの負荷を多く引き受けたわね……ベアトリス様か、メィリィか……」

　考えられる候補はそのあたりだが、その答えを確定させることには意味がない。

　重要なのはこの瞬間、ラムが先ほどライを圧倒したような力を発揮することが困難になったこと。──枷かせで言えば、外せるのは一つだけ。二つは、二秒ももつまい。

　それではたして、ライ・バテンカイトスに勝てるのか──、

「何を弱気になるの。──勝つための、方策を打つしかないのよ」

　こうしている合間にも、陣営の勝利の可能性は目減りしていく。

　ラムは今一度、踏み外しかけた段差を踏み、螺ら旋せん階段を駆け上がる。

　──いつかも、こうして追われる妹の下へ駆け付けるため、息を弾ませたことがあったような、そんな風に欠落が疼うずくのを感じながら。
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「──ッッ」

　投じた短剣に鱗うろこを削られながら、血をこぼす黒い地竜が通路を疾走する。

　賢明なる地竜は『風かぜ除よけの加護』を展開し、自らの勝利条件──その背に負うた、青い髪の少女を落とすまいと、全力で『暴ぼう食しよく』の毒牙から逃れんとしていた。

　なんと健けな気げなことか。その精神性には称賛しかない。しかし──、

「地竜はいいね、頑張り屋だし、主人に忠実だ。きっと君が人間だったら、『美食家』の俺たち垂すい涎ぜんの一皿になってくれたってそう思うッ！　でも、でもでも、でもでもでもでもでもでもでも！　悲しいかな、地竜じゃ僕たちの腹は膨れないッ！」

　意思があり、魂があり、『記憶』があり、『名前』がある。

　にも拘かかわらず、『暴食』の権能は人間以外の『それ』を喰くらうことができない。

　故にライは、自分にとって一番の方法でこの地竜を愛いとおしんでやれない。──絵に描いた餅は食べられないと、そんな言い回しがあるそうだが、まさにそれだ。

「あァ、それだよそれ！　完全にそれなんだ！　腹が減って減って減って減って減ってどうしようもないときにッ！　こんなにも美う味まそうな食べ物の絵なんて生殺しだ。こんなのは完全に、児童虐待ってヤツなんじゃないのッ!?」

　疾走する地竜を追いながら、鼻の奥に詰まった鼻血の塊を噴き出す。

　直前の戦闘で顔は潰つぶれ、眼底が砕くだけたのか左目の眼球がゴロゴロしている。牙が折られて舌は裂け、とめどなく流れる血が下顎を濡ぬらすが、全てがどうでもいい。

　──今、ラムがこの光景を見ているかと思うと、心底ゾクゾクする。

「姉様は──」

　清く気高く完璧で、非の打ちどころのない完成された存在。

　それがライの内に眠る『記憶』の訴えであり、手も足も出せずに半殺しにされた上での正当な評価であると考える。本気を出したラムには、ライでは歯が立たない。──否いな、おそらくは大罪司教の誰であろうと、本気のラムには軽くひねり殺されるだろう。

　あるいはレグルスなら、その権能の絶対性で勝負になったかもしれないが──、

「まァ、あんな馬鹿に姉様が殺せるはずないしさァ。どうせ、殺せないなら殺せないで、大だい瀑ばく布ふにでも落とされて終わってただけってね」

　殺せなくても、封じ込め方くらいならいくらでもある。それこそ、『嫉しつ妬との魔女』が三英傑の手でも殺せず、今も封魔石の祠ほこらに閉じ込められているように。

　そんな素晴らしいラムの存在が、今のライには誇らしくて誇らしくてたまらない。

「──姉様の妹として、恥ずかしくない成長をしなくちゃいけませんね」

　高まる使命感を胸に、ライは己の内の『記憶』を引っ張り出す。

『暴ぼう食しよく』の権能、その一種に『[image: ]しよく』と呼ばれている能力がある。それは端的に『日食』と『月食』の二つに分けられるモノだが、非常に使いどころが難しい。

『月食』は月が欠けて見える現象。──転じて、喰くらった相手の『記憶』を引き出し、それをライ自身の肉体で再現することだ。普段、ライが多種多様な『記憶』を閲覧し、それを組み合わせて超級の合成体術として運用するのが『月食』の本領と言える。

　一方で『日食』は、太陽が隠れて見える現象。──転じて、喰らった相手の『記憶』だけでなく、その存在そのものを自らに被かぶせ、本来のスペック通りに運用する手法だ。

　ただし、肉体を相手のモノへ変じる場合、相手の精神の影響を強く受けすぎる恐れがあり、よほどのことがない限りはライやロイはこれらを多用しない。

　ライ・バテンカイトスとロイ・アルファルドが主に用いるのが『月食』。

　ルイ・アルネブが主に用いるのが『日食』──それは自分の肉体を持たず、確固たる自我を持たないルイだから気軽に使える奥の手だった。

　だが、ラムとの戦いで半殺しにされ、生き延びるために『跳躍者』ドルケルを『日食』で再現した瞬間、ライは殻を破った。これまで、自らが失われることを恐れて使わないでいた『日食』を使いこなし、確固たる己を維持する術すべを見み出いだしたのだ。

　これでより完璧に、無駄なく相手の『人生』というメインディッシュを味わえる。

「戦いの最さ中なかに成長するなんて、本来なら儂わしのような老いぼれには絶対に起こりえないことなのにねん。ははッ！　こいつは傑作だぜ！　ですよね、姉様！」

　強きよう靭じんな自我を確立したおかげで、何とも清すが々すがしい気分だ。

　この、覚醒状態の自分を素晴らしい姉様にちゃんと見てもらいたい。そのためにも、もっと彼女の憎悪を駆り立てる手法を選択しなくては。

　例えばそう、目の前の地竜の背にある、『自分』のことを──、

「そう言えば、案外やったことないんだよなァ。自分で自分を殺すのって、これも新しい価値観の発見になるのかなァってね」

「──ッッ」

　ウインクした瞬間、短距離の空間跳躍によって世界が切り替わる。

　喉の奥で呻うめきを爆発させる地竜が、背後にいたはずのライの出現に驚きよう愕がく、その真横を足を止めずに駆け抜けようとする。

「──ッッ」

「はいはい、暴れない暴れない、よく頑張ったで賞」

　すり抜け様、地竜の胴体へ『拳王』の一撃が叩たたき込まれ、地竜が壁に叩き付けられる。だが、倒れ込む地竜は体を丸め、背中から落ちる少女を庇かばおうと足あ掻がく。

　健けな気げ、実に健気。だが、健気さは後々の悲劇のスパイスにしかならない。

「それを！　しっかりッ！　弁わきまえ！　よう！　ね！」

　一言、一区切り、一声ごとに念入りに、黒い地竜へとそれを叩たたき込む。

　容赦のない打撃に頬ほお骨ぼねや前足を砕くだかれ、蹲うずくまった地竜にもこれで痛みと共に教訓が刻まれたはずだ。幸い、ライは地竜の『記憶』は喰くらわない。

　だから、その命を奪う理由もない。今日のことを、共に覚えていたい。

　あとは──、

「姉様のために、姉様の大切なレムのことを、レムの手で……」

「──薄気味悪いことを言わないでちょうだい」

　凛りんと冴さえた声がした直後、レムへと覆いかぶさろうとした顔面が強烈に弾はじかれる。

　聞こえた声に上げた顔が、真正面から迫る二つの靴裏の直撃を受けた形だ。そのまま大きく後ろへ弾かれて、ライは背中で床を滑っていく。

　そして──、

「あっはははははァ……やっと追いついてくれたんですね、姉様。僕たち……あで？　あたしたち……俺っちたち……？　──レムたちは、待っていましたからァ」

　ゆっくりと、寝そべった姿勢から足の力だけで起き上がる。

　そうして愛いとしの半身を正面から見据えると、ラムは初めて見る顔をしていた。

「……短時間で、ずいぶんと不細工になったわね」
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「……短時間で、ずいぶんと不細工になったわね」

　それは、ひどく悪趣味な追いかけっこに追いついたラムの正直な感想だった。

　ライの視界を奪ったまま、ラムは不完全な解放状態の肉体を引きずり、ボロボロになるまで痛めつけられた地竜と、その傍かたわらに寝かされたレムの下へ駆け付けた。

　そして、そのレムに覆いかぶさっていたのが──、

「不細工だなんて、姉様ひどいですゥ……僕たちはこんなに、こんなに、こんなにさァ！　姉様のことを大事に思ってってッてってってててて」

　口調が定まらず、呂ろ律れつが回らず、思考が千々に乱れている言動。

　それが精神に異常をきたしたことが原因であると、ラムには──否いな、誰から見ても一目でそれとわかっただろう。

　何な故ぜなら、ライの姿はそれほどまでに歪いびつな状態だったからだ。

　引き出した『記憶』から肉体を再現し、当人の技を十全に扱えるのがライの隠し玉だったはずだが、それはどうやら奴やつにとっても禁じ手だったらしい。ラムの目の前にいる『暴ぼう食しよく』の姿は、引き出した『記憶』のどれでもあり、どれでもない。

　ぐにゃぐにゃと、入り混じってしまっている。

　空間を跳躍した禿とく頭とうの老人の部位があり、ラムの風の刃やいばを受け付けなかった肥満体の巨漢の部位があり、神域に達した格闘能力を有する武闘家の部位があり、それ以外にも様々な人間の身体的特徴が、その不気味な人体を構成している。

　そして、どうやらそんな歪いびつな状況に、ライ自身は無自覚だ。

「──？」

　ライは、もはや何者でもない何かになりかけていた。

　元々、他者の『記憶』を奪い取ることに特化し続けた存在は、自己という強固な土台が希薄だったのかもしれない。それが原因で、奴やつは壊れた。

「その挙句がレム気取りの怪物？　正直、ここまで腹が立ったのは初めてだわ」

　欠けた居場所を埋める欠片かけらと、そうわかっている妹の顔を見下ろし、ラムはその特徴も顔の一部に加えているライに嫌悪感を催す。

「よく頑張ってくれたわ、パトラッシュ。レムを連れて、下がっていて」

「[image: ][image: ]ッッ」

　応答の声も弱々しく、血を吐くパトラッシュを背後に庇かばう。

　ずるずると、巨体を引きずりながらパトラッシュがレムの襟首をくわえ、下がる。そのまま戦場から遠ざけたい考えだが──、

「ダメですってばァ、姉様。それは大切なオードブル……メインディッシュを堪能する前に、付け合わせは必須なんですか──」

「──死になさい」

　人の頭ほどもある足を踏み出し、暴論を述べようとした顔面へ掌てのひらを向ける。

　そこで渦巻く風の刃やいばは、相手の首から上をズタズタに引き裂く威力を秘めた小規模の嵐だ。──事ここに至り、ラムは手加減するのをやめた。

　殺さずに痛めつけ、『記憶』を戻す方法を探ろうとした結果、レムの身柄を危うくし、事実としてパトラッシュが大ケガをする事態を招いた。直前の錯乱した発言を鑑みても、ライから真っ当な回答が得られる可能性は低い。総合的に見て、この選択が正しい。

　ライを撃破し、肉体の負荷をスバルから引き取る。その上でパトラッシュとレムを緑部屋へ戻し、ラムは他の誰かの下へ援護に駆け付けるべきだろう。

　と、そこまで考えたところだった。

「────」

　顔面を嵐で引き裂く寸前、ラムは瞠どう目もくした。

　何のことはない。またしても、ライの外見に変化が生まれただけだ。

　ただしそれは、他ならぬラムにとっては見過ごし難い変化だった。

　──その、複数名の特徴が集まった顔の額に、一本の白い角が出現したのだ。

「──姉様」

　一瞬、確かにレムと瓜うり二ふたつの顔で、レムが発するのではと思われる声で、呼ばれる。

　硬直したラムの顔面へと、ライの巨腕の一撃が叩たたき込まれた。
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　致命、ではない。

　だが、楽観できるほど軽い一撃でもなかった。

　脳が揺らされ、鼻から血が滴る。

　足下が負荷とは無関係におぼつかなくなるのは、甚大な被害を受けた証拠だ。

　そして、それをもたらしたのは、青い髪に優しげな面持ちをした可か憐れんな少女──何の冗談か、この場に同じ雰囲気の顔が三つも揃そろえられている。

「泣いてください、姉様」

　懇願の雰囲気を漂わせ、その薄青の瞳ひとみに涙を浮かべながら、拳こぶしが振るわれる。

　一発ごとに骨の髄へ、あるいはその奥にある魂へ衝撃が届く。

「怒ってください、姉様」

　腹を打たれて顔が下がり、その顎を真下から打ち抜かれる。舌は噛かまずに済んだが、再び腹を打たれて後ろへ下がらされ、頭部に肘を入れられる連係の餌食だ。

「笑ってください、姉様」

　声に込められた親愛が、一言ごとにラムの心を掻かき毟むしる。

　ずっと、ラムの認識では眠り続けていたレム。『記憶』を抹消され、人生で常に隣り合っていたはずなのにどこにもいない、奪われた妹。

　いつか、彼女の目が覚めたとき、初めて呼びかけられるのを楽しみにしていた。

　そのとき、ラムが妹の記憶を取り戻しているのかはわからない。

　仮に戻っていなかったとしても、戻っていたとしても、そのときの最初の一言は、きっと産声のように特別なものになるはずだった。

　それが──、

「泣いて」「怒って」「笑って」「苦しんで」「微笑ほほえんで」「痛がって」「むくれて」「昂たかぶって」「恥じらって」「微睡まどろんで」「むずがって」「驚いて」「言こと祝ほいで」「──姉様」

「その──っ」

　呼び方をするなと、吠ほえようとする口を掌しよう底ていに塞がれ、声を出せない。

　ラムが追い込み、生み出してしまった怪物──その力量は、圧倒的だった。

　躊躇ためらいがない。引き出しに制限がない。自分が失われている自覚がない。そして、それなのに姿形を、ラムの大切な半身から引き離そうとしない。

　月も太陽も陰っているにも拘かかわらず、闇は完璧に『暴ぼう食しよく』を塗装していた。

「姉様、姉様、そんな顔、姉様らしくないと思います」

　唇を尖とがらせ、甘えるような表情の妹に拳で間違いを正される。その一撃を無防備に胸に受け、胸骨を軋きしませながらラムは壁に激突する。

　強固なはずのプレアデス監視塔の石壁が砕くだかれ、通路の向こうにラムは倒れ込んだ。

　周囲には濛もう々もうと煙が立ち込め、血と粉っぽい舌触りに咳せき込こむ。途端、折られた骨と潰つぶれた肉が我先にと悲鳴の大合唱を始める。

　首を巡らせ、いったい、どこへ叩たたき込まれたのかを確かめようとした。

「──ぁ」

　小さく、掠かすれた息が漏れた。

　それは落胆か、あるいは呆あつ気けなさに対する感傷を交えたモノだったかもしれない。

　倒れ込んだ通路の先、ラムの視界にパトラッシュとレムの姿があった。

　距離は、せいぜいが十数メートル──ラムが稼いだ時間は、ラムが味わった苦痛にずっとずっと引き延ばされ、長く感じただけの十数秒だったのだ。

「姉様、姉様、ご無事ですか？」

　白々しい問いを投げかけ、ライが通路を迂う回かいする足音が砂煙の向こうに聞こえる。

　その間、ラムは血を吐いて、ボロボロのパトラッシュと互いの視線を交わした。

「──ッッ」

「……ええ、わかってる。全部終わったら、二人でバルスを折せつ檻かんしましょう」

　実際、パトラッシュが何を言ったのかはわからない。

　しかし、おおよそラムの答えが間違っていなかったことは、黒い地竜からの訂正がなかったことが証明してくれる。

「────」

　ラムの判断、それが裏目に出たと認めざるを得ない。

　持てる手札は使い尽くし、引いた札にはことごとく裏切られる。

　ラムはあらゆる点で自分が秀でている自覚があったが、一点、どうしようもなく、持ち合わせていないと自覚しているモノがあった。──時の運だ。

　角を折られ、鬼族としての在り方を損なった日から、それは変わらない。

　もっとも、在り方などに大した執着はなかった。額に生える白い角を、この世で最も疎ましく思っていたのが、他ならぬラム自身だったから。

　それなのに、都合のいいことに、今は失った角さえあればと思ってしまう。

　──否いな、それは正確ではない。正確には、角自体はあるのだ。

　角自体は今も、ラムの手元にある。ずっと肌身離さず持ち歩いている愛用の杖つえ──その杖の基礎には、ラムの折られた角が使われている。

　角は、鬼族の強きよう靭じんな肉体が必要とするマナを、効率よく集めるための重要器官。

　魔法を行使するための触媒として、ラムにとってこれ以上馴な染じむものは存在しない。

　そのため、ロズワールがわざわざ角を回収し、特注で作らせたのがこの杖だ。

　その角が、杖の中と額と、ある場所が違うだけでこんなにも──、

　こんなにも──、

「────」

　ふと、角のことを思ったラムの脳裏に、とある考えが過よぎった。

　それは角の有無もそうだし、ラムが一度はライを圧倒した事実や、この状況を打破し、可能性を繋つなぐために知識を総動員した結果だ。

　角の折れたラムと、眠り続けているレム。どちらも、ロズワールに拾われた姉妹。

　どうして、ロズワールはラムとレムを、姉妹を拾ったのだろうか。

「────」

　ラムは、ロズワールが自分に求める役割を知っている。

　その過程でロズワールが行おうとしている計画、それも知っている。

　そのためにラムが必要だと、時がくれば自おのずと、その方法もわかると聞いていた。

　故に、ラムは必要なときがくるまで詮索しないつもりでいた。

　しかし、この瞬間、ラム自身が、眠り続けるレムが、姉妹のために戦ってくれたパトラッシュが、生き延びるために必要な考えが、浮かぶ。

　それは、ひどく荒唐無稽な、だが同時に納得のいく推論でもあると胸を張れる。

　ラムの愛した、ロズワール・Ｌ・メイザースであれば──、

「人でなしと罵ののしられる覚悟で、それをすることもあるでしょう」

　そうこぼし、ラムは震える手で腿ももに備え付けた杖つえを抜いた。

　じっと、十年来使い込んできた杖を見つめ、そして、それを勢いよく壁に叩たたき付ける。

　砕くだけ散った杖の内側から、長らく見なかったそれが飛び出した。

　──あのときのように、くるくると目障りなぐらいに回転しながら。
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　ゆっくりと、白い土つち埃ぼこりの立ち込める通路を手で払い、ライは前に出る。

　楚そ々そとした仕草で足取りはたおやかに、必要以上に騒がしくしないのはメイドの嗜たしなみであり、主あるじに恥をかかせないための最低限の気遣いだ。

　煙の先、愛いとおしい姉が倒れているはず。

　彼女の、色んな顔が見たかった。強い感情を宿し、爛らん々らんと燃える薄紅の瞳ひとみ、それを真っ向から見つめ返したかった。それはもはや、恋心にさえ思えるほど初う心ぶな欲求で。

「あら」

　煙の向こう、最初に見えたのは足を引きずる黒い地竜だ。

　姉様との語らいと触れ合いの最さ中なか、いつしか見えなくなっていた地竜。別段、興味の対象ではないが、地竜が連れていった『邪魔者』には用事があった。

　姉様を、姉様と呼び慕えるのは自分だけでいい。姉様は、自分だけのモノだ。

「あァ、見つけました」

　身をよじる地竜の向こう側に、壁にもたれる『邪魔者』の姿があった。

　おあつらえ向きに体を起こされていて、ちょうど首か心臓を狙いやすい。さっさとその息の根を止めて、メインディッシュの姉様に取り掛からなくては。

　そう、『邪魔者』と距離を詰めようとして、ライは気付いた。

　──俯うつむいた少女の青い髪を頂く頭部、そこがぼんやりと淡く光っているのが。

「訂正するわ」

「──っ、ねえさ」

「時の運がないと思っていたの。──でも、そうじゃなかった」

　聞こえた声の主を呼ぼうとして、しかし、それはできなかった。

　それを上回る速度の一撃が、ライの顔面を打ち抜く。驚きよう愕がくがあり、次の瞬間には衝撃波が突き抜け、歩いてきた通路を逆方向へぶっ飛ばされる。

「[image: ][image: ]ッ!?」

　あまりの威力に勢いを殺せず、ライが壁を二枚ぶち抜いて止まった。

　痛みや苦しみより驚きが先行し、立ち上がってからダメージの重さに膝をつく。

　いったい、何が起きたのかと、ライは可か憐れんな顔を驚愕に染め──、

「どうやら、天さえもラムとレムの可愛かわいさに首ったけのようね」

　自らが砕くだいた壁の穴に立ち込める噴煙、その向こうに目を凝らそうとした直後、音さえも置き去りにする速度で掌てのひらに顔を掴つかまれていた。

「ねえ、さま……」

「残念だけど、ラムの妹は奥で寝ているわ。『共感覚』ではっきりとわかる」

「きょう、かん……？」

「『共感覚』よ。ラムとレムは仲良し姉妹だったようね。喜びや怒り、悲しみや痛み、そういったものを分かち合える。──角の活性化の恩恵と負担、その両方も」

　意味は、はっきりとはわからない。ただ、ライがこの目で見たものが肯定された。

　殴り飛ばされる前、壁にもたれかかる『眠り姫』の額に見たのは白い角──生来の、あの鬼の娘が持ち得た、姉に勝る唯一の財産。

　それがあるから、それが光るから、それが通じているから、何なのか。

「バルスの作戦がヒントというのが癪しやくだけど、いいわ」

「スバルくんが、何を……」

「──その顔と声で、バルスの名を呼ぶのはやめなさい」

　瞬間、顔を掴まれたまま豪快に、ライは後頭部から地面に叩たたき付けられていた。

　びくびくと、手足を震わせるライ。そのライの前で、ラムは確かめるように掌を開閉し、その額の古傷からおびただしい血を流している。

　だが、ラムはその流血を煩わしがるどころか、歓迎するように唇を緩めた。

　まるで、失われた絆きずなが繋つながっていたことを、その血と痛みが証明するように。

「暗い場所で生まれたものは、暗い場所へ帰りなさい。泣き声を上げて生まれたのなら、泣き声と共に死になさい」

　手の甲でそっと額の血を拭い、薄紅の瞳ひとみがライを見下ろす。

　その瞳に激情が宿ることを望み、ここまでの多くを組み立てたライ。

　──そんな『暴ぼう食しよく』の大罪司教を、ラムは凍いてつくように冷たい目で見下ろしていた。
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　ずっと以前から、疑念を抱いてはいたのだ。

　忠誠を捧ささげる主あるじであるロズワール・Ｌ・メイザース、彼の最終的な目的を達成するためには、ルグニカ王国を守護する『龍りゆう』を殺す必要がある。

　ラムは、ロズワールのその目的に欠かせない重要な駒、他ならぬ彼からそう聞かされたのは、もう今から十年以上も前のことになる。

　赤く燃える鬼族の村、そこでラムと■■を救ったロズワールは対価を求めた。

　そして、ラムは鬼族の応報と引き換えに、その対価を支払うと決めたのだ。

　そのために、『龍』を殺す計画だろうと何だろうと協力しようと。

「時がくればわかる。──君の、君たち姉■にしか果たせない役割が」

　肝心の龍の殺し方を聞いたとき、主はそう答えたと欠けた記憶が覚えている。

　それがどういうことなのか、不思議と今日まで深く考えることはなかったが──、

「ようやくわかったわ。ロズワール様の狙いが」

　ロズワールの行動の全ては、彼自身の長い人生を懸けた最終目標のためにある。

　そのためにルグニカ王国に深く潜り込み、そのためにラムと■■を救い出し、そのために『聖域』を覚悟の試金石として押さえ、そのためにナツキ・スバルを試した。

　故に、ラムの中でも答えが出た。──ロズワールが姉■を引き取った理由。

　■■は、ラムの失われた角の代わりとして引き取られたのだ。

　ラムと■■の姉■は、二人で一人の鬼として、『龍』を殺すために手元に置かれた。

　無論、『暴ぼう食しよく』の権能の影響からロズワールも逃れられない。

　結果的に彼も、■■がどうして自分の屋敷に置かれていたのかを忘れたはずだ。だが、忘れたとしても、すぐに自分自身の狙いには勘付けたはずだ。

　そして、『暴食』の被害から■■を取り戻そうと奮闘するラムたちを見ながら、その事実は口外しなかった。まったく、どこまでも──、

「周到なところは変えられないわね」

　一度はスバルの行動によって計画を頓とん挫ざさせられながらも、虎こ視し眈たん々たんと水面下で自分の目的を果たすための工作は進め続ける。厄介な性た質ちだと、ほとほと呆あきれる。

　ただし、こうも思う。──■■を連れた今回の旅、ラムの同行を許したのは、ロズワールがこうなる可能性を予期していたからではないかと。

　考えすぎかもしれない。慕う男を過大評価するあまりの妄想なのかもしれない。

「──でも、どうせなら、好きな男に信頼されていたと思った方が気分がいいわ」

　ラムがいれば、■■や他の面々が守り通されると思っていたのだと。

　いざとなれば、ラムがロズワールの隠していた思惑に気付いて、『龍』を殺すための切り札をめくることを自ら選ぶと、そう信じられていたのだと。

　ラムという女の十年間を、ロズワール・Ｌ・メイザースという男が評価したのだと、そう考えた方が、ずっとずっと気分がいい。

　だから──、




「──今、最高に気分がいいの。ぶちのめされなさい」

「ねえさ、まぁぁぁぁ──ッ！」

　顔面を掴つかまれたまま床に叩たたき付けられ、手足を震わせるライの姿が変貌する。

　レムの面影を残しつつも、手が足が、左右非対称に膨れ上がり、伸び縮みし、変幻自在というよりも、無節操な変化を繰り返し、最適解を求める。

　自我は混在し、己などすでに見失っていよう仇かたき、実に不愉快だ。

「馬鹿ね」

　地面に寝そべったライが中途半端な巨体を振り回し、ラムの掌てのひらから強引に逃れる。そのまま跳ね上がり、丸太の如ごとき腕を振るう相手へラムは躊ちゆう躇ちよなく踏み込んだ。

　額から血が流れる。だが、その痛みと喪失感が、ラムの鬼の血を心底沸かせた。

　ああ、なんと腹立たしい。この感覚、この昂こう揚よう感、煩わしいとずっと思っていた。

　憎たらしい鬼の本能、戦うことを歓迎し、力を振るえることに高揚し、殺すべき敵を殺すために血を沸かせる渇望が、ラムはずっと嫌いだった。

　だからあの夜、自分の額に生える角が折れたとき、解放されたと思ったのに。

「皮肉なものだわ」

　そうこぼしながら、ラムは叩き付けられる腕を取り、そのまま相手を背負い投げる。床に投げ捨て、その頭部を蹴り飛ばして通路の奥へ。

　背後、負傷した地竜と、壁に寄りかからせた少女へは近付けさせない。

「────」

　変わらず眠り続ける少女の額では、淡く輝く白い角が存在を主張している。

　本来、自らの意思なく眠り続けている彼女には、たとえ鬼族であろうと角を機能させることはできないはずだった。──それを、『共感覚』で強引に覚醒させる。

　血の濃い存在同士の間で結ばれる実体のない繋つながり、それが姉妹の記憶を失ったラムにとっての、レムと自分との関係を証明する客観的な感覚だった。

　この一年間、言葉を交わせないレムとの繋がりを信じられたのも、そのおかげで。

　だから、ここでその『共感覚』の悪用に気付いたのはあくまで偶然だ。

　腹立たしいことだが、スバルの発想のおかげだ。彼が妙な力でラムの負担を引き受け、戦う力を与えてくれたから、同じことをする発想が生まれた。

『共感覚』で繋がった同士は、強い感情や、時にケガや痛みさえ共有する。

　原理はわからないが、以前、ベアトリスの禁書庫で一読した本にこんな仮説があった。

　──『共感覚』とは、異なる個人二人の間でオドが繋がって作用していると。

　オドとは、その人間の深奥に存在する力の源──魂とも言い換えられる。

　マナの代わりに魔法を使うための力として使われることもあるが、本来、オドとはその人間をその人間たらしめる純粋な性質そのもの。

　何者にも侵されざる領域、それが同じ胎はらから生まれたモノ同士、繋つながってしまった結果が『共感覚』なのではないか、という説だ。

　結局、それは俗説と片付けられた話だったが、ラムは個人的に気に入っていた。

　生まれながらに、自分と誰かが繋がっているなんて、素敵な話だ。

　そして、そんな誰かとの繋がりが本当にあるなら──、

「──きっと、ラムは生まれながらにその子を愛してやまないでしょう」

　たとえ赤子であったとしても、その絆きずなを守るためなら手段を問うまい。

　守るために、愛めでるために、慈しむために、愛するために、全てを与えるだろう。

　だから──、

「許してちょうだい。こんなときに、あなたにも荷を背負わせる悪い姉様を」

『共感覚』を通じて、ラムは己の肉体へかかる負担を眠る妹へ共有させる。

　一度、スバルの権能を自分で体感したおかげだ。一度見れば、ラムは大抵のことは同じように実現できる。スバルのアレも同じ仕組み──アレはおそらく、他者のオドと自分のオドを強制的に繋いで、かなり一方通行な『共感覚』を引き起こしているのだ。

　スバル側の負担も送ろうと思えば送れるだろうが、スバルは馬鹿なのでそれはしない。逆に、一方的に引き取ることで、味方の負担を減らそうとする。

「──馬鹿ね」

　先ほど、ライへかけたものと同じ言葉。

　しかし、それは同じ言葉でも、同じ響きではなかった。

　スバルが権能でやったことを、ラムは『共感覚』で繋がるレムとのみ再現できる。

　スバルの方に何があったかはわからない。だが、これで多少はマシになるだろう。ラムも、スバルとずっと繋がっているなんておぞましい状況から脱せる。

　代わりに、ラムの負担はレムの方へ流れ込んでいるが──、

「────」

　眠り続けるレムは、何も言わない。

　ただ健けな気げに、その重ねた両手に持たされた白い角──杖つえの中に仕込まれていた、ラムの折れた角を触媒に、自身の角へと流れ込むマナをラムへ送り続ける。

　その、ラムの必要とする莫ばく大だいなマナを介するのは、レムの肉体にどれだけの負担をかけてしまうか計り知れない。──故に、短期決戦だ。

「ねえ、さ、まぁぁぁ──っ!!」

　吠ほえながら、蹴り飛ばされたライがラムの下へ舞い戻る。

『跳躍者』とやらの力を利用し、存在した距離を瞬く間に掻かき消す魔技──しかし、その神出鬼没の技も、完全に相手に見切られていては意味がない。

「遅いわね、ウスノロ。これじゃラムが老婆になるわよ」

『千里眼』で相手の視界を盗み取り、あらゆる攻撃に先んじて出鼻を潰つぶす。突き出される掌てのひらの五指を全て反対に捻ねじ曲げ、不細工な喉に肘鉄、回し蹴りで壁に叩たたき付けた。

「か……っ」

「もっとも、ラムは老いても可愛かわいいけどね」

　言いながら、相手の服の襟首を掴つかんで引き上げ、再び後頭部から地面へ落とす。その顔面へ踵かかとを叩き落とし、鼻面を粉砕。

　掴みかかってくる両腕を下がって躱かわし、風の刃やいばを無数に叩き込んだ。

「──ぎ、ああああ!!」

「可愛い顔で、ずいぶんと不細工な悲鳴ね」

　全身を風刃に切り刻まれ、血ち飛沫しぶきを撒まきながらライが吹き飛ぶ。

　相変わらず、その肉体は落ち着きなく変化を繰り返しているが、徹頭徹尾、その首から上だけは見知ったそれから変えようとしない。

　反へ吐どが出そうだ。品がないので、ラムはそんなことをしないが。

「────」

　おびただしい血を流しながら、芸もなく飛びかかってくるライ。

　正しくは、おそらく神業めいた技術を駆使しているのだろう。様々な超越者の力を掛け合わせて、どだい、誰にも再現できない技を編み出しているはずだ。

　その、あらゆる方向に特化した優秀な攻撃を、ラムはそれを上回る暴力で潰す。

　百の、千の大技を、億の力で捻ひねり潰す。これは、もはやそういう戦いだった。

　スバルと違い、やはりレムとの繋つながりは馴な染じむ。枷かせを、さらに二つほど外した。

　おそらくは全盛期の五割──否いな、当時のラムより成長した分、あのときよりもよほど今の方が強い。そして、その強さに溺れないことがラムの強みだった。

「やっぱり、角を折られて正解だったわ」

　あの夜がなければ、いつか角の誘惑に屈していたかもしれない。

　ありえないと言いたいところだが、ありえなかったことの答えはわからない。だから、ラムは今があって正解だったと、歩んだ道の清すが々すがしさを誇る。

　角をなくしたおかげで、ラムは自分の嫌った『鬼』にならずに済んだ。

「そもそも、あの夜がなかったらロズワール様にもお会いできないのだから、比べるまでもなかったわね」

　これ以上ない結論、それを答えとしてラムは掌を正面に差し出した。

　その掌の目と鼻の先に、空間を跳躍したライが出現する。出現場所を読まれたことに驚きよう愕がくする顔面、それを鷲わし掴づかみにして、

「連続して飛べないんでしょう？　手品は見飽きたわ。その顔も」

「ま──」

「待たない」

　冷たく言い捨て、ラムは相手の顔面を掴んだ掌に風の刃を発生させる。

　瞬間、目を、鼻を、唇を、耳を、顔のありとあらゆる部位をいっぺんに切り刻まれ、ライが血を吐きながら絶叫する。

「あ、ああ、あああああ──ッ!!」

　泣き叫びながら、涙の代わりに大量の血を流すライが通路をのた打ち回る。

　それを見下ろし、しかし、ラムは慈悲の姿勢を見せず、悶もだえるライへ迫った。

　近付いてくるラムの足音を聞いて、ライの姿が変わる。

　長身の、たくましい肉体の持ち主。──迫る拳こぶしを叩たたき落とし、膝をへし折った。

　蹴倒され、ラムから逃げるためにライの姿が変わる。

　髭ひげ面づらの巨漢、丸くなって防護を固める。──その体を蹴り上げ、拳の連打で天井へ釘くぎ付づけにし、自慢の皮膚の下をグズグズの肉塊に変える。

　終わりのない責め苦を与えるラムを殺すため、ライの姿が変わる。

　禿とく頭とうの老人、神出鬼没の魔技。──もはや種の割れた手品を憐あわれみながら捕まえ、その顔面を壁に押し付け、全身を削るようにして走る。

「あ、ばばばばばばばばァァァ──っ!!」

　ラムの剛力に押さえられ、逃げ場のないまま全身を削られるライ。その姿がラムの手の中でグネグネと、最適解を求めるように変化する。

　そのことごとくを封殺し、ラムは百の、千の、万の犠牲者を力ずくで弔う。

『暴ぼう食しよく』に取り込まれ、鍛えた技を、歩んだ道を、愛した想おもいを、踏み躙にじられ、蔑ないがしろにされた彼ら、彼女らのために、力で以もつて供養とする。

　もう、技を、道を、想いを、利用されることはない。

　何一つ、ラムには通用しないのだから。

「自分の責任は、自分で取りなさい」

　腕を振り抜いて、ラムはその全身を激しく削られた冒ぼう涜とく者しやを投げ捨てる。

　監視塔の通路に転がり、ビクビクと震えるライ。その姿がゆっくり、ゆっくり、ゆっくりと変化していく。数多あまたの『記憶』を頼りにしたその姿が変貌し──、

「あら、久しぶりね。会いたかったわ、その顔に。上から三番目くらいだけど」

「──ぁ、か、ぁ」

　額の血を拭いながら、唇を緩めたラムの視線の先にライがいる。

　本当の意味で、ライだ。それまでの、他人の顔や技を借りた小手先の存在ではなく、自分の顔と姿に戻ったライが。

　誰になろうと、頼ろうと縋すがろうと、自分からは逃げられない。

　角を折られようと、ラムが鬼であることが変えられなかったように。

『記憶』を奪われようと、ラムがレムの姉であることが変わらなかったように。

「せめて最後ぐらい、自分の力で抗あらがってみる？」

「────」

「そう言えば、螺ら旋せん階段で気になることを言っていたでしょう。──あなた、弟や妹がいるようね。弟てい妹まいのために、意地を見せたらどう？」

　倒れ伏したライ、その痛々しい呼吸が不意に収まった。

　命を落としたわけではない。ラムの言葉に反応したのだ。

　弟と妹、その響きを聞いた途端、ライの呼吸がわずかに落ち着く。そして、ライはゆっくりと、その場で体を起こし──、

「おれ、たちの……ぼく、たちの……妹、に……」

「手を出すな、とでも？　生あい憎にくだけど、そんな主張ができる立場だと思うの？　一度でも誰かの訴えに耳を貸したことがある？」

「それ、れもぉ……」

「────」

　血ち塗まみれの顔をぐしゃぐしゃに歪ゆがめ、ライが涙声で懇願する。

　その悲痛な響きの訴えに、ラムは微かすかに目を細めた。それから吐息と共に目を伏せ、

「考えて──」

「──姉様は、優しすぎます」

　刹那、視線が逸それた瞬間、ライはそれだけ言い残し、姿を消した。

『跳躍者』ドルケルの空間跳躍──痕跡すら残さず、冒ぼう涜とく者しやは視界から掻かき消えた。

　──逃げたのだ。
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「ははッ！　あはははッ！　あはっははははァ！」

『跳躍者』ドルケルの異能を駆使し、ライはラムの領域から逃亡した。

　もう、ラムを喰くらおうなんて暴挙は考えない。なりふり構わず、逃走を選ぶ。

　勝てない。勝てない。あれには勝てない。

　あれは、美食の皿にも悪あく食じきの皿にも載らない、そういう存在だった。

「ルイとロイ、二人には悪いけどさァ！　美食には下した拵ごしらえが重要なんだ」

　全身の負傷を押しながら、ライは同じ獲物を狙っていた弟妹を嗤わらう。

　ルイは早々に戦線離脱し、ロイも別なところで暴れている頃合いだ。いっそ、あの鬼が二人の方を狙ってくれれば、悠々と離脱することもできる。

『悪食』のロイは引き際を知らないから、いよいよ死ぬかもしれないが、仕方ない。

　むしろ、ロイの『悪食』には辟へき易えきとしていた。奴やつが好き放題に餌場を荒らすモノだから、こちらに回ってくるはずの美食が奪われることもあっただろう。

　──否いな、これまでの自分の食したモノは、本当に『美食』だったのか。

「どいつもこいつも、役に立たない……あァ、クソ！　クソ、クソ、クソ！　あんな、あんなモノがあるなんてさァ！　知らなきゃよかったのにさァ!!」

　それは、姉を慕う妹の気持ちが引き起こした感情ではない。

　あれは計り知れない、絶大なモノへ焦がれる想おもい──ライの内から生まれ、本当の本当に、心の底から欲しいと願う強烈な感情だった。

　あれを、喰くい尽くしたい。全身全霊で味わい尽くしたい。

『美食家』を標ひよう榜ぼうし、あらゆる感情や、優れた逸材を喰くらってきたつもりだった。

　だが、この世に『本物』があると知ってしまった今、全ては色いろ褪あせていた。

　ライ・バテンカイトスという存在が、『暴ぼう食しよく』の大罪司教として価値あるモノと信じて集めてきた全てが崩れ去り、塵ちり芥あくたへと変わってしまった。

　あれほど煌きらめいて見えた豪勢な食卓が、泥団子を載せた砂場遊びと成り果てた。

「アレが、欲しい」

　あれを味わうためなら、何もかもを投げ捨てても構わない。

　あれを喰らうそのためなら、これまで溜ため込んだ全てを失って後悔はない。

　あれ以外を味わいたくない。あれ以外で己を満たしたくない。

「おぶっ、うえっ」

　走りながら、ライの口の端から吐と瀉しや物ぶつが漏れた。

　痛みや苦しみが原因ではない。ただ、耐え難かった。最上と信じていたモノがそうではなく、至高を知ってしまったことで、自分を満たす全てが汚らわしい。

　何な故ぜ、あれ以外を素晴らしいなどと思ったのか。称賛したのか。堪能したのか。

　真に素晴らしいモノ以外を愛して、いったい何が『美食家』なのか──。

「あァ、そうだ、そうだよ、そうだね、そうだろう、そうだろうさ、そうだろうとも、そうだろうからこそ、そうであってほしいからこそ！　暴飲ッ！　暴食ッ！」

　湧き上がる食欲、満たされる飢餓感、そして、欲しいと乞い願う心からの叫び。

　一つになりたいと、混ざり合いたいと、食欲が外なる存在を取り込むことなら、自分を突き動かす『暴食』は、究極の愛だ。

「そうだ！　愛してるッ！　姉様を……いいや、ラム！　俺たちはお前を愛して──」

　自らの内に芽生えた極大の感情、それを叫ぼうとした言葉が唐突に途切れる。

　原因は痛み、それは新たに発生した痛苦によるものだった。

「──ぁ？」

　頬ほおを押さえ、べったりと血に濡ぬれた掌てのひらをライは確かめる。

　新たに生じた切り傷、それは逃げるために塔の外へ向かっていたライの頬を引き裂いた傷──原因は、何もない空間。

「────」

　そこに無言で指を伸ばし、ライは自分の指先が切れるのを見た。

　何もない空間に、見えざる刃やいばがある。

「は」

　それは、ライが螺ら旋せん階段でラムに披露したモノと同じ技だ。

　空間に不可視の刃を設置する技は、伝説的なシノビの技であったが、それが誰の『記憶』であったのかは捨ててしまったからもうどうでもいい。

　問題は、ライが置いた覚えのない刃やいばがここにあることだ。

「まさか……」

　指を浅く切った刃を避け、ライはさらに奥へ足を進めようとし──その爪先が吹っ飛び、「あひっ」と悲鳴を上げてのけ反った。

　そして、のけ反った後頭部をも浅く削られ、顔を強こわ張ばらせて立ち尽くす。

　──見えざる刃に、囲まれている。

「……はは、本気で？」

　一度、見せただけだ。

　戦いの中で一度、それも不可視の技なのだから、見えたわけでもなかっただろう。

　しかも、彼女は実際にこの場に足を運んですらいない。にも拘かかわらず、彼女はこちらの逃げ道を捕捉し、先んじて見えざる刃を設置した。

　──彼女は、ライを逃がさなかった。この『目』に重なって、逃がさない。

「ひはっ」

　ライは嗤わらった。もはや、嗤うしかない。

　愛した。初めて、何かに強く強く焦がれた。その規格外さに、惚ほれ惚ぼれする。

　そして──、

「あァ！　待って、待ってくれ！　待った待った、あと少し！　あと少しだけでいい！　あと少しだけでいいからッ！」

『千里眼』にどれだけ訴えようと、声は届かないのは知識の通り。だから、必死の呼びかけは相手に聞かせるためのものではない。自分を突き動かすためのものだった。

　大慌てで、ライはすぐ脇の壁に取り付いた。喰くらったモノを放り捨ててしまって早まったことをした。『拳王』の異才さえ残っていれば、苦労しないで済んだものを。

　そんな感情も後回しに、ライは見えざる刃に腕を叩たたき付ける。両手の手首が吹っ飛び、傷口から血が噴き出した。

　痛い、痛い、痛い、痛い、痛いが、痛みは、今はどうでもいい。

「受け取ってくれ、僕たちの想おもいッ！　見届けてくれ、俺たちの願いッ！」

　ただ、血の噴き出る腕を壁に押し付け、力一杯に、文字を書く。

　どす黒い血で、小さな体を目一杯使って、砂の塔の壁に大きく大きく文字を書いた。

「ぶはァっ」

　そして、自ら後ろに下がり、右目を見開いてその文字を見る。

　壁に描いたその血文字が、心の底から求めてやまない相手へと届くように。

　彼女ならばきっと、最期の最後まで、自分と重なり合ったまま見届けてくれるから。

「あァ、愛して──」

　──言い切る前に、『暴ぼう食しよく』の大罪司教の首が風の刃に斬り飛ばされていた。
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「──フーラ」

　指を振るい、風の刃やいばを放ったラムは一言だけ呟つぶやく。

　逃亡した『暴ぼう食しよく』の背を追いかけ、ラムは風の刃を一枚だけ飛ばした。

　必死で逃げる『暴食』の足取りは、『千里眼』で容易たやすく追えた。狙いを正確にするために足止めの小細工をしたが、急造のわりにはうまく働いたようだ。

　そして、最後の刃が届く寸前、『暴食』は異常な行動に出た。

　己の腕を斬り飛ばし、その血で壁に血文字を書いた。

　汚らしく、ひどく一方的なそれは、見る価値もない悪質な嫌がらせだったが──、

「────」

　最期の最後、その血文字がくるくると回転して飛ぶのを見届け、瞳ひとみを閉じる。

　そうしなくては安あん堵どできなかったから、そうしたまでだ。見届けなくてはならないといった義務感など、微み塵じんもない。

　冒ぼう涜とく者しやは、最後の選択を誤った。

　弟てい妹まいのために命を懸ければ、ラムも慈悲を与えないではなかった。だが、奴やつはそれを餌にラムを謀たばかり、自らが生き残るための道具とした。

　喰くらったモノを返す術すべも、知らないのだろう。知っていれば、それを取引材料として命乞いしたはずだ。──それもなかった。だから、報いを受ける。

「剣を握るものは剣に、魔に縋すがるものは魔に、炎に委ねるものは炎に。──そして、鬼に願うものは鬼に、拠より所どころにしたそれに滅ぼされる」

　──それが、ラムの信じる応報の摂理だ。

　腕を下ろし、長く息をついた。

　それから、ラムは振り返り、ずいぶんと荒れた通路を戻る。近くで戦うわけにはいかなかったから、あえて距離を開けた。

　それがもどかしい距離感で、ラムの足取りは自然と逸はやる。

「──ッッ」

　崩れた壁を乗り越えて戻れば、ラムを出迎えたのは高い地竜の鳴き声だ。

　漆黒の地竜はその体を使い、器用に背後にレムの姿を隠していた。最悪、戻ってくるのがラムでなかったとしたら、盾にでもなるつもりだったのだろう。

　これだけボロボロになってなお、スバルの言いつけを健けな気げに守ろうとするなど、本当にスバルにはもったいのない地竜──、

「──いいえ、違うわね。あなたも、レムを守りたいと思ってくれたの？」

「────」

「そう。……いい子ね、パトラッシュ」

　そっと、その地竜の首を撫なでる。

　傷だらけの彼女のことも、早々に緑部屋へと運び込む必要があろう。さすがの忠誠心を示す地竜も、この傷では無理はさせられない。

　ラムも、妹の恩人──恩竜に無体な真ま似ねはしたくなかった。

　そうして地竜をねぎらい、ラムは彼女の背後に庇かばわれていたレムの下へ。

　すでに『共感覚』を用いた角の力の共有は解いており、その額に角はない。ただし、鬼神同然のラムの力を肩代わりした反動は確実にその体を蝕むしばんでいる。

　ラム自身、遠からず訪れるだろう反動を思うと、気が重くなってくるほどだ。

　だが──、

「今、このときは野暮なことは考えない」

　ゆっくりとその場に跪ひざまずいて、ラムは眠り続ける妹の頬ほおに手を添えた。

　自覚のなかった姉妹としての絆きずな、それは以前と比べてはるかに確かな実感を伴い、愛いとおしさと大切さが溢あふれてくるのを感じる。

　角を折られ、鬼神の再来としての力を失い、今日までを過ごしてきた。

　あの炎の夜が何のためにあったのか、これまでラムは、自分が自分になるためにあったのだと結論付けてきたし、それを間違っていたとも思っていない。

　ただ、今日この瞬間から、それは変わった。

　あの日、ラムの角が折れたのは──、

「──今日、ここで、ラムがレムの姉様だってわかるためにあったのよ」

『共感覚』を通じて、魂と魂の触れ合いで、一つの世界を分け合った双子だと、かけがえのない姉と妹なのだと、そう実感することができたから。

「今まで以上に、あなたと話をしたい。あなたとラムが、どんな時間を過ごしたか。どんな昨日を重ねたのか、足りない思い出を一緒に埋めましょう」

　時が止まらず過ぎ行くから、未来の思い出なんていくらでも降り積もる。

　だから、何も知らないまま、忘れられたままで全てが消えていかないよう、夜毎、何度でも思い出話に花を咲かせよう。

「たくさんの、昨日の話をしましょう」

『眠り姫』は答えない。

　けれど、その沈黙に胸を締め付けられず、温かなもので満たしながらラムは微笑ほほえむ。

　微笑んだまま、もう、自分の気持ちを疑うことなく、唇を動かせた。

「──愛してるわ、レム」

　きっと、どんな時間を二人で重ねたとしても、この想おもいだけは裏切れない。

　奇くしくも、歪ゆがんだ大罪司教の最期の言葉と同じモノを口にしながら、それはやはり同じ音であっても、同じ響きにはならない。

　愛を知らぬモノと、愛に生きるモノとでは、決して同じ響きには、ならない。

　決して、同じ響きには、ならないのだ。
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　──氷を思った通りの形に作り上げるには、『いめーじ』を固めるのが重要だ。

　最初、スバルから『アイスブランドアーツ』を提案されたときも、とても便利だとは思ったが、自分にできるかはエミリアは不安だった。

「大丈夫！　心配ご無用！　エミリアたんならきっとできるよ！」

　と、そんな不安がるエミリアに、スバルは笑顔で親指を立ててくれたのを思い出す。

　今思うと、あれも根拠のない──否いな、スバル的には「好きだから」という理由で、エミリアの背中を押してくれたのだと思う。

『いめーじ』した武器を作り出す過程で、エミリアはたくさん絵の勉強をした。

　絵の勉強は歌と違ってあまり得意ではなかったが、それでも、スバルと一緒に何枚も何枚もお絵描きをするうち、確かな上達があった。

　勉強の傍かたわら、スバルやベアトリスとお絵描きしているエミリアを見て、ラムは呆あきれ、オットーは苦笑し、フレデリカやペトラはたまに混ざってくれて、ガーフィールはこうした方がいいと助言してくれた。ロズワールも、遠くからたまにエミリアとベアトリスが並んでお絵描きしているのを見ていて。

　エミリアが思う、とてもとても大切で、手放し難い思い出。

　みんなからは消えてしまったかもしれなくて、でも、スバルは覚えてくれている思い出。それを思うと、胸の奥でポカポカとした気持ちが湧いてくる。

「それを、えいやって勇気に変えるわ──！」

　湧き上がる想おもいを原動力に、エミリアは作り出した氷の武器と、共に前進してくれる七人の氷の兵士を連れて正面、『神しん龍りゆう』ボルカニカへ挑む。

　前述の説明通り、氷の成形には『いめーじ』が重要だ。

　それは武器はもちろん、生み出された氷の兵隊であっても同じこと。つまるところ、氷の兵隊たちはエミリアの『いめーじ』しやすい姿で固まっていた。

　早い話、エミリアと一緒に戦うのは七人のナツキ・スバルだ。

「でも、本物のスバルより力持ちだし、すばしっこいから！」

　スバルも腕白さや元気さでは負けていないが、氷で作られた兵隊たちとは根本のところから造りが違う。兵隊たちの強度はエミリアの与えたマナの密度に依存しており、単純な氷像とは比較にならない。氷の武器と同じで、鋼にだって引けを取らないだろう。

「いって！」

　エミリアの指示に従い、先頭を走る氷兵がボルカニカの射程に入った。

　ボルカニカは監視塔、一層中央の大きな柱に寄りかかったまま動かず、先ほどの尾の一撃からして射程範囲は六、七メートル──、

　瞬間、柱へ取り付こうとした意思を感知したのか、龍の青い尾が高速で動いた。

　風に穴が開く、とそう表現するしかない奇妙な音がして、直後に先頭の氷兵の上半身が木こつ端ぱ微み塵じんになり、目つきの悪いスバル似の頭部が吹っ飛んでいった。

「ごめんね！　でも、私じゃなくても狙うってことだわ」

　試金石にされた氷兵には悪いが、これでボルカニカの狙いははっきりわかった。

　放置され、『試験』のこともうっかりしてしまっている『神龍』だが、それでも明確に柱へ臨もうとする相手を迎撃する意思が生きている。

　その、生命の有無は関係なく。ならば、やりようはあった。

「兵隊さんたち、お願い！」

『──汝なんじ、塔の頂へ至りし者。一層を踏む、全能の請願者』

　接近する氷兵の気配を感じ取り、またしても『神龍』が口上を重ねる。

　もはや無意味な言葉の羅列となったそれを、聞く耳を持たない人形に対して発する姿には強い寂せき寥りよう感と、胸を掻かき毟むしられる切なさをエミリアは覚えた。

　あんな状態になってまで、ボルカニカは『何か』を守ろうとしているのだ。

　それが誰と、何と、何のために交わした約束なのかはわからないが──、

『──我、ボルカニカ。古いにしえの盟約により、頂へ至る者の志を問わん』

「どっしり構えて！」

　尾の動きを止める狙いで、五体の氷兵が横並びに肩を組んだ。

　その氷兵をいっぺんに薙なぎ払いに、再び『神しん龍りゆう』の尾の先端が音を置き去りにする。仕組みとしてはスバルの操る鞭むちに近いが、その速度と威力が桁違い。

　スバルの鞭はエミリアなら手で掴つかめるが、龍の尾撃はそうはいかない。

　大抵の生物の渾こん身しんに匹敵する威力を、虫を払う気軽さで放つ『神龍』。

　その尾による薙ぎ払いが、横並びに腰を落とした五体の氷兵をまとめて打つ。しかし、くるとわかっていれば耐える方法もある。強度を増し、太らせた氷兵で。

　全身をひび割れさせながらも、目つきの悪い少年に似た氷兵の口角が上がった。そして、一撃を止めた五体の裏から、別働を任された最後の一体が飛びかかる。

　最後の氷兵が振りかざすのは、いわゆる『刺さす股また』だ。半円を描いた先端で動きの止まった尾を押さえ、床に止とどめることで追撃を防ぐ──、

『──汝なんじ、塔の頂へ至りし者。一層を踏む、全能の請願者』

　直後、世界の削そがれる音がして、ハイタッチした六体の氷兵がごっそり抉えぐられた。

　腰から上が綺き麗れいに消滅し、下半身だけを残して氷兵が崩れる。それをしたのは、身動きを封じられて本気になった尾の逆襲──ではなく、爪だ。

　尾を封じられ、代わりに左の前足を振るったボルカニカ。その絶大な威力は、よぼよぼと勘違いしていたらエミリアの命も危うかったほどだ。

「尻尾も手足も元気なら……もう！　なんで大事な頭だけポカンとしちゃったの！」

『──我、ボルカニカ。古いにしえの盟約により、頂へ至る者の志を問わん』

「それはわかったか、ら──！」

　エミリアでなければもっと逆上していたかもしれない繰り言。

　それを聞かされながらも、エミリアの果敢な挑戦心は折れはしない。折れ砕くだかれたのはあくまで氷の兵だ。そして、それも嘆き悲しむ必要はない。

　その答えは、走るエミリアの頭上を通り越し、『神龍』へ迫る七本の氷ひよう槍そうが理由だ。

　それはエミリアの背後、初期位置に再び生み出された氷兵が投じたもの──エミリアが作り出せる氷兵は最大七体までだが、それは砕かれるたびに作り直すことが可能だ。

　つまり、氷兵はエミリアが力尽きるまで何度でも立ち上がることができる。

　それこそ、まるで本物のナツキ・スバルのように。

『──汝、塔の頂へ至りし者。一層を踏む、全能の請願者』

「きゃあっ!?」

　降り注ぐ射程外からの氷槍の雨に、ボルカニカは前足を正面から叩たたき付けた。

　その一撃はまるで空間を引き裂き、そこに爪痕をいつまでも残し続けるみたいな衝撃波を生んで、エミリアや氷兵ごと一層を豪風で呑のみ込まんとする。

「お願い！」

　その衝撃波に呑まれる寸前、エミリアは柱のかなり手前で踏み切った。運動に自信のあるエミリアでも、ここからでは柱に届かない。──だが、ここでいい。

　最初に砕くだかれた状態から再生する氷兵が、腰を落として両手を構えている。そして、踏み切ったエミリアの足を両手で受け止め、そのまま一気に上へ跳ね上げたからだ。

　エミリアの狙い、それは柱そのものよりも──、

「──柱のてっぺん！」

　氷兵の助力を借りた大跳躍、それで一気にボルカニカの頭を飛び越し、柱の上部へと取り付ける。そこから一気に最上部へ上がれば──、

「──え」

　直後、柱へ指を届かせようとしたエミリアの足下を、静かな熱波が掠かすめた。

　──否いな、それは静かだったのではない。あまりの威力と熱量に、音が死んだのだ。音の概念が殺されたなら、現象が無音と化して不思議はない。

　エミリアの知覚が、一層に展開した氷兵の消滅を感知する。

　エミリアの跳躍に手を貸した一体が、それを援護するべく氷ひよう槍そうを投げていた四体が、刺さす股またを追加するべく走り出していた二体が、いっぺんに消えた。

　そしてそれを為なしたのは、ボルカニカの尾でも前足でもない。

『──我、ボルカニカ。古いにしえの盟約により、頂へ至る者の志を問わん』

　そう、厳かさだけは失わない口から、焼かれる大気の断末魔が聞こえる。

　繰り言が再び耳に届いたことを切っ掛けに、エミリアは殺された音の概念が息を吹き返したことを理解、同時に、その指が柱の上部へかかる。

　何とか必死に自分の体を固定して、エミリアは眼下を見下ろした。

　広がる一層、それが白く焼かれていた。

　各所から燻くすぶるような白い煙が上がり、存在したはずの氷兵は残骸も残せていない。それほどの熱量、それほどの威力、それほどの殲せん滅めつ性──、

　──『神しん龍りゆう』ボルカニカの息吹きが、全てを焼き払ったのだ。

　そして──、

『──我、ボルカニカ。古の盟約により、頂へ至る者の志を問わん』

　目を見開くエミリアの眼下、ボルカニカが青い両翼を広げて立ち上がっていた。





　　　　　２






「大変──っ！」

　眼下の出来事の危険性を解し、エミリアは大慌てで柱の上部へ手を伸ばした。

　そうしている合間にも、立ち上がるボルカニカが刺股で止められた尾を引っこ抜き、おもむろに翼をはためかせようとしている。

　飛ひ翔しようする気だ。

『神龍』ボルカニカであるのだから、飛ぶのは当然──しかし、エミリアは飛んでいる龍を見たことがなかったので、現実味は薄かった。

　そもそも、あんなに大きな体の生き物が本当に空を飛べるのだろうか。

「パックとかロズワールが飛んでるところしか見たことないし……」

　精霊であるパックと、変人級の魔法使いであるロズワールが飛べるのは必然。

　聞いた話だと、南のヴォラキア帝国には地竜や水竜のように飛竜と呼ばれる飛ぶ竜がいるとの話だが、ボルカニカもその飛竜のような扱いなのか。

　あるいは、竜と『龍りゆう』を同じに考えることこそが誤りなのか──、

「んしょっ！　よいしょ！　えや！　たぁ！」

　掛け声をかけながら、エミリアは自分にできる最高速で柱の上へとよじ登る。

　それは遠目に見るものがいれば開いた口が塞がらないほどの速度だったが、エミリアの常識外れの運動力を駆使しても、先行逃げ切りには一手足りない。

『──汝なんじ、塔の頂へ至りし者。一層を踏む、全能の請願者』

　その声が、先ほどよりも近くで聞こえたのは錯覚ではない。

　置き去りにする眼下ではなく、同じ高さへ上がってきてからの宣告であるのだから。

　──その青い両翼を広げ、信じ難い巨体が宙を舞っている。

『神しん龍りゆう』ボルカニカが堂々と、その衰えを知らない存在感を砂丘の空へ浮かべていた。

　発される威圧感や、射い竦すくめられるような眼光、尾や前足、息吹きに至るまでそれは伝説に語られる超級の龍であることを裏切らない。

　唯一、それを裏切ったのが──、

「私！　一層より上にいくつもりだから、あなたと敵じゃないかも！」

『──我、ボルカニカ。古いにしえの盟約により、頂へ至る者の志を問わん』

　聞く耳を持たないとばかりに声を被かぶせられ、柱にしがみつくエミリアへとボルカニカの猛威が襲いかかる。振るわれる尾が、柱ごとエミリアを叩たたき潰つぶさんと──、

「────」

　とっさに体を持ち上げて、尾の直撃からは逃れた。しかし、一撃を浴びた柱から指が外れ、エミリアの体が浮遊感に包まれる。

　そのまま、懸命に登った分を台無しに、一層へ真っ逆さまに──落ちなかった。

「きゃあ！」

　登ってきた柱の高さ、数十メートルを転落するはずだったエミリア。しかし、その予感に息を呑のんだエミリアのお尻を、思いの外早く何かが受け止めた。

　とっさについた手がとてもゴツゴツして硬いものに触れていて──、

「もしかして……」

『──汝、塔の頂へ至りし者。一層を踏む、全能の請願者』

　高空の風と、尻の下の感触を確かめたエミリアへと至近で声が届けられる。

　その声の近さから、エミリアは遅れて理解した。──自分が、『神龍』ボルカニカの背中に落ちたのだと。

「──っ！　ボーっとしちゃダメ！　ここからなら」

　また、ボルカニカを踏み台にして、柱に取り付くことができる。

　そう考えたエミリアだったが、それを容易たやすく実行させない困難が降りかかった。

　翼をはためかせ、ボルカニカが上昇、身をよじり、振り落としにくる。

「──う、うううう！」

　全身に強く強く襲いくる風に耐えながら、エミリアは必死に龍りゆうの背にしがみつく。

　これまで、エミリアが感じたことのない物理的な風──一枚一枚が大きくて強きよう靭じんな、まるで岩のような鱗うろこに縋すがりついているが、このままでは長くはもたない。

「──落っこちたら、スバルたちに会いにいけなくなっちゃう」

　迂う闊かつに口を開ければ、飛び込んでくる風で肺が破裂しかねない。

　俯うつむいて、奥歯を噛かみしめ、閉じた瞼まぶたの裏側にエミリアは大切な人たちを思い浮かべる。

　まるで死んでしまうみたいな心の準備だが、そうではない。

　人は恐怖や不安に押し潰つぶされそうなとき、目をつむってしまうものだ。

　だけど、エミリアが瞼の裏に描いた大切な人たちは、そんなときこそ前を向く。そんなときこそ、目を閉じることをしない人たち。

　目は、開けていなくてはならない。

　何かに届かせるためにも、誰かの手を取るためにも、そして──、

「──あの、へんてこ」

　一面、上下左右、どこもかしこも青に支配された光景だった。

　それはエミリアが雲よりも高い空の上にいることも原因だったし、エミリアのしがみついた『神しん龍りゆう』が輝かしい青い鱗を纏まとっていたこともそうだろう。

　それ以外は何もかもがあまりに高速で過ぎゆくから、投げたボールの縫い目も見えるエミリアの動体視力でも世界を捉え切れない。

　故に、エミリアの意識が捉えたのは、青の外にある世界ではなかった。

『──我、ボルカニカ。古いにしえの盟約により、頂へ至る者の志を問わん』

　身をよじり、ねじるようにしながら飛行するボルカニカ。

　どうやら、エミリアがしがみついているのはそのボルカニカの翼の付け根あたり。不思議なことに、龍はそれほど忙せわしく翼を動かしていない。鳥や虫が飛ぶためにはたくさんの羽ばたきを必要とするはずだが、龍の飛行の原理はそれらとは違っているようだ。

　きっと、パックやロズワールの飛んでいる仕組みに近い。

　だとしたら──、

「ロズワールは魔法……パックも、不思議な力だったから」

　生あい憎にくと、ロズワールに試したことはないし、試すことはないと思う。

　ただし、エミリアは長い間、たった一人しかいないと思っていた家族とずっと一緒のときを過ごしたのだ。この一年、傍そばを離れていて、とても寂しいことが多い。夜、泣いてしまいそうになることだってあったが、思い出がそれを支えてくれていた。

　そしてその思い出の呼び声は、こんなときにもエミリアに希望を見せてくれた。

　それは──、

「もしかしてなんだけど、あなたも、首をくすぐられるのが苦手じゃない？」

　押し開けられた紫し紺こんの瞳ひとみが、身をよじる『神しん龍りゆう』の長い首を捉える。その、偉大な龍の顎の下、青い鱗うろこがびっしりと生え揃そろった中に、一枚だけ白い鱗がある。

　──エミリアの脳裏を、パックと戯れて過ごした日々が浮かんだ。

『ダメだよ～、リア。そんなにこそばゆいことされたら、集中が乱れちゃうでしょ？』

「──だよね、パック」

　応じる声と共に、エミリアは意識を集中する。

　なおも強い風の中、エミリアには直接、その白い鱗へ到達する力はない。だが、届かない手を届かせる方法なら、エミリア自身の手を使わずともある。

「──兵隊さん」

　エミリアの意識の先、白い鱗の周囲に再び氷の兵隊たちが出現する。

　龍の体に半身を生やし、上半身だけでがっちりとお互いを支え合った氷兵。その中心に生まれた一体が、ゆっくりとその手を白い鱗へ伸ばし──、

『────ッッッ!?』

　──初めて、『神龍』の繰り言以外の声をエミリアは聞いた。
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　──逆げき鱗りん、という言葉がある。

　古い中国の故事を発祥とするこの言葉は、神話の存在である龍の首には、触れてはならない鱗が一枚だけあり、それを『逆鱗』と呼ぶというモノだ。

　逆鱗に触れられた龍は激怒し、必ずや相手を殺してしまうとされる。

　その故事に由来して、相手の触れてはならない部分に触れてしまうことを、『逆鱗に触れる』という言葉で表すようになったのだと。

　無論、そんな異なる世界の故事成語の成り立ちなど、エミリアは知る由もない。

　龍の首にあった白い鱗に触れようとしたのも、こちらを振り落とさんと勢いよく飛び回る相手の集中を乱し、隙を作るのが目的だった。

　しかし──、

「きゃああああ!!」

　悲鳴を上げ、宙へ投げ出されたエミリアの天地がぐるぐると回転する。

　だが、今度の浮遊感は先ほど、龍の背に落ちたときよりもさらに短く済んだ。硬い感触に受け止められ、エミリアはとっさに全身で受け身を取り、転がる。

　そして、素早くその場に立ち上がり、周囲を警戒した。

「────」

　幸い、そのエミリアに向かって、突然の攻撃が襲いかかってくる気配はない。それも当然だ。目下、最大の警戒対象であるボルカニカは、ずっとずっと上にいた。

『────ッッ』

　よほど白い鱗うろこに触られたのが嫌だったのか、高空へ上がるボルカニカが悶もだえている。

　空を噛かみ砕くだかんばかりの絶叫が木霊して、エミリアは思わず目を丸くしてしまった。

「パックは喜んでくれたのに……」

　とはいえ、喜ぶ喜ばないは人それぞれの反応だ。

　押し付けがましくならないよう自分を戒め、エミリアは手足の感触を確かめる。

　ボルカニカの背中で大いに振り回され、体の血流が少しおかしくなっていた。

　場合によっては血流が滞り、脳に血がゆかなくなって視界を失う現象を起こしかねなかったが、エミリアはギリギリ持ち堪こたえた形だ。

　そして、それを確かめたところで、エミリアは気付く。

「──あ！　ここって」

　周りを見れば、エミリアの視界は一層到着時よりもさらに一段階高い。

　周囲にあるはずの六本の柱がないのは、エミリアがそれらの柱の先端よりも上へ到達した証あかし──すなわち、この場所こそが最上層。

　ボルカニカの背中から振り落とされる形で、辿たどり着いたのだ。

　プレアデス監視塔の最上層、前人未到の場所へと、ついに──、

「わ、やった！　頑張った甲か斐いがあったわ！」

　と、出来事に対する感動としてはささやかな反応をして、エミリアは胸の前で手を打ってから、すぐに最上層の中央へ駆け寄った。

　もたもたしていては、悶えているボルカニカが戻ってきてしまう。

　そうなる前に、スバルたちを助けるための『試験』を見つけ出さなくては。

「お願いだから、私にもわかる問題を出してね……」

『試験』を忘れたボルカニカも大問題だったが、エミリアにとっての問題は、そもそも第一層の『試験』が自分に解けるかどうか、それもあった。

　それを恐れながら、エミリアは最上層の中央へ。そして、そこから天へと伸びている柱の根本へ到達し、「あ」と目を見開く。

　あった。一段下の、六本の柱にはなかった特徴が。

　この最上層の、中央の柱にだけしかない、不思議な特徴が確かにあった。

　それは──、

「──誰かの、手形？」

　プレアデス監視塔の最上層、中央の柱の根元にあったのは黒いモノリス。

　そして、その黒いモノリスには手形が押されていた。

　──六つの、それぞれ異なる男女の手形が、押されていた。
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　──大サソリの体色が変化した瞬間、炸さく裂れつした光はこれまでで最大のものだった。

　膨れ上がる白光が四方八方へ散り、その紅に染まった甲殻を狙った複数体の燃える餓が馬ば王おう、それが木こつ端ぱ微み塵じんに砕くだけ散り、その余波は拡大、砂海が割れた。

　もちろん、その被害はスバルやベアトリスも免れなかったが、それ以上に当たりどころが悪かったのはメィリィだ。魔獣の指揮のために前のめりになっていた彼女は、大サソリ──『紅べに蠍さそり』の反撃をかなり強烈に浴びてしまった。

　不幸中の幸いは、光の正体である尾針の直撃を免れたこと。もしも尾針に掠かすめられでもしていれば、少女の小さな体は一瞬で蒸発していただろう。

　そうならずには済んだ。だが、逸それた尾針が砂海を砕いて、その際に発生した衝撃波をまともに喰くらった。それだけで、十分以上に瀕ひん死しの重傷だった。

「メィリィ!!」

　スバルとベアトリスが砂に倒れる彼女の下へ駆け付け、抱き起こしたときにはひどい有様だった。とっさに体を丸めたのか、衝撃波の影響の大部分は背中だ。

　黒いマントが吹き飛び、破れた衣服の下にはズタズタになった地肌が見える。重度の裂傷と火傷やけどに見えて、スバルは一瞬、目の前が暗くなる。

「呆ほうけてる場合か！　何のための俺だ」

　遠くなる意識を拳げん骨こつで呼び戻し、スバルは己の内なる力に呼びかける。

　常に発動し続けている『コル・レオニス』──仲間たちの負担を引き受ける力を使い、メィリィが受けた致命傷に近いダメージを引き取る。

　無論、丸ごと引き取ってスバルが倒れれば元も子もない。メィリィを生かしつつ、スバル自身も昏こん倒とうしない配分が求められるが、

「大丈夫だ。俺ならできる。──やれるだろ、ナツキ・スバル」

　以前までなら、ここで狼狽うろたえ、取り乱し、無様な醜態を晒さらしたかもしれない。

　しかし、『ナツキ・スバル』の辿たどった道のりを歩いて、スバルは己を見つめ直した。自分の役割はもちろん、自分にしかできないことも。

「──ぐ」

　途端、メィリィの味わう苦しみが流れ込み、スバルは臓ぞう腑ふを焼かれる痛みに呻うめいた。

　正直なことを言えば、ラムの負担の肩代わりだけでもかなりの消耗があった。そこへ、メィリィの瀕死の重傷を引き取るのは、まさに自殺行為。

「マズい……！」

　威勢のいいことを言ったにも拘かかわらず、両方を限界まで引き受けるのは不可能だ。

　となれば、命に関わるメィリィの方を優先せざるを得ず、スバルはラムから自分へと流れ込む負担の程度を下げるしかない。

　おそらく、それだけで察しのいいラムには何があったか伝わるはずだ。

「あとで、絶対どやされる……」

『ハッ！　あれだけ威勢のいいことを言っておいて、この様。所詮はバルスね』

　と、嫌にリアルな反応が想像できて、スバルは苦々しい思いで血の味を堪こらえる。

『コル・レオニス』の効果はあくまで負担の肩代わりであるはずだが、実際に血の味を感じるのは、ある種のフィードバックがスバルの肉体に起きている証あかしだ。

　思い込みが肉体に与える影響は殊の外大きい。

　焼けた鉄を押し付けられたと信じるものの体には、実際に火傷やけどが生じるという現象も起こり得ると聞いたことがある。つまり、背中や内臓に重大な傷を受けたメィリィのダメージを引き取ることで、スバルの肉体にも同じ反応が生まれるということだ。

　下手をすると、同じ死因の死体が二つ生まれることにもなりかねない。

「それはちょっと、困るから、な──！」

　口内に溜たまる血を吐き捨てて、メィリィの体を担いで立ち上がる。そして、振るわれる餓が馬ば王おうの炎の槍やりを下がって躱かわし、ベアトリスの紫矢で牽けん制せい、距離を取った。

　今襲ってきた餓馬王は、先ほどまでスバルたちを乗せてくれていた一頭だ。

　状況が悪くなった途端、利に聡い魔獣がまさかの裏切り──ではなく、メィリィの加護が切れて、通常営業の塩対応に戻っただけの話。

　メィリィの指示がなければ、魔獣はスバルたちを敵とみなす人類の害敵だ。

　そして、そんな魔獣はこの砂海に、今や無数に存在している。

「ベア子！　メィリィがヤバい！　治癒魔法頼む！」

「わかってるかしら！　でも、そればっかりにかまけてもられないのよ」

「わかってる！　メィリィに深追いさせたのは俺のミスだ。その分のツケは俺が払う」

　厳密には、失敗のツケはすでにスバルが支払いを始めている。

　ただし、凄すさまじい勢いで利息は積み重なっていき、ラムへの融資を減らしながらもスバルはすでに青息吐息の状態だった。

「いいや、ここが俺の踏ん張りどころ。ここでやらなきゃ男がすた……」

「ふりゃ！　かしら！」

「おう!?」

　歯を食いしばり、権能の効果を全身に味わいながらメィリィを抱えて走るスバル。そのスバルの頭へと、唐突にベアトリスが飛びついてきた。

　思いがけず、肩車するような形になってスバルは驚く。無論、ベアトリスは綿菓子のように軽いので、それが逃走の妨げにはならないが──、

「スバル、何もかも一人で抱え込むのはよすのよ。ベティーとスバルはパートナーで、メィリィも仲間の一人かしら。助けるって、約束したのはスバルだけじゃないのよ」

　ぐっとスバルの頭を丸ごと抱え込み、ベアトリスは静かな声で訴えかける。

　それを聞いて無言になるスバル越しに、彼女はその優しい治癒魔法でメィリィの傷の手当てを始めた。──じわりと、温かな光がメィリィを癒いやしていく感覚、それがスバルにも彼女越しに伝わってくる。

　この温ぬくもりの分だけ、ベアトリスが皆を思ってくれていることも。

「────ッッッ」

　背後、魔獣たちの仲間割れは続いている。

　幸い、メィリィの加護が切れたとしても、紅べに蠍さそりと餓が馬ば王おうとで即座に和平条約が結ばれることはなかったらしい。それは他の魔獣も同様だ。

　紅蠍の薙なぎ払う大おお鋏ばさみと尾針が、スバルたちへ迫る魔獣の半分を倒してくれる。

　当然、もう半分はこちらを狙ってくる以上、悠長にはできない。

「選択肢は──」

　実は、ないわけではない。

　ベアトリスのかけてくれた言葉、メィリィを大事に思ってくれる彼女の思いを汲くみ、この置かれた状況を打破まではいかずとも、変える手段は確かにあった。

　ただし、実現可能かどうかは試してみなければわからないのと、その手法のモデルがスバルにとって最悪の相手であったため、実行を躊ちゆう躇ちよする。

　しかし──、

「スバル！　躊躇ためらう理由がベティーのためなら、いらないかしら！　理由がベティー以外なら、あとで一緒に謝ってあげるのよ！」

「────」

「一緒に苦しみたいし、一緒に喜びたい……ベティーを仲間外れにしない！　それが、ベティーとスバルの契約の条件かしら！」

　抱え込むスバルの横顔に何を見たのか、怒りを込めてベアトリスが叫ぶ。

　頭のすぐ後ろにいるものだから、ベアトリスの今の顔は見えない。だが、怒りの形相であっても可愛かわいらしいのが、スバルの自慢のパートナーだ。

　だから、そのパートナーからの言葉に勇気をもらい、スバルも甘える。

　悩む時間は、ない。

　悩む必要性は、悩むなと、そうパートナーが言ってくれたからそれもない。

「いつだって愛してるぜ、ベア子」

「ベティーの方が上なのよ」

　互いに愛情を交換し合い、スバルは腕の中で瀕ひん死しのメィリィを見下ろす。

　そして、その命を決して取りこぼすまいと心に決めて──、

「──コル・レオニス、セカンドシフト」

　自ら命名した『獅し子しの心臓』に新たな名を与え、自分の中でギアを明確に切り替える。

　そうすることで、己に課した『小さな王』としての権能を拡大──みんなの想おもいを背負って立つ、孤独な王様としての在り方、それを叱られた。

　かといって、自分の積み荷を誰かに押し付ける恥知らずな『強ごう欲よく』にはなれない。

　だから、スバルがこの権能の果てに望むのは──共に在りたいと、スバルをそう望んでくれる仲間と荷を分かち合うこと。

　つまり──、

「セカンドシフト──負担の分配」

　スバルが一人、全身で味わわなければならなかった仲間たちの負担。それを、分かち合う意思のある相手に分配する。

　この場においてはさしあたり──、

「──スバル」

「ああ」

「……めちゃめちゃしんどいかしら!!」

「ああ、めちゃめちゃしんどいんだ!!」

『コル・レオニス』の第二段階が発動し、スバルの受ける負荷が分配される。

　半分とはいかない。半分の半分程度だが、それでもスバルの負担はずいぶんと軽くなり、代わりに負担を共に背負うベアトリスの顔色は悪くなる。

　その辛つらさを誤ご魔ま化かすように怒鳴ったベアトリスに、スバルも声高に怒鳴り返した。

　辛い。苦しい。やってられない。

　みんなの負担を全部引き受けて、王様なんてクソ喰くらえだ。──だから、一人では立てない『小さな王』は、支えたいと思ってくれるみんなのおかげで立っていられる。

「ちなみにこの苦しみ、お前に分けられたりは……」

「────」

「しねぇよな、残念」

　負担を分け合い、肩車するベアトリスにメィリィを治療してもらいながら、スバルはその意識を紅べに蠍さそりの方へと向ける。

　その正体はシャウラであり、今も彼女とは『コル・レオニス』を通じて存在が繋つながっていることを感じる。淡く、大きな光がそこにあると。

　しかし、残念ながらスバルとベアトリスが味わう負担をその紅蠍へ引き渡すことはどうやらできない。──受け取る意志が、今の彼女にないからだ。

『小さな王』を支えられるのは、支えたいと思ってくれる相手だけ。

　実にわかりやすく、融通の利かない力。だからこそ、傲ごう慢まんにならずにいられる。

　自分が誰かに支えられていると、忘れないでいられるから。

「ベア子！　頭と体で違うことして！」

「──っ、難しい注文してくれるもんなのよ!!」

　体にはメィリィの治療の継続を求め、頭には次なる状況の打開策を一緒に考えてもらう。何な故ぜなら発光する紅蠍の尾が、スバルたちへ向けられて──、

「──Ｅ・Ｍ・Ｍ!!」

　切り札一枚目の完全防御魔法が切られ、衝撃波がスバルたち三人を呑のみ込んでいった。
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「──誰かの、手形？」

　プレアデス監視塔の最上層への登頂を成功させ、中央の柱の前で呟つぶやきが漏れる。

　紫し紺こんの瞳ひとみを丸くしたエミリア、その視界にあるのはモノリスの表面に押された複数の手形──全部で六つの、異なる男女の手形だった。

　誰のものなのかはわからない。ただ、わざわざこうして手形を残すぐらいだから、その人物たちが親しい間柄にあったことと、この監視塔の関係者なのは間違いなく──、

「──？　待って、これって」

　そこまで考えたところで、エミリアは手形の一つに違和感を覚えた。

　それは、六つの手形の一番端にちょこんと押された手形──隣に同じぐらいの大きさの手形があるが、端の二つだけが明らかに小さい。

　おそらく、その二つだけが女性の手形だからだ。

　そして、エミリアの意識を引きつけたのはその手形の片方、それが──、

「この手形って、私の……？」

　エミリアは眉を顰ひそめながら、自分の右手を見下ろして呟く。

　そんなことはおかしなことなのだが、そんな気がしてならない。そのモノリスに押された手形の一つ、それが自分のモノのように思えるのだ。

「────」

　息を呑のみ、エミリアはモノリスと向かい合った。そして、自分の疑念を晴らすため、その手形へと自分の右手を伸ばして──、

『──汝なんじ、塔の頂へ至りし者。一層を踏む、全能の請願者』

「──っ！　戻ってきた！」

　モノリスに触れる直前、上から降ってくる厳いかめしい声にエミリアは振り返る。

　すると、翼をはためかせて最上層へ降り立つのは、先ほどエミリアの氷兵に喉元の白い鱗うろこを触られ、激しく悶もだえていたボルカニカだった。

『────』

　モノリスを背に、エミリアは再び『神しん龍りゆう』と相対する。

　柱をよじ登るのもうんと大変だったが、ここでさっきの続きとなるととても厳しい。最上層は一層より狭く、立ち回りが難しい。

「それに、モノリスが壊されちゃったらすごーく困っちゃう……」

　手形の既視感ももちろんだが、『試験』に関係する可能性が高く見えるモノリス。

　これを死守しなくてはと、エミリアはぐっと身構える。そのエミリアを見下ろし、ボルカニカは金色の瞳を細め、全てを焼き尽くす息吹きを放つために口を──、

『……汝は、何をしているのだ』

「え？」

　──否いな、放たれたのは息吹きではなく、言葉だった。

　それがあまりに予想外で、エミリアは大いに困惑する。だって、それはさっきまで何度も繰り返されていたのと、違う言葉であったから。

　それはこれまでの繰り言ではなく、自らの意思で発された言葉だったから。

「もしかして、正気に戻ってくれたの？　だったら、色々話せる？　『試験』のこととか、この監視塔の決まり事を変えたいとか、たくさん相談があるの！」

　ボルカニカの様子に希望を見て、エミリアは矢継ぎ早にそう声をかける。

「ねえ、お願い！　ちゃんと話を……」

『そうも奔放に飛び跳ねて、転びでもしたらなんとする。万一があれば、叱責を受けるのは我であろう。……皆、汝なんじには頭が上がらぬ故』

「ボルカニカ……？」

　塔の中のみんなの様子が気掛かりで、必死に訴えるエミリアにボルカニカがまたしても繰り言ではない言葉をかけてくる。

　しかし、その内容はエミリアの言葉に答えたものと思えず、困惑は深まった。

　ただ、ボルカニカのエミリアを見る金色の瞳ひとみ、そこには穏やかな色が宿っている。

　直前までの、茫ぼう洋ようとして曖昧なものとは異なる、感情の光だ。

　それは優しく穏やかに、慈しむようにエミリアを見つめていて──、

『フリューゲルやレイドは何ど処こへいった？　別れ際に言葉もなくては、シャウラが寂しがるぞ。ファルセイルも、喧やかましく騒ごう』
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　エミリアを優しげな目で見つめたまま、ボルカニカがそう言葉を続ける。

　どこか遠いモノを見る眼まな差ざしで龍りゆうが語ったのは、フリューゲルとレイド、それにシャウラの名前と、もう一人──、

　それが誰なのか、家名まで聞かなくてははっきりとわからないが、その響きにエミリアは覚えがあった。ファルセイルと、それがエミリアの覚えの通りなら。

「ファルセイルって、ファルセイル・ルグニカ？　四百年前の王様？」

　それは、王選に向けての勉強の中で何度も文献に名前の挙がる人物だ。

　ファルセイル・ルグニカ──ルグニカ王国の三十五代目の国王にして、四百年前の『魔女』の時代に国を統治した偉人。そして、他ならぬ『神しん龍りゆう』ボルカニカと盟約を結び、長きにわたるルグニカ王国の繁栄の第一歩を刻んだ『最後の獅し子し王』。

「────」

　ちらと、エミリアは視線を背後のモノリスへ向ける。

　六人の手形──ボルカニカの言葉が無関係でないなら、手形の四人はフリューゲルとレイド、シャウラ、それにファルセイルだろうか。あとの二人は不明だが、一つは未確認ながらもエミリアの手形と一致するのではないかと思われる。

「まさか、私……森の母様たちのこと以外にも、まだ何か忘れてるの!?」

　疑い始めると、エミリアには自分で自分の記憶に蓋をしていた過去がある。

　もしかしたら、エミリアは前にここにふらっとやってきて手形を押したくせに、それをぽんとうっかり忘れているだけなのではないだろうか。

「……ううん、いくら何でもそんなことないはず。パックがいてくれたら、私がここにきたことがあるかどうかわかったのに」

『──どうした？　悩み事か？』

「あ、ええと、大丈夫。心配してくれてありがと。ありがとなんだけど……」

　結局、ボルカニカとの会話の成立が怪しく感じられ、エミリアは困る。

　どうしたものかと、エミリアは思案し──、

『何かあれば話せ。汝なんじの憂いなら我が取り除こう、──サテラ』

　──そう呼ばれ、息を詰めた。

「────」

　サテラと、その名前で呼ばれることは初めてではない。

　銀髪に紫し紺こんの瞳ひとみ、そしてハーフエルフ──その特徴を備えたエミリアを見れば、この世界を生きる多くの人間は同じ存在を連想する。

　ただし、ボルカニカが、親愛を込めてサテラの名を呼ぶのは不思議なことだった。

　だって、ボルカニカとレイド、それにシャウラに己の功績を押し付けたフリューゲルの三者は、『嫉しつ妬との魔女』と呼ばれるサテラを封じた張本人。

「それなのに、どうして『嫉妬の魔女』に優しく話しかけるの？」

　純粋と、そう呼ぶにはいささか不用意な問いかけだった。

　それをこの瞬間のエミリアに気付けというのは酷な話だったが、少なくとも、状況を客観的に見たとき、起点となってしまったのはこの一言だ。

『──『嫉しつ妬との魔女』』

　──その一言が、ボルカニカの遠くを見る眼まな差ざしへの変化を生んだ。

　金色のボルカニカの瞳ひとみ、そこに生じた変化は劇的なものだった。

　森育ちのエミリアには、野生の中で育ったという経験値がある。そうした状況で、豹ひよう変へんする動物を、魔獣を幾度も見てきた。故に、本能的にエミリアは頭を下げた。

　──瞬間、エミリアの頭のあった空間が爆はぜる。

　それは誇張でも何でもなく、文字通り、空間が圧縮され、直後に膨らみ、爆ぜた。

　ほんの刹那、頭を下げるのが遅れていれば、エミリアは死んでいた。

　尻尾の打撃といい、今の空間のねじれといい、塔の上に登ってきてから、エミリアは死にかねない状況を何度も経験している。

　未いまだかつて、ここまで命の危うい状況は初めてかもしれない。

「でも、全部何とかなってるってことは、すごーくついてるのかも……！」

　素早い身のこなしで龍りゆうから離れ、命を拾ったエミリアは前向きに状況を解釈した。

　そうでもしなくては、続く状況の変化にへこたれそうになってしまう。

　何な故ぜなら──、

『──サテラ』

　再び翼を広げたボルカニカが、確かな敵意をこちらへ向けているのだから。

　せっかく正気に戻ってくれたように思えたのに、また逆戻り。それどころか、さっきよりももっとやる気を出してしまっているように見える。

「──アイシクルライン」

　故に、エミリアも手加減不要、不退転の覚悟で自分の魔力を解放する。

　大気が冷たくひび割れ、ゆっくりと白い靄もやが漂い始めた。それは雲の上に位置する監視塔の最上層だろうと変わらず、世界を白く凍えさせる。

　音を立てて、ゆっくりと生じるのは氷の武具──床に突き立つそれらから槍やりを引き抜くと、エミリアはそれをくるくると回し、正面に向ける。

「でも……」

　真まっ直すぐ、相手の金色の瞳を見つめるエミリアは、そのボルカニカの態度をただの人違いや思い過ごしだと、そう言い捨ててしまいたくなかった。

　だって、ボルカニカの瞳には哀しみが、悲痛なそれが満ち満ちていたから。

『サテラ、そうだ、サテラ。『嫉妬の魔女』と成り果てた汝なんじを、我らが止めねば』

「……仲良しだったの？」

『あの日、我が躊躇ためらわなければよかった。あの日、我が躊躇わなければ、誰も──』

　問いかけへの答えはなかった。

　だが、そのボルカニカの震える声が、答えそのものに思えた。

　悔やむ龍りゆうが大きく息を吸い、再び世界を白く焼き尽くす息吹きがくる。

　その前に、エミリアは踏み込み、あの白い鱗うろこを打たなくてはならない。それができなくては、エミリアも、当然、他のみんなも助からない。

「──スバル、ベアトリス、ラム、レム、メィリィ、パトラッシュちゃん、エキドナ、ユリウス、アナスタシアさんシャウラ」

　この塔にいて、大変な目に遭っているみんなのことを考える。

　助けなくてはならないみんなを、同じ目的のために顔を上げているみんなを。

　そうすることで、エミリアの胸の奥、そこから知らない力がモリモリ湧いてくる。

『──『嫉しつ妬との魔女』、サテラ!!』

「──いいえ、違うわ。私はエリオール大森林の『氷結の魔女』、エミリア」

　エミリアを、どうやら似ているらしい誰かと勘違いする『神しん龍りゆう』へ、エミリアは湧いてくる力を自らの全身に流しながら、大きな声で答える。

　敵は『神龍』、何するものぞ。──エミリアには、みんながついている。

　だから──、

「──名前だけでも、ちゃんと覚えてね！」

　──プレアデス監視塔を取り巻く最終局面、雲上と雲下で同時に光が爆発した。
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　──雲下、雲上で光が発生したのは、ほとんど同時のことだった。

　厚い雲と、それ以上の隔たりが分ける二つの戦場、それらを同時に観測することができたモノがいたとしたら、それは外なる世界の観測者以外にあるまい。

　プレアデス監視塔の攻略に端を発した戦いは、いよいよ大詰めを迎えつつある。

　その状況は──、

「う、おおおお──っ!!」

　着弾した砂の大地が吹き飛び、砂煙と衝撃波が荒れ狂う中、スバルは叫んだ。

　全身に襲いかかる破壊の力は、スバルの肉体を一瞬で粉こな微み塵じんにして余りあるモノ。それでもなおスバルが粉々にならないのは──、

「──Ｅ・Ｍ・Ｍ!!」

　スバルとベアトリスの二人が編み出した、三つのオリジナル魔法の一つ。

　大おお雑ざつ把ぱに言えば、スバルとベアトリスの肉体の時間の流れを止めて、外からの影響を受け付けなくするという類の完全防御魔法。

「──ぁ」

　スバルの腕の中、目をつむったメィリィがうわ言のように息をこぼす。

　苦しげな表情だが、苦しげな間は息がある証拠だ。流れ込んでくる彼女のダメージも、ベアトリスの治癒魔法の影響で徐々に和らいでいる気がする。おそらく、誤差ぐらいの範囲だが、好転しているはずだ。きっと、たぶん。

「治癒魔法とＥ・Ｍ・Ｍと、両方使うのは大変かしら！　ベティーじゃなかったら、三人ともとっくのとっくにお陀だ仏ぶつなのよ！　あとで感謝のハグかしら！」

「一万回ハグするわ！　ただ……っ」

　ベアトリスの叱しつ咤たに感謝しつつ、スバルは己の内に問いかける。

　ダメージについては、もはや奥歯を噛かんで堪こらえる以外にない。問題は、スバルに残されているマナの残量──そもそも、魔力タンクとしてしか役立たないくせに、スバルのタンクの容量は人並みか、ちょっと落第ぐらいしかないのだ。

　それが、Ｅ・Ｍ・Ｍを使用することで、文字通り、穴の開いたバケツから水が流れ出すような勢いでどんどん消費されている。

　この勢いでは遠からず、Ｅ・Ｍ・Ｍか治癒魔法のどちらかが打ち止めだ。

「でもって、メィリィの治癒魔法を止めるって選択肢がねぇ……！」

「なら、Ｅ・Ｍ・Ｍを切るタイミングとその後の対処はスバル任せなのよ！」

「おうよ、任せとけ。ベア子、お前はメィリィの治療と、俺が指示したことにすぐさま反応する都合のいい精霊としての心構えを頼む！」

「言い方が！　悪い！　かしら！」

　言い合い、視線を交わして、スバルとベアトリスは連係に一秒の乱れもなく、Ｅ・Ｍ・Ｍを解除──その場から、飛び出すようにして離脱する。

　背後、紅べに蠍さそりや魔獣の群れは争い合いながらもスバルたちを狙っている。

　相変わらず、監視塔から離れられないハンディを背負ったまま、厄介なのは紅蠍の積極的な狙いがスバルにあること。

「──っ！　Ｅ・Ｍ・Ｔ!!」

　紅蠍の尾針と複眼の光が増して、白光が頭部を蒸発させる未来を感知。スバルは『死』の予感に喉を涸からしながら、オリジナル魔法の二枚目を切る。

『Ｅ・Ｍ・Ｔ』は、動けなくなる『Ｅ・Ｍ・Ｍ』の弱点を排除し、あらゆる魔法を正面から打ち消すことに成功したアンチ魔法──原理上、それがマナを帯びて放たれたモノであるのなら、この魔法に打ち消せないものはない。ただし──、

「Ｅ・Ｍ・Ｍ解除して五秒で切り札切っちまったぁ！」

　口ほどにもないどころの話ではない。手詰まり、八方塞がり、窮地に息を呑のむ。

　脳裏に浮かぶのは三枚目、最後のオリジナル魔法。だが、あれは未完成だ。

　失敗した場合、スバルたち三人が虚数空間を漂う結果になる可能性があるが──、

「土壇場での覚醒に賭けられるほど、自分が信じられねぇ──！」

　ナツキ・スバルが大した奴やつだと認めることはできても、それはどんな状況に置かれても打破するスーパーガイであると全肯定できるわけじゃない。

　ただ、諦めが悪いだけだ。ねじ伏せられても、立ち上がる回数が人より多いだけ。つまりそれだけ、人より多くねじ伏せられているという意味でもある。

「ここで、負け癖発揮してる場合じゃねぇんだ。分の悪い賭けだが……」

「──意地と見み栄えでどうにかしてみせると？　それも、実に君らしい決断だがね」

　試すしかない、とスバルが決断しかけた瞬間だった。

　不意の声が頭上から降ってきて、放たれる『死』の攻撃とスバルたちの間に人影が割り込む。それがあまりに眩まぶしくて、スバルは思わず目をつむった。

　比喩表現抜きに、眩しかったのだ。──その人影が、虹色に輝いていたから。

「──アル・クラウゼリア」

　直後、襲いくる猛撃に対して、光を打ち払う光が放たれる。

　破壊の衝撃波も、焼き尽くす炎も、自らの命と引き換えの突貫もあった。それらを黒い光が減退させ、溢あふれ出す水が呑のみ込み、吹き上がる砂嵐が勢いを逸そらす。

　まさしく、自然そのものを操るかの如ごとき所業、それを為なしたのは砂の上に着地し、すらりと長い騎士剣を振るった優美な背中──、

「──故あって、馳はせ参じた。危ういところだったようだね」

　そう言いながら砂海に参戦したのは、ご存知、ユリウス・ユークリウスだった。

　その堂々たる参上に、スバルは「ユリウス……」と声を震わせ、

「お前……終わったら、他の危ないとこ助けにいけって伝言頼んだだろうが！」

「ああ、聞いたとも。だから、ここへやってきた。すまないが、他の面々と比べても、ここが一番危険だと判断したのでね」

「うるせぇ！　その面の傷どうした！　レイドは!?」

「完敗だ。気持ちよく勝ち逃げされたよ」

「だっせぇ！　どうせなら勝ってこいよ！　きてくれなかったら死ぬとこだったわ、いっぺんしか言わねぇけどありがとよ！」

　悪態に交えた感謝を聞いて、左目の下に白い傷を作ったユリウスが「ふ」と笑った。

　気き障ざったらしい態度だが、どうやら彼も彼でレイドとの戦いを終えて、何やら得るものがあった様子。その証拠に──、

「準精霊たちと仲直りしたのか」

「正確には、彼女たちは蕾つぼみから開花し、精霊へと昇華された。それに、仲直りというのも適切ではないね。仲なか違たがいしていたわけではないのだから」

　答えるユリウスの周囲を取り巻くのは、その光を増した六体の準精霊──否いな、精霊たちだ。六体の精霊とスマートに契約を結び直したとは、とんだすけこましである。

「俺はベア子を口説くだけで精一杯だってのに、喰くえねぇ野郎だ」

「残念ながら、喰われはしていたのだがね」

「笑えねぇよ！　お前、ちょっと吹っ切れすぎだろ!!」

　権能の被害に遭ったことさえユーモアに変えるユリウスに、スバルは目を丸くした。

　勝ち逃げされた、と表現した以上、レイドとの決着はあったのだろう。レイドの肉体はロイのモノのはずだから、『暴ぼう食しよく』の片割れとの決着があったと考えるのが自然だ。

　そして、ユリウスがその危険性に言及しないということは、ロイの無力化には成功していると、そう考えて間違いない。

「ユリウス！　ちょうどいいところにきたかしら！　クアを借りるのよ！」

「──、心得ました」

　そのスバルの頭の上、ベアトリスの呼びかけにユリウスが即座に頷うなずく。彼も、スバルに抱かれるメィリィの状態が一刻を争うと察してくれた。

　六体の精霊から、水を司つかさどる青いクアが飛び出してくると、その優しい力がベアトリスの治癒魔法と共に、メィリィの体へ癒いやしのマナを注ぎ込む。

「その上で、時間稼ぎに徹する必要があると」

「ああ、見ての通りだ。赤くなってシャウラはカンカンってとこだが、やれるか？　赤い奴やつに負けてきたばっかなんだろ？」

「だからこその雪辱戦と述べるのは、淑女に対して失礼な態度だろう」

　真まっ直すぐに向き合うべきと、ユリウスが騎士剣を構えて紅べに蠍さそり──シャウラと対たい峙じ。

　割り込んできた騎士の姿に、しかし、紅蠍の複眼から反応はない。その殺意は変わらずスバルへ向いていて、途上のモノは全てただの障害物。

　精霊騎士として、一段階上へと自らを高めたユリウスに相対して、その態度だ。

「スバル、シャウラ嬢は私が引き受けよう。それ以外は……」

「自力で何とかしろってことだな、了解」

「いや、ベアトリス様と協力して成し遂げてくれ」

「こういう状況の俺の自力って、七割くらいベア子を計算に入れてるから」

　正直、七割でもずいぶんと見み栄えを張った数値である。役回りを考えたら、八割どころか九割五分でもおかしくない。

　いずれにせよ──、

「戻ってくれて助かったぜ……」

「君も、己の価値を見つめ直したようで何よりだ」

　そんな短いやり取りを交わし、スバルとユリウスは互いの役割に集中する。

　ユリウスは魔獣の攻撃がスバルたちへ届かぬよう、自ら前進し、剣林弾雨にその身を晒さらすことによって背後への被害を減らす。

　一方で、スバルは瀕ひん死しのメィリィを魔獣の被害から遠ざけつつ、勝利条件が満たされるまでの時間稼ぎに集中を、と思ったところだ。

「──っ」

　驚きの感覚があり、スバルは弾はじかれたように顔を上げた。

　理由はプレアデス監視塔、そちらに起こった変調だ。それは──、

「──ラム？」





　　　　　７






　──ボルカニカの放った息吹きが、青い光となって最上層へと襲いかかった。

「────」

　一瞬、エミリアの脳裏を背後に庇かばった黒いモノリスが過よぎる。

　頑丈で、龍りゆうの息吹きではびくともしないのかもしれない。しかし、万一、あれが失われたら『試験』が台無しになる予感があった。

　それに、これは『試験』の突破とは無関係な感慨だが、

「あれを壊されたら、すごーく寂しい……」

　奇妙な既視感を覚える手形、それを残したモノリス。

　あれが自分とどんな関係があるのか、はたまた単なる思い過ごしなのかもわからない。ただ、その感覚の正体を確かめたかった。

　だから、あれは失えない。あれを、失わないために。

　──アイシクルラインとして展開し、感応可能状態だったマナを一極に集中する。

　エミリアは、自分でもビックリするぐらいのマナを保有しているが、その莫ばく大だいなマナを一度に操れるかというとそういうわけではない。

　どれだけマナを溜ため込んでいたとしても、一度に出せる量はゲートの分だけ。

　それでも並大抵の魔法使いの十倍以上の出力を誇るエミリアだが、精霊術師として長年過ごしてきたことの強みが、その可能性をさらに広げた。

　魔法使いはゲートを通じて、自らの内に溜め込んだマナを使用し、世界に干渉する。

　精霊術師は精霊の力を借り、大気中のマナを使用し、世界に干渉する。

　ならば、その両方の素養を兼ね備えたエミリアにはできる。

　蛇口から出る水の量は定量だが、その水を桶おけに溜めればもっと多くの水を使える。それをエミリアは、自分の肉体と世界とで実行する。

　自らの内から溢あふれたマナを外界に留とどめ、ゲートを無視した極大魔法の応用──、

「──アブソリュート・ゼロ」

　スバルがそう名付け、実現は難しいかもと話していた机上の空論。

　奇くしくも、本番で一発勝負ができるほど自分を信じられないと、そうスバルが叫んだのと同じタイミング。そこでエミリアは、一度も成功していなかった勝負に出る。

　──そして、それを成功させる。

　本来の、エミリアの魔法の力が一だとすれば、溢れた力を応用して顕現するこの魔法の威力は十か、あるいは百に迫るだろうか。

　瞬間、世界を席せつ巻けんする白い空白は、大気が凍いて付ついたなどという表現ではなく、止めることのできない時の経過さえも止まるような威力を伴っていた。

　不可避の『死』であったはずの龍の息吹き、それさえも例外ではない。

　真っ向からぶつかり合った青い光と絶対零度、その衝突が世界に空白を生む。

「────」

　刹那、その二つの極大の力は、わずかな時間の拮きつ抗こうもなく、対消滅する。

　本当に驚くほど、音も衝撃も伴わない消滅があり、止まったはずの時が再び動き出したときには、エミリアは氷ひよう槍そうを構えて前に飛び出していた。

「て、やぁぁぁぁ──!!」

　細い喉を震わせて、エミリアはボルカニカへ向けて突撃する。

　全身からごっそりと力を持っていかれ、体がとても重い。マナ自体は体の外に出したものを使ったとはいえ、それを扱うエミリアへの負担は絶大だ。

「でも、へこたれてなんてられないから!!」

『──サテラぁぁぁ!!』

　息吹きを防がれ、吠ほえながらボルカニカがその前足と尾を振り回す。

　知覚の外からくる衝撃、それをエミリアは自身の周囲に展開した氷の粒の感覚を頼りに防御──生まれる七人の氷兵が砕くだかれながら、エミリアの前進を手助けした。

　振り下ろされる一撃を横っ跳びに、続く前足を氷兵が体で止め、その肩を借りてエミリアは大跳躍、空中のエミリアに振るわれる尾撃は、二体で肩車した氷兵が高さを稼いでその身を犠牲に食い止める。──その隙に、龍りゆうの懐へ潜り込んだ。

「あの、白い鱗うろこに──」

　触れるか、一撃が届けばとエミリアは頭上を仰いだ。そして、目を見開く。

　理由は驚きだった。『神しん龍りゆう』の弱点、それは白い鱗というわけではなかった。

　そこにあったのは、鱗の一枚と見み紛まがうほどに大きな白い傷跡だった。

「古い、傷……」

　すでに傷は塞がり、触れられたところで痛みはあるまい。

　しかし、『神龍』はただ傷に触れられることを嫌がり、あれほどに悶もだえたのだ。それがボルカニカの消せない古い記憶と関わるとわかり、エミリアは息を詰める。

　その一瞬の躊躇ためらいに乗じて、ボルカニカが翼をはためかせた。

「あ──っ！」

　羽ばたくボルカニカの巨きよ躯くが、手を伸ばすエミリアを置き去りに一気に上昇する。

「ダメよ──!!」

　とっさに床に手をつくエミリア、その足下から一気に氷が隆起する。

　即席で作られた氷の足場を空へ伸ばし、エミリアは飛ひ翔しようするボルカニカへ追いつこうと必死に手を伸ばした。ぐんぐんと、しかし、このままでは届かない。

「──みんな！　お願い!!」

　そのエミリアの叫び声に、氷の足場を駆け上がってくる氷兵たちが応える。

　駆け上がってくる氷兵たちが、氷の足場の先端から跳躍、その跳躍した兵の背中を踏み台に次の兵が跳躍、それを六回繰り返し、最後の一体の背中をエミリアが踏んで、

「ごめんね！」

　強く踏み切った瞬間、踏み台にされた氷兵が背中でへし折れる。

　しかし、七体の氷兵は全員、親指を立てて笑顔で墜落していく。そんな彼らの後押しを受け、最後の跳躍をしたエミリアの手が、ボルカニカの尾へ──、

『──愚か』

　その一言と共に尾が引かれ、エミリアの指が宙を掠かすめた。

　そして、瞠どう目もくするエミリアへと、引かれた尾が勢いよく戻ってくる。

　空中、逃げ場がない。とっさに氷の盾を生み出そうにも、それを砕くだかれた上で届く威力だけで、十分にエミリアには致死性の破壊力。

「──ぁ」

　失敗、大変、どうしよう、と様々な考えがエミリアの頭を錯さく綜そうする。

　時の経過が遅くなる感覚の中、打開策を必死に探し、自分の頭や体の隅々まで何かできないか総動員。ただ、諦めるという選択肢だけはない。

　エミリアの大好きな人たちは、誰一人、諦めることを選ばなかったから。

　だから──、

「私も、諦めない！」

　だが、威勢のいいだけの言葉では何も救えない。

　その無常を教えるかの如ごとく、長きを知る『神しん龍りゆう』の尾撃がエミリアへ迫り──、

「──エミリア様!!」

　瞬間、真下から吹き上げる猛烈な風が、エミリアの上昇をほんのわずかに手助けした。

　エミリアの頭を狙い、振り抜かれる『神龍』の尾。

　上昇の勢いが増したため、その尾撃の狙いが頭からエミリアの胴体へズレた。それを知覚ではなく直感で理解し、エミリアは思い切り膝を畳み込む。

　体を小さくして、当たる範囲から逃れようと──その、エミリアの爪先を、振り抜かれる尾撃が掠め、凄すさまじい衝撃にエミリアの体が高速で回転した。

　膝を抱えたまま、エミリアの体は真上へ吹っ飛ばされる。

　内臓が頭から飛び出しそうな衝撃に呑のまれながら、エミリアはぐっと奥歯を噛かみしめ、上空に氷の足場を展開、強引に自分の体を制動した。

　どん、と強い音が鳴り響いて、全身で衝撃を受け止めたエミリアは涙目で下を見る。

　空に作られた氷の天井、それを足場に天地のひっくり返ったエミリアの視界、ボルカニカの頭部と、一層の階段から姿を見せた人影が遠く見える。

　正確には人影ではない。人と、地竜の影だ。

「ラムと……！」

　こちらに手を伸ばし、エミリアの上昇を手助けしたのは乱入したラムだった。

　遠目にも満まん身しん創そう痍いのラム、あんな状態で駆け付けてくれたことに驚きを隠せない。

　だが、彼女の手助けがあったおかげで、エミリアは頭を叩たたかれて死なずに済んだ。

　その助力を借りて、エミリアは今一度、膝に力を込める。

　この氷の天井を足場にして、一気にボルカニカへと強襲を仕掛けんと。その、エミリアの前でボルカニカはおかしな様子を見せていた。

　尾を振るった姿勢のまま、エミリアの方を見ず、眼下を見ているのだ。

　そして、古いにしえの『神しん龍りゆう』はラムを──否いな、ボルカニカが見るのはラムではない。

『──パトラッシュ？』

「い、やぁぁぁぁ──っ!!」

　ボルカニカの呟つぶやきを掻かき消す勢いで、エミリアの体が眼下へ射出された。

　半瞬遅れ、頭上を仰ぐボルカニカの尾が氷の天井を砕くだく。遅い。すでにエミリアの姿はそこにはなく、最速のところで踏み切り、龍の喉元へ迫る。

「ちぇやあああ──っ!!」

　流星の如ごとく美しい蹴りが、エミリアを掴つかまんと閉じてくる前足を回避し、ボルカニカの白い傷跡へ迫り、迫り、迫り──届く。

『────ッッッ!!』

　エミリアの白い靴裏が喉を捉え、ボルカニカが再びの絶叫。

　空が割れるような音に「きゃあああ！」とエミリアは耳を塞ぎ、そのまま蹴りの反動で一気に落ちる。落ちて、落ちて、落ちて──、

「きゃ！　……わ、ありがとう！」

　落ちてくるエミリアを、足場にされて落ちたはずの氷兵たちが受け止めた。

　柔らかい衝撃に助けられ、エミリアはその場に立ち上がる。そして、自分が最上層の床面へ戻ったことと、頭上のボルカニカが悶もだえているのを視認。

　それから改めて、中央の柱のモノリスへ走る。

　走って、走って、あのモノリスの、既視感を感じる手形へと走って──、

「やっぱり!!」

　モノリスに到達し、今度こそ邪魔の入る前に勢いよく手を押し付けた。

　その勢いと衝撃にモノリスが揺れたが、エミリアの手はぴたりと問題の手形と一致。手がそっくりな人が世界に何人いるのかわからないが、少なくとも、このモノリスの手形はエミリアと手がそっくりな人のモノだ。

　そして──、

『──汝なんじ、塔の頂へ至りし者。一層を踏む、全能の請願者』

「あ……」

　モノリスに手を置いたエミリアの下へ、羽ばたく『神龍』が降りてくる。

　なおも空にその巨体を浮かせたまま、一度は正気に片足を踏み入れて思えたはずのボルカニカが、またしても最初と同じ言葉を言い放った。

　だが、その言葉は、最初の、何もかも忘我の果てから出たものと違っているように感じた。──正しく、問いかけが始まるのだと、そう感じて。

『──我、ボルカニカ。古の盟約により、頂へ至る者の志を問わん』

　何度となく、かけられた言葉。

　頂へ至る者の志を問わん。──つまり、てっぺんにつく人の気持ちを聞かれた。

　何をしたいのか、何を望むのか、何をするためにここにきたのか。

「────」

　その問いかけに対して、エミリアの答えはたくさんある。

　何をしたくて、何を望んで、何をするためにここへきたのか、答えはたくさん。

　しかし、今この瞬間、大急ぎでエミリアが望むことは──、

『──問わん。汝なんじの、志は！』

　重ねる問いかけ、それを聞いてエミリアは目を見開き、口を開けた。

　そして、大きな声で答える。

「──みんな、仲良くして!!」
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　瞬間、絶大な風が吹き荒れ、砂海がその勢いに一気に呑のまれる。

「うお!?」と、魔獣の猛攻を躱かわしていたスバルは悲鳴を上げ、メィリィの治療に奮戦していたベアトリスも「何かしら!?」と驚きよう愕がくする。

　それは当然、シャウラ相手に人外級の戦闘を繰り広げていたユリウスも同じだ。

　──否いな、彼の驚きは、それ以上に大きなものだったかもしれない。

　何な故ぜなら、凄すさまじい塵じん旋せん風ぷうが視界を覆い、身の危険を感じて下がったにも拘かかわらず、追撃がなかったからだ。

　そして、その答えを目の当たりにして、ユリウスの驚きはさらに続く。

「これは……！　スバル!!」

　ユリウスの懸命な呼びかけを聞いて、口の中の砂を吐くスバルがそちらへ顔を向けた。

　すると、ユリウスが必死な理由がわかり、目を見張る。

「──シャウラ!?」

「[image: ][image: ]ッッ」

　驚愕の声を上げるスバル、その視界に映り込んだのは、塵旋風を浴びてひっくり返り、砂の上で複数ある足をバタつかせている紅べに蠍さそりの姿だった。

　それまで、あらゆる攻撃に対して何ら反応を見せず、機械的な動きでこちらを追い詰めんとしていた塔の管理者──星番と、そう自称していた通りの活動に生じたエラー。

「ユリウス、何かしたのか!?」

「いいや、特別なことは何もしていない。攻撃をしのぐのに注力していた。さっきの、あの砂風が吹いた途端に……」

「砂風……そうだ、あの風は……」

　スバルたちを呑み込んだ猛烈な風、それを『砂風』と呼ばれて違和感に気付く。

　アウグリア砂丘を行くものたちを容赦なく呑のみ込む砂風だが、問題の結界を突破して以降、監視塔の周辺に強い風が吹いたことは一度もなかった。

　それこそ、砂風と呼べるほどのモノは一度も。それが、今、吹いたのは──、

「──スバル！　見るのよ！　空が」

　思考が千々に乱れるスバルへと、ベアトリスが可愛かわいい声でそう叫んだ。それを聞いて、スバルはつられて上を仰ぎ、見る。

　プレアデス監視塔に生じた変化、そのわかりやすい激変。

「──雲が、晴れた」

　雲を突き破り、天へと伸びるプレアデス監視塔。

　その最上部は文字通り、雲に覆われて下から覗のぞき見ることはできなかった。その、監視塔を包んでいた奇妙な雲が、丸々消えている。

　それで、ようやく気付いた。──さっきの風は、あの雲を散らすための余波だ。

　雲が晴れ、塔のてっぺんが下から見える。

　それが意味するところは、スバルの希望的観測によれば一つだけ。

「──やってくれたのか、エミリア」

　呟つぶやくスバルの知覚、『コル・レオニス』が感知する塔内の仲間たち──塔のてっぺんにいるエミリアと、すぐ近くにいるラムとパトラッシュを感じる。

　エミリアたちがやってくれたのだ。つまり、スバルの考えが正しければ──、

「塔のルールが壊されて……シャウラ！　おい、シャウラ！　聞け！」

「[image: ][image: ]ッ！」

「もう、俺たちと戦わなくていいんだ！　お前は、もう、自由に……」

　ひっくり返り、悶もだえる紅べに蠍さそりが苦しむのは、己の内に刻み込まれた古いにしえからの盟約が断たれたことが原因か。細かい事情はわからない。

　ただ、もういいのだ。彼女がこれ以上、苦しむ必要はなくて──、

「なぁ、シャウ──」

「──っ！　スバル!!」

　呼びかけようと、そう近寄りかけたスバルの襟首が掴つかまれる。瞬間、引きずり倒すように逃がされた空間を、鋭い尾が猛然とすり抜けた。

　その風に掠かすめられ、空気が焦げた臭いを鼻に感じ、スバルは絶句する。

　今、ユリウスが引き止めてくれなかったら、直撃されていた。

　しかし、スバルを苦しめたのは『死』の感覚ではなく──、

「おい、シャウラ！　シャウラ！　なんでなんだ、しっかりしろよ!!」

「[image: ][image: ]ッッ」

　スバルの必死の訴えを聞きながら、紅蠍がゆっくりと砂の上に体勢を戻す。

　ひっくり返った姿勢を戻した紅蠍、その複眼は揺らめきながら、しかし、ゆっくりと再びスバルを捉えて、その凶悪な牙から涎よだれをこぼした。

　それは、とても理性ある存在の態度とは思えず──、

「──スバル、残念だが」

　そう言いながら、ユリウスがスバルの肩を掴つかみ、前に出ようとする。

　だが、そのユリウスの考えがわかり、スバルは彼の腕を掴んで引き止めた。

　ユリウスが、汚れ役を引き受けようとしてくれているのはわかる。

　しかし、それをさせるわけにはいかない。

「助ける、そう決めたんだ。──俺は、あいつを助け出す」

「自覚のない、お師様としての務めと？」

「違う」

　首を横に振り、スバルはユリウスの言葉にそう応じる。

　そうではない。スバルがシャウラを助けたいのは、お師様だからなんて理由じゃなく、

「俺が、あいつのお師様だからじゃない。俺が、あいつに絆ほだされたから、そうするんだ」

「────」

「ベア子と同じだ。こんな砂の塔でずっと一人でいて、それで俺らと過ごした何日かが楽しかったって泣きじゃくる奴やつを、どうして放っておけるんだよ」

　奥歯を噛かみしめ、スバルはユリウスの腕を掴んだまま、そう言い切る。

　そのスバルを見つめ返し、ユリウスは吐息した。

「……強情だな。だが、そうすべきだ」

「──ユリウス？」

「いいや、改めて感心したんだよ。一度、見み栄えを張ったんだ。ならば、最後まで張り通せなくては、とね」

　薄く微笑ほほえんだユリウスが、自分の左ひだり頬ほおの傷を指でなぞってそう答える。

　その答えに目を細めたスバルは、自分の空いた左手が柔らかい感触に握られたと気付く。見れば、それをしたのはベアトリスだ。

　彼女はそのくりくりの地上一愛らしい目でスバルを見つめ、

「メィリィの、峠は越したかしら。あとは──」

「連れ出すの、手伝ってくれるか？」

「これでダメなんて言ったら、ベティーはどんな鬼畜なのよ。……まったく、スバルは本当にどうしようもないパートナーかしら」

　ベアトリスの答えに、スバルは苦笑いして自分の頭を掻かいた。

　それからしっかりと、大切な契約精霊と手を繋つなぎ、紅べに蠍さそりと──シャウラと向き直る。

　精霊騎士、二人並んで、救わなくてはならない、泣いている少女と向かい合う。

　そして──、

「俺はもう、身も心もくたくただ。──だから、さっさと助けられろよ、シャウラ！」

　──プレアデス監視塔攻略、最後の延長戦が、幕を開ける。






第九章　『シャウラ』
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　ボロボロ、ボロボロ、こぼれ落ちていく。

　ボロボロ、ボロボロ、剥はがれ落ちていく。

　ボロボロ、ボロボロ、色いろ褪あせていく。

　ボロボロ、ボロボロ、ボロボロして、全てが遠く、煌きらめいていく。




　──塔外、押し寄せる無数の魔獣のスタンピード、『魔獣使い』の奮戦で突破。

　──二層、ロイ・アルファルドの肉体を奪ったレイド・アストレアの撃破。

　──四層、因縁の冒ぼう涜とく者しや、憎っくき大罪司教ライ・バテンカイトスの撃破。

　──一層、まだ見ぬ未知の『試験』、エミリアの敢闘により突破。

　プレアデス監視塔の攻略において、用意されていた複数の難題のクリアが為なされる。

　これも、仲間たちが一丸となり、互いを信じて力を合わせた結果だ。

　エミリア的な言い方をするなら、『みんな仲良く』が叶かなった結果と言えるだろう。

　そのおかげで、ここまで辿たどり着くことができた。

　ならば、あとは──、

「──全員で勝てなきゃ、嘘うそってもんだろうが！」

「──往ゆく！」

　並んだ二人の精霊騎士、先手を引き受けたのは当然のようにユリウスだった。

　治癒に預けたクアを一時的に引き戻したユリウスが、再び六体の精霊の力を借りて極光を纏まとう。

『コル・レオニス』の効果でわかるが、莫ばく大だいに膨れ上がるオドの光と引き換えに、ユリウス自身にも精霊たちにも相当な負荷がかかっているはずだ。

　ずいぶんと格好をつけてくれる。だが、元より長く戦うつもりは誰にもない。

「──短期決戦」

　虹の軌跡を引きながら、砂の上をユリウスが飛ぶように走った。

　開いた距離を一瞬で詰め、ユリウスの斬撃が紅べに蠍さそりへ迫る。それを、紅蠍は獰どう猛もうな複眼で捉え、嵐のように荒れ狂う大おお鋏ばさみと尾針で打ち払った。
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　大鋏が強烈な熱を帯び、凄すさまじい火力に紅蠍の周囲の大気が歪ゆがみ始める。

　焦熱の大鋏──スバルが名付けるなら、『ジーザス・シザース・ヘルファイアフォーム』。

　ここにきて新技を披露し、わざわざラストバトルを盛り上げようとしてくれる姿勢には頭が下がるが、相手する側としてはその成長性は勘弁願いたい。

　殻を破って成長する敵キャラなんてものは、現状は望まれていないのだ。

「ミーニャ!!」

　真っ赤な大おお鋏ばさみが大気を薙なぎ払い、ユリウスを狙うのを脇から紫矢が妨害する。

　ユリウスと紅べに蠍さそりの超級の戦いに割り込むには、スバル単騎では実力不足。ベアトリスの横よこ槍やりでユリウスを援護しつつ、スバルはスバルの出番を探る。

「──スバル!!」

「あ」

　最適な位置取りのため、砂海を斜めに突っ切るスバルへと声が届いた。

　何事かと顔を上げれば、ユリウスの刺突を躱かわした紅蠍が、うっかりとスバルのすぐ傍かたわらへと着地してくるところだった。

　手を繋つなぐベアトリスの訴えに、スバルはとっさに急停止。しかし、虫を払うような仕草で魔獣の尾が振られ、その一撃にスバルは『死』を意識する。

「根性──ッ！」「──ムラク！」

　スバルとベアトリス、二人の判断が同時に重なった。

　重力の影響を軽くし、スバルとベアトリスの二人が綿菓子のように軽くなる。同時、スバルが放った鞭むちが紅蠍の尾の根元に絡んだ。瞬間、二人の体が引っこ抜かれる。

「わ──」「ぶやんっ!?」

　振り回されるのではなく、振り落とされる。

　足が浮いたと思った直後には、スバルとベアトリスは全身から砂に叩たたき込まれていた。

　綿菓子のように軽くなっていようと、もし下が硬い地面ならそのまま全身が砕くだけ散っていただろう勢いと威力、幸い、砂の上なので息詰まるだけで済んだ。

「追撃は諦めてもらおう──！」

「──ッ」

　そのまま、砂に埋まったスバルとベアトリスを狙う紅蠍。しかし、進路に割って入る虹の光がそれを妨害し、灼しやく熱ねつと極光の剣けん戟げきが展開される。

　光が散り、そのたびに砂海が割れ、衝撃波が快晴の空の下で砂風を生む。

　破壊力は拮きつ抗こう、速度はユリウス、持久力で紅蠍──決定打がないまま、このままでは時間切れで押し切られることになりかねない。

「──ぺっ、ぺっ！　クソ、何とかしねぇと！」

「──ぺっ、ぺっ！　勝ち筋を見つけないとダメなのよ！」

　一緒に砂から抜けたスバルとベアトリスが、同じ仕草で砂を吐く。

　互いに涙目になりながら、ユリウスの虹を、スバルたちの声を、シャウラへ届かせる方法を模索する。

「考えろ考えろ考えろ……」

　頭の回転をフルスロットルに、希望的観測でも夢物語でもない、本物を手繰り寄せる。

　そうして、自分の持ち得る手札を探したとき、スバルは気付いた。

　最後の一枚、まだ使っていない手札を残していたことを。

「──ベア子！」

「何か、思いついたかしら！」

　待ってましたとばかりに、スバルの呼び声にベアトリスが応える。

　わかってくれているパートナーに恵まれて幸せ者だと、スバルは「ああ！」と小さな手と手を繋つなぎ直し、力強く頷うなずいた。

　そして──、

「──この旅の、全部の力をここで使うぜ！」
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　ボロボロ、ボロボロ、こぼれ落ちていく。

　ボロボロ、ボロボロ、剥はがれ落ちていく。

　ボロボロ、ボロボロ、色いろ褪あせていく。

　ボロボロ、ボロボロ、ボロボロして、全てが遠く、煌きらめいていく。




　目の前を、虹の光が猛烈に過よぎるのを、本能のままに振るう両腕で打ち払う。

　赤々と輝く両手の鋏はさみは、あらゆる全てを焼き切るほどの火力を秘めており、それが岩だろうと鋼だろうと、バターのように切り裂くこと請け合いだ。

「まぁ、バターってなんなのかあんまりなんスけど」

　聞きかじりの知識で物を喋しやべりながら、煌めく標的を追い詰める。

　しかし、場所は広い砂海の上、障害物も何もないものだから今一歩詰め切れない。逃げ場のない場所、あるいは遠距離戦闘なら自分の独壇場──、

「スナイパーってのは、常に孤独なもんッスからね」

　これも聞いた知識だが、スナイパー＝狙撃手というものは、獲物を仕し留とめるまでじっと構えて待つもの、だそうだ。

　だから、待った。自分も、スナイパーとしての誇りを胸に、待ち続けた。

　くる日もくる日も彼方かなたを見据え、塔へやってくる相手を見据え、待ち続けた。

　ルールがあった。自分を、この塔に縛り付けるルールが。

　それを煩わしく思ったこともあったが、それがなくては忘れっぽい自分は、すぐに色んなことを忘れてしまったとも思う。

　一緒に歩いたこと、喋ったこと、過ごした日々や交わした思いも、何もかも。

「あぁ……それは、嫌ッスねえ」

　何もかもが、自分を置き去りにしていった。

　待てと言われれば、いつまでだって待つけれど、待たせるからには戻ってきてほしい。戻ってきてくれさえすれば、いつまでだって待てるから。

　だから──、

「お師様が戻ってきてくれて、嬉うれしかったッス」

　みんなみんな、いなくなってしまったから。

　戻ってくると、そう言った言葉を信じていいのか、わからなくなっていて。

　自分が信じていたから待っていたのか、ただの惰性で待っていたのか、それさえも答えはわからなかった。考えもしなかった。

　考える必要もなかった。だって、朽ちるより前に、約束は守られた。

「あーし、幸せ者ッスよ、お師様」

　だから、いかないでほしい。ずっと、ここで過ごしてくれたらいい。

　孤独でなくなったから、スナイパーはもう卒業だ。スナイパーを卒業した自分には、それなりのご褒美があるべきだと思う。

「もう、置き去りは嫌ッスよ、お師様。……あーしも、愛されたいッス」

　何もかもが、自分を置き去りにしていったから。

　今度は、どこまでも、いつまでも、ついていきたい。

　だから──、

「あーしを、愛してほしいッス。──お師様」
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　身を震わせ、紅べに蠍さそりの甲殻の光がさらに鮮やかさを増していく。

　それは『攻撃色』のより顕著な反応と考えられたが、スバルには違って見えた。

　その鮮やかな赤い色は、シャウラが泣き叫んでいる表れみたいだ。

　四百年、自分の感情を閉じ込めて、言いつけを守ってこの塔にこもっていたシャウラという存在が、溢あふれんばかりの思いを爆発させて、光り輝いている。

　赤は情熱、赤は激情、赤は抑えられない『愛』の色。

　紅蠍が赤く輝くのは、きっと誰かを愛していて、愛されたいと願っているからだ。

「──さそり座の女ってのは、愛情深いってのが通説だからな!!」

　力強く叫んで、砂を蹴りながらスバルは大きく肩を使い、鞭むちを放った。

「────」

　狙いはこちらに背を向け、ユリウスと打ち合っている浮気な紅蠍。

　忙しいところ申し訳ないが、お前の執着するお師様はこちらだと鞭で主張する。ぐいぐいこられているときは、煩わしいと邪険にしたが──、

「それで他の男にいかれると、もやもやするのが男心──っ!!」

「スバルながら、最低な物言いなのよ！」

　肩車されたベアトリスの厳しい物言いに背を押され、スバルの放った鞭が狙い通り──紅べに蠍さそりの尾の根元へ綺き麗れいに絡んだ。

　ただし、それでは直前に振り回され、砂に埋められた状況と何も変わらない。

　紅蠍も、先ほどのあまりに軽い綱引きの結果があるからか、ユリウスの方へと意識を集中し、スバルたちへの対処は二の次だ。

　スバルたちは弱い。──その認識を、悪用する。

「エル・ヴィータ──!!」

「ぐおおお!!」

　ベアトリスが魔法を詠唱、その影響がスバルの全身にかかると、凄すさまじい重量がその両足を砂に埋もれさせる。

　重力の影響を軽減するムラクの反対、重力の影響を増大させるヴィータ──これで幕下から、横綱級へと重量をアップさせ、紅蠍の尾に対抗する。

　だが、当然、それでもまだ足りない。多少重かろうと、せいぜいが百数十キロ。竜車をも軽々と運ぶようなシャウラの怪力には遠く及ばない。

　だから──、

「──ここが見せ場だ！　やってくれ!!」

　腕に力を込め、砂に足を埋めたスバルがそう叫ぶ。

　次の瞬間、紅蠍の尾力に引き抜かれかけたスバルの体が地面にとどまった。

　理由は明白、引き合う力が拮きつ抗こうしたのだ。紅蠍とスバル──否いな、スバルたちの間で。

「────ッッ」

　踏みとどまったスバルの前、ぴんと張り詰める鞭むちを掴つかんでいたのは、その異形の巨きよ躯くで引っ張り合いに乱入した餓が馬ば王おうだった。

　そして、その前代未聞の綱引きに参戦するのは餓馬王だけではない。

　全身に花を纏まとった熊が、翼を持つモグラが、頭部二つの双頭の蛇へびが、参戦する。

　仇きゆう敵てきであるはずの魔獣たちが、スバルの戦いに助力していた。

　それを引き起こせるのは──、

「……ホント、人使いが荒いんだからあ」

　不機嫌な、けだるい雰囲気を纏った少女の声。

　それを発したのは、砂の上、血の気の失うせた顔で荒い息をつく少女──メィリィだ。

　彼女はその可か憐れんな横顔を引き締め、大きく長く、深い息を吐く。

　そのまま、彼女は「ほおら」と強く手を打って、

「みんな、いらっしゃあい。見てるだけなんて、もったいないわあ」

　両手を叩たたいたメィリィの声に、一拍遅れて砂海が揺れる。

　それはなおも押し寄せる魔獣たちの足踏みであり、鳴き声であり、この魔境と呼ばれたアウグリア砂丘を支配する『魔獣使い』──否、『魔獣の母』の力だった。

　この戦いを、正しく総力戦とするスタンピードの再利用、それを為なす本領発揮だ。

「────」

　痛々しい表情のメィリィ、それでも彼女が意識を回復し、ラストバトルに参戦できるまでに復調した背景にはカラクリがある。

　当然、メィリィの受けたダメージを、スバルが『コル・レオニス』で引き受け、分配したのだ。──スバルの持つ、最後の手札に。

　それはエミリアでも、ベアトリスでもラムでもない。ユリウスでもエキドナでも、パトラッシュやメィリィ、ましてや眠るレムでもない。

　この、アウグリア砂丘攻略のための、最後の協力者──、

「──巻き添えにしてすまん、ヨーゼフ！　手伝ってくれ!!」

　遠く、監視塔の地下──六層に置き去りの地竜、ヨーゼフの存在が『コル・レオニス』に引っかかり、スバルは地竜への負担の分配を敢行した。

　ものすごく心が痛む決断だが、もっと心が痛いのは、ヨーゼフがスバルの『コル・レオニス』による負担の分配の条件を満たしていたこと。つまり、ベアトリスや他の仲間と同様、ヨーゼフもスバルを支えたいと、そう思ってくれていたということになる。

　そのヨーゼフの慈母の如ごとき思いに甘え、メィリィの負担の大部分を、スバルを介して地竜に肩代わりしてもらう。それが、メィリィの立ち上がれたカラクリだ。

　それが紅べに蠍さそりが予想外に、力比べに敗北した原因でもある。

　そしてそれは──、

「──そのまま、お前の敗因だ、シャウラ」

　文字通り、魔獣と地竜の力まで借りた総力戦を制し、スバルの言葉に紅蠍の足が浮く。

　その瞬間を、『最優の騎士』は見逃しはしない。

　放たれる虹の斬撃が、力比べに拮きつ抗こうする紅蠍の尾を、根本から断ち切った。

「────」

　切断される尾部が爆はぜ、自切と同じ破壊が周囲に広がるが、それは虹の光が通さない。遮られ、切り札を封殺された紅蠍が、猛然と大おお鋏ばさみをユリウスの背へ振り下ろす。

「し──っ！」

　だが、弧を描く斬撃が、落ちてくる大鋏を脆もろい関節部分で見事に斬り飛ばす。その腕の吹き飛ぶ勢いに身を揺らしながら、なおも残る右の大鋏がユリウスを挟み込むが──、

「──アル・クランヴェル」

　閉じる寸前、ユリウスの全身の極光がほどけ、一気に拡大する。

　纏まとった虹の鎧よろいを脱ぐ瞬間、爆発的に広がる極光が閉じかけた大鋏を内から爆ぜさせ、根本から吹き飛ばしていた。

「────ッッ」

　生じる衝撃波に揉もまれ、紅蠍の巨体が宙を舞う。そのまま、砂の上に豪快に転がった紅蠍は、尾と両腕を失い、満まん身しん創そう痍いの状態。

　さらにそこへ、ひっくり返った紅蠍を囲うように魔獣が取り押さえる。

　八本の足を押さえられ、身動きを封じられた紅蠍。

　それが、迫る終わりを拒むように身をよじり、鋭い牙のある頭部を動かした。

　あるいは紅べに蠍さそりの対応力なら、ここから新たな技を派生させ、この窮地を乗り越える成長を遂げても不思議はなかったが──、

「──ここまでだよ、シャウラ」

　身をよじる紅蠍の複眼、その全部に映るように正面にスバルが立った。

　武器を失い、足を押さえられ、哀れな状態に追い込まれた紅蠍。トドメを刺すのも容易たやすいだろう状況だが、それはスバルの望みではない。

　ここまで追い込んで、それでもなお、何が正解かはわからないでいたが──、

「メィリィ」

「……お兄さんたちって、わたしがいなかったらどうしてたのかしらねえ」

　名前を呼ばれ、メィリィがため息まじりに紅蠍の方へ。

　スバルの隣に並ぶと、吐息と共に彼女は指を鳴らした。そして、複眼の意識を自分に集中させると、

「あなたはだあれ？　赤くて怖いサソリさん？　それとも……」

「────」

「それとも、誰なのかしらあ？」

　問いかけに、紅蠍の複眼の動きが鈍った。

　揺れるそれが、静かにメィリィを見つめ、それから、視線がスバルへと移る。

　攻撃的な赤い瞳ひとみ、それがゆっくりと、色を変える。

「シャウラ」

　その甲殻の赤々とした光共々、落ち着いていく。

　瞳は緑に、甲殻は黒と、徐々に落ち着いていって、やがて──、

「──シャウラ！」

　やがて──、
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　ボロボロ、ボロボロ、こぼれ落ちていく。

　ボロボロ、ボロボロ、剥はがれ落ちていく。

　ボロボロ、ボロボロ、色いろ褪あせていく。

　ボロボロ、ボロボロ、ボロボロして、全てが遠く、煌きらめいていく。

　ボロボロ、ボロボロ、ボロボロと、全てが遠く、煌めいて見えて。

　何もかもがこぼれ、剥がれ、色褪せて、遠く遠く、煌めいて見える。

　置き去りにされて、思い出が遠ざかって、だけれど、それは確かに輝いていて。

　その日々が大事な全部だったから、掬すくい上げるのに必死になれて。




「──覚えてるッスか、お師様。あーしに、絶対戻ってくるから待ってろって、そう言っていなくなったッスよ」

　小首を傾かしげて、体育座りのシャウラにそう問いかけられる。

　その、昔の懐かしい思い出を語るみたいな彼女の態度に、スバルは首を横に振った。

「覚えてねぇ。つか、知らねぇって言ってるだろ。何べんも言わせるなよ」

「まぁ、仕方ないッス。お師様が忘れっぽいのはあーしに譲られてるッスもん。あーしとお師様は似た者同士ッス」

「ゾッとしねぇ！　いや、言語センスが近いのは認めるけども」

　とはいえそれも、彼女がスバルの世界の言葉を使い倒すものだから、ついつい感じてしまう親近感の一種ではある。

　スバルは彼女ほど愛あい嬌きようもよくないし、可愛かわいくないし、健けな気げでもない。

　四百年も、自分を置き去りにした誰かのためになんて、尽くせない。

「俺は辛抱弱いからな。せっかちだし、すぐ結果が欲しくなる。せめて、相手の傍そばにずっといられたら、我慢しようって気にもなるけど……」

「あ～、そりゃダメダメッスね、お師様。いいッスか？　こんな名言があるッス。愛ってのは我慢ッスよ！」

「それ、オシャレは我慢の間違いだろ!?　尽くす女っていうか、貢ぐ女のスローガンっぽいぞ!?」

「全てはこの胸の奥の昂たかぶる想おもいを成就させるためッス。馬鹿な女と、哀れな女と笑ってくれて構わねッス。その笑顔も、素敵だよ……ッス」

「いや、笑えねぇよ。見て、ちょっと涙目になってきた」

「どれどれ～ッス」

　自分の顔を指差して、そう言ったスバルにシャウラが顔を近付ける。

　ぐっと勢いよく立ち上がったシャウラ、彼女の顔が吐息が届くぐらいの近くにきて、改めてその端整な顔の造りを間近に見た。

　大きく切れ長な瞳ひとみ、目力があって、鼻筋がすっと通っていて。

　長い睫まつ毛げと、砂海で長く過ごしたとは思えないきめ細やかな肌、コロコロと表情が変わるからわかりづらいが、可か憐れんさよりも美麗さの方が際立つ全身の造形。

　星の名前を与えられ、此この地でずっと、愛いとしい誰かを待ち続ける運命を背負った存在。

「あれ？　お師様、涙目ってか、ちょっと泣いちゃってないッスか？」

「……お前のお師様は、クソ野郎だ。俺が、この手でぶっ飛ばしてやりてぇよ」

「それ、あーしめちゃめちゃ複雑な気持ちで見てなきゃなんないヤツッス！　お師様がお師様をＫＯって、もうどんな状態なんスか！　……もう」

　わなわなと唇を震わせ、スバルはぎゅっと目をつむった。

　熱い、込み上げてくる熱いものが、それで瞼まぶたから押し出され、頬ほおを伝う。

　その透明な雫しずくを見て、シャウラはもう一度、「もう」と小さく呟つぶやくと──、

「────」

　不意打ち気味に、目を閉じたスバルの頬ほおを湿っぽい感触が撫なでた。

　目を開けたら、ゆっくりと離れていくシャウラの顔。悪戯いたずらっぽく笑い、彼女は自分の唇に指を当て、赤い舌をちろりと見せる。

「……お師様の体液、しょっぱくて甘いッス」

「言い方……」

「言い方なんて、何でも変わったりしないッスよ。あーしの想おもいは、全身全霊、体で表現してる通りッス。──お師様、愛してるッス」

　愛してると、たびたび彼女はそう口にした。

　それを、軽い言葉だなんて、その背景を知っていたら絶対に言えない。

　シャウラが折に触れ、「愛してる」とそう口にするのは、愛が溢あふれているから。

　ずっとずっと、伝えたいと思っていた言葉が、彼女の中から溢れてくるから。

　四百年間、愛したい、愛されたいと、それを願い続けた彼女の想いが──、

「愛してるッス、お師様」

「……俺は、お前に愛してるなんて言わないぜ」

「わかってるッス。お師様はいけずだし、照れ屋でシャイッスから。でも、そこも好きッス。ぞっこんッス。オンリーユーッス」

「────」

　時間が彼女を置き去りにして、課せられた役割は鎖のようにその身を縛って。

　それが愛いとしい人を傷付けそうになったとき、彼女は泣いて、『死』を懇願した。

　傷付けるぐらいなら、失われていいのだと。そう泣きじゃくる彼女に、なんて言った。

　泣いたままになんか、させてやらないと言ったのに。

「俺は、お前に、愛してるなんて、言って、やらない……」

「……いいッスよ。お師様が言ってくれない分、あーしが言い続けるッス。そしたらいつか、きっと跳ね返したくなる日がくるッスよ」

「いつかって……気の長なげぇ話だな。四百年待つ気かよ」

「そうッスか？　四百年なんて、すぐだったッスよ」

　悲痛な声で、ずっと待っていたと泣き叫んだことがあった。

　時の経過に取り残され、愛情を人質に束縛され、ずっと寂しかったと泣き叫んだ。

　そんな自分の心情を吐露した世界があったことを、今の彼女は知る由もない。だから、あっけらかんとして見える態度の裏、彼女の胸中を吹き荒れる想いはどれほどか。

　泣かせないと、そう誓った。今も、それを違たがえるつもりはない。

　だから──泣いてほしかった。泣いて、まだ足りないと、訴えてほしかった。

　泣いて泣いて、泣き喚わめいて、泣きじゃくって、泣き崩れてくれたら。

　お師様でも何でもない、ナツキ・スバルが全霊で、その涙を止めるために奔走した。

　それなのに──、

「四百年なんて、明日の明日みたいなもんだったッス」

　紅べに蠍さそりの姿の片へん鱗りんなんて見せず、ただ、美しい少女として彼女は微笑ほほえんだ。

　思わず見み惚ほれるほど美しく、指で触れれば崩れてしまいそうなほど儚はかなく、シャウラは白い頬ほおをほんのりと紅潮させ、恋する乙女の顔で「だって」と続けた。

　恋する乙女は、「だって」と続けて──、

「──待ってる時間も、愛してたッスもん」

「────」

「ねえ、お師様。だから、また、いつか──」
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　ボロボロ、ボロボロ、こぼれ落ちていく。

　ボロボロ、ボロボロ、剥はがれ落ちていく。

　ボロボロ、ボロボロ、色いろ褪あせていく。

　ボロボロ、ボロボロ、ボロボロして、全てが遠く、煌きらめいていく。

　ボロボロ、ボロボロ、ボロボロと、全てが遠く、煌めいて見えて。




　幻みたいな、白い世界で交わした言葉が終わる。

　あれは本物だったのか、偽物だったのか、スバルの何かが見せた白昼夢だったのか。

　いずれにせよ──、

「──シャウラ」

　ボロボロと、剥がれる甲殻の一部が砂の上で塵ちりに変わる。

　それは一部に留とどまらず、剥がれ落ちる全ての部位に伝でん播ぱしていく。

　切断された尾も、切り離された大おお鋏ばさみも、魔獣たちに押さえつけられていた複数の足、そして、ナツキ・スバルに抱擁される頭部も、何もかもが──、

「……役目を、果たし終えたかしら」

　抱擁する胸の中、徐々に存在の希薄になっていくそれを掻かき集めようとするスバルに、小さな声でベアトリスがそうこぼした。

　可か憐れんな容姿の精霊は、力なく崩れていく魔獣を──否いな、自分と同じ、運命の課した役割に殉じ続けた同胞を、寂しげに見つめていた。

　ベアトリスの言葉、その理解を脳が拒む。

　だが、本能は理解していた。──これは『死』ではない。

　これは、彼女が星番としてこのプレアデス監視塔を任され、そして、いずれ迎える今日が訪れたとき、避けられない結末だったのだと。

「だったら……俺たちが……」

　ここにこなければ、彼女はずっと、ここにいられたのだろうか。

　この砂の塔で、ずっと、戻らない誰かを待ち続けながら、この場所で──。

「──スバル、わかっているはずだ。その仮定は、彼女への侮辱だと」

「────」

「そして、君がすべきは後悔ではない」

　すでに騎士剣を鞘さやに納め、血や砂で汚れた装いを正した騎士が、そう告げる。

　非情で、しかし、彼はどこまでも正しかった。

　奥歯を噛かみ、その正しさへの憎々しさを隠して、スバルは息を吐く。

　そして、ずっと一人きりだった彼女を、より強く抱きしめた。

　置き去りにされ、誰もいない場所で長い時間を過ごした彼女を。

　ゆっくりと、一人でなくなって、見送られていく彼女の一番傍そばで。

　スバルが、ベアトリスが、ユリウスが、メィリィが、一人きりだった彼女を見送る。

『でも、あーしはお師様が一人いてくれたら十分ッス』

　そんな、可愛かわいげのないことを言う姿が目に浮かんで、それがそのまま涙に変わった。

　ゆっくりと、その、スバルの頬ほおを伝った雫しずくを、魔獣の牙がそっとなぞる。

　鋭い、何もかもを壊してしまいそうな牙で、この場にいる誰よりも壊れやすいだろうスバルを壊さないよう、愛いとおしむよう、優しく、優しく。

　そして──、

「──ぁ」

　抱擁する腕が、不意に感触を失った。

　ボロボロと、その質量を喪失する大サソリの外殻がほつれ、塵ちりへと変わる。黒い塵が、砂の上に舞い、スバルは大きく口を開けた。

「シャウラ……」

『はいッス、お師様』

「シャウラ……シャウラ……シャウラ……」

『お呼びッスか？　お師様』

「シャウラ、シャウラ……」

『も～、あーしってば、お師様に愛されすぎて、困っちまうッス～！』

　目をつむれば、呼びかけに答える彼女の声が耳に蘇よみがえる。

　それなのに、もう、彼女はどこにもいなくて。

「──ぁ」

　砂の上に蹲うずくまって、砂海を掻かき毟むしるスバル。

　その鼓膜に、誰かの声が届いた。それが誰のものなのかわからない。確かめる余裕もなく、ただ、つられたように顔を上げ、スバルは目を見開いた。

　黒い塵が降り積もった砂の大地、そこがわずかに揺れて、何かが這はい出す。

　それは小さな、掌てのひらほどの大きさの存在。二振りの鋏はさみで砂を掻いて、その尾部を使って器用に砂から体を引っ張り出す、赤い甲殻をした小さな存在──、

　それは、地面に膝をつくスバルの方へやってくると、砂についた手にそっと寄り添う。

　その、ただの触れ合う仕草が、あの愛あい嬌きようの面影を残しているように思えて──。




　ボロボロ、ボロボロ、こぼれ落ちていく。

　ボロボロ、ボロボロ、剥はがれ落ちていく。

　ボロボロ、ボロボロ、色いろ褪あせていく。

　ボロボロ、ボロボロ、ボロボロして、全てが遠く、煌きらめいていく。

　ボロボロ、ボロボロ、ボロボロと、全てが遠く、煌めいて見えて。

　──煌めいていく全部に、あなたがいたから。




『四百年なんて、明日の明日みたいなもんだったッス』




『だって、待ってる時間も、愛してたッスもん』




『ねえ、お師様。だから、また、いつか──』




『いつかまた、あーしと出会ってほしいッス』




『今度は、お師様があーしを待つ番ッスよ？　追う女より、追われる女ッス』




『──お師様、大事な、大事な、約束ッス』




『今度は、忘れないでくださいッス』




『──お師様、愛してるッス』
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「お前は、馬鹿だ」

　忘れられるものかと震える声で、スバルは呟つぶやいた。

　そして、自分の手の甲にくすぐったく触れるそれを拾い上げ、両手で包む。

　それをくすぐったく、こそばゆく思うように受け入れ、小さな、小さな蠍さそりが震えた。

　その甲殻は赤く、目に鮮やかなぐらいに赤く、真っ赤で。




　──それは、四百年の時でも色褪せられない、『愛』の色をしていた。
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第十章　『英雄』
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　ナツキ・スバルはいつも、できない約束ばかりをしている。

「────」

　砂の上に蹲うずくまり、無言のスバルに誰も声をかけられない。

　傍かたわらのベアトリスも、背後のユリウスやメィリィも、かける言葉が見つからない。

　ただ、嗚咽おえつすら忘れて涙するスバルを慰めるように、手の上の蠍さそりが腕を伝い、スバルの肩をよじ登って、その首に体を寄せてきた。

　この小さな蠍が、いったい何なのかスバルにはわからない。

『紅蠍』の巨体、その崩れた塵ちりの中から現れたこの蠍は、はたしてシャウラとどういう関係があるのか。あるいは、この蠍は彼女そのものなのかとも思うが──、

「……それは、ない」

　シャウラは、失われた。それは、言葉を最期に交わしたスバルの悲しい確信だった。

　あのあけすけな笑顔も、触れ合いを求めるウザったさも、お師様お師様と心当たりのない親愛を込めた声も、何もかもが失われた。

　シャウラが泣き喚わめいて、消えたくないと叫んでくれたなら、スバルは全力でそのための方法を探したし、何度でも命を投げ出し、助けにいった。

　でも、彼女はそれを望んではくれなかった。

　笑いながら、また出会ってほしいと、それだけを言い残して消えてしまった。

　その方法も、それが本当に可能なのかも、わからない。わからないが──、

「わかった。……きっといつか、俺はまたお前と出会う。だから」

　晴れ晴れしい笑顔で、愛してると言ってくれた彼女の願いを叶かなえる。

　そのために──、

「──だから、今はさようなら、シャウラ」

　砂風が、塵ちりとなった彼女の想おもい、その残骸を連れ去っていく。

　それを見届け、スバルは息を吐いた。見れば、スバルの首元に身を寄せた蠍さそりが、まるで元気を出せと言わんばかりにその鋏はさみでスバルの耳を摘つまんでいた。

「いてっ」

　鋭い痛みがあって、へこたれているなと背を押された気分だ。

　その痛みで涙目になりながら、スバルは「わかったわかった」と頷うなずいて、首元の蠍を掴つかみ、耳から引き剥はがそうとする。しかし──、

「いたっ！　いや、わかったから、もう放していいって……いってぇ！　おい、これ、耳から血が出る……こいつ！　こいつ、本気で……！」

「……お兄さんったら、何やってるのよお」

　耳を挟んだまま、ちっとも引き剥がせない小紅蠍。それを、呆あきれた顔をしたメィリィがひょいと掴み、助け船を出してくれる。

「ちっちゃくても魔獣ちゃんなんだからあ、迂う闊かつに顔に近付けて目とか鼻とか食べられちゃっても知らないわよお。──この子は、裸のお姉さんじゃないんだからあ」

　そう言って、メィリィは小紅蠍を自分の頭の上にぽんと乗せた。

　先ほどと違い、小紅蠍はメィリィの頭で悪さを働かない。メィリィの『魔ま操そうの加護』の影響下に入り、その獰どう猛もうさを潜めたようだ。それはつまり、小紅蠍はメィリィの加護の通じる魔獣であり──シャウラとしての自我がないことの証明でもあった。

「スバル、傷の治療をしないとなのよ」

　また俯うつむきかけたスバルの袖を引いて、ベアトリスが優しく体を案じてくれる。

　その配慮に唇を噛かみ、スバルは深く頷いた。いつまでも、砂海に長居していられない。

「──スバル！　みんな！」

　遠く、監視塔の入口の大扉を開け、エミリアがこちらに駆けてくる。

　その彼女も、かなりの大波乱に巻き込まれた装いで、楽な道のりではなかったことが窺うかがえた。それも含め、全員で言葉を交わそう。

　話さなくちゃならないことも、済まさなきゃいけないお別れも、多すぎるのだから。
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「……シャウラは、すごーく頑張り屋さんだったのね」

　事の顛てん末まつ、シャウラがその場に見当たらないことの説明を聞いて、エミリアはその塵ちりさえも散ってしまった砂海を見つめ、彼女らしくその喪失を悼んだ。

「エミリア様、一層はいかがでしたか？　無事、『試験』を終えられたのでしょう？」

　シャウラの説明を終えて、沈んだ顔のスバルにエミリアが憂いの目を向ける。

　だが、そこであえて話題を進めることを選んだのはユリウスだった。そのユリウスの呼びかけに、エミリアは「ええ」と頷うなずいて、

「よくわからなくてすごーく大変だったんだけど、何とか終わらせられたみたい。……それと、ユリウスも、私のことちゃんとわかる？」

「──。そう、ですね。確かに、はっきりと思い出せます」

　おずおずと尋ねたエミリアに、ユリウスはハッとした顔でそう答えた。

　自分の口元に手を当て、ユリウスは「エミリア様」と改めて反はん芻すう、自分の中に消えたはずのエミリアの存在があることを確かめ、頷いた。

「ベアトリスは、私のことわかる？　メィリィは？」

「……心配しなくても、思い出したかしら。というか、忘れてたことを言われるまで忘れかけてたくらいなのよ。薄気味悪い感覚かしら」

「わたしも、ちゃあんと覚えてるわよお。お姉さんの方こそ、わたしのこととか、した約束とかちゃんと覚えてくれてるう？」

「もちろんよ。忘れたりなんて絶対しないわ。よかった。ラムとパトラッシュちゃんも思い出してくれてたから、大丈夫とは思ってたんだけど……」

　ベアトリスとメィリィの答えを聞いて、エミリアがホッと胸を撫なで下ろす。

　そんな彼女たちの反応に、スバルは「待った」と声をかけた。

「つまり？　みんな、エミリアたんのこと無事に思い出したのか？　それって……」

「──ラム女史が、ライ・バテンカイトスを討ったということだ」

　結論を引き取り、そう断言したユリウスにスバルは目を見開く。

　ライ・バテンカイトス──『暴ぼう食しよく』の大罪司教、その三人の内の一人であり、スバルやラムにとっては最も因縁深い仇きゆう敵てきとも言うべき存在。

　ただ、奴やつが喰くらったエミリアの『名前』が戻っているということは──、

「──レムを、思い出してくれたのか？」

　誰からも忘れられ、その存在の大きさでスバルの胸に大穴を開けた少女。

　この旅は、奪われたモノを取り戻すための旅であり──スバルにとっては、レムを救うための旅路そのものであった。

　そんな、逸はやる希望に急せき立てられ、スバルは一同の顔を見渡した。

　そのスバルの問いかけに、しかし──、

「……ごめんなさい、スバル。まだ、私はレムのことを思い出せてない」

「──っ！　どうして!?」

「ベティーも、なのよ。ラムの妹のことは、まだ思い出せてないかしら。それに……」

「それに？　それに、なんだ。まだ、何があるんだ？」

　エミリアに否定され、困惑するスバルにベアトリスが首を横に振った。

「まだ、ユリウスのことも思い出せてないのよ。『暴ぼう食しよく』の被害の、全部が戻ってきてるわけじゃないかしら」

「ユリウスの……」

　ベアトリスの話を受け、やはりエミリアも同じように頷うなずく。

　元々、『名前』を奪われる前のユリウスを知らないメィリィは肩をすくめるが、エミリアたちが嘘うそをつく理由もない。ならば、レムもユリウスも『名前』は戻っておらず──、

「その点に関してだが、私の『名前』が戻らない理由の想像はつく」

　困惑するスバルたちの中、他ならぬユリウスがそう言った。

　そうして、ユリウスは切れ長な瞳ひとみでスバルたちを見つめ返し、続けた。

「──『暴食』の大罪司教、ロイ・アルファルドは生け捕りにしてある。厳密には、私の『名前』は彼に奪われたモノだ。だから、まだ戻らないのだと思う」
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　大正門を通り、プレアデス監視塔の中へ戻ると、五層にはスバルたちを砂の塔へと連れてきた竜車が置かれており、その傍かたわらで手を振る人影に出迎えられた。

「エミリアさん、それにナツキくんらも、ずいぶんと久しぶりやねえ」

「……まさか、アナスタシアさんか？」

　はんなりと微笑ほほえみ、ゆるゆると手を振る人物を見て、スバルは凝然と目を見開いた。

　その仕草や態度、表情に至るまで自然体なのを確認する。それは、人工精霊であるエキドナが扮ふんし、トレースし切れなかった人間性の完全再現──否いな、再現ではない。

　元々の本人の性質なのだ。それを、再現とは言わないだろう。つまり──、

「アナスタシアさん！　起きられたの？」

「そうそう。もう、長いこと居眠りしてしもてたみたいで、心配かけて悪かったわぁ。ここしばらく、どうしてたんかはエキドナに聞かせてもらったわ」

「エキドナも、無事なんだな」

「何とかね。自責の念以外では、ボクが死ぬようなことはひとまずなさそうだ」

　エミリアに答えるアナスタシアの首元で、白い狐きつねが申し訳なさそうにする。と、そんなエキドナの頭を撫なでて、「こーら」とアナスタシアは相方を叱った。

「またそうやって自分を責める。言うたやん。ウチが自分で選んだことなんやから、それでエキドナが凹へこむ必要なんてないんよ。そう思うやろ、ユリウス」

「私ですか？　……そうですね。正直、アナスタシア様のご決断にはずいぶんとハラハラさせられたもので、その通りですとお答えしづらいのですが」

「しづらいけど、なに？」

「己の内に閉じこもられていた理由を聞いては、騎士冥みよう利りに尽きるなと」

　唇を綻ばせ、優美に答えるユリウス。その答えを聞いて、アナスタシアは「まぁ、言いよるやないの」と自分の口に手を当てて笑った。

「……アナスタシアさん、ユリウスのこと忘れてんだよな？　やけに馬が合ってるけど」

「元がどんな関係か忘れた……それ自体、ウチにとってはもう、お腹なかの中からむしゃくしゃして辛抱でけんことなんやけど……！　なんやけど……！」

「ぐっと堪こらえて、この姿勢というわけだよ。幸い、この二ヶ月で知ったユリウスのことならボクからも話せる。どうやら、ボクはそのために生まれたようでね」

「……お前も、変な方向に振り切れたみたいなのよ」

　わなわなと唇を震わせるアナスタシア、彼女の首元で自らを定義したエキドナに、ベアトリスがほんのりと優しく言葉をかける。

　それを聞いて、エキドナも狐きつねの鼻をすんと鳴らし、「ああ」と頷うなずいた。

　過去のない人工精霊エキドナ、アナスタシアの代理として監視塔へやってきた彼女も、何やら思うところがあり、前向きな結論を得たようだ。

　無事、アナスタシアが自分の体を取り戻していることも、その一因なのだろう。

「──ねえ、アナスタシアさん。無事に戻ってくれたのはすごーく嬉うれしいし、話したいこともたくさんあるんだけど……」

「わかってるて。ユリウスがやっつけた大罪司教のことやろ？　ユリウスがあれこれやって、竜車に放り込んだままになっとるよ」

　肩をすくめ、アナスタシアが傍かたわらの竜車を示す。

　その言葉を反はん芻すうするエミリアの隣、スバルは息を呑のんで竜車を見た。この中に、『暴ぼう食しよく』の大罪司教ロイ・アルファルドが捕らえられている。

「────」

　竜車の扉側に回り込む前に、繋つながれた地竜──ヨーゼフの首を撫なでる。

　太い四足を持ったガイラス種の地竜は、シャウラとの戦いの最後の立役者。最善の結果は得られなかったが、それでヨーゼフの心遣いが台無しになるわけではない。

「お前のおかげで助かった。……このあと、何かあっても助けてくれ」

　太い首を撫でられるヨーゼフが、荷が重いと言いたげに鼻息をこぼした。

　それにわずかに苦笑して、すぐ頬ほおを引き締めたスバルは竜車の客車へ。そして、エミリアたちと頷き合い、その中を覗のぞき込んだ。

「──これって」

　緊張感をみなぎらせて竜車を覗いたスバルは、中の様子を見て瞠どう目もくする。

　竜車の中、確かにロイはいた。ただし、その拘束のされ方はスバルが想像したものとは一味違う。ロイ・アルファルドは、全身を黒い結晶のようなもので包み込まれ、白目を剥むいた状態で拘束──否いな、封印されていたのだ。

「原理的には、陰魔法の応用かしら。シャマクで相手の意識を切り離して、そのまま固めてあるのよ。……これ、えげつないやり方かしら」

「じゃあ、この黒いの、シャマクの塊ってことか……」

　ベアトリスの説明を聞いて、スバルはぎょっとしながら改めて封印を見やる。

　シャマクは、スバルがベアトリスと契約する前、最も頼りにしていた存在と言っても過言ではない魔法だが、それを応用した封印とは、ユリウスの手腕には驚かされる。

「誤解しないでもらいたいが、これは私が編み出した手法というわけではない。世界で最も有名な封印も、これと同じ術式を採用している。規模は桁違いだとしてもね」

「世界で一番有名な……それってまさか」

「──『嫉しつ妬との魔女』、よね」

　固められたロイを観察していたエミリア、彼女の言葉にユリウスが「はい」と深々と頷うなずいて肯定する。ロイの封印、それはこの監視塔からさらに東──彼かの地に封じられる『嫉妬の魔女』、その四百年の眠りと同じ方法であるのだと。

「……ユリウス、なんでこいつを生かしてる？　片割れ……ライ・バテンカイトスが死んで、エミリアの『名前』が戻った。なら、こいつだって」

「戻ってくる確証はない。私が彼を処断しなかったのも、それが最大の理由だ」

「────」

「バテンカイトスをラム女史が討ったのは確かだ。だが、エミリア様の『名前』が戻ったのはそれだけが原因なのか？　もしそうでなかったら、全てを失いかねない」

「──それだったら、『死者の書』はどうだ？」

　ユリウスの正論に、スバルが代案として提示するのはこの塔だけの裏技だ。

　他者の思考を暴く手段として、およそ『死者の書』よりも裏のないものは存在しまい。なにせ、その人間の生涯そのものを追体験する代物なのだ。

「仮にあいつに尋問したとしても、本当のことを吐く保証はない。それなら、『死者の書』を使ってでも、奴やつの内心を暴いた方が……」

「スバル、それは……そんなの、良くないと思うわ。そのやり方は……」

「でも、確実のはずだ。これなら……」

「あんな？　ちょっと口挟んでもええ？」

『死者の書』の利用を提案するスバルに、エミリアが消極的な姿勢を見せる。それにスバルが食って掛かろうとすると、挙手したのはアナスタシアだ。

　彼女は鼻白むスバルを見やり、胸の前で白い手を合わせると、

「ウチもエキドナから聞いた話やし、あちこち抜けがあるかもしれんのやけど……その『死者の書』やっけ？　過信するんは危ないんちゃう？」

「危ないって、どうして」

「どうしても何も、それはナツキくん自身がいっちゃん体感したことやろ？　ウチが寝とる間に、ナツキくんも自分がなくなったりしてたって話やないの」

「ぐ……」

　短時間でどれだけエキドナと話せたのか、アナスタシアは痛いところを突いてくる。

　厳密には、スバルの記憶喪失の原因は『死者の書』にはない。だが、『死者の書』を読むことで、その本の人物の影響を大きく受けることは事実だ。

　レイドの前例もある。仮にロイの『死者の書』を読むことで自我を塗り潰つぶされでもしたら、新たなロイ・アルファルドが誕生しないとも言い切れなかった。

「じゃあ……じゃあ、アナスタシアさんも、こいつを生かしておくのが正しいって、そう言うのか？　こいつが今まで、どれだけのことを！」

「正しい正しくないの話をするんなら、ウチやって大罪司教なんて生かしとくんが正しいやなんて思わんよ。でも、ウチにも持論があってな？」

「持論……？」

「命のあるなし、取り合い奪い合いは最後の手段。──人を簡単に死なせる人間は、碌ろくな結末を迎えない。ホーシン語録やなしに、ウチの言葉」

　アナスタシアの言葉に、スバルは目を見開いた。

　この、剣も魔法もあるファンタジー世界で、何を甘いことをと反発心が起こる。だが、同時にスバルの中の倫理観は、それを正しいとも感じていた。

　スバルだって、人死には少ない方がいいに決まっていると考えている。

　味方はもちろん、敵だって人死には少なく済む方がいい。

「でも、こいつは大勢を……なのに、温情をかける価値なんてあるのかよ……」

「殺さなならんときは殺すよ。そう決断するし、いざとなったら手も汚す。でも、衝動に任せるんは違う。──ナツキくんも、こっち側の人間やと思う」

「そんな、ことは……」

「せやから、いなくなった誰かのために涙も流せる。……ウチは、血も涙もない非情なナツキくんより、そっちの方が末永いお付き合いがしたい思うわ」

　アナスタシアが指で自分の頬ほおをなぞり、スバルの涙の跡を指摘する。

　瞬間、シャウラを失わせた傷が疼うずいて、スバルは静かに俯うつむいた。アナスタシアの、その言い方は卑ひ怯きようだ。だが、間違いなく効果的ではあった。

「……スバル、私もアナスタシアさんとおんなじ意見。ユリウスや、眠ってるレムのことを考えたら、急いで解決してあげたいけど……」

「少なくとも、私のことはお気遣いなさらず。事ここに至れば、速さよりも確実性を優先すべきだ。……弟のこともかかっている」

　プリステラに残してきたヨシュア、その記憶が蘇よみがえる瀬戸際でもあり、ユリウスの意見は慎重だが、正論だ。失った痛みを埋めたいがために、成果を性急に求めている。

　今のスバルの心境は、まさにそういうことなのだろう。

「まとめよう。アナとユリウスの意見は『暴ぼう食しよく』の大罪司教を王都へ移送し、権能の犠牲者を救う方法を聞き出すこと。その後、極刑は免れないはずだ」

「年齢を理由に酌量するにも限度がある。最終的にはそうなるやろね」

　握った拳こぶしの力を解くスバルを見て、エキドナとアナスタシアが話を整理する。

　ロイの処遇について、エミリアも反対意見はない。その身柄は封印された状態で王都へ運ばれ、ある意味では先に連行されたシリウスと同じ立場になる。

「エミリアさんらも、それでええ？」

「ええ。私も、ちゃんと忘れてしまった人たちのこと、思い出したい」

　アナスタシアの意思確認に、エミリアは顔を上げ、堂々と答えた。

　異を挟ませない彼女の言葉に、頼もしさと同時に苦いものを覚え、スバルは竜車の大罪司教から目を逸そらし、そこで不意に膝をつく。

「あれ……」

「スバル！　ああもう、やっぱり無茶しすぎたのよ！　あんな気持ち悪いのずっと抱えてて、こうなって当然かしら！」

　頭が重くなり、視界がぐらつくスバルの肩を支え、ベアトリスがそう怒鳴る。

　その可愛かわいい声がきゃんきゃんと頭に響いて、スバルは自分が思っていた以上に消耗していたのだと自覚した。──当然と言えば当然か。

　記憶を失い、その間に何度も死に、その後にも何度も死に、記憶を取り戻すために己と向かい合い、目覚めては塔を襲う五つの障害と激突し、権能で仲間たちの負担を引き受けながら戦って、最後にはシャウラを失って──。

「──ぁ、俺」

「スバル、平気、大丈夫だから。今は、少しだけでいいから休んで？　また、起きたらちゃんとお話ししましょう。私も、話したいことたくさんあるから」

　ぐったりと力が抜け、その場にへたり込んだスバルをエミリアが正面から抱きとめる。柔らかい感触と甘い香り、いつもなら身を硬くするはずのそれが、今のスバルには劇薬のように効果的で、意識がすっと闇に落ちていく。

　もし、このまま闇の底で命を落としたら、またこの塔を取り巻く奔走の場面に戻って、そこでシャウラを救う方法を探せるだろうか。

　そんなものはないと、半ば理解していながらも望まずにはおれないまま。

　ゆっくりと、スバルの意識は闇に呑のまれていった。
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「よいしょっと」

　意識をなくしたスバルの体を抱き上げて、エミリアはそう息をつく。

　ぐったりと瞼まぶたを閉じたスバル、その死んでしまいそうなくらい深い寝息は、この監視塔の問題解決のため、彼がどれだけ頑張ってくれたのか、その証あかしだ。

　エミリアたちを救うため、スバルがどんなに必死だったことか。

　自分も記憶をなくして大変だったのに、バテンカイトスに『名前』を奪われ、みんなに忘れられてしまったエミリアのところに彼が駆け付けてくれて、どれだけ嬉うれしかったか。

　そういうことを、ちゃんと伝えてあげたい。

　頑張り屋さんのスバルが、自分で自分を責めすぎてしまわないように。

　シャウラのことは、エミリアたち全員の責任であり、もっと言うなら──、

「──お師様の、フリューゲルが悪い人だと思うの」

『賢者』の名声をシャウラに押し付け、そして、プレアデス監視塔の役割の一新と共に彼女を眠りにつかせた張本人。彼が世界を救った三英傑の一人だったとしても、シャウラを寂しがらせ、スバルを泣かせた時点でエミリアの中では極悪人の仲間入りだ。

「見たところ、消耗は激しいようですが……大事はありません。休ませれば回復するでしょう。このまま、あの緑部屋に？」

「ええ。ラムたちもそこにいるし……ラムが私を助けにきてくれてる間、アナスタシアさんがレムのことを見ててくれたんでしょ？」

「そんな大げさな話でもないよ？　ただ、ウチが自分を取り戻したあと、ナツキくんらを助けにいくユリウスと、エミリアさんを助けにいくラムさんらを見送っただけやし。……生あい憎にく、レムさんの方に変化はなかったわ」

「そう……」

　緑部屋で待機しているラムたちのことを思い、エミリアは形のいい眉を顰ひそめる。

　ライ・バテンカイトスの撃破、それはある意味、レムの敵討ちを果たしたと言える。しかし、重要なのはレムが目覚めることで、それと比べたら敵討ちの成否は些さ事じ。

　少なくとも、ラムは憚はばかることなくそう言うだろう。大事なのはレムの帰還だと。

「それについても、ロイ・アルファルドから聞き出せることに期待しましょう。それに、まだこの塔……いえ、大図書館プレイアデスについても不明点が多すぎる」

「何でもわかる大図書館……それがシャウラの言い分だったのよ。適当な娘だったけど、だからこそ、言われた話を捻ねじ曲げたりはしないはずかしら。ここが大図書館だと、そう言い含められていたのは間違いないのよ」

　その大図書館としての機能が『死者の書』を意味しているのか、それ以外にも可能性があるのか、それを確かめなくてはならないだろう。

　その上で、エミリアはベアトリスたちに話さなくてはならないことがあった。

「あのね、スバルを緑部屋で休ませてあげたあとなんだけど、みんなには一緒にきてもらいたいところがあるの。……会ってもらいたい人がいて」

「……もしかして、それって一層と関係があるのかしら？」

　一層へ上がり、エミリアが最後の『試験』を突破した。

　それ自体はベアトリスたちも知っている話。問題は、まだ話していないその先だ。

　具体的に、一層に何があり、誰と出会い、エミリアがどうしたのか。

　それは突飛で超越的で、言葉にするのが何とも難しい出来事だったから──、

「話すと長くはないんだけど、ややこしいから、直接会ってみてくれる？」

　と、自分の頭上、はるか上の塔のてっぺんを指差して、エミリアはそう言った。
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「う……」

　ざらついた感触に顔を撫なでられ、スバルは呻うめきながら瞼まぶたを開けた。

　ぼやけた視界、それが何度かの瞬まばたきでまともな輪郭を帯びてくると、視界に飛び込んでくるのはざらついた感触の原因、赤い舌でスバルを舐なめるパトラッシュの顔があった。

「……パトラッシュ、か」

「────」

「心配かけて悪かった。……お前、また頑張ってくれたんだろ？　いつも悪いな」

　愛竜の憂い顔へとそっと手を伸ばし、鋭い面貌を撫でながらスバルは唇を緩める。

　この漆黒の地竜には、いつもいつも危ないところを助けられる。記憶をなくしたスバルを救ってくれた恩義はもちろん、この最後の周回でも、パトラッシュが任された役割はとても大きい。なにせ──、

「パトラッシュがいなかったら、レムは危ないところだったもの。この子を連れ帰ったことが、バルスの生涯最大の功績でしょうね」

「否定し切れないからやめれ。ベア子を連れ出したり、エミリアたんのために徽き章しようを取り戻したりもしてるから。どっちもロズワールが関与してたけど」

　厳密にはベアトリスの問題にロズワールは無関係だが、こう言ってやった方が相手への反撃になるので、あえてそう言ってやった。

　案の定、それを聞いたラムは「ちっ」と忌々しげに舌打ちする。

　その、緑部屋の壁に背を預け、己の腕を抱いたラムの姿を見て、スバルはその満まん身しん創そう痍いぶりに痛々しく目を細めた。

「……ラム、悪かった。俺のせいで、そんなケガを……もががっ！」

「馬鹿を言わないで。ラムが傷付いたのがバルスの責任？　ラムの人生において、バルスが何かの要因になることなんて一ひと欠片かけらもないわ。おぞましい」

「おぞましいは言いすぎだろ！　人の口に草の塊詰め込むお前の方が怖いわ！」

　壁から剥はがした蔦つたの塊を口にねじ込まれ、青臭さに涙目になるスバルがそう抗議する。それを聞いて、ラムは「ハッ」と悪びれない態度。

　と、そんなスバルとラムのやり取りに、「くすくす」と笑う気配があった。

「お兄さんとお姉さん、ホントに仲良しよねえ。姉弟きようだいを見てるみたいだわあ」

　そう言って、草のマットが敷かれた床に足を投げ出していたのは、頭の上に小紅べに蠍さそりを乗せたメィリィだ。そのメィリィの言葉にラムはわかりやすく顔をしかめて、

「バルスが弟……？　百歩譲って、血の通わない出で来きの悪い弟だとしても、そんな役立たずは鬼の里じゃ口減らしに遭うわよ」

「鬼の里、そんなシビアなの？　鬼じゃなくてホッとしたわ……」

「嘘うそよ。ただ、ラムがおぞましさに耐えかねて口減らししただけね」

「仮定の話に仮定の話を重ねてややこしくするなよ！」

　相変わらずのラム節に、スバルは唾を飛ばしながら怒鳴り返す。

　とはいえ、今のがラムの遠回しな気遣いであるのはスバルにもわかる。彼女は、自分の負傷はスバルの判断が原因ではないと、そう言ってくれているのだ。

　いつも通りのすげない態度、それにラム感を感じながら、スバルは室内──緑部屋の面子メンツを見回した。いるのはスバルとパトラッシュ、それからラムとメィリィｗｉｔｈ小紅蠍。そして、部屋の奥のベッドに寝かされる『眠り姫』──、

「──レムは、起きてないか」

「生あい憎にくと、ね。憎たらしい無礼者の首はねじ切っておいたわ。それで、エミリア様のことは戻ってきたみたいだけど……」

「ユリウスのことも、レムのことも戻ってきてない。……何かが足りないのか」

　ぐっと掌てのひらに拳こぶしを押し付け、スバルは苦々しい感情を噛かみしめる。

　意識を失う直前、エミリアたちと話したことの再確認。──結局、『暴ぼう食しよく』の被害を完全に根絶するには、奴やつらから直接話を聞き出すしかないのだと。

「ここにいるのは、ケガが重かった順番か？　エミリアたんたちは？」

「お姉さんやベアトリスちゃんなら、会わせたい相手がいるって上に向かったわよお。一層だから、ずっとずっと上……誰がいるのか、ラムお姉さんは知ってるんでしょお？」

「大したことじゃないわ。ただ、体が大きくて物忘れの激しい年寄りがいるだけよ」

「監視塔のてっぺんにいる物忘れの激しい年寄りって、絶対重要なキーキャラじゃん……」

　ここにきて新たな登場人物がいると聞かされ、スバルは眉間に皺しわを寄せる。

　物忘れの激しい年寄りとラムが説明した人物、それが何者なのか。あるいは、それが二層でのレイドのように試験官だとしたら、上にいるのは憎き『賢者』ではないのか。

「だとしたら……」

「バルス、自分の無力の腹いせにシャウラを使うのはやめなさい」

　カッと頭に血が上り、立ち上がりかけたスバルにラムが冷たい声を浴びせる。図星を突かれたスバルは、息を詰めてラムを見つめた。

「シャウラのことは聞いたわ。うるさくて品がなくて、バルスを慕うなんて目が完全に腐り切ってしまっていたけれど……消えなくちゃならないほどではなかった」

「────」

「惜しむなら、怒るのではなく、泣きなさい。バルスの八つ当たりの理由にされるより、寂しいと泣かれた方がシャウラは喜ぶわ。──ラムもそうだから」

「ラム……」

「強く想おもう相手だけは間違えていると、今でもそう思っているけれどね」

　最後に一言付け加えたラムに、額を指で弾はじかれる。その、痛くもない威力に尻餅をつかされ、スバルは「悪い……」と弾かれた額に手をやった。

「大体、もしも一層にフリューゲルがいたら、バルスが何かする前に、ラムやエミリア様が半殺しにしてたわ」

「……エミリアたんはともかく、ラムのそれは信じられるわ」

　シャウラのことを思えば、フリューゲルに対する怒りは少なからず、この塔にいる全員が持ち合わせる自然な感情だった。

「でも、そうなると一層の年寄りっていったい……」

「ひとまずおいておきなさい。仮にあの年寄りが何かの役に立つとしても、それは話に聞く『色しき欲よく』の大罪司教の被害者の方で、『暴ぼう食しよく』の方ではないわ」

「それもだいぶでかい話なんだが……そう、か」

　そのあたり、ラムの中でははっきりと優先順位がついている。それを憚はばからず、堂々と主張できるのもラムの強いところだ。

　そして、スバルも少なからず、彼女の思いに共感できてしまう。

『色欲』の被害者を救える目算が見えるのはとても大きい。だが、やはり『暴食』の被害者を救いたかった。そのための最善が、もっとあったのではないかと。

「──馬鹿ね」

「姉様？」

「くだらないことに思い悩む暇があるなら、体も頭も休めた方がずっと利口よ。──この塔で最適解を選べなかったのは、バルスだけじゃないわ」

　首を横に振り、ラムはそっと自分の額に触れた。

　デリケートな傷の残るそこは、かつてのラムの角が生えていたはずの場所。その古傷をそっと撫なで、それからラムは同じ指をベッドのレムへ伸ばす。

　そして、彼女は妹の額を愛いとおしげに撫でると、

「『暴食』の大罪司教を倒すのに、レムの力を借りたわ。結果的に勝てたけど、その代償は大きい。……この子には、かなりの重荷を支払わせたでしょうね」

「重荷……」

「角があった頃の働きをしたわ。バルスなら、内側から爆はぜていたぐらいの」

　それが大げさな話でないことは、ラムの普段からの苦しみを引き受けたスバルには十分伝わる。ただ呼吸し、平然と振る舞うだけでラムは地獄を味わっている。

　そんな彼女が本気になった。──そのフィードバックはどれほどのものか。

「そのことで、目が覚めたレムに恨まれるかもしれない。でも、悔やみはしないわ。ラムは、レムの姉様だもの。この子が憎もうと恨もうと、それは同じ。……なら、その先を良くしていくために、触れ合うだけよ」

「……それを俺に言うのは、めちゃめちゃ耳が痛いぜ」

　過去を悔やむのではなく、未来を良くするために挑むと、そう宣言するラム。

　そのラムの思惑と外れたところで、スバルは過去を捻ねじ曲げるために幾度も奔走した。

　究極の前向き思考をするラムからすれば、スバルの『死に戻り』は究極の後ろ向き思考と言って過言ではあるまい。

　起きた出来事を変える『死に戻り』は、いつだって過去を悔やんだ結果の産物だ。

「結局、使わないに越したことはないんだよな……」

　ぎゅっと、力の入っていた拳こぶしを再び解いて、スバルは苦笑する。

『死に戻り』を使い、みんなと笑い合う未来を掴つかむために頑張る自分の姿勢は認めた。その上で、『死に戻り』自体に溺れないよう、自分を戒める。

　この塔でも、それだけ多くの涙と、スバルを惜しむ声を聞いたから。

「よくわからないけどお、お兄さんったら少しは元気になったみたいねえ」

　スバルの表情の変化を見て、床で膝を立てるメィリィが呟つぶやく。体育座りのような姿勢の彼女は、自分の三つ編みを手で撫なでながら、

「お姉さんとかラムお姉さんがやってくれるでしょうけどお、お兄さんを励ますなんてわたしにはできないんだから、あんまり凹へこまないでよねえ。ちゃんとした背中、わたしに見せるって約束でしょお？」

「ああ、その約束もあったな。おう、今度こそ、守るよ」

　メィリィと、彼女の頭の上の小紅べに蠍さそりを見て、スバルは力強く頷うなずいた。

　すると、そんなスバルの決意を後押しするように、傍かたわらのパトラッシュが頬ほおをすり寄せてくる。彼女の鱗うろこが強烈な肌も、慣れれば痛みを感じず頬を合わせられる。

　そんな親愛の表現に、スバルも心からの親愛を返して、その場に立ち上がる。

　さっきは耐えきれずに倒れてしまうぐらいの消耗があったが、失われた体力も少しは回復したようだ。緑部屋の精霊様々である。

「考えてみると、ヨーゼフまで入れての総力戦だったわけだけど、この部屋の精霊にどれだけ助けられたか、ちょっと感謝してもし足りねぇレベルだな……」

　回復部屋として利用している緑部屋だが、元々ここには室内に入った生き物の負傷を治療する物好きな精霊がいる、というのがシャウラの説明だった。

　それこそ、監視塔に到着してからずっと、レムなどこの部屋に入り浸りだ。

「まぁ、浸らせたくて浸らせてるわけじゃねぇんだけども」

「精霊、ね。バルスの……いえ、言うだけ無駄だったわ。ユリウスの『誘精の加護』の効果で、無理やり実体化でもさせたらどう？」

「言いたいことはわかったけど、俺の魅力はベア子特効だから悔しくないぜ。実際、ユリウスの加護の効果なら、話せたりすんのかな……」

　ユリウスの持つ『誘精の加護』は、単純に言えば精霊に好かれやすくなる加護。その効果で六体の準精霊──否いな、現在は精霊に昇格したイアたちと契約しているわけだが、その延長で緑部屋の精霊と話せるなら、それも可能性を広げる一つの手だ。

　シャウラと同じか、それ以上にこの監視塔で過ごした精霊。

　名前もないその存在ならば、この監視塔における謎を解き明かす一助に──、

「ラム？　変な顔してどうした？」

「……何か、妙な空気を感じるのよ。これは」

　──そう、ラムが変調の予感を口にした瞬間だった。

「なんだ!?」

　不意に、緑部屋の中心に光が溢あふれ出し、スバルたちが驚きよう愕がくする。

　突然のことに身を硬くし、スバルとラムは弾はじかれたようにレムの下へ。メィリィとパトラッシュも警戒を露あらわに、その光から後ろへ遠ざかる。

「なになになに、なんなわけえ!?」

「わからねぇ！　とにかく、俺たちから離れるな！　何が起きても……うお!?」

　慌てふためくメィリィを背後に庇かばい、注意を促す言葉が中断される。

　部屋の光がひと際強くなり、スバルの目を焼いたことが原因だ。そして、腕で顔を覆いながら、スバルはおそるおそる、光の方へ目を凝らす。

　今の強い発光を経て、光は徐々に弱まり、消えつつあった。そのことに安あん堵どと警戒、どちらを抱けばいいのかわからないまま、スバルは『それ』を目の当たりにする。

「──は？」

　眼前、光の消えた地点に現れた『それ』を見て、スバルは意味がわからない。

　絶句し、驚愕し、改めて絶句する。

「……女の子？」

　スバルの隣で、同じものを見たラムが怪け訝げんそうに呟つぶやいた。

　その認識は正しい。スバルも、彼女と同じものを見ている。ただし、彼女とスバルとでは、その『女の子』に対する知識が明確に違っている。

　スバルは、その『女の子』の名前を知っていた。

　何な故ぜなら、緑部屋の床に横たわる彼女の名前は──、

「──ルイ・アルネブ」

　緑部屋の中央、床の上に光と共に現れた少女、ルイ・アルネブ。

『暴ぼう食しよく』の大罪司教である三人兄妹きようだいの末妹にして、記憶の回廊にいたはずの『飽食』──それが、こうして現実に姿を現したことに、スバルは絶句していた。

　ただし、そのスバルの言葉を、隣のラムは聞き逃さない。

「ルイ・アルネブ……『暴食』の、最後の一人の名前ね」

「あ、ああ、そうだ。詳しくは話せてなかったけど……あいつは、『暴食』の最後の一人、ルイ・アルネブ。ライとロイの妹って話で……」

「──。見たところ、意識はないようね」

　冷静にルイを観察し、ラムの言葉にスバルも彼女が眠っているのを確認する。

　眠り、というべきなのか、具体的な状況は全く不明だ。そもそも、どうしてこの場にルイが現れたのか。あれほど、スバルを恐れ、恐怖し、『死に戻り』に絶望した彼女が、あれから数時間で立ち直り、再び挑んでくるとは考えにくい。

　──『死』とは、そのぐらい人の心に深い傷を残すものなのだから。

「そもそも、こいつに実体はないはず……クソ、考えてても埒らちが明かねぇ！　メィリィ！　エミリアたんたちを呼んできてくれ！　俺とラムで、こいつは見張ってる！」

「もお、人使いが荒いわねえ。……勝手に死んじゃわないでよお？」

　そろそろと後ずさり、メィリィが緑部屋の入口へ。念を押すようなメィリィの言葉に、スバルは親指を立てた。そのメィリィの頭の上、小紅べに蠍さそりが真ま似ねするように鋏はさみを立てるのを見届け、彼女はさっと身を翻ひるがえし、エミリアたちを呼びに一層へ。

　そして、代わりに部屋に取り残されるスバルとラムは──、

「──。とにかく、結論を急ぐのはやめましょう。エミリア様やベアトリス様が戻るのを待つべきだわ。エミリア様たちが戻ったら──」

　改めて、ルイについての対処を話し合おう。

　おそらく、ラムが続けようとしたのは、そんな言葉であったのだと思う。

　しかし、そのラムの言葉は続けられなかった。

　それよりも早く──黒い終しゆう焉えんが、プレアデス監視塔へと襲いかかったからだ。

「──っ!?」

　どん、と大きな爆発が足下で発生したように、スバルたちの体が浮かび上がる。

　直後、思い切り全身を天井や壁に打ち付け、スバルは「ぐあ！」と悲鳴を上げた。そして、何が起きたのかと頭を振り、気付く。

　──全身の総毛立つ、おぞましい気配の接近に。

「ま、さか……」

　そんなはずがないと、感じた予感を振り払いながら立ち上がる。だが、悪寒はますます強くなり、スバルの疑念をより確かなものとして刻み込もうとした。

　それは、こないでほしいと考えた障害──事実、この瞬間まで起こり得なかったはずで、それにも拘かかわらず、それは膨大な破壊となってこの場へ訪れた。

「パトラッシュ！　ラムを──！」

「──ッッ！」

　床に這はいつくばり、立てずにいたラムの体を抱き上げ、スバルはとっさにパトラッシュへと彼女を投げ渡した。それを、全身におびただしい傷を負いながらも受け止め、パトラッシュはスバルの意を察して猛然と部屋の入口へ駆け寄る。

「バルス、この馬鹿……！」

　そう勝手に動かれたラムの恨み節だが、耳を貸している暇がない。

　スバルは揺れる足場を強く踏みしめ、とっさに蔦つたのベッドにいるレムへ駆け寄った。そして、彼女の体を抱き上げると、パトラッシュを追って部屋の入口へ──、

「────」

　──その直前、草の上を転がっているルイの姿が視界の端を過よぎった。

「──っ！　ああ、クソ！　クソったれ!!」

　憤激に罵声をつきながら、スバルはボロボロの体で火事場の馬鹿力を発揮。レムの体を右腕で抱え込み、空いた左手でルイの腕を強引に掴つかむ。

　どちらも軽い体だ。非常時の、この状況なら重さを度外視で運び出せる。

　そう、二人を抱えたまま、スバルが緑部屋を飛び出す寸前だった。

「────」

　その入口とスバルたちとを分断するように、緑部屋の床を突き破って黒い影が室内に流入してくる。──そう、黒い影だ。

　こないと信じていたかった、五つの障害の最後の一つ──スバルに執着する、『魔女』の黒い影が、この期に及んで監視塔へと襲いかかってきていた。

「ラム──！」

　吠ほえるスバルは、その影の隙間からレムだけでも外へ逃がそうとする。

　だが、黒い影はスバルの視界の前面を覆い尽くし、決して隙を作らない。その上、黒い影の流入は止まらず、正面だけでなく、左右も、背後も影が呑のみ込んでいた。

「クソ……ここまで、きたってのに……！」

　迫りくる影を見ながら、脱出路を探すスバルの胸中を悔しさが支配する。

　影に呑まれれば、スバルは命を落とし、『死に戻り』する羽目になる。もし、この監視塔で『死に戻り』すれば、リスタート地点が更新されていない限り、スバルは己の内側にルイ・アルネブを抱え込んだまま、やり直すことになる。

　そうなれば、この白い少女の姿をした大罪司教に支配され返される。

　それを恐れ、だからこそ、このループが最後の機会だと全力を尽くしたのに──。

「──バルス！　しっかりなさい！　レムが泣くわよ!!」

「──ッッ!!」

　黒い影の向こうから、ラムとパトラッシュの必死な声が飛んでくる。

　それに答えるために息を吸い、しかし、言葉を吐き出すことができなかった。

　──それより早く、黒い影がナツキ・スバルを丸ごと呑み込んでいたからだ。
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　──莫ばく大だいな黒い影に呑まれ、スバルの意識は闇の中をゆっくりと揺蕩たゆたう。

　手が、足が、血が肉が、自分という存在が解体され、概念化される感覚。

　何か、途と轍てつもなく巨大な感情に呑み込まれ、自分が塗り潰つぶされていく。

『──愛してる』

　そう、誰かが何もない、真っ暗な闇の中で囁ささやいてくるのが聞こえた。

　それが、ずいぶんと懐かしい声に思えて、ナツキ・スバルの意識は自嘲する。

　愛してると、そう呼びかけられることに慣れているなんて、まるで六体の精霊に愛されるどこぞの優美な騎士様のようだ。生あい憎にくと、スバルにそこまでの甲か斐い性しようはない。与える愛も、両手と背中で精一杯。それもかなり無理しての話だが、

「その、無理がしたいんだよ……」

『──愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる』

「悪いが、それには応えられねぇよ。……今は、その言葉は俺に地雷なんだ。そう言ってくれた相手の手を、掴つかみ損ねたばっかなんでな」

『──愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる』

「……聞く耳持たないのはお互い様か。なら、とっとと飲み干してくれ」

　何もない空間、事ここに至って、ここから生きて出られる希望は皆無だった。

　ならば、ナツキ・スバルはこの闇の中、無情にも命を落とすのだろう。

　それを、悲嘆ではなく、怒りと奮起に変えて、受け入れる。

「戻ったら、最悪の状況が待ってるかもしれない。頭をすっきり切り替えたルイが、今度こそ『死に戻り』を奪おうとするかもだ」

『──愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる』

「けど、負けねぇよ。俺は、負けない。今度こそ、約束を守る」

『──愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる』

「──明日の明日のために、何度だって戦ってやるよ」

　愛してると、そう幾度も繰り返される言葉に、押し潰つぶされない。

　悪いが、その言葉で傷付く心なら、ほんの少し前にすっかり傷付けられ切った。今さらそんな愛情で、ナツキ・スバルは縛れない。

　だが、重ねられる愛の言葉は、そんなスバルの拒絶さえ意に介さない。

　まさしく、盲目的な愛の言葉が世界そのものを塗り潰さんと押し寄せ、ナツキ・スバルの存在は、闇の中へと呑のみ込まれ──、

『──愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛し』

『──我、ボルカニカ。古いにしえの盟約により、頂へ至る者の志を問わん』

　次の瞬間、直上より降り注ぐ凄すさまじい青い光が、世界を包む闇を直撃した。

　そして、猛烈な光が闇を喰くらい尽くし、世界は一気に色を変えて──、
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「う……」

　ざらついた感触に顔を撫なでられ、スバルは呻うめきながら瞼まぶたを開けた。

　意識が、ゆっくりと浮上してくる。それに合わせ、開いた瞼の向こうでぼやけた視界、それが徐々にまともな輪郭を帯びてくる。

　その間も、なおもスバルの頬ほおにはざらついた感触がずっとあって。

「あーぅ？」

　ざらつく感触と聞き慣れない声、ぼんやりとしたスバルの意識が浮上する。

　頬を舐なめられる感触は、てっきり愛竜のものと思ったが──、

「う、ぁー？」

　──スバルに馬乗りになり、顔を舐めているのはルイ・アルネブだった。

「う、おわあああ──っ!?」

　そのありえない光景に驚きよう愕がくし、スバルはとっさに目の前のルイを突き飛ばした。その動作に押され、「うあん！」と悲鳴を上げたルイがゴロゴロと転がる。

「な、な、な、なんだ、てめぇ!?　何のつもりだ!?　また、俺をおちょくって……」

「うー、うー？　うあー」

「うあーじゃねぇ！　何が、何があった……俺は、死んで……？」

　愕がく然ぜんと、ルイを睨にらみつけながら、スバルは必死に声を震わせる。

　そのスバルの前で、ルイは草むらで仰向けになったまま、手足を子どものようにバタつかせて唸うなっている。意図がわからない。狙いも──否いな、それ以前に、

「ここ、どこだ……？」

　ルイから視線を外さず、スバルは警戒を強めながら周囲の様子を確認する。

　すると、目に飛び込んでくるのは鮮やかな緑の平原──草花がちらほらと風に揺れているそれは、広い草原のような、アウグリア砂丘にはありえない光景だった。

「草にも、実体がある。味も……ぺっぺっ！　草だ！」

　毟むしった草の匂いと味を確かめ、スバルはそれが本物であるのを確かめた。

　それから、自分の負傷や服の破れ具合から、直前の戦闘──プレアデス監視塔を取り巻く戦いの痕跡、それが残っているのを確認する。

　つまり、あの戦いは確かにあったことで、スバルはまだ死んでいない。

　緑部屋を襲った膨大な黒い影、あれに呑のまれながらも生き残って──、

「──そうだ！　レム！　レムは……」

　目の前にルイがいるのなら、あの瞬間、同じように抱えていたレムもいるはず。

　その思いからルイを放置し、スバルは草原の景色にレムを探した。そして、程なく、背の低い草むらの中、静かに横たわる彼女の姿を発見する。

「レム！　ああ、よかった……ちゃんと、ちゃんと無事だ……」

　レムに駆け寄り、スバルはその無事を確かめ、安あん堵どでその場にへたり込む。

　見たところ、レムにも外傷はない。体の熱も、静かな呼吸もずっと見てきたままだ。そのことに心の底から安堵して、スバルは額の汗を拭い、周りを見回す。

　四方、監視塔の気配も、仲間の姿も見当たらない。大きく口を開け、叫ぶ。

「エミリアたーん!!　ベア子!!　ラム──!!」

「うー、あーっ！」

　見えないまでも、返事があることを期待してスバルがエミリアたちを呼ぶ。

　しかし、声は空むなしく響き渡り、返事をしたのは草むらに寝そべるルイだけだった。

　ルイは何を企たくらんでいるのか、間違いなく持て余す状況下、しかし、レムを守れるのは自分しかいないと、スバルはルイに対処するべく立ち上がり──、

「────」

　──立ち上がろうとする腕を、そっと誰かに引かれた。

「──え」

　片膝をついて、立とうとしていたスバルは掠かすれた息をこぼした。

　腕を、服の袖を引く力はそれほど強くはない。しかし、動けなくなった。

「────」

　ガクガクと膝が震え、スバルの全身がわけのわからない汗を掻かき始める。

　本当に、それはわけのわからない衝動だった。内臓が一斉に動き始め、ナツキ・スバルという人間の全部が、その現象に打たれ、暴れ出している。

「──ぁ」

　ゆっくりと、瞼まぶたが震えて、薄く開き始める。

　その向こうに閉ざされていたのは、湖のように澄んだ薄青の瞳ひとみ。

　楽しげに華やぐそれが、好きだった。時に悪戯いたずらっぽく輝くそれが、好きだった。

　胸を締め付けるほどに懇願するそれが、好きだった。

　──ずっと、ずっと、ずっと、その輝きに焦がれていた。

「れ……」

　心臓が弾み、喉が震え、まるで何かを詰まらせたみたいに声が出ない。

　詰まらせた。そうだ。そうだとも。この胸、どれほどの想おもいが詰まっていたことか。

　伝えたい言葉も、話したい話題も、交わしたい願いも、積もるほどにあった。

「──レム」

　それを求めて唇を震わせ、スバルは彼女の名前を呼んだ。

　情けないことに、たったそれだけのことをするために、何度も失敗してしまった。

　はっきりと、彼女に伝わるように言えただろうか。もしかしたら、言えたと思ったのはスバルの幻想に過ぎなくて、大切なことは伝わっていないのでは。

「レム、レム……レムっ、レムぅ……れ、む……れむぅ……！」

　ボロボロと、彼女の名前を一度呼ぶたびに、滂ぼう沱だと涙が溢あふれ出した。

「────」

　パチパチと、静かに瞬まばたきして、薄ぼんやりとしていた瞳ひとみに確かな光が宿る。

　ここまでくれば、これはスバルの願望が見せたまやかしなんかではないとわかる。

　間違いなく、ここに彼女が──レムが、いる。

「──ぁ」

　弱々しく唇を動かし、レムが何事か口にしようとする。

　その声の、掠かすれた一音が聞けただけで、スバルは胸がはち切れそうな思いだった。

　ずっと、彼女の寝顔に語りかけ、寝息を立てるその命が繋つながっているのを確かめた。

　必ず取り戻すと心に誓い、幾度も幾度も朝と夜を迎えてきた。

　だが、その間、ただの一度も、彼女の声は聞けなかった。

　目をつむれば、彼女がかけてくれた言葉が、名前を呼んでくれたことが、様々な場面でのことが思い出された。──でも、それは全て過去のことだ。

　今の、明日の、新しい彼女の声が聞きたかった。

　それが今、ようやく叶かなう。果たされる。

「れ、む……大丈夫、だ。ゆっくりでいいから……」

「──ぅ」

　もごもごと、もどかしげに彼女は唇を動かす。

　本当なら、彼女のために水の一杯でも汲くんでくるべきなのだろう。しかし、近くに水場は見当たらないし、彼女から目を離せない。
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　一言でいい。彼女がもう一度、スバルを呼んでくれたら。

　その一言が聞けたら、スバルは──、

「──たは」

「……レム？」

　静かに、レムが唇の動きを溜ため、渇いた口内に微かすかな潤いを求める。

　分泌される唾液で舌を湿らせ、何とかささやかな力を取り戻し、レムは口を開いた。

　そして、その青い瞳ひとみにスバルを大きく映しながら──、

「──あなたは、だれ、ですか？」

　膝をついて、レムの顔を覗のぞき込んでいたスバルは息を詰めた。

　それから、肺の奥に苦々しく溜まった息を吐いて、自分の胸を強く叩たたく。

　強く、強く、二度三度と叩いて、己に訴えかける。

　──この可能性は、予期していたはずだ。

　目覚めたレムが、スバルのことを覚えていない可能性は考えていた。

『暴ぼう食しよく』の権能のことを考えれば、それは自然な成り行きだ。彼女が自分の『記憶』か『名前』を失い、目を覚ますことは十分にありえた話だった。

　そう、十分ありえた話だ。だから、考えないわけではなかった。

　もちろん、それでスバルの受ける衝撃が、痛みがゼロになるわけではない。

　それでも、運命を呪って絶望したり、不条理に怒りをぶつけて悲劇の主人公ぶるほどに自分を憐あわれまなくて済んだ。

　何より、ナツキ・スバルはすでに言われている。

『かっこいいところを、見せてください。スバルくん』

「──俺の名前はナツキ・スバル」

　ぐっと、強く奥歯を噛かみしめて、スバルは嘆きかけた顔を下ろし、頬ほおを歪ゆがめた。

　ぐしぐしと顔を拭い、精一杯虚勢を張って、スバルはレムに笑いかける。

　ナツキ・スバルらしい、晴れ晴れしいほどに根拠のない笑みで。

「今はまだ、思い出せないかもしれねぇ。でも、俺は……」

「あなた、は……」

　レムの掠かすれた問いかけに、スバルは一度言葉を切り、ぎゅっと目をつむった。

　それから、その青い瞳を黒瞳で見つめ返し、続ける。

「俺は、お前の英雄だ。──レム、会いたかった」

　そう言って、誓いを立てた少女のために、今一度、ナツキ・スバルは英雄を名乗った。

　傷だらけの英雄像を背負い、少年は少女のため、再びそう名乗った。

　──もう一度、誓いをここに。ゼロから、彼女との物語を始めるために。


　《了》

















あとがき






『Ｒｅ：ゼロから始める異世界生活』、第六章完結!!

　どうも皆さん、長月達平＆鼠色猫です。ここまでお付き合いありがとうございます！

　そんなわけで、21巻より始まりました六章も無事完結、一段落といったところです。

「いやいや、ものすごいところで終わってない!?」と感じた方もいらっしゃるかもしれません。その感覚、正しい。スバルくん、またも息つく暇もない。

　ここからまた怒涛の勢いで七章へ突入し、同行メンバーも一新されることになります。リゼロは毎回毎章、クリア方法もピックアップされるキャラクターも変わる仕様になっているので、今後もその部分をお楽しみいただければ幸いです。

　なお、「あれ!?　今回のリゼロ、ちょっと分厚くない!?」と思った方もいらっしゃるかもしれませんが、それも正解です。今回、普段よりめっちゃ分厚いです。

　六章最後まで入れる苦肉の策、あとがきがこの文字幅なのもそのためですよ！




　そして、お察しの通り紙幅の限界が早くも訪れたため、恒例の謝辞へ参ります！

　担当のＩ様、「今回は無理なら早めに言ってください」の言葉通り、無理でした。普段のページ数は絶対不可能でした。「次はありませんよ！」のお言葉を胸に、今後も頑張っていきたいと思います。二人三脚なので一緒にね！　ありがとうございました！

　イラストの大塚先生は、ほぼ同時進行だったＷｅｂ版も読んでいただけて、おかげさまで挿絵イラストのイメージ共有がスムーズで助かりました！　でも、それに甘えてばかりじゃダメなので次は気を付けます！　今後もホントよろしくお願いいたします！

　デザインの草野先生、憎たらしい奴らが表紙の今回もお美事にございまする。毎度毎巻なのですが、称える語彙が乏しくて申し訳ありません。好きです！（突然の告白）

　コミカライズ関係では、月刊コミックアライブで花鶏先生＆相川先生の四章コミカライズと、野崎つばた先生の『剣鬼恋歌』が連載中！　マンガＵＰ！ではツカハラミノリ先生の『氷結の絆』が連載中！　皆様、いつも本当にありがとうございます！

　そして、ＭＦ文庫Ｊ編集部の皆様、校閲様や各書店の担当者様、営業様とたくさんの方々にお世話になっております。今後とも、何卒よろしくお願いします！

　それから年を跨いで21年１月から、テレビアニメ２期の後半クールも開始！　渡邊監督やキャスト陣、スタッフの皆様にも大変お世話になっております！

　そしてそして最後に、いつも応援してくださる読者の皆様に最大の感謝を！

　六章完結し、『Ｒｅ：ゼロから始める異世界生活』という作品もようやく折り返し地点、今後も目を離さず、お付き合いいただけたら幸いです！

　ではまた、次の巻、次の苦難にてお会いしましょう！　ありがとう！


　　　　　２０２０年12月《大変な一年、皆様の奮闘に感謝しつつ》
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